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図 1-1-1 検証委員会の構成 

1. 検証委員会について 

1-1. 検証委員会の構成 

 令和元年東日本台風による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水原因に関すること、被

害を最小化する方策に関すること及びその他必要な事項について検証することを目的とし

て検証委員会を設置した。 
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1-2. 検証委員会摘録  
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令和２年１月９日 

川崎市上下水道局・建設緑政局 

 

 

令和元年台風第１９号による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水 

に関する検証委員会（第１回） 摘録 

 

 

１ 日 時 令和元年 12 月 27 日（金）13：00～14：30 

 

２ 場 所 第 3庁舎 15 階第 1・2会議室 

 

３ 出席者 

委員長 副市長 藤倉 茂起 

副委員長 上下水道事業管理者 金子 督 

 建設緑政局長 奥澤 豊 

委員 上下水道局下水道部長 鈴木 利之 

 上下水道局下水道部担当部長 松川 一貴 

 上下水道局南部下水道事務所長 中村 了治 

 上下水道局中部下水道事務所長 藤井 則明 

 建設緑政局道路河川整備部長 磯田 博和 

 川崎区役所道路公園センター所長 大野 宣郎 

 幸区役所道路公園センター所長 島村 伸夫 

 中原区役所道路公園センター所長 川瀬 賢二 

 高津区役所道路公園センター所長 日比野 雅一 

 多摩区役所道路公園センター所長 青木 誠 

 総務企画局都市政策部企画調整課長 宮崎 伸哉 

 総務企画局都市政策部企画調整課担当課長 蛭川 泰行 

 総務企画局危機管理室担当課長 伊藤 健一 

 上下水道局下水道部下水道計画課長 室井 弘通 

 上下水道局下水道部管路保全課長 後藤 正寛 

 上下水道局下水道部施設保全課長 清水 成利 

 建設緑政局道路河川整備部河川課長 安部 正和 

 建設緑政局総務部企画課長 小沼 匡弘 

 建設緑政局道路河川整備部道路施設課長 矢口 智行 

事務局 上下水道局下水道部下水道計画課担当課長 峯 健介 
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４ 議事 

（１） 検証委員会の概要、検証委員会要綱について  

（２） 住民説明会における意見・要望について 

（３） 令和元年台風第１９号による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水に関する検証について  

（４） その他 

 

５ 資料 

資料１ 検証委員会の概要 

資料２ 令和元年台風第１９号による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水に関する検証委員会設

置要綱 

資料３ 住民説明会における意見・要望について 

資料４ 令和元年台風第１９号による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水に関する検証について 

 

６ 摘録 

事務局 

本検証委員会は、検証委員会設置要綱によりまして、委員長は藤倉副市長・副委員長は金子上下水

道事業管理者および奥澤建設緑政局長でございます。 

はじめに、藤倉委員長からご挨拶を申し上げます。 

 

委員長 

 委員の皆様におかれましては、本日は大変お忙しい中、御出席いただきまして誠にありがとうござ

います。 

本年１０月１２日から１３日にかけて本市を襲った台風第１９号は、過去最大級の勢力で日本列島

に上陸し、各地に大きな爪痕を残し、本市にも災害救助法の適用を受ける大きな被害がありました。

特にこの台風は、広範囲にわたる浸水被害をもたらしたことから、上下水道局、建設緑政局、各区役

所としてより一層のハード及びソフト対策の強靭化に努めていかなければならないと感じています。 

本検証委員会は、台風第１９号による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水原因に関すること、浸水

被害を最小化する方策に関すること、及び、その他必要な事項について検証することを目的として設

置しました。 

検証作業にあたっては、スピード感を持って検証し、検証内容については、下水道や河川を専門と

する第三者に、専門的な意見や助言を求め、それを検証結果に反映するとともに、短期的な視点によ

る、来年の出水期を踏まえた対策検討、中長期的な視点によるハード、ソフトの対策検討を行い、結

果の取りまとめを進めていきたいと思っていますので、皆様のご協力をお願いします。 

開催にあたりまして、簡単ではございますが、私からのあいさつとさせていただきます。本日は、

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

（１） 検証委員会の概要、検証委員会要綱について 

事務局（資料 1,2 の説明） 

・検証委員会の設置および目的は資料 1 の記載の通り、排水樋管周辺地域および河川関係の浸水に
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関すること、被害を最小化する方策に関すること、およびその他必要な事項について検証すること

である。 

・検証委員会メンバーは副市長を委員長とし、21名での構成とする。 

・委員会は、委員長が招集し、議長となる。 

・部会については、下水道部長を部会長とする下水道部会、道路河川整備部長を部会長とする河川

部会を設け各々検討を行う。 

・検討内容については、各専門分野の第 3者から意見聴取を行う。 

・委員会の設置要綱については資料 2。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

各部会での検討結果は、互いに情報共有を行うとともに、関係部署に広く情報共有すること。 

 

 

（２） 住民説明会における意見・要望について 

管路保全課長（資料 3の説明 -下水道部会-） 

・今回、5か所の排水樋管周辺で浸水が発生し、その地区を対象に下水道部にて計 8回説明会を実施

したほか、町会などを対象に個別の説明も行った。 

・説明会での主な質問・要望 

質問：浸水被害の原因、ゲート操作の適切性、補償・賠償について、検証・対策時期・内容 

要望：現場でのパトロール体制の強化、水位計・カメラ・ポンプ場の設置、多摩川の河床浚渫 

 

河川課長（資料 3の説明 -河川部会-） 

・住民説明会は 3か所にて実施。 

・説明会での主な要望 

河港水門：今後の水門の在り方についての検討など 

平瀬川：平瀬川と多摩川の合流地点の浚渫・整備など 

三沢川：大丸用水の通水量の確保、水位計・カメラの設置など 

 

総務企画局企画調整課担当課長 

説明会では、具体的にどのような資料で説明したのか。 

 

管路保全課長 

資料 4 の 4～9 ページの各排水樋管周辺地域の説明資料と本資料には記載していないが当日の活動

状況、河川水位、降雨量、ゲート操作の判断となる内容の資料を説明会にて提示した。 

 

総務企画局企画調整課長 

本会議に関する資料について、検証にあたって全ての関係者が必要な情報をしっかりと共有するこ

とが重要であるため、不足している資料は随時追加すること。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 
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検証資料のほかに、これまで実施した説明会での資料および議事録についても、資料編のような形

で別途まとめておくこと。 

 

委員長 

・当日の時系列での対応、各施設の操作マニュアル、運用状況について、資料を纏めること。 

・資料 3 には説明会での意見・要望が記載されているが、これらについてどのような回答をしたの

か。 

 

管路保全課長 

 ・逆流しても樋管ゲートを閉めなかった理由についての質問が最も多く、操作手順では降雨および

降雨の可能性がある場合はゲートを閉めないことになっており、その通り実施したと回答した。 

・検証については令和 2 年 3 月までに行い、短期的な対策として水位計・カメラの設置を検討して

いると回答した。 

 

河川課長 

 ・河港水門での説明会では、短期的な対策として河港水門のかさ上げの検討を行い、中長期では水

門の今後の在り方を検討すると回答した。 

・平瀬川での説明会では、短期的な対策として管理用通路の排水口からの水の逆流を防ぐため、フ

ラップゲートの設置、土嚢ステーションの増設、ポンプの増設を検討する。中長期では、合流部に

おける平瀬川への影響を受けないような対策検討を行うと回答した。 

 ・三沢川での説明会では、国が管理している三沢川水門、神奈川県が管理している三沢川、川崎市

が管理している水路があるため、3者で連携して対策検討すると回答した。 

 

 

（３） 令和元年台風第１９号による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水に関する検証について 

下水道計画課長（資料 4の説明 -下水道部会-） 

・今回の検証対象は、5か所の排水樋管（山王、宮内、諏訪、二子、宇奈根）である。 

 

河川課長（資料 4の説明 -河川部会-） 

・今回の検証対象は、3か所の地区（河港水門、平瀬川、三沢川）である。 

 

下水道計画課長（資料 4の説明 -全体-） 

・検証項目は大きく浸水原因の検証、対策方針の検討の 2 つであり、それぞれ下水道部会、河川部

会にてより詳細に検討を行う。 

・第三者の選定では、下水道や河川を専門とする学識経験者や国の研究機関に所属する第三者を選

定し、専門分野の意見、助言をいただく。 

・検証委員会のスケジュールでは、2月に中間とりまとめ、3月に最終とりまとめを行い、それぞれ

第三者への意見聴取を行う。 

 

幸区役所道路公園センター所長 
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各地区の説明会はどのように推進しているのか。 

 

管路保全課長 

各町会と調整して、説明会を実施している。 

 

総務企画局企画調整課長 

これまでの国の指針や基準、さらに今回の台風等を踏まえ国で検討が進められている審議会・分科

会等の様々な最新情報を確認して、上下水道局、建設緑政局で情報を共有しながら平行して検証を進

めていくのが良いのではないか。 

 

委員長 

・これまでのインフラ整備状況、過去の災害情報、および台風第 19 号の多摩川の対岸被害状況を確

認すること。また、他都市の樋管操作マニュアル等の内容について川崎市との違いを確認すること。 

・現状のスケジュールでは委員会の開催は 2回を予定しているが、必要に応じて随時開催する。 

 

総務企画局企画調整課担当課長 

内水ハザードマップを作成する場合、浸水した地域のみでなく排水地域全体で検討する必要がある

のではないか。 

 

下水道計画課長 

内水ハザードマップについては、樋管周辺だけでなく排水地域全体を対象として検討を行い、来年

度中の公表を目標として取り組んでいる。 

 

道路河川整備部長 

 国交省では多摩川水系の河川整備計画見直しを来年度以降に検討を始める予定である。そのため、

本委員会の検討では短期的な内容が中心となるが、中長期的な内容についても検討を行い、国の動向

に従い随時計画変更を行う。 

 

委員長 

国交省には必要に応じて本委員会の検討内容について、情報共有を行うこと。 

 

 

（４） その他 

委員長 

実際の現場の対応など、今回の台風を振り返った中で、各現場事務所の意見を伺いたい。 

 

中部下水道事務所長 

・今回の台風では田園調布上観測所で、これまでにない 10.81ｍを観測し、宇奈根や二子、宮内など

の排水樋管でも浸水が発生した。 

 ・今後の対応や動員体制などについて、本検証委員会で検証する必要があると考える。 
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 ・操作手順には、降雨あるいはその恐れがある場合にはゲートを全開にするということがあるが、

本検証委員会でその内容について検証する必要があると考える。 

 

委員長 

  現状が正しいという前提に立たず、今回の事象を検証した中で、より良い方法を選定すること。

また、構造的な部分も含め見直しをすること。 

 

南部下水道事務所長 

  台風 15 号の時のような雨が降り、台風 19 号のような多摩川の水位上昇となると職員の移動が困

難となるため、職員の移動について検討する必要がある。 

 

委員長 

・職員の安全確保について、マニュアル等あるのか。 

  ⇒ない 

・職員の作業中、避難命令が発令された場合の対応について、検討する必要がある。 

 

副委員長（建設緑政局長） 

  職員の安全が無くして市民の安全はないと考えるため、遠隔操作等について中長期的な検討が必

要。 

 

委員長 

  職員が現場に行かないで対応できるのは理想的だが、今回のように停電が起きた場合の課題につ

いて検証すること。 

 

川崎区役所道路公園センター所長 

  防災スピーカーやライブカメラなど、職員が現場に行かなくても確認できる方法は必要なため、

できるだけ早めに整備できればと思う。 

 

委員長 

  防災案内がよく聞こえないというのは様々な場所で意見が出ているが、これについて危機管理室

で意見はあるか。 

 

総務企画局危機管理室担当課長 

 ・特に風雨が強い時には、屋外にあるスピーカーは物理的に聞き取れないという問題がある。 

 ・聞きやすくするような技術的な努力をしている一方で、様々な媒体によって市民に伝える手段を

確保することや、早めの案内をしている。 

 ・防災案内がよく聞こえない件については、危機管理室においても、検証項目として挙がっている。 

 

幸区役所道路公園センター所長 

 ・幸区と川崎区の境である、JRと 409 号線のアンダーパス部分で多摩川からの越水で冠水が発生し
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た。多摩川の水が泥を巻き上げて越水したため泥が残り、川崎区役所道路公園センターと対応した。 

 ・作業に際し通行止めを実施した。休日の夜中から早朝にかけての対応だったので交通量が少なか

ったが、幹線道路であるため昼間だと相当な渋滞、被害が出ていたと推測される。 

 

中原区役所道路公園センター所長 

 ・多摩川の砂の粒が細かいため、泥を撤去したあとに雨が降るとまた砂粒が集まり舗装の細かい目

に入ってしまうなど、2回 3回と掃除する必要があった。 

 ・等々力に仮置きをしている土砂（約 500ｍ3）の処分を行うため、土砂検定を行った。問題ないと

いう結果から、1月から特設作業隊の方で随時撤去を行う予定。 

 

高津区役所道路公園センター所長 

 ・住民説明会でも意見が出たが、平瀬川と多摩川の合流部に大きな島が出来ていることから平瀬川

に関しては、多摩川の浚渫が必要。 

 ・霞提のところでは 3.8ｍくらいまで水が溜まっており、翌日から排水作業を行った。 

・排水作業に関して、協力してくれたコンクリートポンプ車が有効であった。 

 ・16:30 に平瀬川下流域に緊急避難指示を区長が発令。それまでは、職員がポンプに張り付いて作業

をしていたが、消防と消防団、区の広報車が避難指示を出して回り、職員もポンプを稼働させたま

ま避難を行った。約 2時間後にポンプの燃料補給に行った際にはパラペットの天端から約 15㎝まで

水位が上がっていた。その後、現場確認をした時にはパラペットの天端から約 5 ㎝のところまで水

が来ており、下流では越水していた。そういう状況の時、誰が現場を見に行くか問題となった。暗

い状況でも現場が確認できるような高性能カメラを設置して状況を監視する態勢も必要。 

 

多摩区役所道路公園センター所長 

 ・台風の情報は事前に分かるので、予防保全に力を入れており、風対策として街路樹の枝落としや

倒木の速やかな処分方法について事前に話し合いをしていた。 

・浸水対策としては、過去 10年の浸水箇所を確認し、水路清掃やスクリーン清掃などをして備えて

いたが、災害のステージがワンランク上がってしまったことの実感と、今後は今までの経験からの

備えだけでは足りないと考えている。 

 

委員長 

各現場から状況を伺ったが、その他の意見はあるか。 

 

副委員長（建設緑政局長） 

・今後は各部会で検討を進めていくと思うが、それぞれがどこまでの治水安全度を目指して仕事を

してきたということをしっかりと市民に説明しなければならない。 

・災害をゼロにすることは約束できないが、今後、我々がどのレベルを目指しどこまでは防ぐこと

ができるのかということを説明していくことが重要。 

・誤解が生じないよう下水道・河川で統一的な説明ができるような議論を進めていく必要がある。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 
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・国、県、対岸の区の状況の把握や膨大なデータの取りまとめなどどこまで検証しきれるかという

ことはあるが、次の出水期までに具体的に対応すべき最低のラインはあるので、まずはしっかりと

目標を立ててやっていく必要がある。 

・中長期的な部分については、議論する内容の整理が必要であり、結果の出せる形での議論をして

いただきたい。 

 

 

委員長 

各副委員長からも話があったとおり、今後は各部会でしっかりと検証を進めるとともに検討状況は

適宜、情報共有を図り、より良い対策案を検討していくこと。 

 

 

以上 
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令和２年２月２６日 

川崎市上下水道局・建設緑政局 

 

 

令和元年台風第１９号による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水 

に関する検証委員会（第２回） 摘録 

 

 

１ 日 時 令和２年２月１３日（木）１４：００～１６：３０ 

 

２ 場 所 川崎フロンティアビル２階第５会議室 

 

３ 出席者 

 

委員長 副市長 

副委員長 上下水道事業管理者 

 建設緑政局長 

委員 上下水道局下水道部長 

 上下水道局下水道部担当部長 

 上下水道局南部下水道事務所長 

 上下水道局中部下水道事務所長 

 建設緑政局道路河川整備部長 

 川崎区役所道路公園センター所長 

 幸区役所道路公園センター管理課長 

 中原区役所道路公園センター所長 

 高津区役所道路公園センター所長 

 多摩区役所道路公園センター所長 

 総務企画局都市政策部企画調整課長 

 総務企画局危機管理室担当課長 

 上下水道局下水道部下水道計画課長 

 上下水道局下水道部管路保全課長 

 上下水道局下水道部施設保全課長 

 建設緑政局道路河川整備部河川課長 

 建設緑政局総務部企画課長 

 建設緑政局道路河川整備部道路施設課長 

関係者 総務企画局都市政策部企画調整課担当課長 

事務局 上下水道局下水道部下水道計画課担当課長 
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４ 議事 

（１） 検証委員会のスケジュールについて  

（２） 排水樋管周辺地域の浸水に関する検証の中間とりまとめ①について 

（３） 河川関係の浸水に関する原因の検証及び対策方針の検討について  

（４） 検証内容について意見聴取をする第三者の選定について 

（５） 中間とりまとめの市民意見聴取方法について 

 

５ 資料 

資料１ 検証委員会のスケジュール 

資料２ 令和元年台風第１９号による排水樋管周辺地域の浸水に関する検証について 

    中間とりまとめ① 

資料３ 令和元年度台風第１９号による河川関係の浸水に関する検証（中間とりまとめ） 

資料４ 台風第１９号に伴う浸水被害の検証にあたり、意見聴取する第三者の選定(案) 

資料５ 中間とりまとめの市民意見聴取方法(案) 

 

６ 摘録 

事務局 

・検証委員会（第２回）開会の挨拶。 

・今回の検証委員会は公開としている。 

・本検証委員会は、検証委員会設置要綱により、委員長は藤倉副市長、副委員長は金子上下水道事

業管理者と奥澤建設緑政局長である。 

・はじめに藤倉委員長（副市長）より挨拶。 

 

委員長 

・昨年１０月に発生した台風第１９号では、多くの浸水被害が発生し、被害に遭われた方には心よ

りお見舞いを申し上げます。 

・台風第１９号の浸水に関しては、市民の皆様にとっても関心が高く、重要なテーマである。もし

同様の台風・災害が起きた場合、どのように対応すれば、被害を最小限に食い止められるか、課

せられた課題は大きく、スピード感を持つことも大事であるが、かつ詳細に検証し具体的に実現

可能な対策について検討を進める必要がある。 

・昨年末１２月２７日に検証委員会(第１回)を開催し、検証項目の確認、対策の方向性を確認した。 

・検証内容については、下水道や河川を専門とする第三者に意見等を求め検証結果に反映させると

ともに、早急にできる対策については導入を図り、結果の取りまとめを行うということで確認を

した。 

・本日の検証委員会では、先日開催された下水道部会と河川部会での議論の内容を踏まえ、特に浸

水原因や現場での対応を振り返り、今夏の台風シーズンまでに対応する短期的な対策について、

重点的に議論したいので、参加している委員においては活発な議論をお願いする。 

・繰り返しになるが、スピード感も大事であるが、しっかりと結果の取りまとめに向けて議論して

いくこと。 
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（１）検証委員会のスケジュールについて 

事務局（資料１の説明） 

 ・資料-１のうち、「中間①２月１３日」が本日の検証委員会となり、本日は「中間とりまとめ①」と

して、活動状況、浸水状況、対策方針（短期対策）など、市民の皆様の関心の高い内容について優

先して議論する。 

・今回の検証委員会の内容については、検証委員会後に第三者からの意見を聴取し、検証内容に反

映する。 

・次回の検証委員会では、「中間とりまとめ②」として、ゲート操作、操作手順、災害時の体制、中

長期的な対策の方向性等について議論を行う予定である。 

・次回の検証委員会で議論した「中間とりまとめ②」については、市民の皆様から意見聴取を行っ

ていく。 

・検証結果の公表後には、住民説明会を開催する方向で検討している。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

第三者の意見聴取は、本日の「中間とりまとめ①」が終わった段階、次の「中間とりまとめ②」の

後、最終的な「結果とりまとめ」の後と３回の意見聴取を行うということでよいか。 

 

事務局 

最終的なとりまとめ案については、委員会で新しい方策などの議論が出た場合は、その内容につい

て第三者から意見聴取を行う。最終的には報告書形式でまとめるので、その報告書の内容についても

第三者に内容の確認をお願いする。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

第三者に聞きっぱなしで報告書等に反映するのではなく、反映したものを再度返し、第三者と何回

かキャッチボールする形で意見を伺ったほうが良い。 

 

委員長 

結果の取りまとめは、どの様な形でまとめて公表するのか。 

 

事務局 

検証結果の取りまとめについては、報告書という形で、当時の状況、浸水の原因等を取りまとめる。 

住民説明会を見据えて概要版も作成する予定。 

 

委員長 

市民、議会への情報提供や市民、第三者の方々への意見聴取などスケジュールがタイトであり、ス

ピードも重要であるが、しっかりとした説明で対応し意見を聴取すること。 
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（２）排水樋管周辺地域の浸水に関する検証の中間とりまとめ①について 

［浸水原因、対策方針（短期対策）］ 

下水道計画課長（資料２の説明） 

１．検証の目的（資料２ページ） 

・令和元年台風第１９号では、計画高水位を超える既往最高水位の多摩川の影響を受け、排水樋管

周辺地域において、深刻な被害が発生した。まずは、今夏の台風シーズンまでの短期対策を優先

して検討し、浸水の原因などについて検証する。さらにゲート操作の妥当性等の検証を進め、水

害に強いまちづくりの実現を目指すことを目的とする。 

・検証の進め方については、４項目の流れで進めていく。特に、今夏の台風シーズンまでの短期的

なハード対策を優先して検討する。 

・次回以降の検証委員会では、第三者への意見聴取を反映した「中間とりまとめ①」の報告、「中間

とりまとめ②」として、ゲート操作、災害時の体制、中長期的な対策の方向性を検証し、第三者、

市民へ意見聴取し、結果のとりまとめを行う。 

 

２．雨水整備の概要（資料３ページ） 

・昭和６年から浸水対策として事業に着手し、時間雨量５２ミリメートルへの対応を進めてきた。 

・雨水滞水池は浸水対策として有効活用されている。 

・平成５年に既定計画である５年に一回程度の降雨（時間雨量５２ミリメートル）に加え、１０年

に一回程度の降雨規模（時間雨量５８ミリメートル）を長期計画とし、事業の推進を図っていく

方向が示されている。 

・江川雨水貯留管、渋川雨水貯留管の整備を行い、浸水対策を推進してきた。 

・浸水リスクの高い地区を重点化地区に位置付け、雨水管などの整備を推進するとともに、局地的

な浸水に対しては個別に対策を行っている。 

・重点化地区においては、５年確率降雨（時間雨量５２ミリメートル）から１０年確率降雨（時間

雨量５８ミリメートル）にグレードアップした整備を進め、国の補助要件を満たす地区では、時

間雨量９２ミリメートルで床上浸水とならない対策を進めている。 

 

３.各排水樋管のこれまでの被害概要と対応（資料４ページ） 

・昭和４９年以降、台風による影響で多摩川が氾濫危険水位を超えたのは、今回を除いて４回であ

り、この場合について確認したが、山王、諏訪排水樋管周辺地域以外の宮内、二子、宇奈根排水樋

管周辺における浸水被害の記録はなかった。 

・令和元年の台風第１９号により、多摩川田園調布(上)水位観測所において、観測史上最高水位の

１０．８１メートルを記録した。 

・台風第１９号により中原、高津、多摩区において、床上、床下の深刻な被害が約２，５００件発生

した。この件数には、排水樋管の浸水以外の被害件数も含まれている。 

・昭和５５年に諏訪排水樋管周辺地域を対象として仮排水ポンプ所を設置し、その後、昭和５８年

に可搬式ポンプの導入している。 

・昭和５９年に山王、諏訪排水樋管の取り扱いに関する確認事項を作成し、平成１２年に見直しを

実施している。 

・平成２７年に各排水樋管において操作要領を作成し、平成３１年に操作手順を作成している。 
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４.被害の概要（資料５ページ） 

・今回、５箇所の排水樋管周辺地域で浸水被害が発生している。 

・浸水面積は、当日の職員による確認及び、各区役所での令和元年１２月２５日時点の罹災証明を

基に算出した合計約１１０ヘクタールである。 

 

５.検証の内容（資料６ページ） 

・検証項目のうち赤枠で囲んであるところが、今回の検証委員会の議題である。 

・排水樋管の特徴として、「山王」排水樋管は合流式、「宮内」「諏訪」「二子」「宇奈根」排水樋管は

分流式の排水樋管である。なお、この５箇所の排水ゲートは全て手動で開閉する施設である。 

 

６．台風・降雨の基礎情報（７ページ） 

・台風第１９号は、１２日１９時前に伊豆半島に上陸し、同日２１時頃に本市高津区を通過し、１

３日１２時に温帯低気圧に変わった。 

・本市に発令された警報・注意報及び降雨予報については、１２日７時５分から「大雨警報・洪水

警報」が本市に発令されていた。また、横浜地方気象台からは県全域に「時間当たり５０～８０

ミリメートル」の最大降雨予報が発表されるとともに、神奈川県東部地方に１２日７時４０分に

「日降水量３００ミリメートル」の降雨予報が発表されていた。 

 

７．降雨、水位等の基礎情報（資料８ページ） 

・台風第１９号における排水樋管周辺地区の最大時間降水量は、「宇奈根排水樋管」で最大３８ミリ

メートル、排水樋管周辺での総降水量は「宇奈根排水樋管」で最大３２９ミリメートルであった。 

・多摩川流域での降雨状況としては「檜原」「御岳」「高尾」「多摩」の多摩川流域の雨量観測所にお

いて「観測を開始してから過去最高の雨量を観測」。 

・多摩川の水位状況としては、田園調布（上）水位観測所において、１２日２２時３０分に「計画降

水量を超える既往最高水位の AP+１０．８１メートルを記録」し、昭和４９年以降の田園調布（上）

水位観測所の「既往最高水位を記録」した。 

 

８．浸水範囲や地盤高など（資料９ページ） 

・台風第１９号の通過後、国土地理院が撮影した航空写真、および国土地理院の地盤高図を排水樋

管周辺地域ごとに示している。これらは、航空写真により、河川水による土砂の堆積が確認でき

た部分を赤で示すとともに、地点ごとの高さを地盤高図に示している。 

 

浸水範囲や地盤高など（資料１０ページ） 

・「諏訪」「二子」「宇奈根」排水樋管周辺地域の浸水範囲や地盤高図を示している。 

 

９．災害時の活動 

９－１．主な活動（資料１１ページ） 

・「総務企画局 危機管理室」「上下水道局 中部下水道事務所」の主な活動状況を示している。 

・「総務企画局 危機管理室」では、台風前の１０月１０日９時から１２日にかけ、災害対策本部等

を設置し、市内各地区への避難指示等を発令。 
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・１２日８時に４号動員が発令され、「中部下水道事務所」では水位情報や気象情報等のデータ収集

を実施。 

・台風前の１０日から１１日にかけて各排水樋管の点検を実施しており、台風当日の１２日から１

３日にかけては、樋管箇所の現地パトロールの実施や、水位測定箇所における観測と気象状況等

の確認を実施。 

・１３日以降は現地パトロールによる被災状況の確認と、下水管きょ等の緊急清掃等を実施。 

 

９－２．各排水樋管の活動（資料１２ページ） 

・各排水樋管の１０月１２日から１３日の主な活動状況を表に時系列で示している。 

・各排水樋管において、パトロールや水位測定、移動式ポンプの対応、ゲート操作の判断等を行っ

ていた。 

・今回の対応を振り返り、今後改善すべき点を下段に３点表示し、これを踏まえ、赤枠内に課題を

明示した。 

・活動状況の検証としては、引き続きより細やかな検証を行い、ゲート操作の妥当性や操作手順の

見直しに反映させる。 

 

９－３．各排水樋管のゲート操作判断 

山王排水樋管（資料１３ページ） 

・当時の判断を排水樋管ごとに整理し、操作手順書通りに実施されていたかについて検証する。 

・１点目、操作の前提として、「降雨又は降雨の恐れがある場合は、樋管ゲートの全開を維持するこ

と」としている。 

 ・２点目、「山王排水樋管地点の多摩川の水位が３．４９メートルとなった場合、操作の第１段階と

しては、内陸に降雨または降雨の恐れのない状態において、山王排水樋管地点の多摩川の水位が

３．４９メートルを超えた時点で、山王排水樋管のゲートを全閉する。」としている。山王排水樋

管地点の多摩川の水位が３．４９メートルを超えると、合流式下水道の構造上、この水位を超え

ると地表面には水が溢れていないものの、河川水が雨水吐き室の堰を超えて下水道の中に入り始

め、丸子ポンプ場への河川水の流入が想定されることから、この時点で判断するとしている。 

 ・３点目、「多摩川田園調布（上）観測所」の避難判断水位である７．６メートルとなった場合、第

２段階の判断として、「多摩川田園調布（上）観測所の多摩川の水位７．６メートルにおいて、周

辺状況及び丸子ポンプ場の状況を踏まえ、ゲートの開閉を総合的に判断する。」としている。この

水位が避難判断水位であることと過去の実績より溢水発生の可能性があるためである。 

・当時の操作判断では内陸部に降雨があり、かつ大雨警報発令中であり、台風がまだ上陸しておら

ず、ゲート閉鎖すると内水氾濫の恐れがあるため、総合的に判断し、操作手順に基づきゲート開

の維持を判断した。 

 ・その後、大雨警報が発令された状態であったが、降雨が実測されなかったこと、河川水の影響に

より下流の丸子ポンプ場の水没する危険性が高まり、多摩川の水位が非常に高い状況であったこ

とから、１２日２２時２７分に操作手順に基づきゲートの閉鎖を判断している。 

・１３日１６時５０分に、現地にて多摩川の水位が３．４９メートルを下回ったことを確認し、ゲ

ートを全開した。 
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諏訪排水樋管（資料１４ページ） 

・降雨がある場合や、大雨警報が発令されている等、降雨の恐れがある場合は、内水の排水経路を

確保するため、樋管ゲートの全開を維持する。 

・田園調布（上）水位観測所の多摩川の水位 A.P＋６．０メートルにおいては、周辺状況を踏まえ、

ゲート開閉は総合的に判断を行う。過去の実績より溢水発生の可能性があるためこの水位を設定

している。 

・多摩川の水位が下降した場合は、周辺状況を踏まえ、ゲート開閉は総合的に判断を行う。 

・当時の操作判断では内陸部に降雨があり、かつ大雨警報発令中であり、ゲート閉鎖すると内水氾

濫の恐れがあるため、操作手順に基づきゲート開の維持を判断した。 

 

宮内・二子・宇奈根排水樋管（資料１５ページ） 

・宮内、二子、宇奈根については、緊急時の連絡先が異なるが、操作の判断は同じ手順である。 

・降雨がある場合や、大雨警報が発令されている等、降雨の恐れがある場合は、内水の排水経路を

確保するため、樋管ゲートの全開を維持する。 

・田園調布（上）水位観測所の多摩川の水位 A.P＋７．６メートルにおいて、周辺状況を踏まえゲー

ト開閉は総合的に判断を行う。避難判断水位であるため、この水位を設定している。 

・多摩川の水位が下降した場合は、周辺状況を踏まえゲート開閉は総合的に判断を行う。 

・当時の操作判断では内陸部に降雨があり、かつ大雨警報発令中であり、ゲート閉鎖すると内水氾

濫の恐れがあるため、操作手順に基づきゲート開の維持を判断した。 

 

９－４．まとめ（資料１６ページ） 

・各排水樋管のゲート操作については、概ね操作手順どおりに行われていたが、排水樋管周辺地域

に浸水被害が発生したことから、操作手順を含め、浸水シミュレーションを活用し、さらに検証

を深める。 

・継続的検討項目として、ゲート操作の妥当性について操作手順を含め、さらに検証を深める。 

・排水樋管箇所の直近に水位計がないことから、現地の水位状況をリアルタイムに把握する必要が

ある。 

・課題として、迅速な情報収集・提供と確実なゲート操作がある。 

 

１０．ゲート操作に時間を要した要因 

１０－１．当日のゲート操作（資料１７ページ） 

・当日の山王樋管ゲート操作状況は、１２日２２時５２分にゲート閉鎖を開始したが、１３日１０

時５０分の閉鎖まで約１２時間を要し、７回のゲート操作により閉鎖完了した。 

・ゲートは、自重降下を基本とするものの１回目、２回目とも自重降下および手動操作でも閉鎖が

できなかった。 

・３回目の操作では、下流側ゲートを自重降下で残り１．５メートルまで閉鎖することができたが、

手動操作としても降下位置は変わらなかった。 

・４回目の操作では、上下流側ゲートを自重降下で残り０．８メートルまで閉鎖することができた

が、手動操作としても降下位置は変わらなかった。 
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・５回目の操作では、上流側ゲートを自重降下で残り０．７メートルまで、下流側ゲートを自重降

下で残り０．３メートルまで閉鎖することができたが、手動操作としても降下位置は変わらなか

った。 

・６回目の操作では、樋管から多摩川への排水が確認できたことから、現状を維持し、その後、７

回目の操作により自重降下で閉鎖完了。 

 

１０－２．山王排水樋管のゲート点検（資料１７ページ） 

・今年度の山王排水樋管ゲートの点検、動作確認は、７回実施しており、多摩川の水位が下がった

状態ではあるものの、いずれも開閉操作の不具合や異常がなかったことを確認。 

 

１０－３．ゲート操作できなかった原因（資料１７、１８ページ） 

・降下停止後に手動による操作が出来なかったことから、ゲート閉鎖に時間を要した主たる原因は、

異物の噛み込みの可能性がある。 

・国土交通省の検討会における提言では、「直接的に制水の働きをもつゲートの扉体は、異物の噛み

込みや土砂堆積によるものが主な故障の原因」との記載がある。 

・今回の事象について、ゲートメーカーの検証結果としては、当日の水位条件でも計算上操作は可

能である。 

・ゲート閉操作に時間を要した原因として、過トルクが生じる要因が発生した場合は、閉操作が不 

可能になるとの見解を得た。 

 

１０－４．まとめ（資料１８ページ） 

・現時点では、上下流側ゲートの閉鎖状況の違いから水圧が主たる原因とは考えにくい。 

・国土交通省の検討会の提言や、メーカーの見解、台風後の現場状況から何らかの異物が扉体の戸

当り部に噛み込み、閉操作が不可となった可能性が高いことから、第三者の意見を伺い検証を取

りまとめていく。 

・戸当り部での異物による噛み込み対応として、人力での繰り返しによるゲート開閉操作が容易に 

行えないことも課題。 

・河川の高水位時の現場作業は、ゲート操作員の安全確保する必要がある。 

・課題として戸当たり部への異物混入防止、ゲート操作の容易化及び河川高水時におけるゲート操 

作員の安全確保がある。 

 

１１．浸水原因について 

１１－１．浸水原因について（資料１９ページ） 

・浸水原因としては、内水による浸水、逆流した河川水や内水による浸水、及び逆流した河川水に 

よる浸水の３パターンがある。 

 

１１－２．浸水原因（まとめ） 

・当時の降雨状況、既往最高を記録した多摩川の水位、現地の地盤高や下水道施設の状況、土砂の

堆積状況などから、今回の浸水原因は、逆流した河川水及びその影響を受けた内水の溢水、地表

面を通じて地盤の低い地域に流れ浸水域が拡大、局地的に地盤が低い箇所においても下流雨水管
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内の水位上昇による影響を受け浸水、さらに逆流した河川水に含まれる土砂による被害もあった。 

・課題は、河川水の逆流防止、及び内水の排除。 

・継続的検討項目として浸水シミュレーションを活用し、当時の再現を図りゲート操作の妥当性、

対策効果等の確認を行う。 

 

１２．短期対策内容の検討（資料２０ページ） 

・今回の検証委員会では、今夏の台風シーズン前までに直ちに備えるべき短期対策を優先して検討

する。 

・短期対策の内容の検討にあたり６つの課題を抽出し、その課題に対して課題解決に向けて必要と

なる８項目をまとめた。また、課題解決に向けて短期的な対策の検討を実施。 

 

１２－１．樋管ゲートの改良（資料２１ページ） 

・河川水の逆流防止には止水の確実性が必要。また、自動的に逆流防止するには、水位差により自

然開閉が可能となるフラップ機構付きゲートが効果的だが、異物の挟み込みによる影響も考慮す

る必要がある。さらに、開閉操作においても容易にできるように遠方操作等を考慮し、ゲートの

電動化が有効。 

・資料にゲート形式比較表ゲート改良の考え方及び各種排水樋管ゲートの改良概要を示した。 

・戸当り部に異物混入防止があるネットを設置し、雑草・小枝等の雑介物の混入防止を図り、異物

の混入を防止することで、確実なゲート操作及び内水排除が可能。 

 

１２－２．観測機器の設置（資料２２ページ） 

・下水管きょは地中に埋設されていることから、河川とは異なり目視で水の流れを確認することが

難しいなどの特性がある。 

・河川水の逆流防止及び内水排除の判断を行うためには、観測機器の設置により外水（河川）・内水

位、樋管ゲートの状況及び樋管内の水の流れを確実に把握することが有効。 

・観測機器は樋管部を監視できる監視カメラの設置を行い、また、河川水の逆流を防止するために、

外水位計、内水位計及び流速・流向計の設置を検討している。なお、各機器の設置場所について

も現在検討中。 

・これらの対策効果として、迅速かつ確実で効果的な情報収集による河川水の逆流防止・内水排 

除の判断及び操作員の安全確保が可能。 

 

１２－３．遠方制御化（資料２３ページ） 

・限られた人員で複数の樋管箇所の管理・操作をより的確に行うには、観測機器の設置及びゲート

の電動化等によるゲート操作の遠方制御化が有効。 

・遠方制御化の案としては、排水樋管周辺に設置した水位データ等を基に、離れた場所から開閉操

作し、複数の場所での監視により異常時などの連絡体制のバックアップを図る。 

・遠方制御化に向けての継続的検討項目としては、停電時におけるゲート操作及び観測機器の対応、

住民への情報提供の方法、将来的な自動化への調査。 

・これらの対策効果としては、限られた人員でのより的確な対応・ゲート操作及び操作員の安全確 

保が可能。 
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１２－４．内水排除のための排水ポンプ車導入（資料２４ページ）  

 ・今夏の台風シーズンに備え、短期間で浸水被害を低減できる暫定的な対策としては、排水ポ 

ンプ車の導入が有効。 

・排水ポンプ車は状況により、機動力を活かした柔軟な対応が可能となり、樋管ゲート閉鎖時にお

いても、内水排除に対して補完的な役割を果たす。また、排水ポンプ車の車両規格や、排水能力

については、道路幅等の現地条件、人力による作業性等を考慮して、詳細仕様を選定し、車両規

格を８トンクラス、揚水能力を１分間あたり３０立法メートルとする。 

・排水ポンプ車の効果的な運用への取組みとしては、より多くの排水ポンプ車を必要とするケース

も想定されることから、国や他自治体との広域的な連携等について、幅広く検討・調整を図る。 

 ・排水ポンプ車の運用などについては、事前の作業想定や退路手順などを適切にマニュアルに定め、

定期的な訓練を実施し、職員の習熟度の向上を図る。 

・排水ポンプ車導入に向けての継続的検討項目としては、オペレーションを含めた運用マニュアル

の策定、定期的な訓練の企画・実施について、引き続き検討を行う。 

 ・これらの対策効果としては、状況に応じた浸水被害の軽減および、内水排除が可能。 

 

１２－５．ゲート操作手順の取扱い（資料２５ページ）  

・近年の気候変動に伴う雨の降り方を考慮するとともに、今回台風の事象を踏まえ、今夏の台風シ

ーズンに備えて操作手順の検証を実施する。 

 ・今年度末までに、当時の活動状況の振り返りや浸水シミュレーションにより、ゲート操作の妥当

性を検証する。また、国土交通省の河川管理施設の操作規則の策定基準を参考に、操作手順を見

直す。 

・樋管周辺の観測機器設置については、今夏の台風シーズンまでに設置する観測機器で得た客観的

なデータを活用し、操作手順へ反映し変更する予定。 

 ・これらの対策効果としては、計測データを元に、適切な河川水の逆流防止や、内水排除の操作の

判断が可能。 

 

建設緑政局企画課長 

３ページに、「浸水リスクの高い地区を重点化地区に位置付け」とあるが、今回被災した５つの地域

は重点化地区になっているのか。また、今後の対策は、どのような位置づけで行うのか。 

 

下水道計画課長 

今回被災した地域は、丸子地区が重点化地区に位置付けられており、その他の４地区は重点化地区

に位置付けられていない。今後の対策を、どのように位置づけて進めていくかについては、これまで

に経験したことがない多摩川の水位が確認されたことを踏まえ、検討する必要があると考えている。 

 

委員長 

この資料でどこが重点化地区かわかるか。 

重点化地区がどういう位置づけで事業を進めていくのかを、併せて示せるようすること。 
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下水道計画課長 

資料の図には重点化地区の位置を記載していないため、後程まとめるときに重点化地区がわかるよ

うにする。 

 

建設緑政局道路施設課長 

３ページに、「丸子雨水幹線が供用開始」とあるが、今回機能したのか。 

 

下水道計画課長 

丸子雨水幹線の効果については、１０月１２日１６時４７分に満管となっていることから、それま

では機能していたと考えている。 

 

委員長 

既設の下水管きょから越流して丸子雨水幹線に入る構造になっているが、満管になったかどうかを、

どのようにして判断したのか。 

 

下水道計画課長 

丸子雨水幹線は貯留する構造になっており、最下流部の立坑にあるポンプ施設で水位がわかるよう

になっている。 

 

委員長 

今回の降雨によって越流して、８，２００立法メートルの水が貯まったということか。 

その状況は今後のシミュレーションで明らかになるか。 

 

下水道計画課長 

排水区の雨水や多摩川の水位の影響を受けた内水により満水になった。 

今後、シミュレーションで確認していく。 

 

中原区役所道路公園センター所長 

４ページの各排水樋管での取り組みにある「総合的判断」の判断材料は何か。次回以降の操作手順

の中などで、しっかり記載すべき。 

また、８ページの降雨の情報について、地上雨量計のデータだけでなく、今後はレーダ雨量情報な

ど、雨域の移動状況などがわかる資料も掲載してはどうか。 

 

管路保全課長 

降雨状況、警報の発令状況に加え、多摩川の水位、気象予報や雨域の移動状況、ダムの放流の情報

を判断材料にしている。今後、見直す際には手順を明確にする必要がある。また、雨域の移動状況は

庁内のシステムで確認しており、資料として添付する。 
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副委員長（上下水道事業管理者） 

総合的判断とは、何をもって判断するのか非常に難しいことから、いろいろな項目を具体的な判断 

として手順の中に入れるように検討すること。 

まずは短期的な対応として、明らかに閉めるべき事象があればまず閉め、その上で総合的な判断と

なる各項目の検証結果については、時間をかけてデータを蓄積していく必要があることから少し検討

に時間がかかる可能性がある。 

 

管路保全課長 

操作手順の見直しについては、ゲート操作の妥当性についてシミュレーションを用いしっかり検証

することから、少し時間がかかる。 

 

委員長 

時間がかかるといっても、できることをしっかり取り組んでいく必要がある。 

 

多摩区役所道路公園センター所長 

避難判断水位・氾濫危険水位・計画高水位を超えるタイミングで、河川管理者から何らかの連絡は

ないのか。  

 

中部下水道事務所長 

中部下水道事務所で、京浜河川事務所の田園調布（上）のデータをウェブで確認しながら、現場対

応にあたっており、この水位について河川管理者からの連絡は無い。 

 

委員長 

川崎に比べ多摩川の上流域での降雨量が多い場合、ダムの放流も加味するなどして、多摩川の水位

がどのように上昇するかを予測することは可能か。予測が難しいため、短期対策で水位計や監視カメ

ラを付けて判断しようということか。 

 

管路保全課長 

ダムの放流情報はあるが、多摩川上流域の降雨の状況にもよるので、現場が正確に多摩川の水位上

昇を予測することは難しいのではないか。現在、田園調布（上）の観測所の水位で判断しているが、宇

奈根などの樋管までは観測所から距離があることから、新たに水位計等を設置し、リアルタイムに現

地の水位情報を把握していくことが必要である。 

 

建設緑政局企画課長  

 溢水を確認した時刻と、溢水が始まった時刻は同じなのか。 

 

中部下水道事務所長 

 山王、諏訪は溢水を確認した時刻と、溢水が始まった時刻はほぼ同時刻と考えられるが、宮内、二

子、宇奈根は、溢水は確認したが、溢水が始まった時刻は確認できていない。 
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建設緑政局企画課長 

 溢水は具体的にどのような状況だったのか。 

中部下水道事務所長 

山王と諏訪排水樋管については、マンホール穴や集水桝からじわじわと水が出ている状況であった。

宮内、二子及び宇奈根排水樋管については、すでに道路が冠水している状況であった。 

 

高津区役所道路公園センター所長 

山王排水樋管で、溢水を確認する前の１５時１０分に住民の声かけを開始しているが、その開始基

準はあるのか。 

 

中部下水道事務所長 

 開始基準はない。マンホール内の水位測定などから、今後、浸水の恐れがあったため住民への声か

けを開始した。 

  

高津区役所道路公園センター所長 

 マンホール内の水位については、何箇所確認しているのか。 

 

中部下水道事務所長 

 水位測定箇所は、山王排水樋管においては雨水吐室のあるマンホール２箇所と樋管ゲート箇所であ

る。 

 

川崎区役所道路公園センター所長 

 パトロールでは、何を見ているのか。特に溢水確認後は何をパトロールしているのか。 

 

中部下水道事務所長 

 パトロールは、下水道施設の不具合の有無や溢水の確認、水位測定などを行った。溢水発生後は、

浸水状況を確認し、住民への避難呼びかけやマンホール蓋の飛散がないかなど下水道施設の確認など

を実施した。 

 

河川課長 

 ２１ページに「水路開口部に異物の混入防止効果がある防護ネットを設置し雑介物の混入を防止す

る」と記載があるが、水路の上部につける防護ネットは異物混入防止に効果があるのか。 

 

管路保全課長 

 防護ネットの目を細かくするなどを検討している。また、水路部のみでなく１８ページのゲート扉

体上部からの戸当り部へ入り込むことが想定されることから、扉体上部への設置も検討している。 

 

道路河川整備部長 

 １６ページのゲート操作について、「概ね操作手順どおりに行われていた」としているが、操作手順

がおかしかったということになるのか。また、継続検討項目として「操作手順も含め、浸水シミュレ
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ーションを活用し、さらに検証を深める」としているが、具体的にどのように行っていくのか。 

管路保全課長 

 概ね操作手順どおりに行ったと思うが、ゲート操作の妥当性についてシミュレーションを活用し確

認するとともに、ゲートを閉鎖した場合にどうなるかを確認し、操作手順の検証を進めたいと考えて

いる。 

 

多摩区役所道路公園センター所長 

排水ポンプ車を導入し、内水を多摩川に放流するためには、排水のためのホース等が多摩沿線道路

を横断する必要があるが、どのように行うのか。 

 

下水道計画課長 

 内水排除に際しては、多摩沿線道路上にホース等を横断させることになるが、交通管理者との協議

では、多摩沿線道路は緊急輸送路であり、原則全面通行止めが認められないとの見解が示されている

ことから、排水ホース上に乗越架台を使用し、片側交互通行を維持した上での運用を想定している。 

 

委員長 

 交通管理者として、全面通行止めは認められないのか。また、架台は簡単に据え付けられるのか。 

 

下水道計画課長 

 全面通行止めは原則認められない。架台はパーツごとに分かれており、基本的には人力で作業が可

能である。 

 

道路河川整備部長 

上流側・下流側でゲートの降り方が異なるため、水圧が主たる要因でないとする考えは理解できる

が、異物が挟まって動かないとしたら、なぜ時間の経過とともにゲートが降下するのかが理解できな

い。 

当時の現象を再現することは難しいと思うので、第三者にしっかりと見解を聞く必要があると思わ

れる。 

メーカーの計算では操作可能とのことであるが、その計算手法や計算結果についても、第三者に確

認してもらうべき。 

 

管路保全課長 

 当時の状況等から異物の混入と考えているが、第三者の意見を伺う。 

メーカーの計算により確認したが、その計算方法などについても第三者の意見を伺う。 

 

委員長 

 上流側・下流側の操作で、閉鎖状況が異なることについては、メーカーの意見に頼らず検証すると

ともに、全国の事例も調べて、同様の事が起きないように対策を講じること。 

ゲート閉鎖に時間を要した要因は、資料で読み取れない部分があるため、結論を出せるように第三

者の意見を聞き、取りまとめること。 
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建設緑政局企画課長 

２１ページの「補助ゲート」とはどのようなものか。 

 

管路保全課長 

補助ゲートは、主ゲートが不具合や維持管理作業時などで使用できないときに使用するものである。 

 

建設緑政局企画課長 

補助ゲートは、今回の台風で使用したのか。 

 

管路保全課長 

山王排水樋管には、補助ゲートがないため使用していない。 

 

中原区役所道路公園センター所長 

排水樋管のゲートを閉鎖する場合、道路公園センターや区役所と情報共有する必要があると考える。

また、ゲート閉鎖時には新たな場所での浸水発生も想定されるため、排水区全体に周知する必要があ

ると思うが、どのように行うのか。 

また、２３ページの継続的検討項目に「住民への情報提供の方法について検討を行う」とあるが、

誰に何の情報をどうやって提供するのか。 

 

管路保全課長 

 道路公園センターや区役所との連携の必要性があると考えているので今後検討する。住民への情報

提供については、地元説明会での要望もあり、現在検討中である。 

 

委員長 

 住民への周知は重要だが、設置した水位計を見ても住民は判断出来ないため、水位計がどの段階で

どのような危険性があるかを周知していくことが大切である。 

 

道路河川整備部長 

遠方制御化について、場所はどこになるのか。 

 

下水道計画課長 

 現在検討中ではあるが、（主）は中部下水道事務所、（副）は第２庁舎及び加瀬水処理センターを想

定している。 

 

委員長 

２１ページ以降に短期的対策の対策効果を示されたが、今後は操作手順の見直しを前提として良い

のか、それも含め第三者を交えて見直しを行うのか。 

 

下水道計画課長 

 短期的対策の効果についても、第三者の意見を伺う。また、操作手順については、次回以降の検証

Ⅳ－25



16／24 

 

委員会において妥当性等を検証していく。 

 

委員長 

 浸水原因やゲート操作の妥当性、さらに被害を最小化する方策について、説明しなければならない

ため、当時の活動状況の振り返りを行い検討していくこと。 

  

副委員長（建設緑政局長） 

短期的な対策は、台風第１９号時と同じような災害を防止するためには重要。予算の関係もあるが、

具体的に「いつまでに」「何を」やるのか、スケジュールを明確にし、今夏の台風シーズン時にはどの

ような体制で備えるのかを明らかにすることで少しでも市民の不安を払拭することが重要だ。 

市民への情報提供としてウェブサイトに特設ページなどを設け、具体的な進捗状況を示してはどう

か。 

 

委員長 

 市民も次の台風までに何をやるのかは知りたいところ。短期的な対策のスケジュールや進捗につい

ては、順次公表できるよう検討すること。 

山王のゲート操作のきっかけとなった、丸子ポンプ場の活動記録が今回の資料では落ちているので、

次回以降追加するように。 

シミュレーションによる検証作業を鋭意進め、市民が知りたい検証結果を早急に取りまとめること。 

 

 

（３）河川関係の浸水に関する原因の検証及び対策方針の検討について 

河川課長（資料３の説明） 

１．検証の概要（資料２ページ） 

・今回の中間とりまとめでは、令和元年台風第１９号による河川関係の浸水原因と、浸水被害を最

小化する方策等について、１から５の内容に沿ってご報告させていただく。 

 

２．川崎市の治水事業の沿革（資料３ページ） 

・市内を流れる一級河川は、流域の都市化に伴う雨水流出量の増大で治水安全度が低下し、早急な

整備が必要になり、昭和４６年から国、県の補助制度の適用を受け、時間雨量５０ミリメートル

の降雨に対応できる河川改修を進めている。 

・総合的な治水・浸水対策として、五反田川放水路などの河川整備のほか、雨水流出抑制施設の設

置指導等の取組も進めている。 

・河港水門については、大正時代に構築された大規模な運河計画に伴い、当時の内務省土木技師に

より設計され、昭和３年に完成したが、後に、社会情勢の変化などにより運河計画は廃止された。

現在は、船溜まりが残っており、数年前まで、砂利の陸揚げ施設として砂利運搬船が出入りして

いた。平成１０年度には、かつての大運河計画の存在を物語る希少な歴史的遺産として、国の登

録文化財に登録された。 

・平瀬川における取組については、従前の平瀬川は上之橋付近で東に折れ、溝口を経て多摩川に流

入し、たびたび氾濫を起こしていたため、昭和１５年から昭和２０年にかけて、県営多摩川右岸
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農業水利改良事業の一環として、多摩川へ全量カットするトンネル（流下能力毎秒３０立方メー

トル）が築造された。また、昭和４５年度には、更なる流下能力の向上を図るため、トンネルを

もう 1 つ整備した。この様な整備により、時間雨量５０ミリメートルでの河道整備が完了してい

る。 

・三沢川における取組については、河川管理者は神奈川県となっており、従前の流路は現在の旧三

沢川だが、洪水時による浸水被害が度々発生したため、県営三沢川沿岸排水改良事業により、昭

和２２年に現在の位置に完成している。また、多摩ニュータウンの開発に伴い、稲城地区の排水

と三沢川の流量調整機能を兼ねた分水路の整備が位置付けられ、昭和５９年に完成した。この様

な整備を経て、神奈川県管理区間についは、時間雨量５０ミリメートルでの河道整備が完了して

いる。 

 

３.降雨水位等の基礎情報（資料４ページ） 

・台風第１９号の概要と多摩川流域の状況については、令和元年１１月１０日から台風第１９号の

接近に伴い、多摩川流域全体の広範囲に強い雨域がかかり、山梨県、東京都、神奈川県を中心に

大雨となった。図中に赤枠で記載している、多摩川流域の檜原雨量観測所、御岳雨量観測所、高

尾雨量観測所、多摩雨量観測所において、観測を開始してから過去最高の雨量を観測している。 

・多摩川の水位状況については、田園調布（上）水位観測所と石原水位観測所において計画高水位

を超過しており、グラフのとおり、田園調布（上）では１０月１２日２２時３０分に既往最高の

水位１０．８１メートルを記録している。 

・被害の概要については、川崎区の港町周辺、高津区の平瀬川合流部周辺、多摩区のＪＲ南武線三

沢川橋りょう周辺の３地域において浸水被害が発生した。 

・浸水地域の状況については、被害が発生した３地域近傍における雨量観測所の最高時間雨量は、

過去１０年間の既往最高時間雨量を下回る雨量だった。一方で、市内の河川においては、高津区

の平瀬橋水位観測所（平瀬川）で氾濫危険水位の超過を確認した他、宮前区の嶋田人道橋水位観

測所（平瀬川）と宮前区のあゆみ橋水位観測所（平瀬川支川）において、避難判断水位を超過し

ている。 

 

４.河港水門（川崎区港町周辺）（資料５ページ） 

・浸水状況について、多摩川上流域で観測した既往最高の雨量は、計画高水位を超過したまま多摩

川下流域を流下し、河港水門付近においても計画高水位を越える状況の中、浸水が発生した。当

該地の浸水の経路については、台風後から実施している現地調査やヒアリング調査等によって、

現在のところ、河港水門扉体上部からの越水、周辺工場の取水口からの出水を確認している。ま

た、河港水門扉体上部以外からの浸水については、ゲート閉鎖時の水密性の調査を行い、ある程

度、水密性が保たれていることを確認しているが、詳細は現在調査中。 

 

・災害時の体制については、１０月１１日１３時に台風接近に伴い、川崎区役所道路公園センター

職員が河港水門の閉鎖を行った。警察及び消防から道路冠水の連絡を受けた後は、警察と情報共

有を図りながら、道路の通行止め対応に当たるとともに、国土交通省に排水ポンプ車の要請を行

う等の対応を行った。しかしながら、警察、消防から連絡を受けるまで、浸水被害を把握できず、

浸水する前に市民への注意を促すことができなかったことなどの課題があると考えている。 
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・水門等操作については、水防警報等により多摩川の増水のおそれがあり、水門内側の水位標が２．

２０メートルを超えたときに行うと定めているが、今回の台風第１９号の接近に際しては、多摩

川の増水が予想されたことから、前日に水門の閉鎖を実施した。現場状況の把握方法として、当

該箇所には水位計やカメラがなく、現地へ行かないと、多摩川の水位等の状況がわからないこと、

そして水門を閉じた際に、雨水等を多摩川に排水する設備がなかったことが課題と考えている。 

・短期対策方針については、現在、６つの対策を検討しており、今夏の台風シーズンまでの対策実

施に向け、準備を進めている。 

 ①扉体（ゲート）の高さ確保については、扉体下部の河床底上げを土のう等により実施し、扉体

高さを確保する。 

②京急交差部の閉塞については、浸水被害の拡大防止のため、大型土のうの設置等により京急線

交差部の閉塞を検討する。 

③被害最小化については、被害の拡大防止のため、浸水エリアの排水用の移動式ポンプを用意し

たり、雨水排水のための集水桝を増設したりするとともに、住宅等の浸水防止用の土のうを迅

速に提供するため、土のうステーションを設置する。 

④水位計・カメラの設置については、水門付近の状況を把握できるよう、水位計とカメラを設置

する。 

⑤情報提供方法の検討については、今回の事象を踏まえ、情報提供方法の検討を行い、確実な情

報伝達の導入を図っていく。 

⑥周辺工場の多摩川取水口からの出水対策については、現在工場側で対策を検討中とのことであ

り、互いに連携を図りながら対策を進めていきたいと考えている。 

・中長期的な対策として、河港水門の将来検討を進めていく。水防機能の向上のため、スーパー堤

防化、水門機能の見直し、河港水門周辺の土地有効活用等を、関係者と連携して中長期的な対策

として検討を進めていく。 

 

５.平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料６ページ） 

・浸水状況については、多摩川において計画高水位を越える状況の中、平瀬川においても水位が上

昇し、浸水被害が発生した。浸水の経路としては、台風後から実施しているヒアリング調査等に

より、現在のところ、管理用通路水抜き穴からの浸水、東久地橋桁下からの浸水、平瀬川の堤防

からの越水を確認している。 

・災害時の体制については、１０月１２日９時３０分に道路公園センターによるパトロールを開始

して、１０時に排水ポンプを設置し、１１時にポンプ稼働、水門閉鎖を行った。その後、平瀬川

の水位が上昇し、これ以上の作業が危険な水位に達したことから、ポンプを稼働させたまま、職

員及び緊急業者の退去に至っている。水防活動における課題としては、水位計の電源が喪失し、

水位の情報が欠損したこと、夜間のカメラ画像が不鮮明で、現地に行かないと浸水被害の状況が

把握できなかったことが挙げられ、設備の改善を図っていく必要があると考えている。 

・水門等操作については、平瀬川右岸の低地部は、平瀬川の計画高水位より２．３メートル程度低

いため、平瀬川の水位が上昇して雨水排水が阻害される場合に、水門を閉鎖しポンプによる直接

排水を行うことを定めており、台風第１９号の接近に際しても手順に従い、水門閉鎖の上、ポン

プ稼働による直接排水を実施したが、平瀬川の越水によりポンプは水没し停止した。 
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・短期対策方針については、現在、５つの対策を検討しており、今夏の台風シーズンまでの対策実

施に向け、準備を進めている。 

 ①フラップゲートの設置については、管理用通路水抜穴からの浸水を防止するため、フラップゲ

ートを設置する。 

 ②大型土のう等の設置については、東久地橋桁下からの浸水を防止するため、大型土のう等で閉

塞を行う。 

 ③パラペット護岸の改良については、堤防からの越水による被害を軽減するため、アクリル板等

を設置する。 

④水位計、カメラの更新については、現地の状況を確実に把握できるよう、夜間対応カメラや補

助電源を有する機器への更新を行いたいと考えている。 

⑤被害の最小化については、円滑な排水のため、水没した排水用の移動式ポンプの代替機を用意

するとともに、排水性の向上のためのポンプ増設と、住宅等の浸水防止用の土のうを迅速に提

供するための土のうステーション設置を行う。 

 

６.三沢川（JR 南武線三沢川橋梁周辺）（資料７ページ） 

・浸水状況については、多摩川上流域で観測した既往最高の雨量とともに、大丸用水の上流域に位

置する多摩雨量観測所でも、既往最高の雨量を観測し、多摩川において計画高水位を越える状況

の中、三沢川においても水位が上昇し、三沢川に接続する水路からの越水が発生した。また、台

風後から実施している現地調査やヒアリング調査等により、現在のところ、管理用通路水抜き穴

からの浸水、三沢川護岸のアクリル板からの漏水を確認している。 

・災害時の体制については、浸水対応について国の排水ポンプ車による排水が行われた。また、水

防活動における課題としては、早期に浸水被害を把握できず、浸水前に市民への注意を促すこと

ができなかったこと、三沢川水門の操作や、三沢川の水位情報が市民に伝えられなかったことな

どが挙げられ、今後、早急な対応を図っていく必要があると考えている。 

・水門等操作については、三沢川水門の管理者は国であり、操作状況としては資料に記載のとおり。

また、三沢川と大丸用水の合流部には、神奈川県が三沢川の護岸改修にあわせて設置した水門が

あるが、どこが管理者か不明の状態だった。課題としては、現場へ行かないと、三沢川の水位状

況がわからなかったことや、内水被害対策や水門等の適切な管理と運用の体制が整っていなかっ

たことが挙げられる。 

・短期対策方針については、現在、６つの対策を検討しており、今夏の台風シーズンまでの対策実

施に向け、準備を進めている。 

①水路（水門）の補修や管理等については、水路（水門）からの浸水を防止するため、施設の補修

等を行い、適切な管理と運用を行っていく。 

②フラップゲートの設置については、管理用通路水抜穴からの浸水を防止するため、フラップゲ

ートを設置する。 

③三沢川の護岸補修については、三沢川からの浸水を防ぐため、アクリル板の目地の補修を行う。 

④水位計、カメラの設置については、三沢川の状況を把握できるよう、水位計とカメラを設置す

る。 

⑤情報提供方法の検討については、今回の事象を踏まえ、情報提供方法の検討を行い、確実な情

報伝達の導入を図っていく。 
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 ⑥被害の最小化については、水門操作の最適化を関係機関と協力して構築していく。また、被害

の拡大防止のため、排水用のポンプ等を検討するとともに、住宅等の浸水防止用の土のうを迅

速に提供するため、土のうステーションを設置していく。 

 

南部下水道事務所長 

 ５ページ目右側の短期対策方針①の扉体（ゲート）の高さ確保において、底上げを土のう等とある

が、どのようなものか。土のうの流出対策として、仮締め切りも行うのか。 

 ③の雨水排水のための集水桝の増設イメージは。 

 ⑥の周辺工場による出水対策については、①と同様大切なので、工場側の対策にしっかりと関与し

てほしいと、ここで要望しておきたい。 

 

川崎区役所道路公園センター所長 

具体的な扉体の高さ確保方法については検討中だが、底上げについては仮締め切りしない工法にな

る。集水桝の増設については、住民説明会でいただいたご意見を踏まえ、通常の降雨で水が溜まらな

いように考えている。周辺工場による出水対策については、工場側との認識は一致しており、決定次

第、資料に記載していく。 

 

施設保全課長 

 河港水門は、今夏までに対策を実施するとのことだが、具体的にはいつを想定しているのか。平瀬

川と三沢川のスケジュール感も併せて示してほしい。 

 

河川課長 

 ３地区とも雨期にかかる時期までと考えている。 

 

下水道施設担当部長 

 大丸水門の管理者は不明ということだが、操作はしていないという事で良いか。仮に操作していれ

ば、被害を軽減することはできたのか。 

 

河川課長 

 操作の実態はない。影響については、詳しく調査をしていきたい。 

 

委員長 

 具体的な調査方法については、これからの検討となるだろうが、ヒアリングや測量等を行って、当

日の状況を確認できるようやってほしい。 

 

下水道施設担当部長 

 国の三沢川水門は操作要領どおり実施していたという事で、今回の浸水の大きな要因ではないと想

定するが、水門の補修とは具体的にどこをやるのか。 
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多摩 DKC 所長 

 大丸水門の補修を実施する。②③を含めて、県による整備等として調整を進めている。 

委員長 

 時間がかかるのか。 

多摩 DKC 所長 

 方向性について県と調整中であるが、それほど時間を要さないと考えている。 

 

下水道計画課長 

 三沢川は県管理河川だが、市でやるのか。 

 

多摩 DKC 所長 

 県が対策を進めていく方向で調整をしている。市では、⑤⑥を実施する。 

 

下水道部長 

 大丸用水は稲城市が関係しているが、調整はしているのか。 

 

多摩区役所道路公園センター所長 

稲城市とは連携して実施しており、すでに協議を開始している 

 

中部下水道事務所長 

 平瀬川について、浸水原因②をもう少し詳しく説明してほしい。また、浸水の順序は番号のとおり

か。 

 

高津区役所道路公園センター所長 

 東久地橋の桁下は、多摩川の土手が合流部で途切れているので、高水敷まで水位が上がると、平瀬

川の河川管理用通路へ水が溢れてしまう。順番は①から始まり、②と③はほぼ同時に始まったと考え

ているが、今後更に検証を進めていきたい。 

 フラップゲートの設置は３月中に実施できる。土のうステーションは国との調整中だが、こちらも

３月中に実施できる見込み。大型土のう等の開口部をどうしていくのかは、今後の検討事項となる。 

 

中部下水道事務所長 

 パラペット護岸の改良は、どこまで嵩上げするのか。 

 

河川課長 

 多摩川の水位に合わせると大規模になり過ぎるので、今回の水位を目安に検討中。 

 

管路保全課長 

 大型土のうは短期的対策だと思われるが、中長期的な対策はあるのか。 
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企画課長 

 多摩川や平瀬川の管理者である国土交通省や神奈川県、本市の３者で鋭意、調整中である。 

 

委員長 

 あくまで、短期的な対策なので、中長期的な対策を進めてほしい。 

 

下水道部長 

 国から多摩川緊急治水対策プロジェクトが発表されたが、平瀬川と三沢川のエリアは範囲外となっ

ている。当該箇所には土砂が堆積しているようだが、河道掘削等は実施しないのか。 

 

建設緑政局長 

 多摩川の浚渫は住民から多くの要望があり、市としても減災協議会などを通じて国に要望をしてい

る。本市だけでなく、他の流域自治体と連携して要望していきたい。調整がつけば、今後の中間とり

まとめ等に記載していきたいと考えている。 

 

委員長 

 川崎市だけ実施しても効果が限られるので、しっかりと他の流域自治体と連携してほしい。 

 

上下水道事業管理者 

 短期的対策はしっかりとやってほしい。違いが多くあるが、下水・河川で連携しながら、今夏の台

風シーズンまでにしっかりとやっていきたい。また、中長期的対策にもしっかり取り組んでほしい。 

土のうステーションは自助なので、道路公園センターと地元とでしっかり情報共有をしてほしい。 

水位計、監視カメラについては下水でも設置するが、連携して情報共有していきたいと考える。 

 

委員長 

 具体的なスケジュールを公表できるよう、しっかりとやってほしい。また、水位計等の情報共有も

検討を進めること。また停電時の補助電源は重要なので、検討を進めること。国・県との協議はスピ

ード感をもってやってほしい。 

 

（４）検証内容について意見聴取する第三者の選定について 

事務局（資料４の説明) 

・第三者の選定方針は、下水道部会及び河川部会の両部会において確認済。 

・第三者の方は正式決定をしていない段階であるため、氏名と所属は伏せている。 

・選定方針に基づく４名の学識経験者の候補者について 

  ・下水道分野を専門とされる方は、浸水解析や雨天時汚濁解析など雨水に関わる下水道システム

に関して研究をしており、国土交通省が設置する委員会にも多数参加実績がある。 

  ・下水道、河川、水害リスクを専門とされる方は、都市水文、流域水環境、水災害リスクに関して 

の研究の経歴があり、現在は河川洪水、内水氾濫予測に関して研究をしている。世田谷区や朝 

霞市での委員実績のほか、利根川上流河川事務所が設置した検討委員での実績がある。 
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  ・河川、下水道を専門とされる方は、都市水文に関する研究を専門とし、特に都市河川の洪水制

御や都市雨水排水計画に関して研究をしている。国土交通省や東京都など河川分野における委

員での実績がある。 

  ・河川を専門とされる方は、河川地形学、河道計画など河川工学に関して研究しており、国土交 

通省が設置する委員会にも多数参加実績がある。 

  ・国の研究機関に所属している方については、国土交通省国土技術政策総合研究所に依頼の手続 

きを行っており、決まり次第、検証内容に対する意見をいただく予定。 

 

委員長 

 国の方についても遅くならないように決めていくこと。 

 

事務局 

 手続きを進めている途中であるが、逐次、状況を確認していく。 

 

委員長 

 選定方針、選定候補者について異議はないか。 

・異議なし。 

 当委員会にて確認が取れたので、市長名で正式な依頼の事務手続きを進めること。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

 この４名の方は、いずれも国土交通省から紹介をいただいた方か。 

 

事務局  

 すべての候補者が国土交通省の紹介ではない。候補者から紹介いただいた方も含まれている。 

 

 

（５）中間とりまとめの市民意見聴取方法について 

事務局（資料５の説明) 

・資料の掲載・閲覧・配布場所については、各局のウェブサイトに「中間とりまとめ」と「意見提出 

様式」を掲載する。また、各区役所危機管理担当にて「中間とりまとめ」を閲覧用として準備す

る。さらに、各局所管課窓口で配布する。 

・市民の意見提出方法については、「意見提出様式」をメール、郵送又はＦＡＸにて受け付ける。ま

た、閲覧場所で意見を提出したい場合は、その場で意見を記入いただき提出することも可能。 

 ・市民への周知方法については、各局ウェブサイトのほか、委員会開催についての報道投込み時に

周知、浸水被害周辺地域の町内会・自治会に周知の協力を要請、中間とりまとめを自治会に説明

する際に周知、川崎市のＳＮＳによる周知を予定。 

 ・意見聴取期間については、結果取りまとめの時期や検証委員会のスケジュールを踏まえ、検証委 

員会の摘録公開後、概ね１０日間とする。 
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委員長 

広く市民から意見聴取することが重要であり、区役所とも連携を図って様々な方法で周知に努める

こと。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

 市民の方々への意見聴取については、誰でも意見が出せるよう実施すること。結果取りまとめの時

期などを考慮すると、意見聴取の期間が１０日間とタイトなスケジュールとなるが、ご理解を頂き、

意見聴取ができる体制をつくること。 

 

－議事終了－ 

 

委員長 

 昨今の気候変動による気象状況では、今までの経験による操作・管理だけでは対応が難しい状況に

なりつつある。今回は、今夏の台風シーズンまでに行う短期対策を集中的に議論してきたが、今回の

審議した内容については第三者の方にも意見を聞き、検証内容に反映させること。また、その他の事

項、宿題についても検証を進め、次の委員会において検証内容を議論できるようにすること。 

 

事務局 

・本委員会の資料等については、本市ホームページ上で公開を予定しています。 

・以上をもちまして、検証委員会（第２回）を閉会致します。 

 

以 上 
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令和２年３月１８日 

川崎市上下水道局・建設緑政局 

 

 

令和元年東日本台風による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水 

に関する検証委員会（第３回）  

 

 

１ 日 時 令和２年３月１３日（金）１４：００～１６：４０ 

 

２ 場 所 川崎市役所第４庁舎２階ホール 

 

３ 出席者 

委員長 副市長 

副委員長 上下水道事業管理者 

 建設緑政局長 

委員 上下水道局下水道部長 

 上下水道局下水道部担当部長 

 上下水道局南部下水道事務所長 

 上下水道局中部下水道事務所長 

 建設緑政局道路河川整備部長 

 川崎区役所道路公園センター所長 

 幸区役所道路公園センター所長 

 中原区役所道路公園センター所長 

 高津区役所道路公園センター所長 

 多摩区役所道路公園センター所長 

 総務企画局都市政策部企画調整課長 

 総務企画局危機管理室担当課長 

 上下水道局下水道部下水道計画課長 

 上下水道局下水道部管路保全課長 

 上下水道局下水道部施設保全課長 

 建設緑政局道路河川整備部河川課長 

 建設緑政局総務部企画課長 

 建設緑政局道路河川整備部道路施設課長 

関係者 総務企画局都市政策部企画調整課担当課長 

事務局 上下水道局下水道部下水道計画課担当課長 
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４ 議事 

（１） 検証委員会のスケジュールについて  

（２） 排水樋管周辺地域の浸水に関する検証の中間とりまとめ②について 

（３） 河川関係の浸水に関する検証の中間とりまとめ②について  

 

５ 資料 

資料１  検証委員会のスケジュール 

資料２  令和元年東日本台風による排水樋管周辺地域の浸水に関する検証 

     （中間とりまとめ②） 

資料３  令和元年度東日本台風による河川関係の浸水に関する検証 

（中間とりまとめ②） 

参考資料 要望書 

 

６ 摘録 

事務局 

・検証委員会（第３回）開会の挨拶。 

・今回の検証委員会は公開としている。 

・令和元年台風第１９号の名称が、令和元年東日本台風と命名され、要綱を改訂した。 

・本検証委員会は、検証委員会設置要綱により、委員長は藤倉副市長、副委員長は金子上

下水道事業管理者と奥澤建設緑政局長である。 

・はじめに藤倉委員長（副市長）より挨拶。 

 

委員長 

・昨年１０月に発生した東日本台風から５ヶ月が経ち、被災された市民の方々は、復旧・

復興途中である。 

・我々に課せられた課題は、非常に大きく、スピード感を持つことも大事であるが、かつ

詳細に検討し、具体的に実現可能な対策について検討を進める必要がある 

・前回２月１３日の検証委員会（第２回）では、活動状況や浸水の状況を踏まえ、その課

題を抽出し、今夏の台風シーズンまでに対応する短期的な対策について項目を抽出し

優先的に議論した。 

・本日の検証委員会は、先日開催された下水道部会と河川部会での議論の内容を踏まえ、

排水樋管周辺地域の浸水、当時の活動や組織体制の検証、また、ゲート操作について当

時の対応を振り返り、検証を行い、操作手順の見直しや体制の見直しを行う。 

・また、短期対策に対する第三者意見の聴取結果、河川関係の浸水について、地域と連携

したソフト対策などについての検証を行いたいので、参加している委員においては、活

発な議論をお願いする。 
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（１）検証委員会のスケジュールについて 

事務局（資料１の説明） 

 ・資料－１のうち、「３月１３日中間②」が本日の検証委員会となり、委員会終了後、本

日の議題の中間とりまとめ②について、市民の方々への意見募集を３月１８日から３

月２７日の１０日間実施する。 

・前回までの予定では、３月末に検証委員会を予定していたが、下水道部会・河川部会の

開催が市民意見募集期間と重なり、市民の皆様からの意見をしっかり確認した上での

議論とならないという懸念がある。 

・市民の皆様からの意見を丁寧に確認する趣旨から、次回の検証委員会の開催を４月上旬

とする資料１に示すスケジュールに変更を提案したい。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

年度内までに結果取りまとめを行うということで、議会や対外的にも説明してきたが、こ

の後、市民の皆様からの意見募集を予定しており、その１０日間の間にそれぞれの部会を開

催しなければならないことから、結果取りまとめ案の中に市民の皆様からの意見が十分反

映できないということになりかねない。今日の会議の資料は、当然公開されるわけで、これ

について市民の皆様の意見をしっかり承り、反映する過程が非常に大事である。確かに最後

の取りまとめ案の検証委員会がずれ込むことになるが、致し方ないと考える。事務局が次の

予定をいつにしているか確認したいが、大幅な遅れがないのであれば、むしろ市民の皆様の

意見を聞くこと、しっかり反映されることが大事であり、その点を踏まえて判断頂きたい。 

 

副委員長（建設緑政局長） 

 当初、市民の皆様などに示したスケジュールから若干遅れることは気になる話であり、そ

れを聞いて、今夏の台風シーズンまでに間に合うのかと心配もあると思う。ただし、スピー

ド感は非常に重要ではあるが、拙速にまとめて中身が中途半端になるという事は一番避け

なければいけない。市民の皆様の意見をしっかり聞いた上で、着実に進めていくことと、そ

の意見を第三者の専門家にも伝えて評価をして頂き、我々の方策にどう位置付けるべきか

ということの助言を頂きながら進めることが重要であることから、今回のスケジュール変

更については、やむを得ないと思う。 

 事務局に確認したいが、市民の皆様からの意見は、第三者の意見聴収にもしっかり反映さ

せることになるのか。 

 

事務局 

 第三者との日程調整等をしていく中で、スケジュール的に合わない部分もあるが、今まで

に寄せられている意見については、第三者に示そうと考えている。 
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委員長 

 次にまた委員会があるわけだが、市民の皆様の意見や第三者の意見のとりまとめは、次の

委員会に反映されるということでよいか。 

 

事務局 

 次の委員会までには、反映させたい。 

 

委員長 

危機管理室に確認するが、市全体の危機管理としての検証のとりまとめが、４月に予定し

ていると思うが、今回提案のスケジュール変更にについて、影響あるか確認したい。 

 

危機管理室担当課長 

 市全体の検証も、本検証委員会の動きも踏まえており、公表の時期について問題はないと

考える。 

 

委員長 

 今回の台風をふまえた市の全体の流れに大きな影響はないということであれば、市民の

皆様からの意見などを踏まえた報告書にするということで、結果とりまとめの検証委員会

について、開催を事務局提案の４月上旬に変更する。 

 

（２）排水樋管周辺地域の浸水に関する検証の中間とりまとめ②について［資料－２］ 

下水道計画課長（資料－２の説明） 

検討項目（資料２ページ） 

・検証項目は、１．検証目的から１８．中長期的な対策の方向性までの１８項目である。 

 

１．検証目的（資料４ページ） 

・第３回検証委員会では、中間とりまとめ②の内容を検証する。 

・本委員会後、第三者への意見聴取、市民の方々への意見募集を行い、結果取りまとめを

行う。 

 

３．排除方式の概要（資料６ページ） 

 ・今回検証する５樋管については、山王排水樋管が合流地区、宮内、諏訪、二子、宇奈根

排水樋管が分流地区にある。 

 

５．検証の内容（資料８ページ） 

 ・各排水樋管の概要及び構造を示す。 
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６．台風、降雨の基礎情報（資料９ページ） 

・降雨予報では、神奈川県全域に「時間当たり５０～８０ミリメートル」の最大降雨の予

報が発表された。神奈川県東部には「日降水量３００ミリメートル」の降水量の予報が

発表された。 

 

７．降雨、水位等の基礎情報（１／２）（資料１０ページ） 

・川崎市の降雨及び多摩川流域の降雨状況を示す。 

 

７．降雨、水位等の基礎情報（２／２）（資料１１ページ） 

・京浜河川事務所田園調布（上）水位観測所において、１２日２２時３０分に計画高水位

を超える既往最高水位の１０．８１メートルに到達した。 

・昭和４９年以降の台風による影響で多摩川が氾濫危険水位を超えたのが、今回を除き４

回あり、山王、諏訪排水樋管周辺以外の、宮内、二子、宇奈根排水樋管周辺箇所での浸

水被害の記録はなかった。 

 

９．当日の組織・体制（１／７）（資料１４ページ） 

・災害警戒本部・災害対策本部の構成を示す。 

 

９．当日の組織・体制（３／７）（資料１６ページ） 

・各下水道事務所の災害動員状況と中部下水道事務所の活動体制を示す。 

・活動体制は、過去に浸水被害があった山王・諏訪排水樋管を重点的に対応する体制を予

定していた。 

 

９．当日の組織・体制（４／７）（資料１７ページ） 

・台風対応は、山王、諏訪排水樋管を重点的に対応する班体制を予定していた。 

・当日は浸水被害拡大に伴い、西部・北部下水道管理事務所へ応援要請して対応した。 

・台風当時の活動体制を時系列で樋管ごとに整理し示す。 

 

９．当日の組織・体制（５／７）（資料１８ページ） 

・中部下水道事務所の情報連絡体制を示す。 

 

９．当日の組織・体制（６／７）（資料１９ページ） 

・中部下水道事務所から関係各局等に対して、樋管ごとの連絡先、連絡内容を時系列で示

す。 
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９．当日の組織・体制（７／７）（資料２０ページ） 

・中部下水道事務所は、接近する台風に備え、事前に施設の点検や班体制を整えていた。 

・過去に多摩川の高水位による浸水実績がある山王、諏訪排水樋管を重点的に活動する計

画であった。 

・浸水が拡大する中、西部、北部下水道管理事務所へ応援を要請し、活動を継続した。 

・浸水実績が無い、宮内、二子、宇奈根排水樋管箇所で浸水があり、西部、北部下水道管

理事務所へ応援を要請した。 

・情報連絡体制は、事前に体制が確立していたが、浸水拡大に伴い、パトロール体制が十

分にとれなくなり、適時連絡が行えず、情報連絡体制にも偏りが生じたことから改善の

必要がある。 

・課題として、大規模災害時における活動の応援体制の構築があげられる。 

 

１０．各排水樋管における活動（１／１０）（資料２１ページ） 

・各排水樋管の活動状況は、浸水実績がある、山王、諏訪排水樋管のパトロール、水位測

定を重点的に行っていた。 

 

１０．各排水樋管における活動（２／１０）（資料２２ページ） 

・パトロールは、住民への呼び掛けや浸水の発生箇所、範囲や深さの確認等を行っていた。 

・水位測定は、山王、諏訪排水樋管で、あらかじめ水位測定をするマンホールを決めて、

ゲートの水位と合わせて定期的に測定を行っていた。 

・諏訪排水樋管周辺地域では、移動式ポンプによる排水活動を行っていた。 

 

１０．各排水樋管における活動（３／１０）（資料２３ページ） 

・山王排水樋管周辺地域について、現地で確認した状況等を時系列で示す。 

 

１０．各排水樋管における活動（４／１０）（資料２４ページ） 

・多摩川の水位上昇に伴い丸子ポンプ場の外水位を、加瀬水処理センターから中部下水道

事務所に随時連絡していた。 

・１２日２２時２７分丸子ポンプ場に水没の恐れがあったため、中部下水道事務所へ山王

排水樋管ゲートの閉鎖を要請した。 

 

１０．各排水樋管における活動（５／１０）（資料２５ページ） 

・現場で確認した状況等を時系列で示す。 

 

１０．各排水樋管における活動（６／１０）（資料２６ページ） 

・宮内排水樋管周辺地域における現場で確認した状況等を時系列で示す。 
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１０．各排水樋管における活動（７／１０）（資料２７ページ） 

・諏訪排水樋管周辺地域における現場で確認した状況等を時系列で示す。 

 

１０．各排水樋管における活動（８／１０）（資料２８ページ） 

・二子排水樋管周辺地域における現場で確認した状況等を時系列で示す。 

 

１０．各排水樋管における活動（９／１０）（資料２９ページ） 

・宇奈根排水樋管周辺地域における現場で確認した状況等を時系列で示す。 

 

１０．各排水樋管における活動（１０／１０）（資料３０ページ） 

・活動状況については、概ねゲート操作手順に則り、水位測定やパトロールの活動を行っ

ていた。 

・パトロールの職員は、これまで経験のない範囲で浸水が広がっていく中、浸水状況を中

部下水道事務所に報告し、周辺住民に浸水情報を周知し市民からの問い合わせや要望

に対応していた。 

・この様な現場の対応で手一杯となり、浸水の色が徐々に変わっていったこと、降雨があ

ったこと、時間的に周囲が暗くなっていたことなどから、浸水の範囲や深さは共有され

ても、それが河川水なのか雨水なのかということは確認できなかったが、２２時１３分

に山王排水樋管の角落し室での溢水の状況を確認して、河川水の可能性が高いと考え

た。 

・丸子ポンプ場は、ポンプ場に流入してくる下水の性状について、中部下水道事務所と情

報を共有していなかったことから、情報収集の手法について改善が必要である。 

・課題として迅速な情報収集・提供と確実なゲート操作が挙げられる。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（１／２３）（資料３１ページ） 

・操作手順における総合的判断については、前提条件として降雨がある場合や大雨警報が

発令されている等、降雨の恐れがある場合にはゲートを全開にするものとしている。 

・総合的判断とする情報一覧を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（２／２３）（資料３２ページ） 

 ・山王排水樋管周辺地域のおける下水道の概要を示す。 

・山王排水樋管の手前には雨水吐き室が２箇所あり、雨天時には汚水と雨水が混合した下

水の一部が堰を越えて、多摩川へ放流される仕組みとなっている。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（３／２３）（資料３３ページ） 

 ・丸子地区では、時間雨量５８ミリメートルに対応できる丸子雨水幹線を整備した。 
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・今回の台風後、丸子雨水幹線内には土砂の堆積が確認されなかったことから、逆流した

河川水の影響を受け、内陸に降った雨が排水困難になり、分水地点から丸子雨水幹線に

流入し１６時４７分に満管になったと考えている。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（４／２３）（資料３４ページ） 

 ・排水樋管ゲートの操作手順を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（５／２３）（資料３５ページ） 

 ・山王排水樋管のゲート操作判断状況について、時系列で活動の内容をまとめた。表のピ

ンク色の行が操作判断を行った時刻とその判断材料を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（６、７／２３）（資料３６、３７ページ） 

 ・山王排水樋管のゲート操作を判断した際、参考とした気象情報等を示す。 

 

１１．ゲート閉鎖に時間を要した要因のまとめ（１０／２３）（資料４０ページ） 

・ゲート閉鎖に時間を要した要因のまとめを示す。 

・現時点では、上流川・下流側のゲート閉鎖状況の違いから、水圧が主たる原因とは考え

にくい。 

・現時点では、何らかの異物が扉体の戸当り部に噛み込み、ゲート閉鎖に時間を要した可

能性が高い。 

・課題については、赤枠内の②から④のとおりである。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（１１／２３）（資料４１ページ） 

 ・宮内排水樋管ゲートの操作手順を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（１２／２３）（資料４２ページ） 

 ・宮内排水樋管ゲートの操作判断状況を時系列で活動内容を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（１３／２３）（資料４３ページ） 

 ・宮内排水樋管ゲートの操作判断をした際に参考にした気象情報等を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（１４／２３）（資料４４ページ） 

・諏訪排水樋管ゲートの操作手順を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（１５／２３）（資料４５ページ） 

・諏訪排水樋管ゲートの操作判断状況を時系列で活動内容を示す。 
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１１．各排水樋管ゲートの操作（１６／２３）（資料４６ページ） 

 ・諏訪排水樋管ゲートの操作判断をした際に参考にした気象情報等を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（１７／２３）（資料４７ページ） 

・二子排水樋管ゲートの操作手順を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（１８／２３）（資料４８ページ） 

・二子排水樋管ゲートの操作判断状況を時系列で活動内容を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（１９／２３）（資料４９ページ） 

 ・二子排水樋管ゲートの操作判断をした際に参考にした気象情報等を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（２０／２３）（資料５０ページ） 

・宇奈根排水樋管ゲートの操作手順を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（２１／２３）（資料５１ページ） 

・宇奈根排水樋管ゲートの操作判断状況を時系列で活動内容を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（２２／２３）（資料５２ページ） 

 ・宇奈根排水樋管ゲートの操作判断をした際に参考にした気象情報等を示す。 

 

１１．各排水樋管ゲートの操作（２３／２３）（資料５３ページ） 

・山王排水樋管については、当日の気象予報は朝から１時間に５０ミリメートル以上の非

常に激しい雨が降り、昼過ぎから８０ミリメートル以上の猛烈な雨が降る所があると

気象予報が出ており、降雨が続く中、気象情報や河川水位についての情報を収集し、降

雨がある場合や、降雨の恐れがある場合は、ゲート全開を維持する判断をしていた。 

・１０月１２日２２時２７分のゲート閉鎖の判断は、加瀬水処理センターから要請があ

り、丸子ポンプ場の機能喪失による影響を考慮し、降雨があり大雨警報が発令されてい

たが、台風は通過しており、雨域の移動状況から降雨が少なくなる見込みもあったため、

ゲート閉鎖を決定した。 

・ゲート閉鎖を判断した時点では、すでに計画高水位を超えており、その状況でゲート操

作を行った。 

・１０月１３日１６時５０分、山王排水樋管の河川水位が３．４９メートルを下回ったこ

とから、操作手順に基づきゲートの全開を判断した。 

・浸水の色等、溢水の状況は、河川水の逆流が考えられるものであるが、周辺状況として

総合的判断の情報とされなかった。 
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・丸子ポンプ場への河川水の流入による影響について、ポンプ場の水没の恐れが生じるま

では、中部下水道事務所へその情報が送られなかった。 

・丸子ポンプ場の外水位については、中部下水道事務所へ情報提供が随時行われていた

が、操作手順により降雨がある場合や降雨の恐れがある場合はゲートの全開を維持す

ることから、河川水の流向を意識しながらも最大限ポンプ排水を継続し、水没が生じる

直前になってゲート閉鎖要請を行っている。 

・宮内、諏訪、二子、宇奈根排水樋管は、山王排水樋管と同様に、降雨が続く中、気象情

報や河川水位について情報を収集し、降雨がある場合や、降雨の恐れがある場合は、ゲ

ートの全開を維持する判断をしていた。 

・１０月１２日２３時１０分には、降雨が実測されなくなり、雨域の移動状況から降雨の

恐れはなかったが、大雨警報が発令中であり、河川水位が下降傾向となり、内水排除の

ため、ゲートの開を維持した。 

・浸水の色等、溢水の状況は、河川水の逆流が考えられるものであるが、周辺状況として

総合的な判断とされなかった。 

・今回のゲート操作判断が、いずれも操作手順通りに行われたが、山王排水樋管では、 

２１時１０分、計画高水位を超え、丸子ポンプ場で浸水が始まっており、その状況が中

部下水道事務所と加瀬水処理センターにより共有できていれば、ゲート操作について、

異なる選択をしたことも考えられる。 

・操作手順には具体的に示されていないが、水の色等、溢水の状況は、河川水の逆流の手

がかりとなるものであり、周辺状況として総合的判断の情報の一つになるものと思わ

れる。降雨により、操作の判断としては操作手順どおりではあるが、河川水の逆流によ

る土砂被害の防止の観点からも、逆流への対応は必要といえる。 

・課題については、赤枠内に示す。 

 

１２．浸水原因（資料５４ページ） 

・浸水原因として想定される３パターンを示す。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（１／３１）（資料５５ページ） 

・今回の検証では、令和元年東日本台風時の管きょ内の水位上昇や地表面の浸水の広がり

方、水の溜まり方などを再現し、浸水原因の把握や対策効果を確認するため、流出解析

モデルを用いて浸水シミュレーションを実施。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（２～８／３１）（資料５６～６２ページ） 

・浸水シミュレーションの条件となる、降雨の条件や河川水位条件、複数の排水樋管箇所

における降水量と想定される河川水位の関係を示す。 
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１３．浸水シミュレーションによる検証（９／３１）（資料６３ページ） 

・浸水シミュレーションの再現性を確認するため、パトロール等で確認した浸水範囲や浸

水深、令和元年東日本台風後に撮影された航空写真（浸水後の土砂堆積状況を撮影した

航空写真）を比較し、解析のベースとなるモデルの再現性を確認している。 

・山王排水樋管周辺地域における浸水シミュレーションによる当日の最大浸水深図を示

す。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（１０、１１／３１）（資料６４、６５ページ） 

・シミュレーションの結果から、山王排水樋管周辺地域の１２日１５時時点から１３日３

時時点までの浸水状況の推移を示す。 

・シミュレーションの結果から、河川水位が、避難判断水位である７．６メートルに到達

している１５時時点では、浸水は発生していない。また、１８時時点では、上丸子山王

町地区において浸水が発生しており、２１時時点では、浸水域、浸水深ともに拡大し、

河川水位が、既往最高水位１０．８１メートルになる２２時３０分時点では、２１時時

点と比較し、浸水域、浸水深が拡大している。また、１３日０時時点では、浸水域が地

表面を通じて、周辺地盤と比べ低いほうへ広がっており、３時時点では、河川水位の低

下に伴い、浸水域、浸水深が減少している。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（１２／３１）（資料６６ページ） 

・ゲート操作、河川水位、降雨の条件を設定し、４つのパターンでシミュレーションを行

い、その結果の最大浸水深図を示す。 

・パターン①は、当日の状況を示し、パターン③と④は、１５時の避難判断水位７．６メ

ートルでゲートを閉めた場合。パターン③は、時間雨量５０ミリメートル、総降雨量３

００ミリメートルと想定した場合。パターン④が当日の降雨である。 

・当日の降雨では、操作判断時において、ゲートを閉鎖することで、結果として浸水規模

が小さくなった。 

・パターン②と③の比較で、気象予報どおりの降雨（時間雨量５０ミリメートル、総降雨

量３００ミリメートル）及び河川水位が既往最高水位（９．０７メートル）とした場合、

ゲート開を維持することで、浸水規模はゲート閉鎖時と、ほとんど変わらない結果とな

った。 

・パターン③に示す気象予報どおりに降雨があった場合、ゲートを閉鎖すると広い範囲で

浸水が起きており、内水氾濫の危険を考慮すると、ゲート操作の判断は難しいものであ

った。 

・参考として、河川水位による影響をシミュレーションした結果、当日の降雨で河川水位

を変化させた場合は、河川水位が高くなるに従って、浸水規模が大きくなる。 
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１３．浸水シミュレーションによる検証（１３／３１）（資料６７ページ） 

・ゲート閉鎖に時間を要した場合と２２時５２分にゲートを閉鎖できた場合でのシミュ

レーション結果は、ゲートが２２時５２分に閉鎖できた場合と、ゲート閉鎖に時間を要

した場合の最大浸水深図を比較すると、浸水規模はほとんど変わらない結果となった。 

・時系列の比較では、２２時５２分に閉鎖できた場合、浸水の解消時間が早まる結果とな

った。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（１４／３１）（資料６８ページ） 

・浸水シミュレーションの再現性を確認し、宮内排水樋管周辺地域における最大浸水深図

を示す。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（１５、１６／３１）（資料６９、７０ページ） 

・宮内排水樋管周辺地域の１２日１５時時点から、１３日３時時点までの浸水状況の推移

を示す。 

・シミュレーションの結果から、河川水位が避難判断水位である７．６メートルに到達し

ている１５時時点では浸水は発生していない。また、１８時時点では、地盤が低い箇所

において浸水が拡大しており、２１時時点では、１８時時点と比較し、浸水域、浸水深

ともに拡大し、河川水位が既往最高水位１０．８１メートルとなる２２時３０分時点で

は、２１時時点と比較し、浸水域、浸水深が拡大している。 

・１３日０時時点では、河川水位は低下傾向を示しており、２２時３０分と比較して、浸

水域、浸水深に大きな変化は見られない。また、３時時点では、河川水位の低下に伴い、

浸水域、浸水深が減少している。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（１７／３１）（資料７１ページ） 

・パターン①は、当日の状況を示し、パターン③と④は１５時の避難判断水位７．６メー

トルでゲートを閉めた場合。パターン③は、時間雨量５０ミリメートル、総降雨量３０

０ミリメートルと想定した場合。パターン④が当日の降雨である。 

・当日の降雨では、操作判断時７．６メートルにおいて、ゲートを閉鎖することで、結果

として浸水規模はほとんど変わらなかった。 

・パターン②と③の比較で、気象予報どおりの降雨（時間雨量５０ミリメートル、総降雨

量３００ミリメートル）及び河川水位が、既往最高水位（９．０７メートル）とした場

合、ゲート開を維持することで、浸水規模はゲート閉鎖時より小さくなった。 

・参考として、河川水位による影響をシミュレーションした結果、当日の降雨で河川水位

を変化させた場合は、河川水位が高くなるに従って、浸水規模が大きくなる。 
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１３．浸水シミュレーションによる検証（１８／３１）（資料７２ページ） 

・浸水シミュレーションの再現性の確認し、諏訪排水樋管周辺地域における最大浸水深図

を示す。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（１９、２０／３１）（資料７３、７４ページ） 

・諏訪排水樋管周辺地域の１２日１５時時点から、１３日３時時点までの浸水状況の推移

を示す。 

・シミュレーションの結果から、河川水位が避難判断水位である７．６メートルに到達し

ている１５時時点で浸水が発生している。また、１８時時点では地盤が低い箇所におい

て浸水が拡大しており、２１時時点では１８時時点と比較し浸水域、浸水深は拡大し河

川水位が既往最高水位１０．８１メートルとなる２２時３０分時点では２１時時点と

比較し浸水域、浸水深が拡大している。 

・１３日０時時点では、河川水位は低下傾向を示しており、２２時３０分と比較して浸水

域、浸水深が若干減少している。また、３時時点では河川水位の低下に伴い浸水域、浸

水深が減少している。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（２１／３１）（資料７５ページ） 

・パターン①は当日の状況を示し、パターン③と④は１２時４０分、氾濫注意水位６．０

メートルでゲートを閉めた場合。パターン③は、時間雨量５０ミリメートル、総降雨量

３００ミリメートルと想定した場合。パターン④が当日の降雨である。 

・当日の降雨では操作判断時６．０メートルにおいてゲートを閉鎖することで、結果とし

て浸水規模は大きくなった。 

・パターン②と③の比較で、気象予報どおりの降雨（時間雨量５０ミリメートル、総降雨

量３００ミリメートル）及び河川水位が既往最高水位（９．０７メートル）とした場合、

ゲート開を維持することで浸水規模がゲート閉鎖時より小さくなった。 

・参考として、河川水位による影響をシミュレーションした結果、当日の降雨で河川水位

を変化させた場合は、河川水位が高くなるにしたがって浸水規模が大きくなる。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（２２／３１）（資料７６ページ） 

・浸水シミュレーションの再現性を確認し、二子排水樋管周辺地域における最大浸水深図

を示す。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（２３、２４／３１）（資料７７、７８ページ） 

・二子排水樋管周辺地域の１２日１５時時点から１３日３時時点までの浸水状況の推移

を示す。 
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・シミュレーションの結果からは河川水位が避難判断水位である７．６メートルに到達し

ている１５時時点では浸水は発生していない。また、１８時時点では浸水は発生してい

ない。 

・２１時時点では浸水域、浸水深が拡大し、河川水位が既往最高水位１０．８１メートル

となる２２時３０分時点では２１時時点と比較し、浸水域、浸水深が拡大している。 

・１３日０時時点では、河川水位は低下傾向を示しており、２２時３０分と比較して浸水

域、浸水深にほとんど変化はなかった。また、３時時点では河川水位の低下に伴い浸水

域、浸水深が減少している。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（２５／３１）（資料７９ページ） 

・パターン①は当日の状況を示し、パターン③と④は、１５時の避難判断水位７．６メー

トルでゲートを閉めた場合。パターン③は、時間雨量５０ミリメートル、総降雨量３０

０ミリメートルを想定した場合。パターン④が当日の降雨である。 

・当日の降雨では操作判断時７．６メートルにおいてゲートを閉鎖することで結果として

浸水規模は大きくなった。 

・パターン②と③の比較で、気象予報どおりの降雨（時間雨量５０ミリメートル、総降雨

量３００ミリメートル）及び河川水位が既往最高水位（９．０７メートル）とした場合、

ゲート開を維持することで浸水規模はゲート閉鎖時より小さくなる。 

・参考として、河川水位による影響をページ下側に示す。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（２６／３１）（資料８０ページ） 

・浸水シミュレーションの再現性を確認し、宇奈根排水樋管周辺地域における最大浸水深

図を示す。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（２７、２８／３１）（資料８１、８２ページ） 

 ・宇奈根排水樋管周辺地域の１２日１５時時点から１３日３時時点までの浸水状況の推

移を示す。 

・シミュレーションの結果から、河川水位が避難判断水位である７．６メートルに到達し

ている１５時時点では浸水が確認されなかった。また、１８時時点では地盤が低い箇所

において浸水が拡大している。また、２１時時点では１８時時点と比較し浸水域、浸水

深が拡大し、河川水位が既往最高水位１０．８１メートルとなる２２時３０分時点では

２１時時点と比較して浸水域、浸水深が拡大している。 

・１３日０時時点では河川水位は低下傾向を示しており、２２時３０分と比較して浸水

域、浸水深にほとんど変化はなかった。また、３時時点では河川水位の低下に伴い浸水

域、浸水深が減少している。 
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１３．浸水シミュレーションによる検証（２９／３１）（資料８３ページ） 

・パターン①は当日の状況を示し、パターン③と④は１５時、避難判断水位７．６メート

ルでゲートを閉めた場合。パターン③は、時間雨量５０ミリメートル、総降雨量３００

ミリメートルと想定した場合。パターン④が当日の降雨です。 

・当日の降雨では操作判断時７．６メートルにおいてゲートを閉鎖することで結果として

浸水規模は小さくなった。 

・パターン②と③の比較で、気象予報どおりの降雨（時間雨量５０ミリメートル、総降雨

量３００ミリメートル）及び河川水位が既往最高水位（９．０７メートル）とした場合、

ゲート開を維持することで浸水規模がゲート閉鎖時より小さくなる。 

・参考として、河川水位による影響をページ下側に示す。 

 

１３．浸水シミュレーションによる検証（３０／３１）（資料８４ページ） 

・シミュレーションによる浸水状況を再現し検証を行った結果、過去最高を記録した河川

水位の影響により、逆流した河川水の溢水や、その影響を受け流下しづらくなった内水

が溢水し、地盤が低い箇所で浸水するとともに、溢水した水が地表面を通じて低い方へ

広がり浸水域を拡大している結果となった。 

・山王排水樋管のゲート操作については、避難判断水位７．６０メートルまでにゲートを

閉鎖した場合、今回の降雨においては、結果として浸水規模が小さくなった。気象予報

どおりの降雨および多摩川が既往最高水位でおさまっていた場合は、ゲート開を維持

する事で、浸水規模はゲート閉鎖時とほとんど変わらない。ゲートが２２時５２分に閉

鎖できた場合と、ゲート閉鎖に時間を要した場合、浸水解消時間が早まることが確認さ

れたが、浸水規模についてはほとんど変わっていない。 

・宮内、諏訪、二子、宇奈根排水樋管のゲート操作については、避難判断水位７．６メー

トル時点（諏訪は氾濫注意水位６．０メートル時点）でゲートを閉鎖した場合、降雨の

影響を受け、内水により広い範囲で浸水が発生した。気象予報どおりの降雨及び河川水

位が既往最高水位でおさまっていた場合、ゲート開を維持する事で浸水規模はゲート

閉鎖時より小さくなった。 

・シミュレーションの結果、山王排水樋管箇所とその他の排水樋管箇所においては、浸水

状況の傾向が異なることが分かった。 

・合流地区である山王排水樋管にてゲート閉鎖を行った場合は、下流にポンプ場を有して

いることから、今回の降雨であれば、浸水規模が減少することが分かった。 

・分流地区である宮内、諏訪、二子、宇奈根排水樋管は、ゲートを閉鎖した場合、河川水

の逆流はなくなるが、排水先もなくなることから、雨水が滞留し浸水が発生する。 

・今回の事象では、ゲートの開閉に関わらず、広い範囲で浸水は発生することが分かった。 

・いずれの場合においても、河川水の逆流が生じており、土砂による被害があった。 
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１３．浸水シミュレーションによる検証（３１／３１）（資料８５ページ） 

・山王排水樋管でのゲート操作の判断については、操作手順どおり行われていた。 

・ゲート操作判断水位７．６メートルでゲートを閉鎖した場合、今回の降雨状況であれば、

結果として浸水規模が小さくなることがシミュレーションにより明らかとなった。気

象予報どおりに降雨があった場合、ゲートを閉鎖すると広い範囲で浸水が生じること

が分かり、内水氾濫の危険を考慮した判断はやむを得ないと言える。また、操作手順は、

降雨がある場合や降雨の恐れがある場合は、ゲート全開を維持するという前提条件と

しているが、河川水位と降雨状況により、ゲートを閉鎖すべき場合があることが、シミ

ュレーションにより明らかとなった。 

・下水道が暗渠であるため、河川水の逆流を把握することは難しく、ゲートを閉鎖するた

めの条件を設定することは課題ではあるが、近年の気候変動を踏まえ、また、河川水の

逆流による土砂被害を考慮し、降雨がある場合の操作手順の見直しが必要である。 

・宮内、諏訪、二子、宇奈根排水樋管でのゲート操作の判断は、操作手順どおり行われて

いた。また、ゲート操作判断水位７．６メートル（諏訪は６．０メートル）でゲートを

閉鎖した場合、広い範囲で浸水が発生する。気象予報どおりの降雨及び河川水位が既往

最高水位でおさまっていた場合、ゲート開を維持することで、浸水規模はゲート閉鎖時

より小さくなる傾向にある。シミュレーションによる結果から、内水氾濫の危険を考慮

した判断はやむを得ないと言えるが、河川水の逆流による土砂被害を考慮すると、操作

手順の見直しが必要である。 

・ページ下側の赤枠内に課題を示す。 

 

１４．短期対策内容の検討（１／９）（資料８６ページ） 

・短期的対策は、今夏の台風シーズンまでに実施する。 

 

１４．短期対策内容の検討（２／９）（資料８７ページ） 

・樋管ゲートの改良について示す。 

 

１４．短期対策内容の検討（４／９）（資料８９ページ） 

・観測機器の設置については、仕様・場所等の検討を進めている。 

 

１４．短期対策内容の検討（７／９）（資料９２ページ） 

・停電時の対応については、樋管ゲート操作盤内に蓄電池を設置するとともに、操作員が

現場にて可搬式発電機を引込用計器箱に接続することで、電源復帰を行うもので、引き

続き住民及び関係部署への情報提供の方法についての検討、将来的なゲートの自動制

御化の可能性について、調査検討を行う。 
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１４．短期対策内容の検討（８／９）（資料９３ページ） 

・内水排除のための排水ポンプ車導入について示す。 

 

１５．排水樋管ゲート操作手順の見直し（１／９）（資料９５ページ） 

・ゲート操作取扱いの変遷及び背景として、排水樋管ゲートの取扱いに関する文書より排

水樋管ゲートは、従来より、内陸に降雨または、降雨の恐れがある場合は「閉鎖しない」

という方針であり、操作手順の改定時においても、その方針を継続していた。 

 

１５．排水樋管ゲート操作手順の見直し（２／９）（資料９６ページ） 

 ・ゲート操作の取扱いについて、改定内容を示す。 

・主な改定内容は、ゲート操作手順のフロー図化、操作判断の明確化、総合的判断の明文

化を行っている。 

 

１５．排水樋管ゲート操作手順の見直し（３／９）（資料９７ページ） 

 ・地球温暖化などにより、過去に経験したことのない災害などが増加傾向にあり、こうし

た気候変動を踏まえると、今回のような多摩川の異常高水位に備えたゲート操作手順

への、抜本的な見直しが必要である。 

 

１５．排水樋管ゲート操作手順の見直し（４／９）（資料９８ページ） 

・排水樋管ゲート操作手順の見直しは、基本方針として観測機器による情報をもとに、操

作するよう見直しをする。 

・課題と対策は、河川水の逆流防止、内水の排除、操作員の安全確保である。 

 

１５．排水樋管ゲート操作手順の見直し（５／９）（資料９９ページ） 

・観測機器の設置を今夏の台風シーズンまでに行うことにあわせ、山王、諏訪、二子排水

樋管の操作手順の方針を示す。 

・操作手順としては、①河川水位が、樋管付近最低地盤高からマイナス１メートルまでは、

ゲートを全開にする。②河川水位が樋管付近最低地盤高からマイナス１メートルに達

した以降は、順流が確認できない場合は、ゲートを全閉とする。③樋管付近最低地盤高

を超えている状況において、ゲートを全閉している場合は全閉を維持する。④河川水位

が下降し、樋管付近最低地盤高を下回った場合、順流を確認しながらゲートを全開する 

・ゲートを閉鎖した場合は、排水ポンプ車にて排水作業を行う。 

 

１５．排水樋管ゲート操作手順の見直し（６／９）（資料１００ページ） 

・ゲート構造でフラップ機構付きゲートを採用する宮内、宇奈根排水樋管の操作手順につ

いて示す。 
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１５．排水樋管ゲート操作手順の見直し（７／９）（資料１０１ページ） 

・観測機器が設置されるまでの間の操作手順を示す。 

・河川水位が樋管付近の最低地盤高を超え、さらに水位が上昇傾向の場合は、ゲートを全

閉とし、河川水位が下降し、樋管付近の最低地盤高を下回ったら、ゲートを全開にする。 

・各排水樋管付近の最低地盤高と今回台風時における田園調布（上）水位観測所の水位を

排水樋管部の水位に換算した目安の水位を表に示す。 

 

１５．排水樋管ゲート操作手順の見直し（８／９）（資料１０２ページ） 

・機側操作を行う場合、操作員の安全を確保する必要がある。 

・河川水位が計画高水位に達した時は、操作員の退避が完了しているものとした退避基準

の考え方を示す。 

 

１６．活動体制の見直し（１／４）（資料１０４ページ） 

・大規模災害が予見される場合の体制について、考え方を示す。 

 

１６．活動体制の見直し（２～４／４）（資料１０５～１０７ページ） 

・多摩川や矢上川の河川水位の上昇が見込まれる場合は、他部署からの応援が必要とな

る。応援部署は、本庁部署を想定している。 

 

１７．対策による効果の検証（１、２／２）（資料１０８、１０９ページ） 

・短期対策における効果として、令和元年東日本台風の降雨・河川水位の条件で、新たな

操作手順および排水ポンプ車による対応を行った場合の効果について、浸水シミュレ

ーションにより確認した。 

・山王排水樋管の対策内容は、新たな操作手順に基づきゲートを閉鎖し、排水ポンプ車一

台を稼働。 

・宮内排水樋管の対策内容は、フラップ機構付きゲートに改良したうえで、新たな操作手

順に基づきゲートを閉鎖し、排水ポンプ車一台を稼働。 

・諏訪排水樋管の対策内容は、新たな操作手順に基づきゲートを閉鎖し、排水ポンプ車２

台を稼働（既存ポンプを稼働）。 

・二子排水樋管の対策内容は、新たな操作手順に基づきゲートを閉鎖し、排水ポンプ車１

台を稼働。 

・宇奈根排水樋管の対策内容は、フラップ機構付きゲートに改良したうえで、新たな操作

手順に基づきゲートを閉鎖し、排水ポンプ車１台を稼働。 

・ページ上段に当日の状況、下段に対策効果と参考までに浸水量とその対策による削減率

を示す。 
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・まとめとして、当日の状況と比較すると、浸水規模が小さくなることを確認した。ただ、

浸水被害を大幅に軽減出来ているとは言い難いため、引き続き中長期対策による対策

の検討を進める。 

 

１８．中長期的な対策の方向性（資料１１０ページ） 

・基本的な方向性について示す。 

・低地部を有する排水樋管周辺地域においては、内陸側の降雨がある状況において河川水

位が高くなり樋管ゲートを閉鎖した場合、雨水が低地部に滞留し浸水が発生する。この

ような場合、最も効果が期待出来る対策は、ポンプ場となるが、ポンプ場の建設には、

まとまった用地を確保する必要があるほか、長期にわたる工事が必要になるなど多く

の課題がある。こうした事を踏まえ、各排水樋管周辺地域では短期対策として、ゲート

の改良や排水ポンプ車の配備など、即効性のある取り組みを推進するとともに、中長期

的な視点による対策として流出量の抑制、流下機能の向上、排水機能の向上が可能とな

るハード対策や、自助・共助を促すソフト対策に加え、段階的に整備水準の向上を図る

効果的な方策についても検討し、水害に強いまちづくりの実現を目指すことを基本と

する。 

・中長期的な視点による主な対策検討メニューとして、ハード対策を上げ、「流出の抑制」、

「流下型」、「流域変更」の区分からの対策手法として、「雨水貯留管」から「排水樋管

への負担軽減」のメニューを示す。 

・排水樋管周辺地域については、中期計画における局地的な浸水対策に位置づけ、課題対

策に向けた取り組みを進める。 

・時間軸を考慮した段階的な整備や各メニューを組み合わせた対策について、令和２年度

より上記内容について対策手法の検討を行う。 

 

建設緑政局道路施設課長 

 ２３ページ、２６ページにマンホールから溢水しており、ここまでの状況でゲートを閉鎖

しなかったことに疑問がある。 

 

中部下水道事務所長 

 ゲート操作については、操作手順に則り行うという事が原則になる。当時は、操作の前提

条件である降雨や気象予報で降雨の可能性があり、大雨が降るような状況があったことか

らゲートの閉鎖を行わなかった。また、降雨が無くなった２２時から２３時くらいの間には、

多摩川の河川水位が下降傾向にあったことから、内水排除を優先してゲートの開を実施し

た。 
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建設緑政局企画課長 

１７ページの当日のパトロール体制について、１２日２０時台にパトロールがないよう

だが、何か理由があるのか。 

 

中部下水道事務所長 

１７ページの１０月１２日の２０時頃の活動は、各パトロール班が、班員の交代に合わせ

て中部下水道事務所に戻り、事務所内で状況報告等を行っていた。併せて、今後のパトロー

ルについて打合せをしていた。 

 

建設緑政局企画課長 

１２日１９時から２０時について、被害が拡大している時間だと思うが、日中よりも人数

が少ないように見受けられるが、理由は何か。 

 

中部下水道事務所長 

１２日１９時から１３日２時、３時の間のパトロールは、当時の中部下水道事務所の体制

としては、１６ページにも記載してあるが、総勢で２３名が対応にあたっている。２３名の

内には所長をはじめ、連絡員、事務所にいる交替要員も含まれている。諏訪の排水ポンプの

対応等があった時は、交代要員も常に現場に出て対応している状況で、１２日１９時以降に

ついても、基本的にはそれ以前の対応とは変わらず、事務所一丸となって現場対応にあたっ

ていた状況である。 

 

委員長 

１７ページと２１ページのパトロール①、②、③、例えば２１ページの山王の排水樋管で

あれば、９時５分からパトロールが始まって、パトロール①、②、③とあるが、これは１７

ページの山王の排水樋管の①、②、③と対応しているということか。 

 

中部下水道事務所長 

そのとおりです。 

 

委員長 

パトロール①、②と書いてあるが、パトロールがこの時何をしていたか、具体的に記載さ

れているのか。 

 

管路保全課長 

２１ページのパトロールについては、２２ページに活動内容を記載しています。 
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川崎区役所道路公園センター所長 

２４ページの丸子ポンプ場について、右下の表で１２日の２３時０６分にＮＯ．１雨水ポ

ンプ故障とあるが、この原因について教えてほしい。また浸水への影響がなかったのか。 

 

施設保全課長 

丸子ポンプ場では１２日の２３時０６分にＮＯ．１雨水ポンプが故障した。その原因は、

多摩川の水位が計画高水位を超えた状態にあり、その水位の影響で雨水ポンプに連続して

過大な負荷がかかったことにより、ポンプを駆動するエンジンに故障が発生したのではな

いかと考えている。 

浸水への影響については、ＮＯ．１雨水ポンプは故障したが、他にＮＯ．２、ＮＯ．３雨

水ポンプがあり、さらに汚水ポンプを雨水排水用に運転し、予備機を含めて運転したため、

ポンプ場の揚水・排水の機能は確保できたと考えている。したがって、浸水の拡大に影響を

与えたことはないと考えている。 

 

委員長 

本検証委員会では、初めてポンプの故障に関しての話が出ているが、しっかり考察をした

ほうがいい。言葉だけでなく、どういう形で動力が確保されていたのか整理して頂きたい。 

 

幸区役所道路公園センター所長 

１９ページの諏訪樋管の連絡活動状況について、１０月１３日の４時ごろから「国土交通

省ポンプについて」という記載があるが、危機管理室や西部下水道管理事務所と関係がある

のか。 

 

管路保全課課長 

１３日の４時から諏訪排水樋管の「国土交通省ポンプについて」という記載は、国土交通

省が保有している排水ポンプ車の出動について協力の打診があり、危機管理室を通して調

整していた。調整は、人員がどれくらい必要か、排水用のホースの長さがあるかなど、情報

をやり取りしながら、実際に現場に配置できるかということを調整した事について記載し

た。現場で６時まで調整したが、浸水被害が軽減してきたことから、結果的にポンプ車の要

請はしなかった。 

 

幸区役所道路公園センター所長 

２０ページの最後の検証のところで、局内における活動体制を構築する必要があると記

載があるが、今回、樋管の操作であるとかポンプ操作であるとか、機械の操作をするような

ことが多く、研修の充実というのも必要なことだと思う。ぜひ取り組んで頂いてスムーズな

操作ができるようにしていただきたい。 
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管路保全課長 

承知した。これからゲートを改良し、観測機器が設置され、色々な情報が集約される。例

えば、ゲートを閉めた場合、冠水が広がる可能性もあるので、ゲートを閉めた際の連絡体制

などについてしっかり構築していきたい。 

 

委員長 

全体的な話もあるが、まず、それぞれ現場を預かっている下水道事務所と道路公園センタ

ー、行政的には縦割りの組織になっているが、特に今回の振り返りの中で、やはり情報共有

が大事である。今回のような川の水位が刻々と変わっていくような状況、また、道路の冠水

等が発生するという中では、当日、現場に行ったり、調整したりということで、かなり混乱

すると思うが、連絡体制、要員をしっかり確保するということが大事だと思うので、しっか

り調整して頂きたい。 

 

総務企画局企画調整課長 

質問は２点あり、国の通達と連絡体制について伺う。１点目は、住民説明会等でも話のあ

った河川から下水に送付されたという国の通達についてである。これは、すでに論点として

指摘されているため、検証委員会として考え方をまとめたほうが良く、説明する責任はある

のではないか。ただし、実際に通達を見た感想では、許認可の実務や庁内の様々な通達など

を含めて客観的に見て例示的な技術準則のようなもので、総合的な判断に直接的な影響を

及ぼさないのではないと思われるが、そのあたりも含めて検証委員会として取りまとめて

説明していくべきではないか。 

 

下水道部長 

これまでに情報共有や取扱いについて指摘をされており、特に今回、局内の中でその情報

が、電子メールによって情報伝達ができなかったということによって、当時の情報が共有さ

れていなかったという事態が起こっている。公文書の適正な管理として、今後、再発防止に

向けてしっかりと取り組んでいきたいと思う。 

また、この通知文書の取扱いについては、河川法の規定による河川管理施設の操作規則の

作成基準を示しており、下水は河川と違い、下水の管内の水の流れを把握できないので、当

時、参考にすることはなかったと思う。今回、短期対策として各樋管に水位計、流向計を設

け、今まで把握できなかった管内の順流や逆流を把握することが可能になるので、河川の考

え方についても参考にしていきたい。 

 

総務企画局企画調整課長 

２点目の連絡体制についてである。１４ページと１８ページの連絡体制を見比べて頂き

たい。東日本大震災の時なども、現場は現場で色々情報があって、色々なことが繋がったと
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いうのもある。１８ページの連絡体制も重要だが、１４ページのような連絡体制全体を現場

の方が見た時に、こういった所ともう少し連絡が取れていれば、少し改善されたかもしれな

いという、少し広めの視点で、もし何か付け足すことがあれば、そういった視点でも考えて

頂けたらと思う。 

 

委員長 

まず、情報の伝達については、この検証あるなしに関わらず、行政の中の情報共有として

確実に捉えて行かなければいけない。情報共有や情報伝達は、非常に大切であり、今日参加

している委員の皆さんも、かなりの数の人がそれぞれの災害現場、震災の現場を経験して頂

いていると思う。その様な状況も踏まえて、よりよい連絡体制を構築するように、確実に見

直しをして頂きたい。 

 

建設緑政局道路河川整備部長 

６６ページに１５時の操作判断時にゲートを閉鎖していれば浸水範囲を小さくできたと

はっきり出ているが、どう評価しているか。 

 

下水道計画課長 

山王地区において、今回の降雨では、１５時の段階で閉めることで、結果として規模が小

さくなったというのがシミュレーションの結果である。ただ、仮に当時の気象予報通りに降

雨があると、パターン③になって浸水深が全く変わってしまう。やはり閉鎖すると内水によ

る浸水が起きてしまうので非常に難しい判断だったと思う。 

 

建設緑政局道路河川整備部長 

多摩川の水位が、氾濫危険水位に達する恐れがある場合、その水位に応じた操作手順を作

成しておくべきだったと思う。今回、操作手順の見直しを行うにあたり、この視点は考慮さ

れているのか。 

 

管路保全課長 

多摩川の水位が上がって降雨があった場合に閉めると内水氾濫が起き、開けると今回は

逆流ということがあって、閉めても開けても浸水の危険性があるのではないかと思う。今回

の台風では河川水位が非常に上がって、結果として河川水によって浸水被害が大きく発生

したので、見直し後は、管内の流れの向きで逆流があったら閉めるという方向で、手順の方

は見直ししていくと考えている。 
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建設緑政局道路河川整備部長 

シミュレーションによる検証の７９ページで、山王地区では浸水区域が減少、諏訪地区で

はあまり変わらない結果で、二子に関しては逆に大きくなるとあるが、その違いはどこにあ

るのか。 

 

下水道計画課長 

分流地区の樋管については、それぞれ結果が異なっており、二子地区においては、今回結

果として閉めた場合、浸水規模が大きくなる。これは、閉めた１５時以降に降雨があり、閉

めても降雨がなければ、かなり効果が出るが、降雨があると非常に難しいところがある。 

 

委員長 

８４ページのまとめに書いてあるが、今回の結果で、山王は、下流にポンプ場があるから

結果は別として、分流式の二子、宇奈根、諏訪等は同じ結果で、今回の場合、開けておいた

ほうが浸水は少なかったという結果でよいか。 

 

下水道計画課長 

それぞれの樋管によって、開けておいたほうがいいのか、閉めておいたほうがいいのか、

様々なパターンが考えられることから、今後、細かく見る必要がある。 

 

委員長 

細かく見る点については、短期対策でつける観測機器で順流か逆流か確認できることに

よって、設定の仕方を細かく確認できることになるのか。 

 

下水道計画課長 

水位計、流向、流速計の設置で、管内の流れがわかるので、細やかなゲート操作に活かせ

ると思う。ただ、降雨がある場合もふまえて、対策をしっかり考える必要がある。 

 

委員長 

今回の結果で、河川の水が逆流するかしないかだけの話だと、要は、流向計を付けること

で流れの把握はできるが、実際に浸水するかかしないかは、また別のファクターがある。 

 

下水道計画課長 

今回、多摩川の水位が大きく影響していることは間違いないと考える。 

 

 

 

Ⅳ－58



 25 / 35 
 

河川課長 

それぞれの排水樋管のシミュレーションの結果で逆流の話があるが、それぞれの樋管で

逆流はいつから発生したのか。 

 

下水道計画課 

時間帯によっては、逆流及び順流が繰り返し発生している樋管もあるが、継続的な逆流と

なるのは、山王で１５時１０分頃、宮内で２０時４５分以降、諏訪で２１時過ぎ、二子で２

１時１０分頃、宇奈根で１６時４５分頃の結果である。 

 

河川課長 

その逆流が発生したと思われる傾向等はあるのか。 

 

下水道計画課 

シミュレーション結果については、整理作業を継続中で、今後、ゲート操作を決める中で、

逆流のタイミングを見ることが重要になる。シミュレーションで再現しても、１００パーセ

ント完璧ではないので、今後、観測データを蓄積することで限りなく実態を再現し、順流や

逆流の傾向を整理して活用したいと考える。 

 

委員長 

今回のシミュレーション結果をもとに、８４ページ、８５ページで検証のまとめが書いて

あるが、この内容について第三者に意見聴取し、また市民の皆様からの意見も踏まえた上で

次の委員会に臨んでいただきたい。 

 

中原区役所道路公園センター所長 

 ９９ページのゲート操作手順で、一番最下流のマンホールで、マイナス１メートルの基準

を設けて開け閉めをすることになっているが、上流側の地盤の低い所から溢水することが

考えられるが、逆流しないのか。また、停電時はどうなるのか。 

 

管路保全課長 

 逆流が起こらないかについては、排水樋管周辺地域の一番低いマンホールの水位で判断

をするので、一番地盤が低い所になるため、計測する場所としては適切である。 

 停電の時は、可搬式発電機で動かし、万が一、間に合わない等、何らかの事象で停電の時

に水位計が確認できない場合は、１０１ページに観測機器導入前の手順があり、最低地盤高

を管内水位が超えた時点で、閉めるという判断する。この操作手順に移行して操作をしてい

くと考えている。 
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中原区役所道路公園センター所長 

１０８ページに、宮内の検証結果として、当日の状況と対策効果の削減率が４９パーセン

トとあるが、ポンプ排水する場合とほとんど見た目では変わらない理由は何か。 

 

下水道計画課長 

 それぞれの箇所で地形的な特性があり、傾向として低い場所に水が集まる中で、図では変

わらないように見えるが、浸水量の削減は一定量出来ている。 

 

中原区役所道路公園センター所長 

逆流は当然防ぐべきであるが、雨の降り方によっては、内水と外水のバランスがあり、こ

れが一番難しいところである。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

 ゲートを閉めた後の内水がどれだけあるかによって、浸水シミュレーションの浸水領域

が全く変わるといえる。ポンプ車では補完的な機能しか果たせず、全ては解決できない。不

足をどう補うかは複合的な考えが必要で、国のポンプ車を借りるとか、どこかから集中的に

持ってこられるのか、ただ、ポンプ車を何十台も買う事は非現実的であり、対応できること

との兼ね合いをしっかり考えなければならない。出来ることはするが、費用対効果を考えた

上で、中長期的な部分と合わせての対策が必要である。 

 

委員長 

 まずは、今年取り組まなければならない短期対策と、それまでの間、今年の気象の状況を

見ると、台風前にも大雨が降る可能性があり、そういった時までの対応、整備をしてからの

対応、またその後、これについても今回のシミュレーション等を基に、副委員長からも話が

あったが、住民の方々に丁寧に説明することが大事である。 

検証のシミュレーションについては、第三者の方にも、しっかり意見聴取し、次の委員会

に反映して頂きたい。 

 

副委員長（建設緑政局長） 

 検証結果を踏まえて操作手順を見直し、新たな運用のもと、今夏の台風シーズンを迎える

事になるわけだが、まずは、この新しい規則、ルールを、確実に頭に叩き込んで、言い方は

厳しいが、「仏作って魂入れず」ということにならないよう、有事に着実にこの操作が現地

で行われるよう、事前に現地における練習、訓練を確実に行うことが重要である。 

また、限られた人数での対応であり、新たな応援体制を使い、柔軟的に機動力を発揮する

ことも提案されているが、もともとそこに配置されている方は、機能とかルールとか操作方

法を熟知されていると思う。応援に行く方についても、同じだけのスキルをしっかり持って
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いかなければいけない。応援に行かれる方についても、いざという時にまごまごしないよう

に、しっかりと訓練をして頂きたい。あと、どうしても定期的な異動があるので、異動して

新しく来た方についても、同じレベルでの機動力が発揮できるように、継続性を確保するこ

とに注力して頂きたい。 

 

委員長 

事務局からの説明では、検証の振り返りの結果は、概ね操作手順通りという報告であった。

今回、初めてのこういった川の水位になったことで、過去の経験則に頼りすぎていたという

ことも否めないと思う。それは事実として、我々の反省としてこれからはどうしていくのか、

新たなステージになってきていると思う。そこは確実に取り組んでいかなければならない。

新たな気候変動の影響についても、これからは色々な知見を集めた上で、どう判断していく

かということが大事である。また、短期対策はもちろん、その先の中長期のまとめも最後の

方で説明があったが、早い段階で、これからどう変えていくかというスケジュールを示すこ

とも大事であり、引き続きスピード感をもって取り組んでいただきたい。 

 

 

（３）河川関係の浸水に関する検証（中間とりまとめ②） 

河川課長（資料３の説明） 

１．浸水状況の検証 

１－１． 河港水門（川崎区港町周辺）（資料１ページ） 

・浸水経路については、「周辺工場の多摩川取水口からの出水」、「河港水門扉体からの越

水」の２経路と考えている。また、浸水範囲については、地盤高さを色分けした段彩陰

影図のとおり、主に緑色で示す地盤の低い地域一帯が浸水範囲となったことが確認で

きる。 

・高さ測量結果や水位データによる検証については、多摩川の水位変動と周辺工場の取水

施設、河港水門等の測量結果を検証したところ、１０月１２日１９時４０分頃に、多摩

川の水位が周辺工場の取水施設の天端高に達し、翌１３日１時１０分頃までの約５時

間３０分にわたり、同施設から出水していたと推測される。また、１０月１２日２１時

５０分頃に、多摩川の水位が扉体（ゲート）上部の高さを越え、２３時５０分頃までの

約２時間にわたり、扉体上部から越水していたと考えられる。扉体下部の調査を行った

ところ洗堀は確認されなかった。 

・地域ヒアリング・アンケート結果による検証については、浸水エリアの地域の方々にヒ

アリング・アンケート調査を行ったところ、浸水経路は、「河港水門の方から」との回

答が多く、浸水を確認した時間帯については、「２２時から２４時」との回答が多い。 
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１－２．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料２ページ） 

・浸水経路については、「管理用通路水抜き穴からの浸水」、「東久地橋桁下からの浸水」

「平瀬川の堤防からの越水」の３経路と考えている。また、浸水範囲については、段彩

陰影図のとおり、緑色や黄色で示す地盤の低い地域一帯が浸水範囲となったことが確

認できる。 

・高さ測量結果や水位データによる検証については、平瀬川と多摩川の水位、平瀬川護岸

部の測量結果から、１０月１２日１５時頃に管理用通路水抜き穴から浸水が発生し、１

８時頃から翌１３日０時過ぎまで、東久地橋桁下からの浸水と、平瀬川堤防からの越水

が同時に発生していたと推測される。また、平瀬川の堤防上、最大約６５センチメート

ルのところまで水位が上がったことも確認した。 

・地域ヒアリング・アンケート結果による検証については、浸水経路は「パラペットから

の越水」「東久地橋桁下／合流部付近からの浸水」「管理用通路の水抜き穴」との回答が

多く、浸水を確認した時間帯については、「２２時から２４時」との回答が多い。 

 

１－３．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料３ページ） 

・浸水経路については、「水路からの越水」、「管理用通路水抜き穴からの浸水」「三沢川の

アクリル板の目地からの漏水」の３経路と考えている。また、第２回検証委員会報告後

に、稲城市内に大丸用水の排泥施設があり、同施設の水門が閉鎖されている状況の中、

水門上部から多摩川の水が流入していた可能性があるため、現在、今後の対応について

稲城市など関係者と調整を行っている。また、浸水範囲については、段彩陰影図のとお

り、緑色や黄色で示す地盤の低い地域一帯が浸水範囲となったことが確認できる。 

 ・高さ測量結果や水位データによる検証については、三沢川の水位と三沢川護岸部の測量

結果から、三沢川の水位が上昇していく過程で、「水路からの越水」、「管理用通路水抜

き穴からの浸水」、「三沢川のアクリル板の目地からの漏水」があったと考えられる。ま

た、三沢川のピーク時の水位については、アクリル板の高さを超えていないことから、

アクリル板上部からの越水は発生していなかったと考えている。 

・地域ヒアリング・アンケート結果による検証については、浸水経路は「水路からの越水」

「三沢川のアクリル板目地からの漏水」「多摩川からの逆流」との回答が多い。 

 

１－３．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（（資料４ページ） 

・水路①と、水路④（大丸用水）の吐き出し口については、開口している状態で、三沢川

の水位が水路の上部よりも高い位置に達した際に、越水が発生したと考えられる時間

帯を示している。また、水路②と水路③については、フラップゲートがあるものの、三

沢川の水位が吐き口の上部よりも高い位置に達した際に、越水が起こった可能性があ

る時間帯を示している。 
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・この水路の浸水が起こった状況については、広域な水路流域における降雨状況等や、三

沢川及び多摩川の水位変動など、複数の要因が同時かつ複雑に絡んでいることから、当

時の状況をシミュレーション等により、精度よく再現することは非常に困難であるこ

とを、第三者から意見をいただいているが、三沢川の水位が水路の高さより上昇してい

た事実は明らかなので、水路への逆流が発生していた可能性も否定できない。 

 

１－４．平瀬川（多摩川合流部周辺）における緊急用河川敷道路橋の影響について（資料５

ページ） 

・浸水エリアの住民の意見については、台風の通過以降、住民説明会やアンケート調査等

により、浸水地域の方々から様々な情報をいただいた。この中で、浸水原因の一つとし

て、「平瀬川からの水が、多摩川の河川区域内に設置されている橋にぶつかり、平瀬川

の水位が急激に上昇した」との意見をいただいたことから、測量を行い、水位状況の整

理を行った。 

・この橋は平瀬川の堤防高、計画高水位よりも、低い位置に設置されており、今回の出水

時にも冠水していることが確認されている。 

・この橋の影響による水位変化については、橋の桁下に水位が到達したと考えられる１３

時３０分頃に、大きな水位変化が観測されていないことから、浸水原因と指摘されてい

る、橋と水位の関係性は確認できなかった。 

 

１－５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）における三沢川水門の操作について（資料６

ページ） 

・浸水エリアの住民の意見については、住民説明会や意見交換会等における、浸水地域の

方々と意見交換の中で、三沢川水門の操作が浸水原因の一つではないかとの意見をい

ただいている。 

  ・三沢川水門の操作については、多摩川から三沢川への逆流を防止するために実施する

もので、開閉操作の判断については、多摩川の管理者である国が水位計の計測値を確

認しながら行った。令和元年東日本台風の際にも、１０月１２ 日の１５時３４分 

に逆流を覚知して水門操作を実施し、それ以降、水位変化を確認しながら操作を行っ

ているが、三沢川のピーク水位時にアクリル板上部からの越水はなかったと考えら

れることから、三沢川水門の操作は、三沢川のアクリル板上部からの越水を起こして

おらず、多摩川から三沢川への逆流を防いでいたと考えている。 

 

２．第三者の意見聴取結果と対策の実施に向けて 

２－１．河港水門（川崎区港町周辺）（資料７ページ） 

・扉体（ゲート）の高さ確保については、「土のうは水密性等について検討する必要があ

る」や、「短期対策としては考えられる」などの意見をいただいていることから、土の
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うによる対策につきましては暫定的な対策として、中長期的な対策の検討も早急に行

っていく。 

・京急交差部の閉塞については、「京急交差部に災害時に土のうを積みに行く機動力はあ

るのか」や、「河港水門の嵩上げができれば、閉鎖は二重三重の備えとしての保険的対

策」などの御意見をいただいているので、まずは、ゲートの高さ確保を確実に行いつつ、

鉄道事業者等の関係機関と対策の実施について検討を進めていく。 

・周辺工場の多摩川取水口からの出水対策については、企業側において、取水施設の取水

口に止水板の設置等を検討しているとのこと。本市としても、実施時期等について企業

と協議・調整を行い、対策実施に向け連携を図っていく。 

その他の対策につきましては、概ね賛同を得た。 

 

２－２．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料８ページ） 

・フラップゲートの設置については、市が管理する３３箇所について、今月中に設置して

いきたい。また、民有地から接続されている２２箇所についても、構造的な確認を行う

などの調査を行い、早期に実施できるよう調整を図っていく。 

・大型土のう等の設置については、「土のうの遮水効果には疑問があるが、一時的な対策

としては、このような対策も致し方ない」といったものや、「一時的な対策としては考

えられる」などの御意見をいただいている。このため、土のうでの対策については、あ

くまで暫定的なものとし、早急に中長期的な対策の検討を行っていく。 

・パラペット護岸の改良については、「大型土のう等の設置とセットでの対策」との意見

をいただいているので、東久地橋桁下からの流入防止と併せた検討を進めていきたい

と考えている。 

その他の対策については、概ね賛同を得た。 

 

２－３．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料９ページ） 

・水路（水門）の補修や管理等については、「フラップゲートは大きな異物を挟み込み機

能しない場合もあるので留意が必要」や、「ポンプ付きのゲートを設置する案」などの

意見をいただいた。本市としては、大丸用水接続部の水門について、最適なゲート構造

となるような補修等を行うことを目的として、関係機関と協議を行っている。 

また、フラップゲートの設定や水位計、カメラの設置については、神奈川県により今月

中に行うことを伺っており、その他の対策につきましても、概ね賛同を得られた。 

 

２－４．ソフト対策（３地域共通）（資料１０ページ） 

・課題と短期対策方針については、浸水があった３地域に共通した課題として、早期に浸

水状況を把握できず、事前に注意を促すことができなかったことや、避難に関する情報

が届きづらかったことが挙げられ、住民説明会でも同様の意見をいただいた。 
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これらを踏まえた短期対策方針として、情報提供方法の検討を行い、確実な情報伝達の

導入を図っていく。 

・第三者への意見聴取の結果については、ソフト対策に関する意見を多数いただいた。 

主な意見としては、情報伝達の手法として「防災メールによるプッシュ型の配信」や、

情報発信の内容として「水位状況に応じた段階的な情報発信をするべき」といった意見

があった。また、タイムラインの作成について「地域に特化したタイムラインを作成す

ることで、住民の方々にいつ何をすればよいか認識してもらうことが重要」といった意

見や、「住民の方々に対する日ごろから水害リスクや避難経路の周知」といった意識啓

発についての意見をいただいた。 

その他には、「ハード対策ですべて対応していくのは困難で、ソフト対策も組み合わせ

て対応すべき」といった意見があった。 

・第三者意見を踏まえたソフト対策（案）については、第三者からいただいた意見を踏ま

え、ソフト対策をより充実させる必要があることから、現在、三つのソフト対策を検討

している。 

① 庁内における情報伝達の役割分担と市民の皆様への情報提供方法の確立について

は、庁内における災害時の情報伝達の役割分担を明確にするとともに、住民への情

報提供方法を検討していく。具体的には、各地域自主防災組織への連絡など、住民

への伝達方法を検討する。参考イメージとして、高津区役所における運用事例から

抜粋した「避難勧告等の伝達・連絡の役割分担と手段」を掲載している。また、現

地の河川等の状況や避難先といった、住民に配信する内容について検討する。 

② 地域毎の避難勧告の発令等に着目したタイムラインの策定については、避難勧告等

を発令するための手順を検討する。具体的には、情報発信等を行う範囲や、避難誘

導先及び誘導経路を検討する。また、避難等の判断基準となる水位等の情報を盛り

込んだ地域毎のタイムラインを作成していく。参考イメージとして、川崎市地域防

災計画から抜粋したタイムラインを、１１ページに掲載している。 

③ 地域住民の防災意識向上に向けた取組については、タイムラインを効果的かつ持続

的なものとするため、住民の方々に、災害時に命を守る行動を意識していただける

よう、地域と連携した取組を検討いく。具体的には、水害リスク等の周知や、住民

の方々に作成していただくマイタイムラインの普及啓発といった、地域と連携した

取組を検討していく。参考イメージとして、マイタイムライン作成シートと記入例

を、１２ページに掲載している。 

 

危機管理室担当課長 

 水位計やカメラはどこに設置して、何を監視するのか。 
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河川課長 

河港水門周辺に設置することを考えており、多摩川の水位と、河港水門周辺の状況を監視

する予定。 

平瀬川における水位計については補助電源を有する機器に更新する方針で、カメラにつ

いても神奈川県に夜間でも監視可能なカメラへの更新を要望している。また、三沢川につい

ては、神奈川県と協議中だが、大丸用水の水門の近傍に、水位計とカメラの設置を行う予定。 

   

南部下水道事務所長 

周辺工場からの出水は河港水門からの越水より早いということか。 

工場側の対策は何を考えているのか。いつ頃までに行う予定か。 

 

川崎区役所道路公園センター所長 

 検証の結果、周辺工場が出水して約２時間後に河港水門から越水した、と推測している。 

取水口に止水板を設置する予定であり、次の台風時期までに行う予定としている。 

 

委員長 

 台風時期までとしてもなるべく早い対応が大事であり、確実に調整すること。 

 

下水道計画課長 

 ２ページの浸水状況の検証において、平瀬川の水位計が欠測し、多摩川側の水位計データ

により考察しているが信頼性はあるのか。 

 

建設緑政局企画課長 

多摩川の危機管理型水位計は合流点から約１００Ｍと近く、信頼性は確保しているもの

と考えている。 

 

管路保全課長 

 ６ページの浸水状況の検証において、三沢川水門の操作が浸水原因とならないのか。 

 

河川課長 

 三沢川水門の操作により、三沢川の水位が上昇したことは確認したが、アクリル板上部か

らの越水はなかったと考えられる。 

 

管路保全課長 

 ７ページの河港水門について、扉体（ゲート）の高さ確保ができれば、京急交差部の閉塞

は必要ないのではないか。 
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川崎区役所道路公園センター所長 

 扉体（ゲート）の高さが確保されていれば、必要ないかもしれないが、あらゆることが起

こることを想定し、対策を行う場合の検討を行っている。 

 

総務企画局企画調整担当課長 

 地域へのヒアリングはどの様な方法により行ったのか。その結果の傾向は。 

アンケート調査結果は公表しないのか。 

 

河川課長 

職員が浸水範囲にある世帯に対し、直接聞き取りを行ったり、アンケート用紙を配布し、

回収を行った。３地区で約１２００世帯に配布して、約４００世帯から回収した。浸水が発

生したと推測される時間帯はアンケート結果とほぼ符合した。また、次の台風までに対策の

実施を要望する意見が多数あった。 

 アンケート結果を整理できた段階で公表する予定。 

 

委員長 

 回収した結果についてはしっかりと整理し、公表していくこと。 

 

下水道施設担当部長 

 ６ページの三沢川水門の操作について、三沢川のパラペット高を超えないような操作を

したのか。 

 

河川課長 

国は多摩川と三沢川の水位を確認しながら、水門の操作をしており、結果的に三沢川のア

クリル板上部からの越水はなかったと考えられる。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

 短期的対策は、河川管理者である国と県と地元との調整が非常に重要であり、早めの対応

により今夏の台風シーズンに備えてほしい。また、地域へのアンケート調査結果は、貴重な

情報であり、今後の市の対策内容に活かしていくこと。 

 多摩川の水位上昇の抑制については、国への要望も含め、中長期的な視点で議論が必要で

ある。 

 

委員長 

 大型土のう等の設置など短期的対策については、早急に対応してほしい。また、今回住民

の方々に御協力をいただき、ヒアリングにより浸水状況などを確認できたことなど、市民の
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皆様に感謝しなければならない。その結果を基にしっかり対策を取っていくことが大事で

ある。 

水位計やカメラについては、下水道部会、河川部会さらに、危機管理室とも連携して、有

効に活用できるようにしていくこと。 

 

－議事終了－ 

 

事務局 

・前回の委員会において第三者について審議し、その後４名の学識経験者の方から承諾され

たので２月２０日に氏名等を公表している。 

・また、国の研究機関として、国土交通省国土技術政策研究所に依頼の手続きを行い、依頼

が受理されたので、国総研を検証の第三者として追加選定したことを３月３日に公表し

ている。 

・また、参考資料の要望書については、 

１ページ目、２ページ目は上丸子山王町二丁目町会、一丁目町会からの要望書。 

３ページ目、４ページ目は自由法曹団神奈川支部からの要望書。 

５ページ目から７ページ目は台風１９号多摩川水害を考える会からの要望書。 

８ページ目～１１ページ目はＮＰＯ法人小杉駅周辺エリアマネジメント等からの要望書。 

１２ページ目、１３ページ目は神奈川弁護士会からの要望書 

以上の方々より要望書をいただいた。 

 

河川課長 

台風当日、二ヶ領本川に設置されている長尾水門から、二ヶ領本川に向かって水が流出

していたとの情報が付近の住民から寄せられた。この長尾水門は、平瀬川に流入する二ヶ

領本川の流量の一部を、長尾橋付近から宿河原雨水幹線を経由して多摩川に放流する施設

である。この件は、先週情報が寄せられたことから、現在、調査を始めたところだが、下

水道に係る被害情報はあったのか。 

 

下水道部長 

 浸水被害の報告は受けていないが、調査して情報を共有する。 

 

副委員長（建設緑政局長） 

 最近得られた情報のため浸水被害への影響は不明だが、上下水道局と建設緑政局で調査

し、情報共有のうえ対応していくことが必要。 
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委員長 

次回は、結果のとりまとめを予定しているので、市民意見また、第三者の意見を確実に聞

いて、報告書に採用していくこと。市民意見については、どのように計画に反映させていく

かを、確実に公表できるようにまとめること。また、長尾水門の件は、最近判明したことで、

詳細な状況がわからないようだが、浸水の原因とどのような関係があるかも含めて、台風当

日の水位などの状況を調査し、確実に両局と連携して取り組むこと。 

中長期対策は、まだ細かく議論していないが、検討に時間を要しますので、具体的なメニ

ュー、スケジュールが決まり次第、早い段階で地元にも示していきたい。 

本日の検証委員会は公開としているが、結果については、議会の方にもしっかり情報提供

すること。 

 

事務局 

・本委員会の資料等については、本市ホームページ上で公開を予定。 

・本日の委員会で議論した中間とりまめ②の内容については、３月１８日から２７日にか

けて、市民意見募集を行う。 

・以上をもって、検証委員会（第３回）を閉会する。 

 

以 上 
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令和２年４月１５日 

川崎市上下水道局・建設緑政局 

 

 

令和元年東日本台風による排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水 

に関する検証委員会（第４回） 摘録 

 

 

１ 日 時 令和２年４月８日（水）１４：００～１６：２０ 

 

２ 場 所 川崎市役所第４庁舎２階ホール 

 

３ 出席者 

委員長 副市長 

副委員長 上下水道事業管理者 

 建設緑政局長 

委員 上下水道局下水道部長 

 上下水道局下水道部担当部長 

 上下水道局南部下水道事務所長 

 上下水道局中部下水道事務所長 

 建設緑政局道路河川整備部長 

 川崎区役所道路公園センター所長 

 幸区役所道路公園センター所長 

 中原区役所道路公園センター所長 

 高津区役所道路公園センター所長 

 多摩区役所道路公園センター所長 

 総務企画局都市政策部企画調整課長 

 総務企画局危機管理室担当課長 

 上下水道局下水道部下水道計画課長 

 上下水道局下水道部管路保全課長 

 上下水道局下水道部施設保全課長 

 建設緑政局道路河川整備部河川課長 

 建設緑政局総務部企画課長 

 建設緑政局道路河川整備部道路施設課長 

関係者 総務企画局都市政策部企画調整課担当課長 

事務局 上下水道局下水道部下水道計画課担当課長 
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４ 議事 

（１） 検証内容に関する市民の方々からの意見募集結果について  

（２） 排水樋管周辺地域の検証内容に関する第三者からの意見聴取結果及び結果とりま

とめ（案）について 

（３） 河川関係の検証内容に関する第三者からの意見聴取結果及び結果とりまとめ（案）

について  

 

５ 資料 

資料－１  令和元年東日本台風による浸水の検証について【市民意見募集結果】（案） 

資料－２  排水樋管周辺地域の浸水に関する検証について【第三者の意見】（案） 

資料－３  排水樋管周辺地域の浸水に関する検証報告書（案） 

資料－４  河川関係の浸水に関する検証（結果とりまとめ（案）） 

   

参考資料 排水樋管周辺地域及び河川関係の浸水に関する検証報告書（案） 

 

６ 摘録 

事務局 

・検証委員会（第４回）開会の挨拶。 

・今回の検証委員会は公開としている。 

・本検証委員会は、検証委員会設置要綱により、委員長は藤倉副市長、副委員長は金子上

下水道事業管理者と磯田建設緑政局長である。 

・はじめに藤倉委員長（副市長）より挨拶。 

 

委員長 

・国から新型コロナウイルス感染症に関して緊急事態宣言が発出された折に、検証委員会

を開催させていただくことをお許し頂きたい。 

・検証委員会に於いて審議する台風の対応については、今夏の台風シーズンまでに実施す

る対策も含まれている状況も踏まえ、検証委員会を開催させて頂いた。 

 

（１）検証内容に関する市民の方々からの意見募集結果について［資料－１］ 

下水道計画課長（資料－１ 下水道部門の説明） 

１ 概要（資料１ページ） 

・募集期間については、令和２年３月１８日から２７日までの１０日間 

・回答件数については、１５８件頂いており、内訳は、インターネット・電子メールに

意見を頂いたものが９９件、ファックスが１２件、郵送が１２件、持参が３５件であ

る。 
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・年代別の内訳及び地域別の内訳について表に示す。 

・本市の考え方の公表の区分Ａについては、報告書に反映させたものである。 

・Ｂについては、意見の趣旨が報告書案に沿うものであることから、意見を踏まえ、取

組を推進するものである。 

・Ｃについては、今後の浸水対策を進めていく中で参考とさせて頂く意見である。 

・Ｄについては、報告書案に対する質問、要望の意見であり、案の内容を説明するもの

である。 

・Ｅについては、その他ということで、今回の意見募集の趣旨とは異なる意見や、所管

の異なる施策に関する意見である。 

 

２ 共通部門（資料２ページ） 

２－１ 市民意見の集計結果（資料２ページ） 

・下水道部門と河川部門に共通する意見については、２－１市民意見の集計結果の番号１

及び２に分類した。番号１及び２については、意見の総数及び本市の考え方の公表の区

分ＡからＥまで分類し、意見数を集計した。 

 

２－２ 市民意見に対する本市の考え方（資料２ページ） 

１ 検証委員会の在り方について（資料２ページ） 

・主な意見としては、被災者である市民や、中立的な専門家を加えた検証委員会として欲

しいという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、浸水の検証委員会は、原因の検証を行うとともに、今夏

の台風シーズンまでに短期的な対策などを実施するため、スピード感をもって検証を

進める必要があることに加え、客観性と透明性を確保することが重要であるため、検証

においては、下水道や河川を専門とする第三者の意見聴収や、市民の方々からの意見を

伺いながら、結果を取りまとめる。 

 

２ 市民意見募集の方法について（資料２ページ） 

・主な意見としては、意見募集の期間が短いため、延長するか再度機会を設け、引続き意

見を市民に求めるべきという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、市民意見も踏まえた検証結果の取りまとめを速やかに

行い、今後の浸水対策の検討や実施に注力するため、意見募集の期間は１０日間とした。

また、この市民意見募集とは別に、今後の中長期的な浸水対策等の参考とさせていただ

くため、引続き特設ウェブサイト市民の皆様の声において意見募集をするほか、住民説

明会など、これ以外の機会に意見を頂いた場合にも、真摯に受け止める。 
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３ 下水道部門（資料３ページ） 

３－１ 市民意見の集計結果（資料３ページ） 

・下水道部門として、市民意見の内容を番号３から番号２２に分類し、番号ごとの意見の

総数及び本市の考え方について、公表の区分をＡからＥまで分類し、意見数を集計した。 

 

３－２．報告書に反映させた意見（資料３ページ） 

・１概要（３）本市の考え方の公表の区分Ａに該当する市民意見については、その内容を

踏まえ、報告書案に反映させたため報告する。 

・番号８の浸水シミュレーションによる検証については、実際の測定を増やし、ミュレー

ションの精度を向上させて欲しいという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、台風等発生時における外水位計・内水位計等の計測機器

の観測データを蓄積することで、今後の浸水対策の検討に活用することができると考

えている。そのため、いただいた意見を踏まえて、１２－２観測機器の設置において、

蓄積した観測データを今後の浸水対策の検討に活用していく方向性を追記した。 

・番号１２の停電時におけるゲート操作及び観測機器の対応については、電動化になって

も万が一の時には手動による操作が必要となるが、訓練は行われていますかという意

見と、ゲートの開閉を電動化するのは良いが、台風時には停電、断線が起こりうるので

機側操作の設備も必要ではないかという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、排水樋管ゲートの電動化については、停電等により電動

による操作ができなくなった場合、手動操作が可能である。また、停電時の対応につい

て、操作訓練を実施することが重要と考えている。そのため、いただいた意見を踏まえ、

１２－４停電時等におけるゲート操作及び観測機器において、停電時等の対応を追加

し、確実に手動操作が行えるよう訓練を実施する旨を追記した。さらには、ゲート施設

の停電時や故障時への対応については、事前に準備することが重要と考えている。その

ため、１２－４停電時等におけるゲート操作及び観測機器において、可搬式発電機によ

る電力供給を行う旨を記載しているが、いただいた意見を踏まえ、さらに断線などの不

具合により電力供給ができない場合への対応として、ポータブル式の開閉補助器具に

より操作することを追記した。 

 

３－２．報告書に反映させた意見（資料４ページ） 

・番号１４番のゲート操作手順の見直しについては、ゲート操作時に河川水位が最低地盤

高を超えても、内水位がさらに高い場合があるため、その場合、ゲートを少し開け、流

向を確認し、順流が確認できれば、ゲートを全開にしてはどうかという意見を頂いた。

これに対し本市の考え方は、ゲートの操作手順については、逆流の防止とともに内水の

排除をより適切に行えるよう見直しを行うことが重要だと考えている。そのため、いた

だいた意見を踏まえ、１２－６－３操作手順案（観測機器導入後）において、河川水位
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が下降し今後水位上昇が見込まれない場合、河川水位が内水位を下回り河川水位が最

低地盤高を超える状況においては、順流を確認しながらゲート開とするよう修正した。

またこの場合において逆流が生じた際は、ゲートを閉鎖することを追記した。 

 

３－３．市民意見に対する本市の考え方（資料４ページ） 

・１概要（３）本市の考え方の公表の区分Ａ以外に該当する主な市民意見に対し、本市の

考え方を示す。 

 

３．本市の責任、補償について（資料４ページ） 

・本市の責任、保証については、今回のゲート操作に関する判断が被害を大きくした原因

であることを市は率直に認め、謝罪と賠償をすべきという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、今回の浸水被害は、本市が想定した以上に多摩川の水位

が上昇したことに伴って発生したものであり、市として補償や賠償を行うことは難し

いものと考えている。 

 

５．組織・活動体制について（各排水樋管における活動を含む。）（資料５ページ） 

・組織、活動体制については、職員同士の連絡が密にできていたのか、パトロール体制が

不足していたのではないか、住民への声掛けは具体的にどのように実施していたのか、

住民の生命にかかわる問題なのだから、抜本的に人員配置を見直して強化すべきとい

う意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、ゲート操作の判断について、各種情報を踏まえ行うこと

としており、適宜現場状況の共有を行っていた。また、山王・諏訪排水樋管付近におい

ては、浸水発生前より現場の水位情報を各区役所危機管理担当へ連絡を行っており、住

民等への声掛けについても、排水樋管周辺の住民の方々へ実施していた。パトロールに

ついては、事前に台風への体制を構築していたが、浸水被害の拡大により、西部・北部

下水道管理事務所に応援要請をし、対応した。今回の事象を踏まえ、大規模な災害の発

生が予見される場合は、より効果的に活動を行うことが重要であることから、１３活動

体制の見直しにおいて、局内における応援体制の検討を行っており、今後、災害時の対

応を強化する。 

 

６．各排水樋管のゲート操作について（資料５ページ） 

・各排水樋管のゲート操作については、平成２９年の被害を受け検討を開始とあるが、こ

の有様である。逆流を防止することを目的としていることを正面に据えるべきであり、

外水が侵入している場合は、内水を排除できる訳がないことから総合的判断などあり

得ない。樋管などの操作については、操作規定・操作規則等で定め、それぞれの場所に

応じた個別の判断できめ細かく開閉されていれば、内水の氾濫は最小限に食い止めら
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れたことは自明であるという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、平成２９年の浸水被害の対策については、関係局区との

災害情報に関する連携や、新たにバイパス管の整備に向けた取組等を進めてきた。今回

の事象を踏まえ、各排水樋管における水位や流向等を把握するための観測機器を設置

する。今後のゲート操作は、観測機器を活用し、各排水樋管の状況により開閉の判断を

行うことが可能となり、逆流させないことを原則として、よりきめ細やかな対応が可能

となる。 

 

１４．ゲート操作手順の見直しについて（資料８ページ） 

・ゲート操作手順の見直しについては、目の前のマンホールが溢水して、浸水被害が拡大

している現場を見ているのに、マニュアルに降水とあるからゲートを閉止できないと

いう総合的な判断には全く納得できない。もし河川からの逆流が始まっていれば、市中

に降っている雨水と川から逆流している河川水の両方で被害が拡大するのは誰が考え

ても当然と思う。排水樋管の河川水逆流があるときには市中で雨が降っていようが、警

報が出ていようがまずは河川からの逆流水を止めるためにゲートを閉めることをルー

ル化し、厳守すべきという意見を頂いた。 

これに関する本市の考え方は、今回の事象を踏まえ、水位や流向等を把握するための

観測機器を設置する。今後のゲート操作は、観測機器を活用し、各排水樋管の状況によ

り開閉の判断を行うことが可能となり、逆流させないことを原則として、排水樋管内で

の水の水位や流向を確認し操作することとする。この見直しにより、逆流時はゲート閉

鎖をすることになるため、降雨がある場合は排水先がなくなることから、排水ポンプ車

により内水の排除を行う。 

 

２１．再発防止について（資料１１ページ） 

・再発防止については、原因を正しく検証し情報公開を行い、関係機関の連携をとりつつ、

水門の操作、判断等をしっかり行うことで再発防止に全力で取り組んで欲しいという

意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、今回の台風における活動状況の振返りや操作判断の検

証などから、排水樋管ゲートの操作手順や活動体制を見直し、今夏の台風シーズンまで

に実施する短期的対策を着実に進める。また、再発防止に向け、中長期的な検討を進め

ることも重要と考えており、今後も、浸水被害を最小化する方策等についての取組を進

める。 

 

下水道計画課長 

 ・頂いたすべての市民意見について、一覧にしたものを参考資料として報告書に取りまと

めている。  
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河川課長（資料－１ 河川部門の説明） 

４ 河川部門（資料１２ページ） 

４－１ 市民意見の集計結果（資料１２ページ） 

・頂いた意見、５８件を内容ごとに分類した結果、河川部門に関するものが計４８９件と

なり、うち河港水門に関するものが１８件、平瀬川に関するものが１１件、三沢川に関

するものが４２０件となった。 

 

・三沢川に関しては、浸水状況の検証・連携体制・大丸用水水門について、多くの意見を

頂いた。 

 

４－２．報告書に反映させた意見（資料１３ページ） 

・番号２７の河港水門における中長期対策については、土のうによる短期的な応急処置で

はなく、大規模な土木改修作業が必要であるという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、河港水門の扉体の高さ確保について、当初、土のうによ

る河床の嵩上げを検討していたが、第三者意見だけではなく、検討過程においても水密

性など様々な問題点があることが明確になったことから、令和２年台風シーズンまで

の暫定的な対策として、扉体自体の嵩上げの検討を進める。また扉体自体の嵩上げにつ

いても、市民や学識者である第三者からの意見を踏まえ、扉体の嵩上げよりも耐久性に

優れた対策の検討を早急に行い、令和３年台風シーズンまでに対策を実施する。 

 

・番号３１の平瀬川における中長期対策については、市職員が危険を冒して、水門操作業

務を行うのではなく、水門やポンプの遠隔操作や自動化について、意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、今回の浸水被害においては、激しい降雨の中で移動式ポ

ンプへの給油作業が必要であったことや、２台の移動式ポンプが水没した経緯もある

ことから、二次災害の防止及び確実な排水作業継続の観点より、ポンプの自動化等の検

討を行う。学識者である第三者からも同様の意見を受けているので、中長期対策の一環

として取り組む。 

 

４－２．報告書に反映させた意見（資料１３ページ） 

・番号４０三沢川における水路の維持管理については、日常の周辺パトロールの必要性と

緊急時のパトロールの強化について意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺地区について、三沢川の今回

の浸水被害を重く受け止め、多摩区役所道路公園センターにおけるパトロール経路に

追加し、緊急時の体制強化とパトロールの徹底を図る。 

・今回、三沢川の大丸水門付近に水位計及びカメラを設置したことから、令和２年台風シ

ーズンまでに情報提供できるよう努める。  
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３７．（三沢川）連携体制について（資料１８ページ） 

・三沢川の連絡体制については、水位計、水流計、カメラを設置すると同時に稲城市、東

京都、神奈川県、国との連携で浸水被害住民の命と財産を守る対策を実施し、確実に連

携体制を作り、備えてくださいという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、緊急時における国や神奈川県との連絡体制について、よ

り一層の連携が図られるよう体制を強化する。また、今回の台風で越水が発生した大丸

用水については、稲城市とも連携を強化するとともに、今後も浸水被害の最小化を目指

して、取組を進める。併せて町内会や自主防災組織等の地域との連携について、危機管

理室や区役所など等の関連部署と、連携・検討する。 

 

３９．（三沢川）大丸用水水門について（資料１９ページ） 

・三沢川大丸用水水門については、大丸用水の吐き口は、確実な逆流防止機能が期待でき

る新品に交換して、南武線橋梁横の水門管理者を決め、水門改修を至急実施して欲しい

という意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、大丸用水が三沢川に流入する箇所の水門については、三

沢川の改修に併せて神奈川県が設置したものであり、三沢川の管理者である神奈川県、

大丸用水の管理者である本市など関係者の間で必要な管理取り決めが不明確な状況と

なっている。そのため、神奈川県等と協議を行い、神奈川県が水門の機能回復を、本市

が管理運営を行う方向で調整を進め今後は適切に管理運営を行う。 

 

４１．（三沢川）三沢川水門について（資料１９ページ） 

・三沢川水門については、水門を全閉あるいは閉じたり開けたりしていたことを住民に知

らせていないことが問題である。住民は三沢川水位が上がってきていることは知って

いた。水門を閉じればどこから流れ出すのは想像できるのに、第三者は三沢川水門を閉

鎖した際に水位が上がることを知らない住民もいるなどと全くもってとぼけたことを

書いているのは許せないという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、三沢川の水門操作については、多摩川から三沢川への逆

流を防止するために設置されている。国による開閉操作については、逆流の兆候を水位

計の値により覚知し、判断を行っていると伺っている。今回の台風の際にも、逆流を感

知して開閉操作を実施し、その後水位の変化を確認しながら、水門の開閉操作を行い、

逆流を防いでいたと考えている。また今後、国が行っている三沢川水門操作作業の情報

等を、地域住民へ確実に発信していく。 

 

委員長 

１２ページのＡの区分の数について、先程の説明で、４とあったが６の間違いか。 
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河川課長 

確認する。 

 

委員長 

特に検証報告書に市民意見を反映させる項目なので、もう一度、確実にチェックすること。 

 

建設緑政局企画課長 

市民の皆様から頂いた意見の中で、本市の考え方の区分Ｄは、案に対する質問・要望の意

見であり、案の内容を説明するものとして、評価した部分をどう扱っているのか確認したい。 

 

下水道計画課長 

本市の考え方の区分Ｄについては、案に対する質問・要望の意見であり、案の内容を説明

するものという位置づけである。市民意見募集のとりまとめ方法は、頂いた意見について、

パブリックコメントを参考にとりまとめ、内容の確認・整理をしたものである。一つ一つの

意見については、すべて目を通して、Ａ以外の意見をＢからＥの区分とした。 

今回のとりまとめとしては、意見の分類ごとに市民の方の意見と、市の考え方を記載し、

市民意見募集結果としている。 

 

総務企画局都市政策部企画調整課長 

市民意見の回答件数が１５８件ということだが、通常のパブリックコメントであれば、３

０日の期間があるが、今回の回答の件数が多いか少ないか、どのような認識か。 

 

下水度計画課長 

今回の検証委員会では、今夏の台風シーズンまでの短期的な対策などを含めて、浸水の原

因や対策をまとめていかなければならないという中で、１０日間というのは短いという意

見も頂いたが、時間の無い中、市民の皆様にも協力頂けたと考えている。 

今回の意見数１５８件は、インターネット・電子メール、ＦＡＸ、郵送、あるいは持参と

いう形で頂いた。これらの回答をそれぞれの意見に分けると、下水道部門及び河川部門の共

通意見として９３件、下水道部門については意見数が約４００件、河川部門は約５００件、

総数の意見数とすると約１，０００件近く頂いた。この意見の項目は多岐に渡っており、当

然関心の高いと思われるところについては、多くの意見を頂けたと思っているので、市民意

見募集の目的については、達成されたと考えている。 

 

建設緑政局道路施設課長 

市民意見の下水部門と河川部門とも、各々４００件強という意見を頂いたが、浸水シミュ

レーションによる検証については２８件の意見を頂いた。様々な条件にてシミュレーショ
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ンをすべきではないか、という意見が多く見受けられたように思うが、どのように対応する

のか。 

 

下水道計画課長 

浸水シミュレーションによる検証については、今回２８件の市民意見を頂いた。シミュレ

ーションを今回実施した目的は、浸水原因の検証やゲート操作の妥当性の評価、また短期的

な対策の効果を確認するためにシミュレーションを活用し検証した。今回の検証の中で、シ

ミュレーションの条件を、費用と時間をかけていく中で、どういったものが検証として良い

ものなのかを検討した結果を今回示した。これですべて評価ができているとは思ってはい

ないが、一定の評価ができているのではないかということで、市の見解についても、しっか

りと市民に伝えていきたい。 

 

建設緑政局道路施設課長 

 市民意見としては、シミュレーションの検証が少し不足しているのではというような意

見もあり、市民にとっては、十分な検証になっていないと感じている。 

シミュレーションについては、今回の検証の中で非常に技術的なところが多いと思うの

で、何を検証しているのか、何をどう検証しているのかというところを、あらゆる機会を通

して、丁寧に説明して頂きたい。 

 

下水道計画課長 

シミュレーションについては、市民の方には馴染みのあるものではないため、今回の浸水

の検証結果について、今後、住民説明会等や資料を説明する時には、分かり易く丁寧に説明

していきたい。 

 

委員長 

シミュレーションの検証では、再現性をいかに現実に近いところを導き出すかが重要で

あるので、次の議題の第三者からの意見でも聞いていることから、もしあればそこで議論し

たい。 

 

総務企画局都市政策部企画調整担当課長 

今回、市民意見として１，０００件近くの意見が出されたということだが、この区分とし

て、最終的に報告書に反映したものについては、河川部門・下水道部門それぞれ１桁という

ことで、その場合１０件程度になるのかと考えている。 

市民意見募集の目的の一つとしては、今後の対策をより良くするところもあると考えて

いるので、こういった場合、最終的に１パーセント程度を反映という形になると思うが、ど

のような形で目的を達成したのかというところを教えて頂きたい。 
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下水道計画課長 

下水道部門で頂いた意見については、資料３ページ３－１市民意見の集計結果の意見数

４０６件、Ａに反映したものは４件となる。報告書に反映した意見は４件となるが、Ｂにつ

いては、意見の趣旨が案に沿ったものであり、意見を踏まえ取組を推進するもの、１１６件、

Ｃについては、今後の浸水対策を進めていく中で、参考とするもの、１０５件、ということ

で、併せて約２２０件の意見があった。Ａの結果だけで見ると４件だが、ＢとＣを合わせる

と、少ないとは考えていない。 

 

管路保全課長 

資料１９ページ、三沢川の水路の維持管理について、フラップゲートにゴミが詰まって開

いたままであるなど指摘があるが、今後、点検と維持管理等をどのように対応していくのか。 

 

河川課長 

今回の事象を重く受け止めているので、道路公園センターにはパトロールの強化と、適切

な維持管理等を行っていきたい。 

 

管路保全課長 

今回、下水道部会ではフラップ機構付きゲートを入れるところがあるが、排水樋管に補助

ゲートがあるところで設置を考えている。河川部会では、パラペットにゴミが詰まって、閉

まらなかったなどの説明があったが、どのように考えるのか。 

 

河川課長 

物が挟まって、フラップゲートが開閉できなかった事象については、神奈川県や本市によ

り、着実に逆流防止できるようフラップゲートの管理、補修を実施したいと考えている。 

また、大丸用水の水門は、御指摘のとおりフラップゲートによる懸念があるので、今回の

検証委員会の中で、頂いた御意見を踏まえ、神奈川県と連携して、逆流しないような適切な

運用管理が行える水門等の補修を行っていきたい。 

 

委員長 

下水と河川はそれぞれ構造が若干違うが、目的としては同じなので、管理の部分ではいろ

いろあると思うが、技術的な検証については是非連携を図って頂きたい。 

また、市民意見については、この短時間の間にこれだけ多くの方々からの意見を頂いた。

特に、市の責任を問う意見が一番多く寄せられており、今後同じような被害を起こさないた

めの早期の対策を求めるという意見も多くあった。 

今までは前例に倣って維持管理をしていることが現実的には多かった訳だが、近年の気

候変動ということも踏まえ、これからは確実に、様々な事象に対策を練っていかなければい
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けないと思う。 

頂いた意見を練っていくのか、反映していくのか。また、頂いた意見をどのように市民の

皆様に説明をしていくかということが大事である。 

 

（２） 排水樋管周辺地域の検証内容に関する第三者からの意見聴取結果及び結果とりま

とめ（案）について［資料－２］ ［資料－３］ 

 

下水道計画課長（資料－２の説明）（資料１ページ） 

本資料は、検証報告書全体に対する第三者の意見として取りまとめ、関連する報告書のペ

ージを示している。 

 

ゲート閉鎖に時間を要した要因について（資料１ページ） 

・今回の台風では山王排水樋管ゲートの閉鎖に時間を要した事象について検証を行った。 

 

① 当時の状況下におけるゲート閉鎖の動作計算の結果について 

・山王排水樋管ゲートの動作計算の確認及び動作計算の結果については、第三者の意見 

を踏まえて、改めて計算を行い、当日の状況においてゲートは開閉可能であるという

計算結果となった。 

 

② ゲートが閉鎖しなかった要因について 

・第三者の意見として、水圧の影響もかなり大きいと思うが、その状況でさらに異物の噛

み込みがあり、閉まらなかった可能性も考えられるとの意見を頂いた。 

・断定はできないが、消去的に言えば、異物の噛み込みと考えられなくはない。という意

見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、異物が噛み込んだことにより、ゲートが閉鎖しなかった

と考え異物の噛み込み対策を進める。 

 

浸水シミュレーションの計算条件、当時の浸水状況の再現について（資料２ページ） 

・第三者の意見として、内水と逆流水の水量を算出し確認すること、浸水深が大きい箇所

などで浸水深を推定できる地点、手法等があれば、情報を補完することなどの意見を頂

いた。 

これに対し本市の考え方は、内水と逆流水の水量を算出し、再現性の精査を行った。

また、パトロール中に撮影した写真から、浸水深を算出し、シミュレーションの再現性

の精査を行った。 

・第三者の意見として、ピーク時で最大浸水深の誤差もあるが、許容範囲内と思われ、シ

ミュレーションの再現性は高いと考える。 
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これに対し本市の考え方は、シミュレーションの再現性は高いと考えるとの意見を

頂き、このモデルを活用し、操作判断時や対策効果のシミュレーションを行った。 

 

これまでのゲート操作手順について（資料２ページ） 

・第三者の意見を受け、逆流開始時間、逆流量、地表面での水の流れについて報告書に反

映した。 

・第三者の意見として、これまでのゲート操作手順について、内水排除を担う立場として、

この操作手順はしかたがない部分もあった。過去の台風であれば、これまでの操作手順

でも対応できていたが、今回の河川水位や降雨では上手く機能しなかった。今回の台風

は、強いことが分かっていたことから、事前の対応が必要で、ゲートの目的を考えれば、

逆流が発生しているときには閉めるのが基本などの意見を頂いた。 

・今回の事象を受け、操作手順を見直すべきという意見は多くの第三者から頂いた。 

これに対し本市の考え方は、操作手順の前提条件はこれまでの多摩川の水位や降雨

状況であれば機能していたが、今後は、今回の事象や気候変動の影響、逆流による土砂

の被害の防止の観点から、観測機器の設置や排水樋管ゲートの遠隔操作の導入を行う

とともに、操作手順については、逆流防止を目的とするものへ見直しを行う。 

 

当日のゲート操作判断について（資料３ページ） 

・当日のゲート操作判断については、多くの第三者から当時の気象予報などから操作手順

に従うしかなかったのではという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、当日のゲート操作は、操作手順に則ったものだが、今後

は今回の事象や気候変動の影響、逆流による土砂の被害の防止の観点から、観測機器の

設置や排水樋管ゲートの遠隔操作の導入を行うとともに、操作手順については、逆流防

止を目的とするものへ見直しを行う。 

・今回のような多摩川の水位が上がるのは、数日前から予測できるので早め早めに対応を

していくべきではないかという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、大規模水害が予測される際は、関係機関と連携して情報

共有を図るとともに、動員体制などの強化を図る。 

 

短期対策の有効性について 

①ゲートの改良、異物混入防止対策について（資料３ページ） 

・第三者の意見として、ゲートの電動化により異物が挟まっても押し込めるようになるな

ど意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、異物が混入した場合、ゲートの電動化を行うことにより、

異物除去を行うための開閉動作の反復を容易に行うことが可能となる。また、電動化に

より押し込み力が上がり、開閉動作不可につながる要因を低減することが可能と考え、
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電動化を進める。 

 

②観測機器の設置について（資料４ページ） 

・第三者の意見として、観測機器の設置位置・観測手法・機器の使用方法などについて意

見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、設置場所・用途・価格を考慮し、対策案に示した内容に

て対策を実施するとともに、維持管理を考慮し、適切に測定を行える場所に機器を設置

する。 

 

③ゲートの遠隔操作化について（資料４ページ） 

 ・第三者の意見として、停電時の対応、複数箇所から操作ができるようにしておくことな

どの意見を頂いた。 

本市の対応としては、遠隔操作化を実施する一方、人力でも動かせるようにする。ま

た、複数箇所からの遠隔操作は誤操作のリスクもあることから、今後の検討課題とする。 

 

④排水ポンプ車の導入について（資料４ページ） 

・第三者の意見として、今後の浸水対策のスケジュールを示すとともに、即効性のある対

策として、ポンプ車の導入を行うということであれば良いという意見を頂いた。 

これに対し本市の考え方は、暫定的な対策としてポンプ車の導入を行うとともに、中

長期的な対策の進捗状況やポンプ車の活用状況を踏まえ、更新時の対応を検討してい

く。 

 

⑤ゲート操作手順の見直し案について（資料５ページ） 

・第三者の意見として、見直し案については妥当であるとの意見を頂いた。 

本市の対応としては、山王・諏訪・二子排水樋管におけるゲートを開く判断は、第三

者からの指摘を踏まえ、河川水位が下降傾向であるとともに、今後、河川水位の上昇が

見込まれない場合、順流を確認しながらゲートを開くよう見直し案に追加した。 

 

中長期的対策の方向性について（資料５ページ） 

・第三者の意見として、地域の実情に応じてスピード感を持って、対策を進めていくべき

との意見を頂いた。 

本市の対応としては、中長期的な対策について、早急に検討を進め対策に実施に取り

組む。 

 

その他の意見について（資料５ページ） 

・その他の意見について、第三者の意見及び本市の対応を資料に示す。 
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下水道計画課長（資料－３の説明） 

９－２－６ ゲート閉鎖に時間を要した要因のまとめ（資料８０ページ） 

ゲート閉鎖に時間を要した要因について（資料８１ページ） 

・①第三者の意見として、当時の状況下におけるゲート閉鎖の動作計算の結果について

は、計算条件について意見を頂いた。 

・報告書７９ページ黒丸の４番目、第三者より泥水の比重及び動水圧、浮力を考慮し計算

をするべきであるとの意見を頂いた。 

本市の対応としては、市にて再計算を行ったところ、ゲートの閉操作が可能となる計

算結果であった。という項目を反映した。 

・②ゲート閉鎖に時間を要した要因について、８０ページ黒丸の２番目、台風後の現場状

況や国土交通省の検討会提言やメーカーの見解から、何らかの異物が扉体の戸当たり

部に噛み込み、ゲート閉鎖に時間を要した可能性が高いとの意見を頂いた。 

本市の対応としては、今後の浸水対策を進めていく形で反映した。 

 

浸水シミュレーションの計算条件、当時の浸水状況の再現について（資料１３１ページ） 

・第三者の意見として、浸水シミュレーションの計算条件、当時の浸水状況の再現につい

て、シミュレーションモデルの中で精査・再現をしっかり実施することとの意見を頂い

た。 

本市の対応としては、内水と河川水の水量を算出し、再現性の精査を行うとともに、

パトロール中に撮影した写真から浸水深を算出し、シミュレーションの再現性につい

て精査をした。 

・シミュレーション結果の一部修正を報告。今回５つの排水樋管のうち、山王排水樋管に

ついてシミュレーションモデルの一部に不備があり、結果が若干変わった。１０７ペー

ジのシミュレーションについて再計算を行い、最大浸水深図を修正した。また、丸子雨

水幹線のマンホール内の水位状況のグラフ等を用いて、再度、再現性の確認を行い、第

三者に確認し修正した。１１３ページ、１０－２－６ゲート閉鎖に時間を要したことに

ついての検証は、前回の中間とりまとめ②では、浸水規模がほとんど変わらないと報告

したが、再計算の結果では、ゲートを閉鎖できた場合、浸水規模が小さくなることが確

認され、浸水解消時間が早まることについては変わらない結果となった。 

 

これまでのゲート操作手順について（資料１３３ページ） 

・当日のゲート操作及びゲート操作判断について第三者から意見を頂き、１３２ページに

反映した。また、当日のゲート操作判断についても、１３２ページ、５１ページに反映

した。 
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短期的対策の有効性について（資料１３７ページ） 

・短期的対策の有効性について第三者から意見を頂き、１３４ページ１２－１排水樋管ゲ

ートの改良において、操作が容易なことや遠方操作をしてゲート操作が有効であると

の形で反映した。 

 

観測機器の設置（資料１３８ページ） 

・流速及び流向計、外水位計、内水位計によりデータの蓄積について第三者から意見を頂

き、今後のゲート操作及び浸水対策の検討に活用する、との形で反映した。 

 

排水ポンプ車の導入について（資料１４７ページ） 

・排水ポンプ車の運用マニュアル等の内容について第三者から意見を頂き、１８４ペー

ジ、１４４ページ、１４６ページに反映した。 

 

ゲート操作手順の見直し案について（資料１７５ページ） 

・ゲート操作手順の見直しについて第三者から意見を頂き、新たな操作手順の変更点及び

まとめという形で１７０ページから１７２ページに新たな操作手順を示した。また、見

直し・新規・見直し部分について報告書に反映した。 

 

委員長 

操作手順の見直しについては、１７０ページの山王排水樋管の操作手順、１７１ページの

諏訪排水樋管・二子排水樋管、１７２ページの宮内排水樋管、宇奈根排水樋管も同じという

ことでよいか。 

 

下水道計画課長 

そのとおり。 

 

川崎区役所道路公園センター所長 

１４４ページから、排水ポンプ車の導入について触れているが、風水害に対応するポンプ

車の運用訓練などが必要であると思うが、いつどのようにするのか。また、そのような予定

はあるのか。 

 

管路保全課長 

ポンプ車の運用訓練については、１４６ページ１２－５－２運用マニュアルにおいて、対

策完了予定を今年度の５月までにマニュアルを作成する予定である。 

排水ポンプ車については、７月に納入を予定しているので、納入後速やかにマニュアルに

基づいて訓練を実施する予定である。 
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委員長 

排水ポンプ車の運用訓練については、上下水道局内のみで実施するのか。例えば、局を横

断して、現場を管理する職員が別の場所に応援に行く場合も考慮し、各局と共通して訓練を

実施するところまで考えているのか。 

 

下水道計画課長 

ポンプ車の運用マニュアルについては、５月末位を目途に策定する。局を横断した訓練に

ついては、今後、連携・協力して取組を進めて行かなければならないことから、その点を踏

まえ検討したい。 

 

中原区役所道路公園センター所長 

資料－２の２ページにおいて、第三者からの意見聴取の中で、平成２９年の浸水に関して、

河川水位の影響や逆流に対する検討が十分ではなかったかもしれないとあるが、これにつ

いての見解を聞きたい。 

 

管路保全課長 

平成２９年に山王排水樋管周辺地域と、諏訪排水樋管周辺地域で浸水が発生した。その後、

同じ状況で浸水をしないよう、バイパス管などのハード整備で対応し、浸水を軽減するよう

に検討し、対応してきた。また、操作手順の見直しを行った。 

 

中原区役所道路公園センター所長 

その操作手順はどのように見直したのか。 

 

管路保全課長 

当時の検討としては、内陸に降雨がある場合、ゲートを閉めることにより内水氾濫を起こ

してしまうことも懸念されたので、ゲートを当時の手順のどおり開とした場合、河川の水位

と降雨の状況でバイパス管等を整備することにより浸水を軽減する。これを踏まえ、手順を

一体として対策を考えていた。 

 

中原区役所道路公園センター所長 

ゲートの電動化について、停電の時には人力にて操作とのことだが、１４３ページにポー

タブル式開閉補助器とあるが、人力とポータブル式の開閉補助器との関連を確認したい。 

 

管路保全課長 

ポータブル開閉器は、人力の作業をフォローするものであり、停電時には１４３ページの

図１２－４－１に示す可搬式発電機を設置し、電力を供給することで、水位計やゲート操作
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をできるようにするが、途中で断線などが発生した場合、手動操作となってしまうため、手

動よりも早く操作ができるポータブル開閉器を操作台のところに直接設置し、小型のポー

タブル発電機を設置し、現場で操作するということを検討している。 

 

委員長 

今の質問にもありましたが、ここが市民の方々の意見も非常に大きいところで、操作手順

がどうだったのかと思う。 

これについては、第三者の意見は、今まで河川水の逆流について、ゲート操作の判断要素

に含まれていなかったということを指摘されているところだが、補足はあるか。 

 

管路保全課長 

これまで河川水位が何度か上がっており、直近では平成２９年に浸水が発生した実態は

ある。当時は、これまでの河川水位の上がり方では、内水氾濫が起こることも考えていた。

当時の手順を基にバイパス管などのハード整備をすることにより、浸水対策をするという

考えを、今回の河川水位が１０．８１メートルと過去最高水位まで上がり、また、今後の気

候変動等を踏まえると、また同じような水位が上がるということは想像できる。今回、河川

水や、土砂で被害があったということを住民説明会でも非常に多くの声を頂いており、今後

は、被害を最小化するべきということで、今回、報告書にまとめている。 

 

委員長 

この辺については今後の地元説明会で、経緯を含め、丁寧に第三者の方の意見を踏まえて

説明をお願いしたい。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

補足として、平成２９年の浸水を踏まえ、逆流に対する検討は足りなかったのではという

指摘については、現時点では、まさにそのとおりだが、当時の調査の中では、継続的な逆流

については確認できていない。従って、あくまで内水氾濫解消のため、バイパス管を検討し、

ハード的な対策をしようということだった。今回については、検証結果などから河川水が逆

流したことが明らかであるため、河川水の逆流や土砂被害に対する対応は必要ということ

から、ゲート操作手順の見直しを行うこととした。 

 

委員長 

今回は、気象予報とは異なり、結果として雨が強く降ってなかった部分もあると思うが、

場合によっては、河川水位が上がり、雨も強いという状況も考えられる。河川水の逆流防止

も非常に大事だが、内水をどう捌くかということも重要な要素になるので、引き続き対策を

組み合わせながら、浸水被害の最小化を図っていくということが大事だと思うので、観測機
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器を設置後、データを採取し検討して頂きたい。 

 

下水道施設担当部長 

資料－２の４ページにユニハンドラーと記載があるが、ユニハンドラーと記載しても一

般の人は分からないと思う。名称が商品名と考えられるため、記載を改めた方が良い。また、

第三者からの意見については、短期対策の有効性の項目であるため、１４２ページと１４３

ページが逆でないと意味が通じなくなると考える。 

 

下水道計画課長 

ご指摘の１４２ページと１４３ページを入れ替える。また表現について、市民の方に分か

り易いように表現を工夫する。 

 

委員長 

ユニハンドラーはどのようなものか。 

 

下水道計画課長 

手動バルブを電動で開けるために使う物で、ユニハンドラーがポータブル式開閉補助器

具の一つとなるので、この表現を修正したい。 

 

危機管理室担当課長 

河川の場合、高潮、津波の影響で河川水位が上昇するという状況もあるが、その際も同じ

操作手順で対応可能なのか。 

 

管路保全課長 

今回、見直しをする手順では、河川水位と流向を確認しゲートを閉める等の判断をしてい

くので対応は可能と考えている。 

 

危機管理室担当課長 

津波はスピードが速く、急激な河川の水位上昇に繋がる、その対策を是非聞きたい。 

 

管路保全課長 

もし仮に、津波の情報が入れば、すぐに現場に駆けつけるような体制をとりたいと思う。 

さらには、地震により津波が発生することを想定し、今後、各水位計でデータを蓄積し、

地震・津波による河川水位の上昇への対応に活用していければと思う。 

 

総務企画局企画調整課長 
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ゲートの開閉操作の判断について、重要な役割を流向・流速計のデータに基づいて行うが、

停電または、観測機器自体が壊れた場合、バックアップの体制を整えているのか。 

 

下水道計画課長 

１４３ページの図１２－４－１停電時の対応イメージ図を参照していただくと、樋管ゲ

ートの上に、ゲート操作盤があり、盤内に蓄電池が入っているため、水位計や流速計の電源

を確保できる。蓄電池で電源を確保している間に可搬式発電機を設置し、引き込み柱にある

計器箱に繋いで電源を確保していきたいと考えている。 

 

委員長 

下水道部会長として、今回の取りまとめについて意見をお願いする。 

 

下水道部長  

今回の検証委員会は、第４回目ということで最終とりまとめになるが、これまで我々の

部会として、様々な検討をしてきた。今回の台風以降、地元説明会などで、この浸水被害

について説明をしてきた。その中で、やはり市民の方々からは、多くの厳しい意見を頂き、

我々としては、その意見については大変重く受け止め、これまで様々な検討を進めてきた。

今日ここにある報告書が、取りまとめた資料ということになる。今夏の台風シーズンまで

にしっかりと短期対策を実施し、同様の台風時にでも被害が最小限となるよう、スピード

感を持って検討してきた。現在、短期対策については、着実に進めているところである。

しかし、この短期対策を実施したとしても、１００パーセント被害が無くなるわけではな

い。足りない所については、国や関係機関と連携を図り、被害の軽減に努めるとともに、

中長期的な対策も、１０年先や２０年先でなく、なるべく早い期間での対策を進めていく

必要がある。さらに、短期対策を実施し、そのままで良いかといえばそうではなく、この

効果も検証していかなければならない。併せて、中長期も今後検討を進めていかなければ

いけないと考えており、今後も引続き、庁内で検討を進めていきたい。 

 

委員長 

繰返しになるが、対策については市民の皆様への周知・説明を丁寧に行うこと。検討につ

いては、これからもよろしくお願いしたい。 
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（３）河川関係の検証内容に関する第三者からの意見聴取結果及び結果とりまとめ（案）に

ついて［資料－４］ 

 

河川課長（資料－４の説明） 

１．川崎市の治水事業の沿革（資料１ページ） 

・市内を流れる一級河川は、流域の都市化に伴う雨水流出量の増大により治水安全度が低

下し、昭和４６年から国・県の補助制度の適用を受け、時間雨量５０ミリメートルの降

雨に対応できる河川改修を進めている。 

・（１）河港水門については、大正時代に構想された、大規模な運河計画に伴い、昭和３

年に完成し、現在は、平成１０年度にかつての大運河計画の存在を物語る貴重な歴史的

遺産として国の登録文化財に登録されている。 

・（２）平瀬川における取組については、従前の平瀬川は上之橋付近で東に折れ、溝口を

経て多摩川に流入し、たびたび氾濫を起こしていたため、昭和１５年から昭和２０年に

かけて、多摩川へ全量カットするトンネルが築造された。また、昭和４５年には、さら

なる流下能力の向上を図るためトンネルを新設した。これらの整備により、平瀬川は時

間雨量５０ミリメートルの河道整備が完成している。 

・（３）三沢川における取組については、河川管理者は神奈川県となっており、従前の流

路は現在の旧三沢川であるが、洪水による浸水被害が度々発生したため、改良事業によ

り昭和２２年に現在の位置に完成し、時間雨量５０ミリメートルでの河道整備が完成

した。 

 

２．降雨水位等の基礎情報（資料２ページ） 

・（１）東日本台風の概要と多摩川流域の状況については、１０月１１日から令和元年東

日本台風の接近に伴い、多摩川流域全体の広範囲に強い雨域がかかり、山梨県、東京都、

神奈川県を中心に大雨となった。 

・図中、赤枠で記載している多摩川流域の檜原雨量観測所、御岳雨量観測所においては、

観測を開始してから過去最高の雨量を観測した。 

・（２）多摩川の水位状況等については、多摩川の田園調布（上）水位観測所などにおい

て、グラフに示すとおり、１０月１２日２２時３０分に既往最高の水位１０．８１メー

トルを記録している。 

・（３）被害の概要については、本市では、川崎区の港町周辺、高津区の平瀬川合流部周

辺、多摩区のＪＲ南武線三沢川橋梁周辺の３地域において浸水被害が発生した。 

・（４）浸水地域の状況については、被害が発生した３地域近傍における雨量観測所の最

高時間雨量は、過去１０年間の既往最高時間雨量を下回る雨量であったが、市内の河川

においては、高津区の平瀬橋水位観測所で氾濫危険水位の超過を確認したほか、宮前区

の嶋田人道橋水位観測所においても、避難判断水位を超過した。 
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・（５）浸水地域の河川、水路、水門の諸元については、記載のとおりである。 

 

３．各地域の浸水状況と対策概要（資料３ページ） 

・河港水門については、多摩川上流域で観測した既往最高の雨量により、河港水門におい

ても、計画高水位を越える状況の中、周辺の堤防天端高より低い状況となっている水門

の扉体上部からの越水や、周辺工場の多摩川取水口からの出水により、約７ヘクタール

の浸水被害が発生した。また、浸水発生時に浸水状況を的確に把握することができなか

ったことから、対策概要としては、浸水経路として確認された施設への対策、住民への

的確な情報提供等についても対策を行っていく。 

・平瀬川については、多摩川において計画高水位を越える状況の中、東久地橋桁下などか

らの浸水により、約６ヘクタールの浸水被害が発生した。また、水位計の電源が損失し、

水位情報が欠測したことから、現地状況の適切な把握が出来なかったため、対策概要と

しては、浸水経路として確認された箇所への対策、水位計を含む施設の更新を行う。 

・三沢川については、多摩川において計画高水位を超える状況のなか、三沢川においても

水位が上昇し、三沢川に接続する水路の水が流入しづらくなったため、水路からの越水

が発生し、約１２ヘクタールの浸水被害が発生した。また、浸水発生時に、浸水状況の

把握ができず、住民への注意喚起ができなかったことなど、情報伝達の課題が明らかに

なったことから、対策概要としては、浸水経路として確認された箇所や住民への的確な

情報伝達などについての対策を行う。 

 

４．河港水門（川崎区港町周辺）（資料４ページ） 

・（１）浸水状況の浸水結果 

・ア 浸水経路については、周辺工場の多摩川取水口からの出水、河港水門扉体上部から

の越水の２経路を確認している。 

・イ 高さ測量結果や水位データにする検証については、多摩川の水位変動と周辺工場の

取水施設、河港水門等の測量結果を検証したところ、多摩川の水位が１０月１２日１９

時４０分頃に周辺工場の取水施設天端高に達し、同施設より出水が始まった。１０月１

２日２１時５０分頃に、多摩川の水位が扉体上部高さを越え、１３日１時１０分頃まで

の約５時間３０分の間に出水及び越水したと推測される。 

 ・ウ 地域ヒアリング・アンケート結果については記載のとおりである。 

 

４．河港水門（川崎区港町周辺）（資料５ページ） 

・浸水の発生状況と課題のまとめについて示す。 

・ア 浸水の発生状況と水防活動については、台風通過時の河川水位と避難勧告発令、道

路公園センターにおける水防活動を時間軸に沿って示す。 

・河港水門については、１０月１１日１３時に翌日の台風に備えて、河港水門を閉鎖した。
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その後、１０月１２日８時の動員発令後、約４０名体制で管内パトロール等、水防活動

を行っていたが、浸水が発生し始めたと推測される１０月１２日の１９時４０分頃に

現場状況の把握が出来ておらず、２２時３５分、消防や警察からの通報があるまで現場

の確認を行うことができなかったことから、この活動内容により明らかになった課題

を右の段イ 検証により明らかになった課題として示す。 

・課題については、浸水状況を的確に把握できず、浸水する前に住民への注意を促すこと

ができなかったことをあげている。 

 

４．河港水門（川崎区港町周辺）（資料６ページ） 

・（３）短期対策 

・ア 扉体ゲートの高さ確保については、短期対策方針として、扉体下部の河床底上げを

土のう等により行い、扉体高さを確保することや扉体の嵩上げについて検討する。 

・扉体下部の土のう対策は、水密性が悪いなどの第三者意見により、短期的な応急処理で

はなく、例え大規模な土木改修作業であっても、大至急に根本的な構造変更に着手すべ

きと市民意見を頂いたことから、今年度の台風時期までに行う対策としては、短期間で

設置可能な扉体の嵩上げを実施することとし、あわせて耐久性を考慮した次の対策に

ついても検討する。 

・イ 京急交差部の閉塞については、短期対策方針として、浸水被害の拡大防止のため大

型土のうの設置や陸閘の設置により京急交差部の閉塞を検討する。これに対して、災害

時に土のうを積みに行く機動力はあるのかと第三者の意見を頂いたことから、災害時

に迅速な対応ができる防水壁等の設置を実施していく。 

 

４．河港水門（川崎区港町周辺）（資料７ページ） 

 ・ウ 被害最小化の取組については短期対策方針として、被害の拡大防止のため、自動式

ポンプの設置、雨水排水のための集水桝の増設や土のうステーションの設置を実施し

ていく。それに対して下水管など、排水についての記載がないが、今回の台風に関わら

ず、度々の浸水している点について改善を考えていないのかと市民意見を頂いている。 

・エ 水位計及びカメラの設置については、短期対策方針として、水門付近の状況をリア

ルタイムに把握できるよう設置する。これに対して、目的を持たせて設置すべきと第三

者意見を頂いたことから、取得した情報をソフト対策に活用することと、併せて、水位

情報について一般にも公開していきたいと考えている。 

 

４．河港水門（川崎区港町周辺）（資料８ページ） 

・オ 周辺工場の多摩川取水口の対策については、浸水経路が確認された周辺工場の取水

施設取水口の閉塞を実施したと伺っている。 
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４．河港水門（川崎区港町周辺）（資料９ページ） 

・カ ソフト対策については、ハード対策ですべて対応していくことは困難などの第三者

意見をふまえ、ソフト対策をより充実させる必要がある。 

・資料右にあるタイムラインの確立と防災意識向上の取組として、新設した水位計及びカ

メラの情報をホームページで公表するとともに、連絡体制を構築し、住民の避難行動の

きっかけとなる、河港水門付近の降雨状況と多摩川の水位等の情報を確実に伝達する。 

・タイムラインを庁内関係部署や住民と共有するなどの防災意識向上の取組を進める。 

・資料右下に、避難行動に着目したタイムライン（案）と役割分担と連絡体制を示す。 

 

４．河港水門（川崎区港町周辺）（資料１０ページ） 

・ア 中長期対策の考え方については、水門機能の見直しや河港水門周辺の土地有効活等

について、庁内関係部署をはじめ、多摩川の管理者である国や河港水門の利用者等と検

討を進める。 

・イ 河港水門の今後の方向性については、近年まで砂利運搬船の陸揚げ施設として利用

されてきたが、船舶の利用が今年度からなくなる為、水門としての必要性や水門周辺の

土地活用及び、文化財としての取扱などの検討を、河港水門を含む多摩川下流部の堤防

整備とあわせて、国や庁内関係部署と検討を進める。 

 

４．河港水門（川崎区港町周辺）（資料１１ページ） 

・ア 地域防災力向上に向けた取組の検討・実施については、行政から避難判断に関する

情報提供を受けた地域住民が、正しく情報を理解し避難を行うためには、行政側からの

発信内容をわかりやすいものにするとともに、住民一人ひとりの防災に対する関心を

高める取組が必要と考えている。 

・危機管理室や区役所等とともに、町内会や自主防災組織等の地域と連携して、地域防災

力の向上に向けた取組を進める。 

・具体的には、町内会単位等の地域を限定したワークショップの開催による水害リスクを 

周知する取組や、毎年各区で開催される防災フェア等の地域住民の参加するイベント

において、洪水ハザードマップやマイタイムラインの説明、資料配布等による普及啓発

活動を検討し実施する。 

・イ 効果的な情報伝達手法の検討については、地域住民へ水位等の現場状況を知らせる

ための、より効果的な情報伝達手法を引き続き検討する。 

・ウ 地域毎の避難勧告の発令等に着目したタイムラインの策定に向けた検討について

は、新しく策定したタイムラインについて運用する中で、有効性を確認し改善向上させ

る。なお、普及啓発内容の参考イメージとして、資料右に洪水ハザードマップより抜粋

した状況に応じた避難行動のフローを示す。 
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４．河港水門（川崎区港町周辺）（資料１２ページ） 

・対策とスケジュールは、６ページから１１ページまでの対策について、対策時期、対策

内容、対策実施者を示す。 

・短期対策については、次の台風時期までに、中期対策については、令和３年の台風時期

までに実施し、中長期対策については、令和３年以降も継続していく対策とする。 

 

５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料１３ページ） 

・浸水状況の検証結果 

・ア 浸水経路については、東久地橋桁下からの浸水等、３つの経路を確認した。 

・イ 高さ測量結果や水位データによる検証については、平瀬川（多摩川合流部）におけ

る多摩川の水位、平瀬川護岸部の測量結果から、１０月１２日１５時頃に管理用通路水

抜き穴から浸水が発生し、１８時頃から翌１３日０時過ぎまで、東久地橋桁下からの浸

水と、平瀬川堤防からの越水が同時に発生したと推測され、この状況を中段のグラフに

示す。また、平瀬川の堤防の上、約６５センチメートルのところまで水位が上がったこ

とも確認した。 

・ウ 地域ヒアリング・アンケート結果による検証については、記載のとおりである。 

 

５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料１４ページ） 

・緊急用河川敷道路橋の影響については、住民説明会の時に浸水地域の方々から、浸水原

因の一つとして、平瀬川からの水が、多摩川の河川区域内に設置されている橋にぶつか

り、平瀬川の水位が急激に上昇したとの意見を頂いている。このため、当該橋下水位情

報の整理を行った。 

・橋の影響による水位変化については、資料下のグラフで示し、橋下に水位が到達したと

考えられる１３時３０分頃に大きな水位変化が観測されていないことから、浸水原因

と指摘されている橋と水位の関係性は確認できなかった。 

 

５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料１５ページ） 

・浸水の発生状況と課題のまとめ 

・ア 浸水の発生状況と水防活動については、１０月１２日の動員発令後、約４０名体制

での管内パトロールなどの水防活動を行いながら、１０時に内水排水処理用のポンプ

を設置し、平瀬川の水位上昇に伴う水門閉鎖に合わせ、ポンプを稼働させ排水作業を行

った。１５時頃より始まった浸水により、１６時５０分には現場での作業が出来ない状

況になり、ポンプを稼働させた状態で、職員が退避せざるを得ない状況となった。また、

平瀬川に設置してある水位計が停電により欠測し、雨水情報が得られなかったことか

らこの活動内容により明らかになった課題を、右の段に、検証により明らかになった課

題として示す。 
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・検証により明らかになった課題としては、水位計の電源が喪失し、水位情報が欠測した

ことや、浸水している中で職員や緊急業者が現地で作業を継続したことなどが挙げら

れる。 

 

５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料１６ページ） 

・短期対策 

・ア フラップゲートの設置については、管理用通路の水抜き穴からの浸水を防止する対

策で、市が管理する３３箇所については、３月に実施済みである。また、民有地から接

続している２２箇所についても、構造的な確認を行うなど調査を行い、早期に実施でき

るよう調整を行っている。 

・イ 大型土のう等の設置については、短期対策方針として東久地橋の桁下からの浸水を

防止するため、大型土のう等を設置する。これに対して、土のうの遮水効果には疑問が

あるが、一時的な対策としては、このような対策も致し方ないなどの第三者意見や、水

が流れていない場所を探るのは意味がないなどの市民意見を頂いていることから、土

のうでの対策については、あくまで暫定的なものとし、令和３年の台風時期までにはそ

れに代わる恒久的な対策について検討を行い実施する。 

 

５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料１７ページ） 

・ウ パラペット護岸の改良については、短期対策方針として、堤防からの越水による被

害を低減するため、アクリル板などを設置する。既存パラペットの補強が必要なことか

ら、今年の台風時期までには暫定的な整備を行った上で、アクリル板の設置工事を実施

する。 

・エ 水位計及びカメラの設置については、短期対策方針として、現地の状況を確実に把

握出来るよう更新を行う。水位計、補助電源を有する機器の更新については、３月に行

っており、その他施設も更新について順次進める。 

 

５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料１８ページ） 

・オ 被害最小化の取組については、短期対策方針として、水没した移動式ポンプの代替

機や排水性向上のための増設を行い、すでに、ポンプは購入した。これに対してポンプ

の自動化を検討したほうがいいなどの第三者意見や、市職員が危険を冒して水門操作

等の業務に従事するのは、二次災害に繋がりかねないので、ポンプの遠隔操作や自動化

が必須だと思うなどの市民意見を頂いていることから、ポンプの自動化を検討する。 

・土のうステーションについても、６月中に設置を行う。 

 

５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料１９ページ） 

・カ ソフト対策については、９ページの河港水門の説明と同様である。 
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５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料２０ページ） 

 ・中長期対策 

・ア 平瀬川の現状は、時間雨量５０ミリメートルの降雨に対応した河道整備が完了して

いるが、多摩川の計画堤防高と平瀬川の堤防高が約３メートル違うことから、イ 中長

期対策の方向性として、この合流部における平瀬川の堤防嵩上げ等の機能強化などに

ついて、多摩川の管理者である国や平瀬川の管理者である県と対策の検討・調整を進め

る。 

 

５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料２１ページ） 

 ・中長期対策方針（ソフト対策）については、１１ページの河港水門と同様である。 

 

５．平瀬川（多摩川合流部周辺）（資料２２ページ） 

 ・対策とスケジュールは、１６ページから２１ページまでの対策について示したものであ

る。 

・ウ パラペット護岸の改良については、台風時期までに行う暫定的な対策も含めて実施

するので短期対策として位置付けている。 

 

５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料２３ページ） 

 ・三沢川の浸水状況の検証結果 

・ア 浸水経路については、水路からの越水などの３経路を確認している。また、大丸用

水に多摩川の水を取り込む施設があり、稲城市の水門が閉鎖されている状況の中、多摩

川の水が流入していたことが確認されたため、現在、稲城市により調査が行われている。 

 ・イ 高さ測量結果や水位データによる検証については、三沢川の水位と三沢川護岸部の

測量結果から、三沢川の水位が上昇していく過程で、管理用水路水抜き穴などからの浸

水が発生したと推測される。 

・三沢川のピーク時の水位については、アクリル板の高さを越えていないことから、アク

リル板からの越水が発生していなかったものと考える。この状況については、上段に示

すグラフの２２時頃の三沢川のピーク水位時に、三沢川水門からＪＲ南武線までの区

間Ｎｏ．０からＮｏ．２４までのアクリル板高と水位を示した、下のグラフによりお示

ししています。 

 ・ウ 地域ヒアリング・アンケート結果による検証については、記載のとおりである。 

 

５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料２４ページ） 

・エ 高さ測量結果と水位データによる検証では、三沢川に流入する４つの水路のうち資

料左上の水路１、資料右下の水路４の吐き出し口が、開口している状態で、三沢川の水

位が水路の上部より高い位置に達した際に越水が発生したと考えられる時間帯を示し
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ている。 

 ・資料左下の水路２、資料右上の水路３については、フラップゲートがあるものの、三沢

川の水位が吐き口の上部よりも高い位置に達した際に、越水が起こった可能性がある

時間帯を示ししたものである。この水路の浸水が起こった状況については、広域な水路

流域における降雨状況など、三沢川及び多摩川の水位変動などの複数の要因が、同時か

つ複雑に絡んでいることから、当初の状況はシミュレーション等により精度に再現す

ることは、非常に困難であるとの第三者意見を頂いている。 

・三沢川の水位が、水路の高さより上昇していた事実は明らかであり、水路への逆流が発

生していた可能性も否定できないと考えている。 

 

５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料２５ページ） 

・三沢川水門の操作 

・ア 浸水エリアの住民の意見として住民説明会などにより浸水地域の方々から、三沢川

水門の操作が浸水原因の一つではないかとの意見を頂いている。 

・三沢川水門の操作は、多摩川から三沢川への逆流を防止するために実施するもので、開

閉操作の判断については、多摩川の管理者である国が、多摩川から三沢川への洪水の逆

流を水位計の計測値により行っている。 

・令和元年東日本台風の際には、１０月１２日の１５時３４分に逆流を覚知して水門操作

を実施し、それ以降、水位変化を確認しながら操作を行っている。 

・２４ページの資料で説明したように、三沢川のアクリル板上部からの越水はなかったと

考えられることから、三沢川水門の操作は三沢川のアクリル板上部からの越水を起こ

しておらず、多摩川から三沢川への逆流を防いでいたと考えている。 

 

５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料２６ページ） 

・浸水の発生状況と課題のまとめについて示す。 

・ア 浸水の発生状況と水防活動については、１０月１２日の動員発令後、約３０人体制

により、管内パトロールと水防活動を行っていたが、浸水が発生した１５時頃に浸水状

況の把握ができず、１７時を過ぎて冠水の確認をし、周辺住民への避難の呼掛け及び国

による排水ポンプ車の支援など行った。 

・この活動内容により明らかになった課題を右の段イ 検証により明らかになった課題

として示す。 

・課題としては、早期に浸水被害を把握できず、浸水前に市民への注意を促すことできな

かったこと、三沢川水門の閉鎖や三沢川の水位情報が市民に伝えられなかったこと、浸

水の拡大防止のための排水用ポンプ等が設置されていなかったなどがあげられる。 
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５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料２７ページ） 

・短期対策 

・ア 水路（水門）の補修や管理等については、短期対策方針として、水路（水門）から

の浸水を防止するため、施設の補修等を行い、適切な管理と運用を行う。これに対して、

水路の壁を高くしても影響が出そうとのことや、補修する水門については、操作が複雑

でないものが良いなどの第三者意見や、大丸水門の管理と緊急時の対応を市で徹底し

て欲しいなどの市民意見を頂いている。これらの意見を踏まえ、水門についての機能回

復工事と今後の維持管理について、神奈川県と調整しているところである。 

・イ フラップゲートの設置については、管理用通路水抜き穴からの浸水を防止するもの

で、これについては、神奈川県により実施済みである。 

 

５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料２８ページ） 

 ・ウ 三沢川の護岸補修については、応急的な補修工事は実施済みで、引き続き、補修の

工事を行っていくと神奈川県から伺っている。 

 ・エ 水位計及びカメラの設置については、三沢川の状況をリアルタイムに把握できるこ

とを目的に設置するものであり、神奈川県により大丸水門付近に設置済みである。 

・三沢川に水位計などを設置し、住民に対する情報通知を徹底して欲しい等の、市民意見

を頂いていることから、市管理水路の状況把握などの施設についても、設置の検討を進

める。 

 

５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料２９ページ） 

 ・オ 被害最小化の取組については、被害拡大防止のための排水用ポンプや、住宅等の浸

水防止のための土のうを迅速に提供するための土のうステーションの設置をする。 

 

５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料３０ページ） 

 ・ソフト対策については、これまで説明してきたものと同様である。 

 

５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料３１ページ） 

 ・中長期対策方針について、当該地域は、大丸用水と三沢川、三沢川と多摩川が合流して

いるところであり、浸水被害を低減させるために、当該地域に集中して流入している大

丸用水の水路網図調査を、集水面積の多くを持つ稲城市と連携しながら行い、内水対策

の検討を行っていくものである。また、閉鎖されていた大丸用水排泥施設水門から多摩

川河川水が流入してきた対策についても稲城市などに要望していく。 

 

５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料３２ページ） 

 ・中長期対策方針についても、これまでの同様の資料である。 
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５．三沢川（ＪＲ南武線三沢川橋梁周辺）（資料３３ページ） 

 ・対策とスケジュールは、２７ページから２９ページまでの対策について示したものであ

る。 

 

管路保全課長 

短期対策の１７ページパラペット護岸の改良について、アクリル板を設置するとなって

いるが、今夏の台風シーズン前までに完了できるのか。 

 

高津区役所道路公園センター所長 

 パラペット護岸へのアクリル板の設置については、構造的な問題もあり、時間がかかると

いう考えでいる。ただ、短期対策という位置づけであり、既存フェンスを活用して治水効果

の高いものができないかと検討している状況であり、今夏の台風シーズンまでに間に合う

ような対策にしたい。 

 
委員長 
１６ページの短期対策の内容で、令和３年度の台風シーズンまでに、土のうに代わる対策

を実施するという記載であるが、国、県の協議も含めて可能なのか。 
 
河川課長 
ここで示している土のう対策を併せて、多摩川に関わることであり、管理者である国土交

通省と協議調整を進め、来年の夏、台風シーズンに向けて設置できるよう進めたい。 
 
委員長 
通常であれば時間がかかることが想定され、協議を早めて頂くようお願いしたい。 

 
中部下水道事務所長 
１６ページの短期対策について、２点確認したい。まず、フラップゲートの設置について、

市の管理する３３箇所については、すでに設置済みで、民有地に接続されている２２箇所に

ついては、今後調整を図っていくということだが、仮に民有地の地権者等との調整に時間を

要した場合、どのような対応を図っていくのか。 

また、大型土のうの設置個所が、２０ページの図では多摩川の河川区域にあり、河川区域

については国の管理であるため、大型土のうの設置は、市の事業なのか、それとも国の事業

としてやるのか確認したい。 
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高津区役所道路公園センター所長 
まず、フラップゲートの民有地部分については、民有地の地権者数件に、実際当たってい

るところで、逆止弁の措置等を取られているのが数件あるという状況である。その所有者の

方から、今回の浸水した時も閉めたという話を伺っている。その他については、今後調査を

進めながらお願いしていくところで、質問があったように調整が付かないところについて

は、例えば、土のうが市の道路公園センターにあるので、最終の集水桝のところに逆流しな

いように土のうを入れてもらうなどの対策をお願いしたいと考えている。 

それから、大型土のうの設置については、市で設置しているものと考えているが、現在、

国の京浜河川事務所の方にも調整を図っているところで、河川区域内であり許認可の関係

はあるが、協力頂けるという話を頂いており、早期に対応できると考えている。 

 

南部下水道事務所長 

 ６ページ短期対策の扉体（ゲート）の高さ確保について伺いたい。第三者からの意見では、

文化財として残すのであれば外観が重要となるが、扉体の嵩上げにより外観が大きく変化

しないかという指摘があった。中長期対策の考えでは、今後取扱について検討を行うという

ことで、短期の措置をした場合、国の登録文化財としての位置付けは、どうなるのかわかれ

ば教えて頂きたい。 

 

河川課長 

 貴重な文化財ということで、市教育委員会や文部科学省に確認しているところであり、外

観が大きく損なわれると、文化財としての登録について見直しが入るという話を実際聞い

ている。その点も踏まえ、財産を残す、残せられるような嵩上げ等の対策を考えていきたい。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

第３回検証委員会の議論の中で長尾水門から二ヶ領本川への越流について報告があり、

引き続き両局で調査をするという話だったが、その結果が判明していれば教えて頂きたい。 

 

河川課長 

長尾水門から二ヶ領本川への越流については、上下水道局より提供された痕跡水位等に

基づき、二ヶ領本線への流量等を算出し、平瀬川合流部周辺の影響を算定した。結果として、

最大越流時における浸水地点の水位への影響は、１．８ミリメートル程度と確認ができ、今

回は、浸水地点付近の多摩川からの影響が大きいことから、長尾水門から二ヶ領本川への越

流はほとんど影響を与えていないことを確認した。 
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副委員長（上下水道事業管理者） 

長尾水門から二ヶ領本川への越流は、浸水地点への影響がなかったということであるが、

越流が事実であるならば、逆流があったということでもあるので、樋管と同じように多摩川

と長尾水門の関係性をしっかり検証し、樋門のゲートの扱いについて浸水被害のあった排

水樋管ゲートと同様の対応が必要かどうかについて、今後も、河川課としっかり協議してい

きたい。 

 

委員長 

今回の件では、浸水被害が確認されなかったということで、短期対策の予算の中では、計

上してないと思うが、引き続き、今回の短期対策と同じような内容の検討をして頂きたい。 

河川部会長として、今回の取りまとめについて意見をお願いする。 

 

河川部会長（道路河川整備部長） 

河川部会の中では、まず今回示した短期対策をメインとして、今後の対応について市民の

皆様から意見を頂き、なおかつ、それをふまえ、第三者である学識者からの知見をもって確

認をさせて頂いたという手続きになっている。単に行政主導の対策をそのまま打ち出した

ということでは無しに、市民の皆様の意見をまず踏まえ、それを専門的な見地から確認をさ

せて頂き、短期対策というものを今回示させて頂いたという流れである。 

とにかく、この短期対策については、確実に、スピード感をもって対応させて頂きたいと

いう考えである。この中でも、特に三沢川関係の対応、対策については、本市のみならず、

国、神奈川県、隣接地の稲城市と、調整する事項がかなりある。この調整協議の事項を、ス

ピード感をもって整えながら、次の台風シーズン前までに、暫定対策である短期対策を講じ

ていきたい。 

また、中長期対策についても、その短期対策の中で、色々同時進行で進めながら、来年の

台風シーズンまで、恒久的な対応を現地で図れるように、実施していきたい。それらを踏ま

え、要は進捗的な管理、どこまで進んだのかというところも当然大事になってくるので、本

部会については、下水道部会と連携を図りながら、今後詰めていき対応したい。 

 

委員長 

今回の検証委員会は４回目ということで、それぞれの事業の検証結果及び結果取りまと

めとして、報告書の原案について両副委員長から総括的な意見を頂きたい。 

 

副委員長（上下水道事業管理者） 

４回にわたり、様々な検証を行ない、結果とりまとめに向けて議論したことを踏まえ、感

想も含め最後に発言させて頂く。 

河川に関しては、道路河川整備部長から話があったように、市域を跨った川ということで
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多摩川であり、三沢川の大丸用水であり、国・京浜河川、神奈川県、地元の自治体との調整

が非常に多岐にわたるということから、密に連絡を取り合わないと、今夏の台風シーズンに

対策が間に合わないという恐れがあり、そこは必然的にしっかりやって頂きたい。 

 また、下水に関しては、新たな排水樋管ゲートの手順の運用というのが問われている。道

路公園センターを含め、関係先としっかりと情報共有をしていくといことが大事だといえ

る。委員長から指摘があったが、区役所の危機管理室等と協力し、地元を巻き込んで実際に

運用訓練をどうやっていくかということを、しっかりと考えていきたい。また、その必要が

あるだろうと考えている。 

最後に、浸水被害についてであるが、これは、本当に最大の効果や影響を減らす方法は、

多摩川の水位をいかに抑えるかということだといえる。これに向けて、下水あるいは平瀬・

三沢川といった河川だけではなく、例えば多摩川の河床掘削や、上流のダムの貯水量の向上

といった、様々な取組を行うことでの効果として期待できることが大きい。まず市の内部に

おいて、今回協力させて頂いている上下水道局と建設緑政局が、一体的に連携し、国への働

きかけや他の自治体との連携も含め、浸水対策を進めることが重要と考える。 

 

副委員長（建設緑政局長） 

下水に関しては、排水樋管ゲートの改良や観測機器の設置等、今夏の台風シーズンまでに

予定されているものについては、スピード感をもって確実に進めていく必要があり、よろし

くお願いしたい。 

河川に関しては、私共の所管している方であるが、こちらの対策内容については、今、副

委員長（上下水道事業管理者）から話があったが、国と県と関係者が多岐にわたり、この調

整を上手く円滑に進めていかないと、今夏の台風シーズンまでに間に合わないと考えてい

る。しっかり気を引き締めて進めたい。 

また、今後は、最近の気候変動を見ると、大雨であるとか台風により、また多摩川の大幅

な水位上昇が見込まれる可能性が当然ある。市民の皆様の安全・安心を確保するために、職

員全員が一丸となって取り組んでいく必要があるので、引き続きよろしくお願いしたい。 

 

委員長 

今回の浸水に関する検証委員会の取りまとめについては、限られた時間の中で意見を頂

いた市民の皆様、また第三者の皆様には感謝を申し上げる。 

また、台風発生以降ほぼ休むことなくこの検証作業を続けてきた、委員の皆様にも感謝を

申し上げる。 

今回、両副委員長の意見も踏まえた検証結果ということで、この原案の報告をさせて頂き

たい。 

また、報告書の取りまとめについては、今回の議論の中で若干の修正が出ており、もう少

し明確に記載するところもあるので、これについては速やかに修正をし、第三者にも確認を
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しなければいけない。 

また、新型コロナウイルス感染症の拡大ということも懸念されているが、我々が取りまと

めた検証報告書を、浸水被害があった地元に、どのように、早く、丁寧に説明をするのか、

協議をして頂きたい。地域の方がまとまっての地元説明会は、ウィルス感染症の拡大局面で

は非常に厳しいため、個別に地元町会長と相談して、どのような説明を進めていくか協議を

して頂きたい。 

本検証委員会は今回で最後となるが、今回の台風の影響では、２，５００棟を超える床上・

床下浸水の被害があり、未だ復旧が進んでいない家屋の方々、また、これによって体調を崩

された方、止む無く店をたたまれた方、また引っ越しを余儀なくされた方など、市民の皆様

には、本当にご苦労をかけ、決してそれを我々は忘れてはいけないと思う。 

河川も下水も長い期間をかけて今まで整備をしており、５年に１回、１０年に１回の大雨

に備えた整備を進めてきた訳だが、近年の気候変動では、この公共インフラの整備水準を遥

かに超えた気象状況や頻繁に浸水が発生している状況の中、それでも被害を最小限に食い

留めるかというのが、私達の使命だと思う。 

これからが大事で、振返りも大事だが、組織または個人が今回の事象を十分に認識し、こ

れからの対策に取り組んで頂きたいと思いますので、よろしくお願いしたい。 

 

事務局（参考資料） 

 検証委員会の結果とりまとめ報告書（案）について、配布している参考資料の報告書案を

もとに取りまとめを考えている。検証委員会としての最終報告書は、Ⅰはじめに、Ⅱ排水樋

管周辺地域の浸水に関する検証、Ⅲ河川関係の浸水に関する検証、Ⅳ参考資料の構成で取り

まとめを考えている。 

 参考資料の５ページは、両部会の共通項目として、１．検証の目的、２．検証委員会の構

成、６ページの３．意見聴取した第三者、４．市民からの意見募集結果、５．検証委員会の

開催状況という形でまとめている。 

 参考資料の７ページは、Ⅱ．排水樋管周辺地域の浸水に関する検証の章として、検証委員

会において報告した排水樋管周辺地域の浸水に関する検証の内容とする。参考資料の１１

ページは、Ⅲ河川関係の浸水に関する検証の章として、検証委員会において報告した河川関

係の浸水に関する検証の内容とする。検証委員会としての報告書は、取りまとめた後に、第

三者に最終的に確認して頂き、その後公表したいと考えている。 

 

委員長 

 この審議の内容をもって、本検証委員会の最終とりまとめとさせて頂くが、これからが大

切であり、今回それぞれ提案があった短期対策について、実施状況、中長期対策の検討状況

などについて引き続き確認をする必要がある。 

検証委員会ということでは、ここで閉じさせて頂くが、また新たな内容・対策として関係
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局が集まる会議等を検討し、今後の対策についての進行管理や、その評価・情報共有等を行

って頂きたい。 

 今回の内容については、町会への説明、また市民の方々、特に被災された方々への説明を

丁寧にするようよろしくお願いしたい。 

 さらに短期対策として４月に入り、新型コロナウイルス感染症等によって行動が制限さ

れている状況だが、台風は待ってくれないので、今夏のシーズン前までの確実な実施に向け、

関係機関・局との調整はスピード感を持って取組んで頂きたい。 

 

事務局 

・本委員会の資料等については、本市ホームページ上で公開を予定。 

・摘録については公表まで数日を要する。 

・以上をもって、検証委員会（第４回）を閉会する。 

 

以 上 
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分
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ん
で

し
た
。

4
D

4
台

風
時
の

多
摩
川

の
水
位

は
各

種
検
討

の
前
提

と
し
て

扱
わ

れ
て
い

る
が
、

台
風
時

の
多

摩
川
水

位
を
下

げ
ら
れ

な
い

か
？
が

重
要
と

思
う
。

例
え

ば
小
河

内
ダ
ム

は
当
日

放
流

し
た
の

か
？
等

が
明

確
で
な

い
。
他

の
ダ
ム

な
ど

で
ダ
ム

水
位
が

危
険
状

態
に

な
る
と

放
流
し

た
と
の

報
道

も
あ
っ

た
。
気

象
予
報

は
確

度
が
上

が
っ
て

い
る
の

で
、

台
風
増

水
の
前

に
放
水

し
て

ピ
ー
ク

を
抑
え

た
り

ず
ら
し

た
り
す

る
べ
き

だ
と

考
え
る

。
上
流

下
流
で

管
轄

行
政
が

異
な
り

、
そ
れ

ぞ
れ

の
部
分

最
適
に

な
っ
て

い
な

い
か
？

1
9

E

5
宇

名
根
排

水
樋
管

か
ら
の

被
害

者
で
す

。
当
日

1
6
時
過

ぎ
に

は
逆
流

が
始
ま

っ
て
い

た
。

区
役
所

に
は
報

告
し
て

い
た

が
何
の

返
答
も

な
し
。

一
度

パ
ト
ロ

ー
ル
中

の
職
員

を
見

か
け
た

際
、
何

故
閉

め
な
い

の
か
本

人
も
驚

い
て

い
る
様

子
。

被
害
に
つ

い
て
は

、
床
上

で
あ

っ
た
が

家
屋
の

み
騒
が

れ
て

い
る
が

車
両
の

被
害
も

受
け

止
め
る

べ
き
で

あ
る
。

一
度

床
上
浸

水
し
た

車
両
は

ど
の

メ
ー
カ

ー
で
も

廃
車
を

進
め

ら
れ
る

。
当
家

で
は

　
ト
ヨ

タ
・
ス

ズ
キ
・

マ
ツ

ダ
の
各

車
両
を

所
持
し

て
い

た
が
三

台
と
も

廃
車
と

な
っ

た
。

今
回
の
問

題
は
　

市
の
対

応
が

悪
か
っ

た
こ
と

を
素
直

に
表

明
し
て

か
ら
今

後
の
対

応
を

進
め
る

べ
き
で

な
な
い

か
。

市
民
の

通
報
を

受
け
　

ゲ
ー

ト
を
閉

め
れ
ば

被
害
の

大
半

は
防
げ

た
。
人

災
で

あ
っ
た

。

3
C

6
D

6
全

て
に
対

し
て
言

え
る
こ

と
で

す
が
、

専
門
家

の
方
が

３
週

間
前
後

か
か
っ

て
出
し

た
答

申
を
、

普
通
の

素
人
の

一
市

民
が
１

０
日
間

で
意
見

を
整

理
し
て

コ
メ
ン

ト
を
書

く
こ

と
が
可

能
か
よ

く
考

え
て
い

た
だ
き

た
い
。

市
は

、
答
申

に
つ
い

て
の
コ

メ
ン

ト
を
求

め
た
と

い
う
既

成
事

実
を
作

り
た
い

た
め
に

行
っ

て
い
る

と
し
か

言
え
な

い
、

ま
た
、

実
際
に

被
害
に

あ
っ

て
い
る

人
間
と

し
て

字
数
を

制
限
さ

れ
る
の

も
大

変
不
愉

快
で
あ

る
。
字

数
を

制
限
し

な
い
で

、
し
か

も
、

期
間
を

少
な
く

て
も
答

申
を

出
す
ま

で
に
必

要
と
し

た
期

間
以
上

か
け
て

行
う
べ

き
と

考
え
る

。
ま
た

、
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
も
根

拠
と

な
る
パ

ラ
メ
ー

タ
ー
は

、
実

際
に
あ

っ
た
現

地
の
数

値
で

は
な
く

、
近
隣

の
期
間

の
数

値
を
使

っ
て
い

て
は
パ

ラ
メ

ー
タ
ー

と
し
て

は
不
正

確
で

あ
り
、

そ
の
誤

差
に

よ
っ
て

は
恣
意

的
な
も

の
と

な
る
と

考
え
ら

れ
ま
せ

ん
か

？
パ
ト

ロ
ー
ル

を
し
て

い
る

の
な
ら

ば
、
そ

の
時
に

数
値

を
し
っ

か
り
と

測
定
し

て
お

か
な
い

と
い
け

な
い
の

で
は

？

2
D

8
D

7
・

正
し
い

判
断
が

出
来
て

い
た

の
か
、

正
し
い

判
断
を

行
う

状
況
が

揃
っ
て

い
た
の

か
を

検
証
し

、
判
断

に
誤
り

が
無

か
っ
た

か
を
検

証
す
る

こ
と

を
追
加

す
べ
き

で
は
な

い
か

？
6

D

8
検

証
委
員

会
の
メ

ン
バ
ー

が
全

員
市
の

職
員
で

構
成
さ

れ
て

い
る
。

公
平
な
判

断
が
さ

れ
る
よ

う
第

３
者
検

証
委
員

会
え
を

設
置

し
て
ほ

し
い
。

1
D

9
今

回
被
害

に
遭
い

ま
し
た

が
、

過
去
に

な
い
ほ

ど
の
大

雨
で

対
策
し

て
た
以

上
の
規

模
で

あ
っ
た

可
能
性

は
あ
り

ま
す

。
し

か
し
、

な
ぜ
こ

の
よ
う

な
事

態
に
至

っ
た
の

か
、
次

同
じ

こ
と
が

起
き
な

い
よ
う

に
ど

う
す
る

の
か
は

明
確
に

公
式

に
教
え

て
ほ
し

い
。

2
1

B
1
2
-
7

1
0
検

証
の
目

的
で
記

載
さ
れ

て
い

る
「
被

害
を
最

小
化
す

る
方

策
に
つ

い
て
検

討
」
と

あ
る

が
、
事

象
が
「

①
多
摩

川
か

ら
の
逆

流
に
よ

る
浸
水

被
害

を
最
小

化
す
る

」
の
か

「
②
雨

水
の

内
水
氾

濫
に

よ
る
浸

水
被
害

を
最
小

化
す

る
」
の

か
に
主

点
を
分

け
る

必
要
が

あ
る
。

後
述
す
る

が
、
被

害
に
あ

っ
た

住
民
は

多
摩
川

か
ら
の

逆
流

を
阻
止

で
き
な

か
っ
た

の
か

と
い
う

点
で
川

崎
市
の

責
任

を
追
及

し
て
い

る
。
責

任
の

所
在
は

司
法
な

い
し
第

三
者

委
員
会

が
担
う

も
の

で
あ
り

、
市
が

主
体
と

な
っ

た
検
証

委
員
会

で
は
意

味
を

な
さ
な

い
。
住

民
を
入

れ
た

第
三
者

委
員
会

を
立
ち

上
げ

る
こ
と

を
要
求

す
る
。

1
D

1
1
原

因
を
正

し
く
検

証
し
情

報
公

開
し
再

発
防
止

に
全
力

で
取

り
組
ん

で
ほ
し

い
。

2
1

B
1
2
-
7

1
2
現

在
の
用

水
路
の

受
益
者

は
誰

な
の
か

情
報
公

開
し
て

ほ
し

い
。

今
回
内
水

氾
濫
し

た
地
域

は
都

市
化
が

進
ん
で

い
る
の

で
雨

水
処
理

の
計
画

を
見
直

し
、

開
渠
の

用
水
路

は
廃
止

す
べ

き
。

2
2

E

1
3
リ

ス
ク
の

高
い
地

区
を
重

点
地

区
に
指

定
し
て

対
策
を

行
っ

て
い
る

、
と
記

載
が
あ

る
が

、
高
津

区
諏
訪

は
長
年

放
置

さ
れ
て

い
る
。

や
る
べ

き
仕

事
を
し

て
い
た

よ
う
に

記
載
す

る
の

は
お
か

し
い

。
丸
子

雨
水
幹

線
地
区

は
台

風
1
9
号

で
は
浸

水
し
た

よ
う

に
、
川

崎
市
の

治
水
計

画
は

東
京
都

や
横
浜

市
に
比

べ
て

甘
す
ぎ

る
。
多

摩
川
沿

い
の

自
治
体

で
あ
る

自
覚
が

完
全

に
不
足

し
て
い

る
。
今
回

の
浸
水

地
区
全

て
を

重
点
地

区
と
す

る
こ
と

。
最

大
降
雨

○
m
m
に

対
応
、

と
言

う
場
合

、
多
摩

川
沿
い

の
川

崎
市
は

ゲ
ー
ト

を
閉
め

た
場

合
の
数

値
に
し

な
い
と

意
味

が
な
い

。
住
民

説
明

会
の
際

、
上
下

水
道
局

の
方

は
過
去

の
浸
水

に
つ
い

て
知

ら
な
か

っ
た
。

人
事
異

動
が

あ
っ
て

も
過
去

の
浸
水

を
引

き
継
げ

る
体
制

・
シ
ス

テ
ム

の
構
築

を
行
い

、
組
織

と
し

て
知
見

を
蓄
積

す
る

こ
と
。

過
去
の

浸
水
時

に
現

地
調
査

に
来
て

い
た
に

も
関

わ
ら
ず

放
置
を

し
た
、

そ
の

危
険
予

知
能
力

や
感
度

の
な

さ
を
反

省
し
、

今
後
は

死
者

や
被
害

が
出
る

前
に
先

手
を

打
つ
こ

と
。
地

盤
高

が
多
摩

川
水
位

よ
り
低

い
地

区
が
は

っ
き
り

し
て
い

る
の

に
、
な

ぜ
真
剣

に
治
水

を
や

ら
な
か

っ
た
の

か
。
や

れ
な

い
な
ら

住
宅
地

に
す
べ

き
で

は
な
い

。
過
去

の
浸
水

や
西

日
本
豪

雨
を
自

分
ご

と
と
し

て
捉
え

て
い
な

い
。

5
D

2
1

C

1
4
　

検
証
の

目
的
に

お
い
て

第
一

に
為
さ

れ
る
べ

き
は
浸

水
原

因
の
究

明
で
あ

り
、
そ

こ
か

ら
被
害

者
に
対

す
る
賠

償
の

問
題
、

今
後
の

水
害
対

策
等

へ
展
開

さ
れ
る

べ
き
と

考
え
る

。
し

か
し
、

そ
の
第

一
に
優

先
さ

れ
る
べ

き
課
題

が
様
々

な
テ

ー
マ
の

中
に
埋

没
さ
せ

ら
れ

て
お
り

、
こ
れ

が
検
証

の
内

容
が
ク

リ
ア
に

さ
れ
る

こ
と

を
妨
げ

て
い
る

。
よ
り

明
瞭

な
分
析

が
為
さ

れ
る

べ
き
で

あ
る
。

こ
の
原
因

は
検
証

委
員
会

の
メ

ン
バ
ー

構
成
に

起
因
す

る
も

の
で
あ

る
。
第

三
者
を

軸
に

し
た
本

来
の
検

証
委
員

会
を

速
や
か

に
立
ち

上
げ
る

べ
き

と
考
え

る
。

7
B

1
0
-
8

1
D

3
C

1
5
検

証
の
目

的
は
、

排
水
樋

管
の

操
作
要

項
に
あ

る
｢
操

作
の
目

的
」
に

照
ら

し
て
、

操
作
方

法
及
び

操
作

手
順
が

適
切
で

あ
っ
た

か
振

り
返
る

べ
き
で

あ
る
。

樋
管
の

ゲ
ー

ト
操
作

は
、
逆

流
を
防

止
す
る
こ

と
を
目

的
と
し

て
い

る
こ
と

を
正
面

に
据
え

る
べ

き
で
あ

る
。

　
被
害
の

概
要
に

つ
い
て

、
ど

れ
ほ
ど

の
市
民

が
ど
の

よ
う

に
被
害

を
受
け

た
の
か

全
く

見
え
て

こ
な
い

。
　

基
礎
情

報
で
、

過
去
の

台
風

に
つ
い

て
触
れ

て
い
る

が
、

過
去
の

樋
管
ゲ

ー
ト
の

操
作

方
法
に

つ
い
て

ど
の
よ

う
に

把
握
し

て
い
る

の
か
。

地
元

の
方
に

聞
く
と

、
消
防

団
が

管
理
し

て
い
た

頃
は

、
地
元

の
住
民

の
判
断

に
よ

り
ゲ
ー

ト
を
閉

め
る
対

応
を

し
て
い

て
そ
の

た
め
に

逆
流

が
防
止

さ
れ
て

い
た
と

の
こ

と
だ
が

本
当
か

。

4
D

6
D

1
6
検

証
の
目

的
は
浸

水
被
害

発
生

の
原
因

を
追
求

す
る
事

と
、

こ
れ
に

基
づ
い

て
緊
急

の
対

策
や
中

長
期
の

防
災
計

画
の

視
点
を

導
く
事

の
大
切

な
柱

が
あ
る

と
読
み

取
っ
た

。
そ
う

で
あ

れ
ば
、

こ
の

取
り
ま

と
め
は

、
全
市

民
の

生
命
と

生
活
の

安
全
、

安
心

に
関
わ

る
重
要

な
政
策

に
直

結
し
て

い
る
。

そ
う
し

た
事

の
重
要

性
に
も

か
か
わ

ら
ず

、
こ
の

市
民
意

見
の
募

集
の

実
態
は

、
全
市

民
に

届
く
規

模
で
広

報
さ
れ

て
い

る
と
は

言
い
が

た
く
、

期
間

の
設
定

も
わ
ず

か
1
0
日

間
と

言
う
短

さ
で
あ

る
。
こ

の
手

法
に
つ

い
て
は

同
意
し

難
く

、
強
く

抗
議
す

る
。
被

害
状

況
の
把

握
に
つ

い
て

も
、
「

大
雑
把

」
と
言

う
言

葉
で
表

現
す
る

し
か
な

く
、

大
筋
で

間
違
い

で
は
無

い
が

、
細
か

な
見
落

と
し
が

多
々

あ
る
事

を
指
摘

し
て
お

く
。

4
D

2
D

7
B

1
0
-
8

1 
ペ
ー
ジ
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1
7
当

組
合
は

中
原
区

下
沼
部

に
あ

り
ま
す

が
、
中

丸
子
と

の
境

界
に
接

し
、
南

武
線
に

接
す

る
場
所

に
あ
り

ま
す
。

　
こ
こ
は

、
現
在

暗
渠
に

な
っ

て
い
ま

す
が
、

か
つ
て

二
ヶ

領
用
水

か
ら
の

支
川
が

流
れ

て
い
た

も
っ
と

も
地
盤

の
低

い
と
こ

ろ
で
あ

り
、
丸

子
ポ

ン
プ
場

に
つ
な

が
っ
て

い
ま

す
。
多

摩
川
か

ら
流

入
し
た

水
が
上

丸
子
地

域
を

満
た
し

、
あ
ふ

れ
た
水

が
向

河
原
商

店
街
を

越
え
て

こ
こ

へ
流
れ

込
ん
で

き
た
の

が
2
2
時
頃
で

す
。

　
①
　
こ

の
水
が

丸
子
ポ

ン
プ

場
の
水

没
危
機

を
生
み

出
し

た
こ
と

。
　

②
　
さ

ら
に
暗

渠
を
逆

流
し

て
タ
ワ

マ
ン
エ

リ
ア
に

流
れ

込
ん
だ

こ
と
。

　
③
　
向

河
原
商

店
街
に

流
れ

込
ん
だ

水
の
一

部
が
踏

切
を

越
え
て

タ
ワ
マ

ン
エ
リ

ア
と

、
N
E
C
の

工
場

内
に
流

れ
込
ん

だ
こ
と

。
　

④
　
一

方
、
反

対
側
へ

溢
れ

た
水
が

地
下
道

を
通
っ

て
武

蔵
小
杉

南
口
ロ

ー
タ
リ

ー
ま

で
流
れ

込
ん
だ

こ
と
。

　
　
　
以

上
の
こ

と
は
記

述
が

無
く
、

武
蔵
小

杉
周
辺

の
水

害
の
原

因
を
考

察
す
る

に
は

極
め
て

不
十
分

で
す
。

7
D

1
8
検

証
委
員

会
の
構

成
は
加

害
責

任
を
問

わ
れ
る

一
方
当

事
者

で
あ
る

市
の
職

員
の
み

で
構

成
さ
れ

不
公
正

で
あ
る

。
①

自
由
法

曹
団
神

奈
川
支

部
「

台
風
１

９
号
に

よ
る
川

崎
市
の

浸
水

被
害
と

再
発

防
止
を

求
め
る

意
見
書

」
（

資
料
４

頁
）
で

指
摘
さ

れ
て

い
る
賠

償
責
任

を
追
う

一
方

当
事
者

と
し
て

の
立
場

を
わ

き
ま
え

、
②
神

奈
川
県

弁
護

士
会
「

検
証
委

員
会
の

第
三

者
性
を

よ
り
一

層
確

保
す
る

方
策
を

求
め
る

要
望

」
（
資

料
１
２

頁
）
で

指
摘

さ
れ
て

い
る
と

お
り
「

真
の

原
因
究

明
及
び

再
発
防

止
の

た
め
に

も
、
第

三
者
検

証
委

員
会
を

改
め
て

設
置
す

る
か

、
検
証

委
員
会

に
中

立
的
第

三
者
を

追
加
選

任
す

る
等
、

第
三
者

性
を
よ

り
一

層
確
保

す
る
方

策
」
を

実
施

す
べ
き

で
あ
る

。
な
お

、
世

田
谷
区

や
宮
城

県
丸
森

町
の

検
証
委

員
会
は

、
第
三

者
（

学
識
経

験
者
）

が
委

員
長
で

あ
り
、

川
崎
市

の
検

証
委
員

会
は
異

常
と
言

わ
ざ

る
を
得

な
い
。

1
D

1
9
　

市
民
か

ら
委
員

会
が
信

用
さ

れ
て
い

な
い
の

は
、
加

害
者

が
検
討

し
て
も

都
合
の

良
い

結
果
を

導
く
と

考
え
ら

れ
て

い
る
か

ら
で
は

な
い
で

し
ょ

う
か
。

市
の
違

う
部
署

に
担
当

す
る

課
を
創

設
し

て
、
適

切
に
行

司
が
で

き
る

職
員
を

公
募
し

、
被
害

者
代

表
に
も

選
定
に

参
加
し

て
も

ら
い
、

公
開
で

市
民
の

疑
問

を
丁
寧

対
処
す

る
こ
と

が
必

要
だ
と

思
い
ま

す
。

　
た
だ
し

、
今
回

の
委
員

会
の

結
果
で

市
に
行

政
上
の

瑕
疵

が
無
い

と
言
い

切
る
の

な
ら

こ
の
ま

ま
で
い

い
の
か

も
し

れ
ま
せ

ん
が
、

大
変
難

し
い

と
思
い

ま
す
。

1
D

2
0
８
ペ
ー
ジ
の
諏
訪

樋
管
の
最
大
流
出
量
が
１
２
．
６
９
m
3
／
se
c
な
の
で
時
間
に
直
す
と
４
５
．
６
８
４
m
3
／
h
rと
な
り
、
六
か
村
掘
下
水
路
の
受
け
持
ち
面
積
２
３
５
h
aで
割
る
と
、
０
．
０
１
９
４
４
m
／
h
rと
な
り
時
間
雨

量
２
０
m
m
程
度
ま
で
し
か
排
水
で
き
な
い
設
計
で
あ
る

つ
ま
り
、
最
初
か
ら
時
間
５
０
m
m
の
雨
量
な
ど
自
然
排
水
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
強
制
排
水
（
ポ
ン
プ
室
）
が
必
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

あ
る
い
は
、
受
け
持
ち
面
積
を
提
言
す
る
た
め
の
別
水
路
を
構
築
す
る
し
か
な
い
地
域
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
？
こ
の
点
を
ど
う
す
る
お
つ
も
り
か
？

7
E

1
6

C

2
1
平
成
2
9
年
の
台
風
1
8
号
の
際
に
逆
流
を
認
め
検
証
を
行
っ
て
い
れ
ば
被
害
は
防
げ
た
。
排
水

樋
管
ゲ
ー
ト
に
外
水
が
浸
入
す
れ

ば
、
内
水
は
排
水
で
き
な
く
な
る
の
は
解
る
は
ず
。
下
水
管
に
外
水
を
進
入
さ
せ
な
け
れ
ば
丸
子
雨
水
幹
線
そ
の
2
に
内
水
は
貯
水

で
き
る
。
現
に
平
成
3
0
年
の
台
風
の
際
は
、
雨
壁
は
多
く
多
摩
川
の
水
位
上
昇
が
無
か
っ
た
為
に
浸
水
は
無
か
っ
た
。
1
9
号
の

際
は
雨
水
幹
線
に
外
水
進
入
し
た
為
、
浸
水
被
害
に
つ
な
が
っ
た
。
被
害
市
内
の
総
雨
量
は
3
0
年
の
台
風
の
時
よ
り
少
な
い

7
D

2
2
・
ゲ
ー
ト
操
作
の
妥
当
性
ば
か
り
に
検
証
の
重
点
を
置
き
す
ぎ
な
の
で
は
な
い
か

・
諏
訪
配
水

樋
管
に
つ
な
が
る
諏
訪
地
区
は
、
S
４
９
～
（
第
７
章
P
1
1
）
被
害
が
発
生
し
て
い
る
の
を
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
何
故
放
置
し
て
き
た
の
か
。

・
降
雨
、
水
位
分
析
→
１
０
／
１
２
の
２
２
：
３
０
計
画
高
水
位
（
田
調
／
上
）
を
超
え
て
い
る
が
、
こ
の
後
降
雨
が
弱
ま
っ
た
こ
と
、
干
潮
時
で
あ
っ
た
こ
と
、
世
田
谷
区
側
の
氾
濫
等
に
よ
り
超
過
洪
水
に
よ
る
堤
防
決

壊
は
免
れ
た
と
思
料
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

8
E

2
3
雨
水
に
よ
る
浸
水
な
ら
後
の
か
た
づ
け
も
容
易
だ
っ
た
が
多
摩
川
の
泥
水
で
の
浸
水
で
家
具
他
全
て
廃
棄
と
な
り
被
害
が
拡
大
し
た
そ
の
責
任
は
ゆ
る
せ
な
い

3
C

2
4
検
証
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
市
職
員
及
び
そ
の
関
係
者
の
み
の
検
証
で
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
被
災
者
代
表
も
含
め
又
、
中
立
的
な
専
門
家
を
加
え
た
検
証
委
員
会
に
因
る
公
正
な
検
証
を
求
め
ま
す
。

雨
水
に
よ
る
浸
水
な
ら
ま
だ
し
も
、
多
摩
川
の
泥
水
に
よ
る
浸
水
で
家
具
他
全
て
廃
棄
と
な
り
被
害
が
拡
大
し
た
そ
の
責
任
は
許
せ
な
い
。

1
D

3
C

2
5
時
間
雨
量
５
８
ｍ
ｍ
に
対
応
と
い
う
の
は
、
排
水

樋
管
か
ら
多
摩
川
に
完
全
に
排
水
で
き
る
こ
と
が
条
件
な
の
か
そ
の
他
に
条
件
は
あ
る
の
か
？
時
間
５
８
ｍ
ｍ
の
降
雨
継
続
は
何
時
間
ま
で
に
耐
え
得
る
の
か
、

ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

4
D

2
6
◎
こ
れ
か
ら
の
川
崎
市
が
益
々
、
住
み
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
検
証
し
、
小
さ
な
事
で
も
み
の
が
さ
ず
（
堤
防
の
草
や
木
を
取
っ
た
後
）
か
ら
も
雨
水
は
流
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
お
願
い
し
ま
す
。

2
2

E
2
7
◎
こ
れ
か
ら
の
川
崎
市
が
、
益
々
住
み
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
、
一
市
民
と
し
て
、
小
さ
な
事
で
も
み
の
が
さ
ず
、
そ
し
て
（
取
っ
た
草
や
木
の
後
か
ら
も
）
雨
水
が
、
流
れ
る
と
、
堤
防
は
か
い
に
な
り
ま
す
。

2
2

E

  
 

2
.
＜

下
水

道
部

会
＞

当
日

の
組

織
・

体
制

へ
の

御
意

見
（

9
章

）
 

№
意

見
内

容
区

分
箇

所
内

容
2

区
分

2
箇

所
2

内
容

3
区

分
3

箇
所

3
内

容
4

区
分

4
箇

所
4

1
検

討
委
員

会
に
第

三
者
が

入
っ

て
い
な

い
の
で

、
川
崎

市
と

利
害
関

係
の
な

い
人
を

入
れ

た
検
討

委
員
会

を
行
っ

て
く

だ
さ
い

。
1

D
2
当

日
の
現

場
で
の

関
係
者

の
皆

様
は
、

大
変
混

乱
し
て

い
る

様
子
で

し
た
。

特
定
の
部

署
や
担

当
者
に

作
業

や
責
任

が
集
中

す
る
こ

と
な

く
、
人

員
の
数

を
は
じ

め
、

各
部
署

で
の
連

携
を
再

確
認

さ
れ
て

、
ど
な

た
に
伺

い
確

認
し
て

も
正
確

な
情
報

を
知

る
こ
と

が
出
来

る
よ

う
な
体

制
を
希

望
し
ま

す
。

と
に
か
く

災
害
の

現
場
は

異
常

な
環
境

に
な
る

と
い
う

事
を

、
認
識

し
て
い

て
ほ
し

い
と

思
い
ま

す
。
そ

し
て
こ

れ
か

ら
先
も

、
改
善

策
を
考

え
続

け
て
頂

き
た
い

と
思
い

ま
す

。
5

D

3
下

流
へ
の

対
応
ば

か
り
で

、
宇

名
根
の

よ
う
な

中
流
へ

の
人

員
は
お

ざ
な
り

と
な
っ

て
い

る
。

税
金
の
負

担
は
ど

こ
も
一

緒
で

は
な
い

か
。

5
D

4
・

電
車
が

計
画
運

休
に
な

る
な

ど
世
の

中
が
備

え
て
い

た
中

で
、
監

視
体
制

の
強
化

な
ど

は
行
っ

て
い
た

の
か
？

5
D

5
過

去
最
大

の
雨
量

と
多
摩

川
の

水
位
上

昇
を
し

て
い
る

中
、

市
職
員

が
危
険

を
冒
し

て
水

門
捜
査

等
の
業

務
に
従

事
す

る
の
は

、
2
次

災
害
に

も
繋
が

り
か
ね

な
い

（
3
.
1
1
の
津
波

時
の
様

に
）
こ

の
た
め
、

今
後
の

対
策
を

施
し

て
い
く

上
で
は

、
確
実

に
施

設
を
動

か
し
て

い
く
た

め
に

水
門
の

遠
隔
操

作
や
自

動
化

は
必
須

だ
と
思

い
ま
す

。
1
5

B
1
2
-
3

6
台

風
当
日

逆
流
し

て
い
る

多
摩

川
を
見

て
い
た

市
の
職

員
の

方
が
水

門
を
閉

め
た
く

と
も

上
か
ら
の

指
示
が

な
い
と

閉
め

ら
れ
な

い
っ
と

言
っ
て

い
た

。
職

員
同
士

の
連
絡

が
密
に

出
来

て
い
た

の
で
し

ょ
う
か

。
5

D

7
記

載
内
容

に
あ
る

と
お
り

、
今

ま
で
に

経
験
し

た
こ
と

の
な

い
台
風

の
規
模

で
あ
り

、
対

応
に
あ

た
っ
て

い
た
だ

い
た

職
員
の

方
々
に

は
感
謝

の
念

を
い
た

だ
い
て

お
り
ま

す
。

被
災
以
降

、
対
応

に
も
ご

尽
力

を
い
た

だ
い
て

お
り
、

ご
心

労
も
か

か
っ
て

い
ら
っ

し
ゃ

る
こ
と

か
と
思

い
ま
す

。
お

体
に
は

ご
自
愛

下
さ
い

。
2
2

E

8
具

体
的
内

容
を
公

開
し
て

ほ
し

い
。

5
B

7
9
実

際
に
現

場
で
は

ポ
ン
プ

車
に

よ
る
排

水
作
業

に
つ
い

て
、

操
作
方

法
の
訓

練
不
足

と
み

ら
れ
る

方
が
上

手
く
排

水
作

業
が
で

き
ず
に

ま
ご
つ

い
て

い
る
の

が
目
撃

さ
れ
て

い
る

。
対

応
に
は

感
謝
し

て
い
る

が
、

緊
急
時

に
対
応

で
き
る

よ
う

、
訓
練

し
、
配

置
す
べ

き
と

考
え
る

。
5

D
1
3

B
1
3

2 
ペ
ー
ジ
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1
0
パ

ト
ロ
ー

ル
を
過

去
の
浸

水
か

ら
3
班
体

制
に

し
た
と

あ
る
が

、
台
風

の
規

模
は
予

め
わ
か

っ
て
い

る
の

に
、
な

ぜ
最
悪

の
自
体

に
備

え
な
い

の
か
？

な
ぜ
当

日
国
と

ポ
ン

プ
車
の

話
を
し

て
い
る

の
か
？
事

前
に
や

っ
て
お

く
べ

き
で
は

な
か
っ

た
の
か

？
小

河
内
ダ

ム
に
数

日
前
か

ら
放

流
し
て

も
ら
う

よ
う
東

京
都

と
予
め

協
議
す

べ
き
で

は
な

い
の
か

？
す
べ

て
が
後

手
後

手
。
住

民
誘
導

を
上

下
水
道

局
や
道

路
公
園

セ
ン

タ
ー
が

や
っ
て

い
た
と

聞
い

た
が
、

他
に
や

る
べ
き

こ
と

が
あ
る

の
で
は

な
い
か

？
誘

導
は
警

察
や
消

防
に
予

め
依

頼
す
べ

き
で
は

な
い
か

？
国

や
他
自

治
体
、

他
部

門
を
巻

き
込
む

力
が
な

さ
す

ぎ
る
。

た
だ
の

技
術
屋

集
団

で
は
公

務
員
の

仕
事
は

果
た

せ
な
い

。
市
民

の
生
活

を
絶

対
に
守

る
と
い

う
強
い

意
思

を
持
っ

た
対
外

交
渉
力

・
判

断
力
の

あ
る
人

を
ト

ッ
プ
に

置
く
べ

き
。
現

場
で

何
を
見

て
も
マ

ニ
ア
ル

通
り

に
し
か

動
け
な

い
人
に

防
災

の
仕
事

は
で
き

な
い
。

マ
ニ

ア
ル
は

市
民
の

生
活
を

守
る

た
め
に

あ
る
と

い
う
基

本
の

意
識
が

欠
落
し

て
い

る
か
ら

、
現
場

の
責
任

者
が

柔
軟
に

判
断
で

き
ず
、

ル
ー

ル
違
反

を
起
こ

さ
な
い

た
め

に
、
泥

水
が
入

っ
て
き

て
い

る
の
に

何
も
し

な
い
。

そ
れ

は
防
災

で
は
な

く
、
自

分
た

ち
組
織

の
保
身

で
し

か
な
い

。
設

備
を
変

え
て
も

組
織
や

人
が

変
わ
ら

な
け
れ

ば
真
の

再
発

防
止
に

な
ら
ず

、
現
上

層
部

は
辞
任

し
、
組

織
改
革

を
行

う
べ
き

。

5
D

1
1
近

年
に
被

害
の
発

生
し
て

い
た

山
王
・

諏
訪
の

地
域
に

重
点

的
注
意

を
払
う

よ
う
な

組
織

・
体
制

が
組
ま

れ
て
い

た
こ

と
に
、

昨
今
の

気
象
傾

向
に

対
す
る

認
識
の

甘
さ
と

怠
慢
を

感
じ

る
。
他

の
同

じ
よ
う

な
構
造

的
問
題

を
抱

え
た
地

域
を
管

轄
下
に

置
き

な
が
ら

も
、
人

の
配
分

・
パ

ト
ロ
ー

ル
の
密

度
や
質

に
差

が
あ
る

こ
と
自

体
が
大

変
な

問
題
で

は
無
い

の
か
、

そ
こ

に
考
え

が
及
ば

な
い

検
証
委

員
会
の

感
覚
は

、
一

般
市
民

の
感
覚

か
ら
乖

離
し

て
い
る

。
５
箇

所
の
排

水
樋

管
の
「

ゲ
ー
ト

全
開
」

判
断

を
1
2
日

の
1
5
時

段
階
で

行
い

、
そ
れ

以
降
、

小
野
に

夜
間

に
実
際

の
河
川

か
ら

の
逆
流

が
始
ま

っ
て
も

、
何

の
手
だ

て
も
採

ら
れ
て

い
な

い
の
は

、
実
態

の
正
確

な
把

握
が
で

き
て
い

な
い
こ

と
も

大
き
く

影
響
し

て
い
る

と
見

な
さ
ざ

る
を
得

な
い
。

報
告

さ
れ
て

い
る
経

過
時

間
毎
の

活
動
記

録
を
見

て
も

、
山
王

・
諏
訪

以
外
の

対
象

地
域
で

十
分
な

監
視
体

制
が

維
持
さ

れ
て
い

た
よ
う

に
は

読
み
取

れ
な
い

。
こ
う

し
た

、
人
の

配
置
に

よ
っ
て

機
能

す
る
防

災
の
体

制
づ

く
り
を

怠
っ
て

来
た
川

崎
市

に
は
、

被
害
を

拡
大
さ

せ
た

責
任
が

あ
る
こ

と
は
当

然
で

あ
る
。

5
D

3
C

1
2
市

の
内
部

だ
け
の

委
員
に

よ
る

組
織
は

、
市
を

擁
護
す

る
も

の
と
勘

違
い
さ

れ
る
。

外
部
の
人

を
い
れ

た
第
三

者
委

員
会
に

す
る
こ

と
が
、

公
平

性
が
保

た
れ
る

と
考
え

る
。

1
D

1
3
宮

内
排
水

樋
管
の

パ
ト
ロ

ー
ル

、
活
動

が
特
に

弱
か
っ

た
よ

う
に
思

え
ま
す

。
5

D
1
4
二

度
と
同

じ
繰
り

返
し
を

起
こ

さ
な
い

様
に
、

敏
速
で

正
確

な
避
難

指
示
を

お
願
い

し
た

い
。
場

所
、
.
地
域
に

よ
っ
て

温
度
が

あ
っ

て
は
困

る
。

2
2

C
1
5
組

織
の
体

制
な
ど

川
崎
市

の
縦

割
れ
部

署
で
は

何
の
意

味
も

な
く
、

台
風
1
9
号
の
よ

う
に

即
座
に

都
度
判

断
が
必

要
な

場
合
は

、
現

地
で
単

独
で
判

断
が
出

来
る

体
制
が

望
ま
し

い
5

D

1
6
・

当
日
、

１
４
：

０
３
か

ら
区

・
住
民

等
へ
声

掛
け
実

施
（

P
１
５
）

と
あ

る
が
、

具
体
的

に
「
だ

れ
に

い
つ
、

ど
の
よ

う
に
」

実
施

し
た
の

か
。

・
「
浸
水

実
績
の

あ
る
山

王
・

諏
訪
排

水
樋
管

を
重
点

的
に

活
動
す

る
計
画

」
（
P
２
０
）

と
あ
る

が
、

１
０
／

１
２
当

日
午
後

、
市

の
職
員

の
姿
を

見
か
け

て
い

な
い
し

声
掛
け

等
の
対

応
も

な
か

っ
た
。

5
D

1
7
山

王
排
水

口
で
は

、
台
風

の
接

近
時
又

は
通
過

時
点
更

に
は

、
夜
間

に
於
い

て
上
下

水
道

職
員
は

見
受
け

ら
れ
な

か
っ

た
来
ら

れ
た
の

は
消
防

署
職

員
が
夜

間
に
来

た
。

5
E

1
8
山

王
排
水

口
で
は

夕
方
５

時
す

ぎ
に
は

、
床
上

浸
水
が

始
ま

り
、
台

風
の
接

近
時
あ

る
い

は
通
過

時
点
、

更
に
は

夜
間

等
上
下

水
道
職

員
等
の

パ
ト

ロ
ー
ル

は
見
受

け
ら
れ

な
か
っ

た
。

5
D

1
9
【

第
９
、

１
１
章

】
②

（
資
料

１
９
ペ

ー
ジ
：

９
．

当
日
の

組
織
、

体
制
6
/
7
、
資

料
３
５

ペ
ー

ジ
：
１

１
．
各

排
水
樋

管
ゲ

ー
ト
の

操
作
5
/
2
3
）
に

つ
い

て
【

職
員
や

組
織
の

賠
償
責

任
を

追
及
す

る
の
で

は
な
い

旨
、

誤
解
な

き
よ
う

お
願
い

し
ま

す
】

　
情
報
連

絡
活
動

状
況
に

は
、

1
5
：
4
7
に
危
機

管
理
担

当
に

漏
水
発

生
の
報

告
か
ら

2
2
：

2
7
の
樋

管
ゲ
ー

ト
閉
鎖

開
始

ま
で
記

録
が
な

い
。
更

に
、

現
場
で

は
1
8
：

2
0
と
2
1
：
5
に

パ
ト
ロ

ー
ル

、
1
9
：
1
5
に

水
位
測

定
を
し

て
い

る
と
あ

る
が
、

ど
の
住

所
を

、
何
時

に
、
何

人
が
パ

ト
ロ

ー
ル
又

は
水
位

想
定
を

し
て

い
た
の

か
、
現

場
と
危

機
管

理
担
当

と
の
連

絡
は
ど

う
し

て
い
た

の
か
開

示
資

料
で
は

明
ら
か

に
さ
れ

て
い

な
い
。

そ
こ
で

、
関
係

職
員

全
員
に

関
し
、

1
0
月
1
2
日
正

午
か
ら

翌
1
3
日

正
午
ま

で
各

員
毎
の

動
き
を

1
時
間

毎
に
具

体
的
に

開
示

さ
れ
た

い
（
氏

名
や
所

属
な

ど
個

人
情
報

が
推
測

さ
れ
る

部
分

は
開
示

不
要
）

。
開
示

で
き

な
い
な

ら
ば
、

法
的
根

拠
を

示
し
た

上
で
説

明
願
い

た
い

。
③

（
摘
録

7
～
1
0
ペ
ー
ジ

）
【

職
員
や

組
織
の

賠
償
責

任
を

追
及
す

る
の
で

は
な
い

旨
、

誤
解
な

き
よ
う

お
願
い

し
ま

す
】

以
下
に
つ

い
て
、

情
報
開

示
い

た
だ
き

た
い
。

開
示
で

き
な

い
な
ら

ば
、
法

的
根
拠

を
示

し
た
上

で
説
明

願
い
た

い
。

・
山
王
排

水
樋
管

の
パ
ト

ロ
ー

ル
職
員

は
ど
の

時
点
で

河
川

か
ら
の

逆
流
を

疑
っ
た

の
か

。
2
2
：

1
3
分
ま

で
気
付

か
な

か
っ
た

の
か
（

摘
録
7
ペ
ー
ジ

）
。

・
同
様
に

丸
子
ポ

ン
プ
場

の
職

員
は
ど

の
時
点

で
河
川

か
ら

の
逆
流

を
疑
っ

た
の
か

。
2
1
：
1
0
ま

で
気
付

か
な
か

っ
た

の
か
（

摘
録
1
0
ペ
ー
ジ

）
。

・
各
部
署

は
、
多

摩
川
か

ら
の

逆
流
の

疑
い
を

い
つ
下

水
道

事
務
所

に
報
告

し
た
の

か
。

・
下
水
道

事
務
所

で
は
、

い
つ

逆
流
に

つ
い
て

議
論
し

た
の

か
・

1
5
：
0
0
に
ゲ
ー

ト
開
維

持
を

決
断
し

、
そ
の

後
山
王

地
区

を
中
心

に
浸
水

が
広
が

る
中

で
ゲ
ー

ト
開
維

持
の
判

断
を

続
け
、

2
2
：
2
7
に
ゲ
ー

ト
閉

と
い
う

行
政
と

し
て
決

断
し

た
と
の

こ
と
だ

が
、
行
政

と
し
て

の
こ
の

決
定

は
い
か

な
る
手

続
き
で

、
ど

の
組
織

に
よ
っ

て
実
施

さ
れ

た
の
か

・
上
記
決

定
を
行

っ
た
の

は
ど

の
部
署

の
ど
の

役
職
者

な
の

か
。

5
D

6
D

2
0
組

織
・
体

制
の
中

で
、
水

路
の

経
路
・

区
間
ご

と
に
、

溢
水

防
止
を

目
的
と

し
て
、

責
任

の
所
在

を
明
確

に
す
る

こ
と

5
D

2
1
・

災
害
時

に
動
け

る
職
員

が
少

な
す
ぎ

る
。
正

規
公
務

員
を

増
員
し

て
、
配

置
す
る

こ
と

。
5

D
2
2
◎

避
難
場

所
を
、

も
う
一

度
考

え
な
お

し
て
下

さ
い
。

　
当
方
、

車
の
免

許
証
返

納
。

歩
行
に

て
非
難

を
行
う

し
か

な
い
。

（
こ
の

水
害
に

よ
り

車
も
ダ

メ
に
な

る
。
）

2
2

E

2
3
◎

緊
急
連

絡
が
な

く
、
被

難
し

よ
う
と

思
っ
た

時
に
は

、
す

で
に
車

の
シ
ー

ト
迄
水

が
入

っ
て
い

ま
し
た

。
被
難

場
所

な
ど
も

う
一
度

考
え
な

お
し

て
ほ
し

い
。
我

家
は
、

二
階
、

三
階

が
あ
っ

た
の

で
幸
で

し
た
が

、
生
、

死
を

考
え
な

け
れ
ば

と
痛
切

に
思

い
ま
し

た
。

2
2

E

2
4
当

日
の
連

絡
体
制

は
確
実

に
行

わ
れ
て

い
た
か

？
水

門
を
操

作
し
た

事
に
よ

る
状

況
の
変

化
を
把

握
さ
れ

て
い

た
か
？

5
D

  
3
.
＜

下
水

道
部

会
＞

各
排

水
樋

管
に

お
け

る
活

動
へ

の
御

意
見

（
1
0
章

）
№

意
見

内
容

区
分

箇
所

内
容

2
区

分
2

箇
所

2
内

容
3

区
分

3
箇

所
3

内
容

4
区

分
4

箇
所

4
1
2
2
ペ
ー
ジ

に
記
載

さ
れ
た

諏
訪

地
区
に

お
け
る

車
の
移

動
に

つ
い
て

は
、
私

自
身
は

以
前

か
ら
臨

時
の
駐

車
場
で

き
る

事
を
承

知
し
て

い
た
事

と
、

住
居
が

1
階
道

路
に
面

し
て
い

る
な
ど

の
環
境

の
為
移
動

す
る
こ

と
が
出

来
ま

し
た
が

、
広
報

車
の
情

報
は

聞
き
取

り
に
く

い
と
思

い
ま

し
た
。

賃
貸
物

件
所
有

者
の

た
め
住

人
の
皆

様
に
お

知
ら

せ
に
ま

わ
り
ま

し
た
が

、
気

づ
か
れ

て
い
た

方
は

い
ま
せ

ん
で
し

た
。
ま

た
今

後
は
駐

車
場
へ

移
動
さ

れ
る

方
増
え

る
と
思

い
ま
す

の
で

、
そ
の

点
も
検

討
す
る

必
要

が
あ
る

と
思
い

ま
す
。

1
8

C

2
・

水
位
が

あ
が
る

こ
と
で

起
き

る
閉
じ

れ
な
い

リ
ス
ク

（
水

圧
や
モ

ノ
が
挟

ま
る
な

ど
）

を
前
提

に
、
閉

じ
る
判

断
を

行
う
水

位
や
状

況
が
ル

ー
ル

と
し
て

定
ま
っ

て
い
た

の
か

？
・

1
5
：
4
5
に
水
が

マ
ン
ホ

ー
ル

か
ら
溢

れ
て
い

る
の
に

ゲ
ー

ト
を
閉

め
な
い

理
由
は

何
か

？
・

1
8
：
1
5
に
さ
ら

に
多
く

の
水

が
マ
ン

ホ
ー
ル

か
ら
溢

れ
て

い
る
の

に
ゲ
ー

ト
を
閉

め
な

い
理
由

は
何
か

？
・

ゲ
ー
ト

か
ら
の

逆
流
が

発
生

し
て
い

る
か
を

調
べ
て

い
た

の
か
？

ど
の
よ

う
に
調

べ
て

い
た
の

か
？
調

べ
た
時

間
は

い
つ
か

？
・

逆
流
が

発
生
す

る
と
、

雨
水

の
み
に

比
べ
て

、
マ
ン

ホ
ー

ル
か
ら

水
が
溢

れ
る
リ

ス
ク

は
高
ま

る
の
か

？
そ
の

認
識

は
あ
っ

た
の
か

？
・

3
0
分
起

き
に
行

わ
れ
て

い
た

水
位
測

定
が
、

溢
水
を

確
認

が
あ
る

に
も
関

わ
ら
ず

、
1
5
：
3
0
以

降
行
わ

ず
に
2
時
間
も

間
を
空

け
て

い
る
の

は
な
ぜ

か
？

6
D

3 
ペ
ー
ジ
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3
神

奈
川
県

弁
護
士

会
の
要

望
書

の
記
載

の
と
お

り
，
検

証
委

員
会
は

，
川
崎

市
の
副

市
長

以
下
，

同
市
の

職
員
に

よ
っ

て
構
成

さ
れ
て

お
り
，

第
三

者
性
が

確
保
さ

れ
て
い

な
い

点
で
，

い
わ
ゆ

る
「

お
手
盛

り
」
の

危
険
性

が
あ

り
，
極

め
て
問

題
で
あ

る
。

第
三
者
性

が
確
保

さ
れ
て

い
な

い
検
証

委
員
会

で
問
題

が
な

い
と
さ

れ
た
と

し
て
も

，
市

民
の
理

解
は
得

ら
れ
ず

，
市

政
へ
の

不
信
感

が
増
し

，
無

用
な
紛

争
を
拡

大
す
る

危
険

性
が
あ

る
。

し
た
が
っ

て
，
速

や
か
に

，
第

三
者
性

が
確
保

さ
れ
た

検
証

委
員
会

を
設
置

す
る
か

，
中

立
的
第

三
者
を

追
加
選

任
す

る
べ
き

で
あ
る

。
そ

の
際
に

は
，
単

に
市
が

主
観

的
に
「

第
三
者

」
，
「

中
立

」
で
あ

る
委
員

や
検
証

委
員

会
で
は

無
く
，

市
民
か

ら
意

見
を
募

り
，
市

民
か
ら

支
持

さ
れ
た

，
第
三

者
性
が

確
保

さ
れ
た

者
で
構

成
さ

れ
る
か

，
選
任

さ
れ
る

べ
き

で
あ
る

。

1
D

4
各

地
域
の

状
況
写

真
の
時

間
帯

が
バ
ラ

バ
ラ
で

あ
る
。

浸
水

被
害
を

本
気
で

検
証
す

る
の

で
あ
れ

ば
、
地

域
住
民

か
ら

写
真
の

情
報
提

供
を
行

う
べ

き
だ
が

、
住
民

に
働
き

か
け

は
行
っ

た
の
か

。
ま

た
、
行

わ
な
か

っ
た
の

で
あ

れ
ば
、

そ
の
理

由
は
何

か
。

そ
も
そ
も

検
証
委

員
会
に

住
民

は
入
れ

て
い
な

い
こ
と

か
ら

、
検
証

の
精
度

が
ぼ
や

け
て

く
る
。

今
後
の

対
策
で

自
助

・
共
助

を
謳
う

の
で
あ

れ
ば

、
そ
の

主
役
と

な
る
住

民
を

入
れ
ず

に
一
方

的
な

方
針
を

打
ち
出

す
こ
と

は
止

め
る
べ

き
。

1
D

5
実

際
に
現

場
で
は

ポ
ン
プ

車
に

よ
る
排

水
作
業

に
つ
い

て
、

操
作
方

法
の
訓

練
不
足

と
み

ら
れ
る

方
が
上

手
く
排

水
作

業
が
で

き
ず
に

ま
ご
つ

い
て

い
る
の

が
目
撃

さ
れ
て

い
る

。
結
果

、
排
水

は
せ

ず
、
ポ

ン
プ
車

を
高
台

へ
移

動
さ
せ

た
。

対
応
に
は

感
謝
し

て
い
る

が
、

緊
急
時

に
対
応

で
き
る

よ
う

、
訓
練

し
、
配

置
す
べ

き
と

考
え
る

。
5

D
1
3

B
1
3

6
ゲ

ー
ト
の

開
閉
は

多
摩
川

水
位

や
逆
流

の
状
況

の
確
認

を
し

な
い
と

判
断
が

で
き
な

い
は

ず
な
の

に
、
樋

管
の
現

場
を

離
れ
て

住
民
誘

導
に
回

っ
て

い
た
こ

と
が
信

じ
ら
れ

な
い

。
誘
導

は
下
水

道
局

じ
ゃ
な

く
て
も

で
き
る

仕
事

で
は
な

い
か
？

住
民
か

ら
の

質
問
が

多
数
出

る
こ
と

は
容

易
に
想

像
で
き

る
は
ず

な
の

に
、
「

今
回
も

き
っ
と

ま
た

大
丈
夫

」
と
い

う
意
識

の
も

と
当
日

の
体
制

を
整

え
た
こ

と
は
明

ら
か
。

市
長

含
め
誰

も
台
風

1
9
号
の

規
模

を
本
気

で
考
え

て
い
な

か
っ

た
と
思

わ
れ
る

。
諏

訪
地
区

の
移
動

式
ポ
ン

プ
は

小
さ
く

2
時
間

で
退
散

し
た
。

し
か
も

、
排

水
先
は

多
摩
川

で
は
な

く
、

別
の
マ

ン
ホ
ー

ル
で
あ

っ
た

。
何
を

し
に
き

た
の
か

全
く

理
解
で

き
ず
、

た
だ
の

「
や

っ
て

ま
す
ア

ピ
ー
ル

」
に
思

え
る

。
二
度

と
す
ぐ

に
水
没

す
る

よ
う
な

ホ
ー
ス

の
短
い

ポ
ン

プ
車
を

諏
訪
地

区
に
使

わ
な

い
で
ほ

し
い
。

多
摩
川

に
排

水
で
き

、
ポ
ン

プ
車
の

水
没

対
策
を

行
わ
な

い
限

り
、
再

発
防
止

に
な
ら

な
い

。
ゲ

ー
ト
操

作
手
順

が
間
違

っ
て

い
る
の

に
そ
れ

に
則
っ

て
い

た
か
ら

問
題
な

し
、
と

読
み

取
れ
る

。
住
民

は
水
が

濁
り

出
し
た

こ
と
に

気
が
つ

い
て

い
る
の

だ
か
ら

、
現
場

が
暗

く
雨
水

か
河
川

水
か

わ
か
ら

な
か
っ

た
、
と

い
う

言
い
訳

は
通
ら

な
い
。

逆
流

開
始
の

時
間
に

不
在
で

何
も

し
な
か

っ
た
と

い
う
事

実
を

深
く
反

省
し
、

再
発
防

止
策

を
講
じ

る
こ
と

。

5
D

2
1

B
1
2

7
１

）
２
３

頁
山
王

排
水
樋

管
周

辺
1
7
:
0
3
の
状

況
（
写

真
③
）

、
1
8
：

1
5
の

状
況
（

写
真
④

）
は
ど

の
よ

う
に
組

織
内
で

情
報
共

有
さ

れ
、
ど

の
上
層

部
ま
で

報
告

さ
れ
た

の
か
。

こ
の
情

報
か
ら

逆
流
を
疑

う
者
は

い
た
の

か
い

な
か
っ

た
の
か

明
ら
か

に
し

て
い
た

だ
き
た

い
。

２
）
逆
流

が
発
生

し
た
場

合
は

ど
の
よ

う
に
対

処
す
る

こ
と

と
し
て

い
た
の

か
開
示

い
た

だ
き
た

い
。

３
）
2
2
：

1
5
の
時

点
で
は

逆
流

を
認
識

し
た
と

の
こ
と

だ
が

、
そ
れ

が
ゲ
ー

ト
の
開

閉
の

判
断
材

料
と
さ

れ
な
か

っ
た

理
由
を

明
ら
か

に
し
て

い
た

だ
き
た

い
。

４
）
3
1
ペ

ー
ジ
　

総
合
判

断
と

す
る
情

報
一
覧

に
周
辺

情
報

も
入
っ

て
お
り

、
周
辺

の
現

場
か
ら

逆
流
を

疑
わ
せ

る
情

報
が
あ

り
な
が

ら
、
総

合
判

断
で
全

開
を
維

持
と
し

た
の

は
適
切

で
は
な

い
。

6
D

8
　

小
学
校

で
行
わ

れ
た
説

明
会

の
際
に

、
パ
ト

ロ
ー
ル

を
し

て
い
た

こ
と
を

な
ぜ
黙

っ
て

い
た
の

か
。
活

動
状
況

は
隠

し
て
お

く
必
要

は
な
か

っ
た

。
1
5
:
1
0
の
住

民
へ
の

声
掛
け

開
始
な

ど
も
、

本
当
に
行

わ
れ
た

の
か
な

ど
疑

問
に
感

じ
て
し

ま
う
。

　
現
場
の

職
員
は

危
機
感

を
持

ち
対
応

し
よ
う

と
し
た

の
で

し
ょ
う

が
、
責

任
者
の

判
断

と
の
解

離
が
ど

れ
ほ
ど

の
も

の
か
は

か
り
か

ね
ま
す

。
5

D

9
前

項
の
問

題
点
と

同
様
に

、
山

王
・
諏

訪
の
地

域
を
重

点
的

に
対
応

し
た
状

況
が
報

告
さ

れ
て
お

り
、
そ

の
他
の

地
域

で
起
き

て
い
る

こ
と
に

有
効

な
対
応

が
で
き

な
か
っ

た
と

言
う
こ

と
が
、

何
の

反
省
も

な
く
述

べ
ら
れ

て
い

る
こ
と

に
こ
の

報
告
が

ど
の

よ
う
な

価
値
観

に
基
づ

い
て

作
成
さ

れ
て
い

る
の
か

、
疑

問
を
覚

え
る
。

特
に
、
夜

間
に
至

っ
て
降

雨
も

収
ま
る

傾
向
に

あ
る
と

き
に

、
そ
れ

で
も
マ

ン
ホ
ー

ル
な

ど
か
ら

泥
水
が

噴
出
し

続
け

て
い
る

状
況
を

認
識
で

き
な

か
っ
た

の
な
ら

、
調
べ

方
が

杜
撰
で

あ
っ
た

の
か

、
担
当

要
員
の

資
質
が

管
理

者
と
し

て
ふ
さ

わ
し
く

無
い

の
で
あ

り
、
組

織
・
体

制
の

見
直
し

と
併
せ

て
深
刻

に
受

け
止
め

ら
れ
な

け
れ
ば

な
ら

な
い
。

5
D

1
0
1
6
：
3
5
溢

水
を
確

認
し
て

い
る

の
に
、

2
2
：
3
7
ま
で
パ

ト
ロ

ー
ル
が

な
か
っ

た
の
が

、
今

回
の
大

き
な
問

題
点
。

現
場

で
し
か

判
断
で

き
な
い

こ
と

は
多
い

の
で
、

地
元
企

業
等
と

連
携

を
と
り

、
事

務
所
を

借
り
る

な
ど
し

て
、

現
場
の

状
況
を

常
に
把

握
し

、
判
断

し
て
い

く
こ
と

が
必

要
と
考

え
る
。

5
D

1
1
河

川
が
近

く
に
あ

る
と
言

う
事

を
考
慮

し
て
一

般
の
地

域
よ

り
大
き

な
容
量

の
施
設

の
設

置
を
希

望
し
ま

す
。

2
2

C
1
2
当

日
1
5
時

に
、
街

中
の
水

位
が

上
昇
し

た
為
、

現
地
に

い
た

下
水
道

職
員
に

排
水
樋

管
ゲ

ー
ト
を

閉
じ
る

よ
う
指

示
し

た
が
内

水
が

排
出
で

き
な
く

な
る
の

で
ゲ

ー
ト
は

閉
め
ら

れ
な
い

と
回

答
さ
れ

た
。
外

水
が
浸

入
し

て
き
て

い
る
の

に
内
水

が
排

出
で
き

る
わ

け
が
な
く

、
物
事

の
現
象

や
状

況
を
理

解
で
き

な
い
職

員
が

パ
ト
ロ

ー
ル
を

し
て
も

意
味

が
な
く

、
マ
ニ

ュ
ア
ル

の
と

お
り
に

し
か

判
断
と
行

動
が
出

来
な
い

よ
う

で
は
、

都
度
変

化
す
る

自
然

災
害
に

対
応
が

で
き
る

は
ず

が
な
い

。

6
D

1
3
・

P
３
０
に

「
現

場
の
対

応
で
手

一
杯
と

な
り

、
浸
水

が
河
川

水
か
雨

水
か

確
認
で

き
な
か

っ
た
。

」
と

の
記
述

あ
り
→

緊
急
時

の
職

員
の
情

報
収
集

の
方
法

に
つ
い

て
具

体
的
な

改
善
案

を
示
し

て
ほ
し
い

。
（
☆

当
日
諏

訪
２

丁
目
で

は
、
１

４
時
～

透
明

な
水
が

諏
訪
２

丁
目
１

６
番

方
向
か

ら
同
３

番
方
向

へ
浸

水
、
１

７
時
頃

～
は
、

泥
水

が
前
述

と
は
逆

の
方
向

か
ら

流
れ
て

い
た
の

を
確

認
し
て

い
る
。

）
・

P
１
７
の

パ
ト

ロ
ー
ル

体
制
に

つ
い
て

、
諏

訪
地
区

に
は
１

９
時
以

降
配

置
が
少

な
い
が

、
事
務

所
に

戻
っ
て

打
合
せ

し
て
い

た
の

か
？
被

害
が
拡

大
し
て

い
た

時
間
に

、
現
場

に
人
が

少
な

い
状

況
は
考

え
ら
れ

な
い
。

打
合

せ
は
、

現
場
付

近
の
施

設
等

を
使
う

な
ど
臨

機
応
変

に
対

応
し
て

ほ
し
い

。

2
1

C
5

D

1
4
【

第
1
0
、

1
1
章
】

④
（
資
料

2
2
-
2
3
ペ
ー
ジ

：
1
0
.
各
排
水

樋
管
に

お
け
る

活
動

2
-
3
/
1
0
、
資
料

3
5
ペ
ー

ジ
：

1
1
.
各
排

水
樋

管
ゲ
ー

ト
の
操

作
5
/
2
3
）
に

つ
い
て

・
山
王
排

水
樋
管

に
お
い

て
定

期
的
に

マ
ン
ホ

ー
ル
水

位
と

ゲ
ー
ト

水
位
の

測
定
を

行
っ

て
い
た

と
あ
る

が
、
ゲ

ー
ト

水
位
が

記
さ
れ

て
い
な

い
た

め
測
定

時
刻
、

マ
ン
ホ

ー
ル

水
位
に

併
せ
て

開
示

し
て
頂

き
た
い

。
以

下
の
い

ず
れ
か

の
時
点

で
河

川
か
ら

の
逆
流

が
あ
る

と
判

断
し
、

ゲ
ー
ト

を
閉
め

る
こ

と
が
で

き
た
の

で
は
な

い
か

。
・

1
5
：
4
5
に
山
王

町
２
丁

目
1
2
0
8
付
近

で
初
め

て
溢
水

を
確

認
し
、

雨
水
吐

室
A
の

水
位
が

6
.
6
8
ｍ

と
付

近
最
低

地
盤
高

6
.
5
4
5
ｍ
よ
り

も
上
昇

し
た

時
点
、

・
1
6
：
3
0
頃
か
ら

丸
子
雨

水
幹

線
水
位

が
急
激

に
上
昇

し
1
6
：
4
7
に

満
管
に

な
っ
た

時
点

、
・

1
7
：
0
3
山
王
町

２
丁
目

1
3
6
3
付
近
で

南
部
沿

線
道
路

の
冠

水
と
水

の
色
の

変
化
し

た
時

点
・

1
8
：
1
5
山
王
町

２
丁
目

1
3
6
3
付
近
で

マ
ン
ホ

ー
ル
の

蓋
が

外
れ
濁

水
が
噴

出
し
て

い
た

時
点

・
特
に
1
6
：
3
0
頃

か
ら
の

丸
子

雨
水
幹

線
水
位

の
急
激

な
上

昇
は
当

時
の
降

雨
量
の

推
移

で
は
説

明
が
つ

か
ず
、

こ
の

時
点
で

、
河
川

か
ら
の

逆
流

に
よ
り

排
水
が

不
可
能

に
な

っ
た
と

判
断
す

べ
き

と
考
え

る
。
（

資
料
3
3
ペ
ー

ジ
各
排

水
樋
管

ゲ
ー
ト

の
操

作
3
/
2
3
）

・
遅
く
と

も
1
8
：

1
5
の
マ

ン
ホ

ー
ル
が

外
れ
濁

水
が
噴

出
し

た
状
況

を
見
れ

ば
、
河

川
か

ら
の
逆

流
は
容

易
に
想

像
が

で
き
、

こ
の
時

点
で
ゲ

ー
ト

の
閉
鎖

を
決
断

で
き
た

と
考

え
る
。

・
当
方
の

上
記
見

解
が
間

違
い

で
あ
り

、
当
日

の
降
雨

量
が

主
原
因

で
あ
る

と
い
う

の
で

あ
れ
ば

、
各
時

点
で
の

判
断

の
基
礎

と
な
っ

た
降
雨

予
報

の
発
表

時
刻
、

予
報
対

象
箇

所
及
び

降
雨
予

想
量

に
関
す

る
計
数

と
情
報

源
を

示
し
て

説
明
願

い
た
い

。

6
D

1
5
市

民
に
わ

か
る
よ

う
確
認

と
責

任
を
も

っ
て
報

告
を

1
8

C
1
6
◎

何
ん
の

為
か
を

確
認
。

責
任

を
も
っ

て
行
っ

て
下
さ

い
。

2
2

D

4 
ペ
ー
ジ

Ⅳ－110



  
 

4
.
＜

下
水

道
部

会
＞

各
排

水
樋

管
ゲ

ー
ト

の
操

作
へ

の
御

意
見

（
1
1
章

）
 

№
意

見
内

容
区

分
箇

所
内

容
2

区
分

2
箇

所
2

内
容

3
区

分
3

箇
所

3
内

容
4

区
分

4
箇

所
4

1
今

回
の
再

発
防
止

策
で
は

、
国

土
交
通

省
通
達

等
を
踏

ま
え

て
、
操

作
手
順

書
は
逆

流
を

防
止
す

る
内
容

に
変
更

さ
れ

る
こ
と

と
な
っ

た
。
し

か
し

、
以
下

の
事
情

か
ら
、

本
件

災
害
前

か
ら
、

操
作

手
順
書

に
見
直

し
が
さ

れ
る

べ
き
だ

っ
た
の

も
関
わ

ら
ず

、
見
直

し
が
さ

れ
な
か

っ
た

こ
と
の

当
否
の

検
証
が

不
足

し
て
い

る
。
①

そ
も
そ

も
、

川
崎
市

排
水
樋

管
操
作

要
項

２
条
逆

流
を
防

止
す

る
こ
と

が
目
的

と
さ
れ

て
い

る
。
②

ま
た
、

令
和
元

年
６

月
２
１

日
付
国

土
交
通

省
水

管
理
・

国
土
保

全
局
河

川
環

境
課
河

川
保
全

企
画
室

長
通

達
で
は

、
捜
査

員
の
退

避
水

位
は
「

計
画
高

水
位

以
上
」

が
基
本

退
避
時

、
逆

流
を
確

認
し
た

と
き
は

ゲ
ー

ト
全
閉

が
原
則

と
さ
れ

て
い

る
。
③

し
か
も

、
当
時

の
操

作
手
順

書
は
、

降
雨
時

の
河

川
の
逆

流
防
止

に
つ
い

て
何

ら
対
応

さ
れ
て

お
ら

ず
、
こ

の
こ
と

は
、
「

浸
水

の
色
等

溢
水
の

状
況
は

河
川

水
の
逆

流
が
考

え
ら
れ

る
も

の
で
あ

る
が
、

周
辺
状

況
と

し
て
総

合
判
断

の
情
報

と
さ

れ
な
か

っ
た
」

（
中
間

ま
と

め
５
３

頁
）
「

下
水

道
は
暗

渠
で
あ

り
、
順

流
・

逆
流
の

判
断
が

難
し
く

、
ま

た
、
過

去
、
ゲ

ー
ト
を

閉
鎖

し
た
場

合
の
浸

水
被
害

が
生

じ
て
い

た
こ
と

も
あ
り

、
「

降
雨
ま

た
は
降

雨
の
恐

れ
の

あ
る
場

合
は
ゲ

ー
ト

全
開
を

維
持
す

る
」
こ

と
を

操
作
手

順
の
前

提
条
件

と
し

て
い
た

」
（
中

間
ま
と

め
９

５
頁
・

９
８
頁

）
と
反

省
さ

れ
て
い

る
と
お

り
で
あ

る
。

6
D

1
7

B
1
2
-
6

2
今

回
の
検

証
を
も

と
に
、

今
後

も
必
ず

検
討
を

継
続
し

て
い

た
だ
き

た
い
と

思
い
ま

す
。

開
閉
の
判

断
が
難

し
い
事

は
理

解
で
き

ま
す
が

、
よ
り

的
確

な
判
断

を
す
る

た
め
の

ご
尽

力
を
願

い
ま
す

。
2
1

B
1
2
-
6

3
逆

流
を
現

認
し
て

い
な
が

ら
も

　
内
水

氾
濫
の

恐
れ
の

為
閉

門
し
な

い
　
と

言
い
続

け
る

姿
勢
は

全
く
理

解
で
き

な
い

6
D

4
過

去
最
大

の
雨
量

と
多
摩

川
の

水
位
上

昇
を
し

て
い
る

中
、

市
職
員

が
危
険

を
冒
し

て
水

門
捜
査

等
の
業

務
に
従

事
す

る
の
は

、
2
次

災
害
に

も
繋
が

り
か
ね

な
い

（
3
.
1
1
の
津
波

時
の
様

に
）
こ

の
た
め
、

今
後
の

対
策
を

施
し

て
い
く

上
で
は

、
確
実

に
施

設
を
動

か
し
て

い
く
た

め
に

水
門
の

遠
隔
操

作
や
自

動
化

は
必
須

だ
と
思

い
ま
す

。
1
5

B
1
2
-
3

5
多

摩
川
の

逆
流
を

確
認
し

な
が

ら
も
操

作
手
順

に
従
っ

て
何

も
し
な

か
っ
た

の
は

臨
機
応
変

に
対
応

で
き
な

い
職

員
の
体

制
に
問

題
が
あ

る
。

昨
今
台
風

が
巨
大

化
し
て

　
い

つ
ま
た

災
害
が

起
き
る

の
か

わ
か
ら

な
い
。

も
っ
と
詳

し
い
知

識
を
持

っ
た

プ
ロ
の

方
を
や

と
っ
た

ら
ど

う
で
し

ょ
う
。

無
駄
な
税

金
は
払

い
た
く

あ
り

ま
せ
ん

。

5
D

6
多

摩
川
か

ら
の
逆

流
が
始

ま
っ

た
ら
、

降
雨
状

況
、
内

水
氾

濫
の
可

能
性
の

有
無
に

か
か

わ
ら
ず

、
排
水

樋
管
ゲ

ー
ト

を
閉
め

な
く
て

は
な
ら

な
い

。
総
合

的
判
断

な
ど
あ

り
え

な
い
。

　
な
ぜ
な

ら
、
逆

流
が
始

ま
る

と
ゲ
ー

ト
が
開

い
て
い

て
も

排
水
路

か
ら
の

水
は
1
滴
も
多

摩
川
へ

放
流

で
き
ず

、
逆
に

、
多
摩

川
の

河
川
水

が
堤
内

地
に
流

れ
込

み
浸
水

被
害
を

拡
大
さ

せ
る

恐
れ

が
あ
る

か
ら
で

あ
る
。

　
こ
の
こ

と
は
摘

録
を
見

る
と

理
解
さ

れ
た
よ

う
で
あ

る
が

、
こ
の

よ
う
な

事
態
を

起
こ

し
て
し

ま
っ
た

の
で
、

樋
管

ゲ
ー
ト

の
操
作

に
つ
い

て
部

署
内
の

要
領
で

は
な
く

全
市

で
内
容

を
承
認

す
る

文
書
(
操

作
規

程
、
操

作
規
則

等
）
に

し
て

定
め
る

べ
き
と

思
う
。

　
な
お
、

山
王
ゲ

ー
ト
が

閉
塞

で
き
な

か
っ
た

こ
と
に

つ
い

て
は
ゲ

ー
ト
が

閉
じ
な

か
っ

た
場
合

の
影
響

が
非
常

に
大

き
い
。

水
を
か

ぶ
っ
て

か
ら

の
操
作

で
は
遅

い
と
い

う
こ

と
か
。

電
動
化

な
ど

強
い
力

で
ゲ
ー

ト
を
開

閉
す

る
設
備

を
速
や

か
に
設

置
す

る
べ
き

。
　

間
違
い

な
く
対

応
で
き

る
自

信
が
な

い
な
ら

角
落
し

を
用

意
す
る

こ
と
も

考
え
て

お
く

べ
き
。

6
D

1
5

B
1
2

7
国

の
指
針

に
基
づ

き
、
時

間
雨

量
5
2
ミ

リ
、
ま

た
は
5
8
ミ
リ

で
整
備

を
続
け

て
い
る

と
の

こ
と
だ

が
、
前

提
が
下

流
側

に
常
に

水
が
流

れ
る
と

い
う

こ
と
で

あ
り
、

多
摩
川

沿
い

の
よ
う

に
、
多

摩
川

の
水
位

上
昇
に

よ
っ
て

市
街

地
へ
の

逆
流
が

予
測
さ

れ
る

地
域
に

つ
い
て

は
、
地

域
特

性
に
応

じ
た
対

策
を
講

じ
る

べ
き
。

費
用
が

時
間
が

か
か

る
と
い

う
説
明

は
受
け

た
の

で
、
下

水
道
の

部
署

が
ハ
ー

ド
施
策

を
や
る

気
が

あ
る
の

か
お
聞

か
せ
い

た
だ

き
た
い

。
ま
た

、
各
排

水
樋

管
ゲ
ー

ト
の
操

作
の
時

系
列

は
地
域

の
浸
水

の
状
況

を
併

せ
て
記

載
す
べ

き
。
（

住
民

か
ら
の

情
報
提

供
も

反
映
さ

せ
て
う

え
で
）

1
6

C
1
9

C

8
操

作
す
る

タ
イ
ミ

ン
グ
が

的
確

に
な
る

よ
う
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
し

て
ほ
し

い
。

1
4

B
1
2
-
6

9
逆

流
が
確

認
さ
れ

た
時
点

で
即

時
に
閉

め
る
べ

き
で
あ

っ
た

。
た

だ
、
排

水
ポ
ン

プ
場
な

ど
が

な
い
現

状
で
は

、
日
頃

よ
り

内
水
氾

濫
を
お

そ
れ
る

職
員

の
判
断

が
遅
れ

て
し
ま

う
こ

と
は
あ

り
得
る

と
思
う

。
短

時
間
（

1
,
2
時

間
）
で

あ
れ
ば

、
樋
門

を
閉

じ
て
も

内
水
氾

濫
を
起

こ
さ

な
い
よ

う
な
ポ

ン
プ
場

を
整

備
す
る

こ
と
が

で
き
れ

ば
、

職
員
も

迅
速
な

判
断
が

で
き

る
と
考

え
る
。

6
D

1
6

C

1
0
各

樋
管
の

操
作
要

領
で
は

｢
・
・

・
・
逆

流
の

防
止
」

を
操
作

の
目
的

に
掲

げ
て
い

る
が
、

操
作
手

順
で

は
「
降

雨
、
大

雨
警
報

で
は

全
開
」

と
な
っ

て
お
り

、
明
ら

か
に

矛
盾

検
証
委
員

会
で
は

手
順
書

が
正

し
い
こ

と
を
前

提
と
し

て
い

る
が
、

ま
ず
手

順
書
が

目
的

に
合
っ

て
い
る

か
ど
う

か
検

証
す
べ

き
。

1
4

D

1
1
P
.
4
5
：
諏

訪
排
水

樋
管
で

1
8
時

に
パ
ト

ロ
ー
ル

を
し
て

お
り

、
そ
の

時
間
に

逆
流
が

始
ま

っ
た
の

を
放
置

し
て
い

た
。

な
ぜ
ゲ

ー
ト
開

閉
の
判

断
を

そ
の
時

し
な
か

っ
た
の

か
？
な

ん
の

た
め
に

1
8

時
に
諏
訪

を
パ
ト

ロ
ー
ル

し
て

い
た
の

か
？
多

摩
川
水

位
が

下
降
し

は
じ
め

た
2
3
時

ま
で

の
間
、

ゲ
ー
ト

を
閉
め

て
い

れ
ば
、

家
や
側

溝
、
下

水
管

に
泥
が

侵
入
す

る
こ
と

も
な

か
っ
た

（
道
路

公
園

セ
ン
タ

ー
も
あ

る
意
味

被
害

者
で
あ

る
）
。

自
分
の
家

が
浸
水

す
る
と

し
た

ら
、
雨

水
か
泥

水
か
ど

ち
ら

が
マ
シ

な
の
か

、
考
え

て
仕

事
を
す

る
べ
き

。
人
を

増
や

し
て
何

度
パ
ト

ロ
ー
ル

し
て

も
、
状

況
判
断

が
で
き

な
い

の
で
は

意
味
が

な
い

。

6
D

1
2
「

総
合
的

に
判
断

し
、
ゲ

ー
ト

を
閉
鎖

し
な
か

っ
た
。

」
と

あ
り
ま

す
が
、

こ
の
時

す
で

に
増
水

し
た
多

摩
川
の

水
が

逆
流
し

て
い
た

こ
と
を

確
認

し
て
い

た
な
ら

ば
、
“

操
作
手

順
に

反
し
て

ゲ
ー
ト
を

閉
鎖
”

す
る
こ

と
こ

そ
総
合

的
に
判

断
し
な

け
れ

ば
な
ら

な
か
っ

た
の
で

は
な

い
で
し

ょ
う
か

。
6

D

1
3
｢
河

川
水
位

と
そ

の
変
動

傾
向
」

を
周
辺

状
況

の
情
報

の
ひ
と

つ
と
し

て
い

る
が
、

そ
こ
に

｢
逆
流

」
を
情

報
の
ひ

と
つ

と
し
て

加
え
て

い
な
か

っ
た

点
を
、

過
ち
で

あ
っ
た

と
認
め

る
べ

き
で
あ

る
。

6
D

1
4
ま

ず
1
5
時

台
に
「

ゲ
ー
ト

全
開

」
判
断

を
し
て

、
こ
れ

を
固

定
し
続

け
た
こ

と
が
マ

ニ
ュ

ア
ル
通

り
だ
と

主
張
し

て
い

る
こ
と

が
そ
も

そ
も
誤

り
で

あ
る
。

6
月
に
国

交
省

か
ら
水

門
操
作

の
操
作

員
の
安
全

確
保
に

関
す
る

通
達

が
出
て

お
り
、

こ
れ
が

河
川

管
理
の

部
局
か

ら
水
道

局
に

伝
わ
ら

な
か
っ

た
実
態

が
、

報
道
で

も
明
ら

か
に
な

っ
て

い
る
。

市
長
以

下
、
市

の
公

式
の
見

解
は
「

河
川

管
理
者

宛
て
」

の
通
達

で
「

水
道
は

関
係
な

い
」
旨

を
繰

り
返
し

発
言
し

て
い
る

。
こ

れ
は
「

操
作
員

の
安
全

確
保

に
関
す

る
通
達

」
だ
っ

た
の

で
あ
り

、
ゲ
ー

ト
を
開

閉
す

る
の
は

「
下
水

」
の

部
局
の

仕
事
で

は
無
か

っ
た

の
か
、

そ
の
担

当
者
の

安
全

は
無
視

さ
れ
て

良
か
っ

た
の

か
と
言

う
大
変

な
問
題

発
言

で
あ
る

。
そ
し

て
無
視

を
決

め
た
通

達
に
も

は
っ
き

り
と

、
逆
流

な
ら
ゲ

ー
ト

は
「
閉

」
、
順

流
な
ら

「
開

」
と
明

記
さ
れ

て
い
る

。
誤

っ
た
操

作
要
領

に
固
執

し
、

実
際
の

降
雨
量

に
基
づ

く
こ

と
な
く

1
7
時
台

の
大
雨

予
報

に
基
づ

く
判
断

を
深
夜

ま
で

維
持
し

て
い
た

事
も
呆

れ
る

ば
か
り

で
あ
る

。
山

王
以
外

の
ゲ
ー

ト
操
作

は
ほ

ぼ
同
じ

時
刻
で

同
じ
判

断
が

さ
れ
て

い
る
が

、
こ
れ

が
そ

れ
ぞ
れ

の
場
所

の
実
情

に
応

じ
た
個

別
の
判

断
で
き

め
細

か
く
開

閉
さ
れ

て
い
れ

ば
、

た
と
え

内
水
の

氾
濫

が
発
生

し
て
も

各
地
で

最
小

限
に
食

い
止
め

ら
れ
た

こ
と

は
自
明

で
あ
る

。

6
D

1
7

B
1
2
-
6

1
5
「

水
は
高

い
と
こ

ろ
か
ら

低
い

と
こ
ろ

へ
流
れ

る
」

こ
の
基
本

が
守
ら

れ
れ
ば

、
「

多
摩
川

の
水
位

が
樋
管

よ
り

上
が
っ

た
ら
ゲ

ー
ト
を

閉
め

る
」
と

い
う
こ

と
が
基

本
と

な
る
と

考
え
る

。
本

市
の
操

作
マ
ニ

ュ
ア
ル

は
こ

の
基
本

を
考
え

ら
れ
て

い
な

い
。

こ
の
基
本

に
則
れ

ば
、
大

切
な

人
命
や

財
産
が

守
ら
れ

た
。

6
D

5 
ペ
ー
ジ
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1
6
氾

濫
判
断

水
位
A
p
+
6
.
0
は

、
市

内
低
地

の
地
盤

高
を
越

え
て

い
て
、

逆
流
が

始
ま
る

水
位

で
す
。

　
資
料
9
6
及
び
9
7
で
、
近

年
の

降
雨
量

と
水
位

の
関
係

が
示

さ
れ
て

興
味
を

そ
そ
り

ま
す

。
　

そ
し
て

資
料
9
8
に
お
い

て
、

「
計
画

高
水
位

を
越
え

た
事

に
よ
る

大
規
模

災
害
と

あ
り

ま
す
。

」
　

こ
れ
は

重
大
な

事
実
誤

認
で

す
。

　
大
規
模

災
害
が

起
き
た

原
因

は
計
画

高
水
位

を
越
え

た
こ

と
で
は

あ
り
ま

せ
ん
。

大
規

模
水
害

の
原
因

は
、
氾

濫
判

　
断
水

位
A
p
+
6
.
0
を
越

え
た

に
も
か

か
わ
ら

ず
ゲ
ー

ト
を

閉
め
ず

、
し
か

も
そ

の
時
間

が
長
か

っ
た
こ

と
に

よ
り
、

長
時
間

に
わ
た

り
、

逆
流
水

が
入
り

続
け
た

こ
と

に
よ
り

ま
す
。

　
次
期
検

証
委
員

会
に
お

い
て

は
、
再

検
証
し

て
正
確

な
事

実
確
認

を
行
う

こ
と
を

求
め

ま
す
。

6
D

1
7
気

象
台
の

発
表
と

現
地
の

雨
量

が
必
ず

し
も
一

致
し
て

い
る

わ
け
で

は
な
い

の
で
、

情
報

だ
け
に

頼
る
こ

と
な
く

き
ち

ん
と
現

場
確
認

が
必
要

。
1
6
：
3
5
の

時
点
で

ゲ
ー
ト

閉
の
検

討
が

あ
っ
て

も
よ

か
っ
た

と
思
わ

れ
る
。

放
置

し
す
ぎ

。
6

D

1
8
敏

速
な
行

動
を
行

え
る
様

に
。

5
D

1
9
操

作
手
順

の
と
お

り
で
は

な
く

、
大
雨

警
報
が

出
て
い

る
中

、
ゲ
ー

ト
閉
鎖

の
操
作

を
行

っ
た
の

は
問
題

が
あ
る

。
総

合
的
判

断
に

街
中
の
状

況
が
含

ま
れ
て

い
な

い
の
も

問
題
。

ゲ
ー
ト

の
操

作
手
順

の
書
き

方
が
あ

い
ま

い
な
為

、
い
く

つ
も
の

と
ら

え
方
が

で
き

る
。
操
作

手
順
と

は
操
作

を
し

よ
う
と

す
る
人

間
が
変

わ
ろ

う
と
も

、
同
じ

解
釈
で

な
け

れ
ば
な

ら
な
い

が
現
在

の
操

作
手
順

は
.

被
害
が
起

き
た
際

言
い
訳

が
出

来
る
よ

う
に
な

っ
て
い

る
。

6
D

2
0
【

意
見
1
】

3
3
 
ペ

ー
ジ
「

○
丸

子
雨
水

幹
線
に

つ
い
て

」
に

関
し
て

[
丸

子
雨
水

幹
線

の
増
強

]
5
8
 
ペ
ー
ジ

「
1
3
.
浸
水
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
に

よ
る
検

証
(
4
/
3
1
)
」

で
は
山

王
排
水

樋
管

で
ピ
ー

ク
水
位

に
達
す

る
の

が
2
2
:
3
0
 
と
な

っ
て
い

る
。

3
3
 
ペ
ー
ジ

で
は

そ
の
約

6
 
時
間

前
の
1
6
:
4
7
 
に
丸
子

雨
水
幹

線
が
満

管
と

な
っ
た

こ
と
が

分
か
る

。
丸

子
雨
水

幹
線
の

延
伸
等

に
よ

る
貯

水
量
の
増

加
は
、

山
王
地

区
の

浸
水
の

減
少
に

寄
与
で

き
る

と
考
え

ら
れ
る

た
め
、

中
長

期
的
対

策
と
し

て
検
討

い
た

だ
き
た

い
。
(
【
意
見

1
5
】
と
同

内
容
)

1
6

C

2
1
・

国
か
ら

の
通
知

も
ど
こ

か
に

紛
失
し

て
し
ま

う
よ
う

な
組

織
で
「

自
分
た

ち
の
判

断
は

正
し
か

っ
た
。

」
と
言

え
る

の
か
。

1
7

E
2
2
山

王
排
水

口
で
は

、
台
風

の
接

近
時
又

は
通
過

時
点
更

に
は

、
夜
間

に
於
い

て
上
下

水
道

職
員
は

見
受
け

ら
れ
な

か
っ

た
来
ら

れ
た
の

は
消
防

署
職

員
が
夜

間
に
来

た
。

5
E

2
3
台

風
来
襲

１
日
前

か
ら
直

前
、

来
襲
中

に
か
け

て
閉
鎖

操
作

を
行
い

、
そ
の

実
施
状

況
及

び
監
視

状
況
を

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
で
公

表
す
る

こ
と

2
1

C
2
4
排

水
樋
管

の
ゲ
ー

ト
の
閉

め
ら

れ
な
か

っ
た
事

が
要
因

と
な

っ
て
い

る
様
な

の
で
、

こ
の

点
を
再

度
追
及

結
果
を

再
発

防
止
に

努
め
て

ほ
し
い

6
D

2
1

B
1
2
-
6

2
5
◎

排
水
樋

管
ゲ
ー

ト
の
閉

め
ら

れ
な
か

っ
た
事

が
要
因

と
な

っ
て
い

る
様
な

の
で
こ

の
点

を
追
求

結
果
を

。
再

発
防
止

に
つ
と

め
て
ほ

し
い

。
6

D
2
1

B
1
2
-
6

  
 

5
.
＜

下
水

道
部

会
＞

浸
水

原
因

へ
の

御
意

見
（

1
2
章

）
 

№
意

見
内

容
区

分
箇

所
内

容
2

区
分

2
箇

所
2

内
容

3
区

分
3

箇
所

3
内

容
4

区
分

4
箇

所
4

1
5
4
ペ
ー
ジ

に
浸
水

原
因
の

イ
メ

ー
ジ
の

記
載
が

あ
り
ま

す
。

一
般
的

な
原
因

シ
ス
テ

ム
の

理
解
は

で
き
ま

す
。
し

か
し

実
際
に

は
、
も

っ
と
複

雑
な

地
盤
面

の
高
低

差
や
埋

設
さ

れ
て
い

る
排
水

管
の

規
模
（

主
観
が

入
っ
て

い
る

場
合
等

）
に
よ

り
、
今

回
の

台
風
よ

り
以
前

か
ら
浸

水
し

て
い
る

場
所
に

つ
い
て

は
、

別
途
原

因
と
対

策
を
お

願
い

し
た
い

と
思
い

ま
す
。

私
共

の
敷
地

は
諏
訪

排
水

樋
管
の

近
隣
で

あ
り
、

第
3
京

浜
が
通

る
道

路
に
面

し
、
高

低
差
的

に
は

最
下
部

に
な
る

道
路
に

面
し

て
お
り

ま
す
。

是
非
と
も

お
願
い

い
た
し

ま
す

。

2
1

B
1
0

2
河

川
の
水

位
が
上

が
っ
て

い
る

の
に
ゲ

ー
ト
を

閉
め
な

か
っ

た
　
誤

判
断
に

尽
き
る

何
を
聞
い

て
も
　

マ
ニ
ュ

ア
ル

通
り
　

と
答
え

る
し
か

で
き

な
い
職

員
は
要

ら
な
い

6
D

3
山

王
町
は

２
年
前

の
台
風

で
床

下
浸
水

し
ま
し

た
。

そ
の
時
の

教
訓
は

全
く
生

か
さ

れ
て
い

ま
せ
ん

。
今

回
の
事

に
か
か

わ
っ
た

職
員

の
方
は

　
人
の

命
を
預

か
っ

て
働
い

て
い
る

と
い
う

誇
り

を
持
っ

て
い
ま

す
か
？

市
民
に
信

頼
さ
れ

る
行
政

に
な

っ
て
欲

し
い
で

す
。

2
2

D

4
浸

水
原
因

を
説
明

い
た
だ

い
て

い
る
が

、
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
に
多

摩
川
の

逆
流
か

雨
水

の
内
水

に
よ
る

浸
水
か

が
反

映
さ
れ

て
い
な

い
。

前
段
で
記

載
し
た

通
り
、

住
民

が
知
り

た
い
の

は
多
摩

川
か

ら
の
逆

流
を
低

減
で
き

な
か

っ
た
の

か
と
い

う
点
で

あ
る

。
8

B
1
0

5
原

因
究
明

を
徹
底

的
に
行

う
べ

き
。

7
D

6
原

因
究
明

を
し
っ

か
り
と

7
D

7
現

状
の
設

備
で
は

、
樋
門

を
閉

じ
て
も

開
け
て

も
浸
水

被
害

は
起
き

た
が
、

逆
流
が

起
き

た
あ
と

も
樋
門

を
閉
め

な
か

っ
た
こ

と
に
よ

り
、
被

害
を

拡
大
さ

せ
る
こ

と
に
な

っ
た

。
通

常
、
排

水
樋
管

と
樋
門

は
セ

ッ
ト
で

整
備
す

べ
き
で

、
樋

門
の
な

い
樋
管

は
、
た

だ
の

堤
防
に

開
い
た

穴
で
あ

る
。

6
D

8
　

上
記
に

関
連
し

、
｢
全

開
を
維

持
｣
浸

水
が
拡

大
し
た

こ
と

は
明
ら

か
。

降
雨
が
あ

る
上
に

逆
流
が

加
わ

れ
ば
被

害
が
倍

増
す
る

こ
と

は
常
識

。
｢
全

開
を
維

持
｣
し

た
こ
と

の
責
任

を
明
確

に
す

べ
き
。

　
丸
子
ポ

ン
プ
場

の
操
作

で
1
2
日
2
2
時

5
2
分
｢
水
没
の

恐
れ
｣
と
あ
る

が
、
1
2
日
1
6
時

以
降

降
雨
は

ほ
と
ん

ど
な
く

、
｢
水

没
の
恐

れ
｣
の

原
因
を

教
え

て
く
だ

さ
い
。

6
D

3
C

5
D

9
P
.
5
4
:
地
盤

が
低

い
諏
訪

地
区
に

水
が
流

れ
て

く
る
の

は
当
た

り
前
の

わ
か

り
き
っ

た
こ
と

な
の
に

、
高

台
か
ら

の
雨
水

を
貯
め

る
遊

水
地
や

排
水
ポ

ン
プ
場

も
、

大
型
排

水
ポ
ン

プ
車
も

何
も
な

く
、
住
民

が
何
度

陳
情
し

て
も

放
置
さ

れ
、
宅

地
開
発

だ
け

は
許
可

し
て
き

た
川
崎

市
の

怠
慢
に

つ
い
て

改
め
て

認
識

し
た
。

一
級
河

川
沿
い

の
政

令
指
定

都
市
と

は
思
え

な
い

対
応
。

東
京
都

や
横

浜
市
に

対
抗
で

き
る
く

ら
い

の
治
水

対
策
を

行
っ
て

ほ
し

い
。

長
年
放
置

し
て
き

た
上
に

、
市

民
の
財

産
を
奪

っ
た
責

任
を

川
崎
市

は
と
る

べ
き
で

あ
る

。

3
C

1
6

C

1
0
　

イ
ラ
ス

ト
で
説

明
さ
れ

た
部

分
に
つ

い
て
、

川
の
水

が
浸

水
し
、

泥
水
に

使
っ
た

家
屋

の
絵
を

み
て
と

て
も
悲

し
く

な
っ
た

。
地
下

室
と
一

階
部

分
が
水

没
し
、

大
切
な

家
具
と

二
度

と
手
に

入
ら

な
い
書

籍
を
手

離
さ
な

け
れ

ば
な
ら

な
く
な

っ
た
。

今
思

い
出
し

て
も
涙

が
出
る

。
2
2

B
1
2
-
6

1
1
当

然
の
こ

と
が
書

か
れ
て

い
る

。
こ
の

原
理
が

わ
か
っ

て
い

れ
ば
、

河
川
の

水
位
が

市
街

地
の
地

盤
高
よ

り
上
昇

し
た

時
に
ゲ

ー
ト
を

閉
め
な

か
っ

た
ら
ど

う
な
る

か
、
誰

も
が
わ

か
る

こ
と
で

あ
る

。
6

D

1
2
樋

管
を
閉

め
な
か

っ
た
こ

と
が

最
大
の

原
因
。

多
摩
川
の

水
位
の

状
況
や

樋
管

と
の
関

係
性
を

分
か
っ

て
い

な
が
ら

閉
め
な

か
っ
た

こ
と

は
、

人
災
で
あ

る
。
特

に
、
山

王
町

２
丁
目

で
は
２

年
前
に

水
害

に
遭
っ

た
後
、

市
へ
の

要
望

に
樋
管

の
こ
と

も
含
め

て
い

た
。
そ

こ
か
ら

今
回
の

被
害

は
予
見

で
き
た

は
ず
で

あ
る

。
6

D

1
3
資

料
9
8
に

お
い
て

、
「
下

水
道

は
暗
渠

で
あ
り

、
順
流

、
逆

流
の
判

断
は
難

し
く
」

と
あ

り
ま
す

。
　

し
か
し

、
地
盤

高
と
多

摩
川

水
位
の

関
係
は

十
二
分

に
把

握
し
て

い
る
は

ず
で
、

多
摩

川
の
水

位
が
1
ｍ
以
上

上
が
っ

て
い
る

の
に

ど
ち
ら

へ
流
れ

て
い
る

か
わ

か
ら
な

い
な
ど

詭
弁
に

過
ぎ

ま
せ

ん
。
こ

の
よ
う

な
現
場

擁
護

の
た
め

に
付
け

加
え
た

よ
う

な
文
言

は
、
検

証
の
名

に
値

し
ま
せ

ん
。
意

味
の
無

い
文

言
で
す

。
削
除

し
て
く

だ
さ

い
。

2
2

D
7

B
1
0
-
8

1
4
マ

ン
ホ
ー

ル
や
農

業
用
水

か
ら

の
浸
水

を
防
ぐ

の
を
先

決
に

考
え
て

欲
し
い

。
勿
論

、
多

摩
川
の

増
水
を

対
処
出

来
る

施
設
を

。
2
2

B
1
2
-
6

1
9

E

6 
ペ
ー
ジ

Ⅳ－112



1
5
外

水
が
浸

人
し
て

い
て
も

内
水

が
排
出

で
き
る

と
思
っ

て
い

る
こ
と

が
問
題

で
、
排

水
樋

管
ゲ
ー

ト
付
近

の
外
水

が
進

入
し
て

き
た

際
の
、
内

水
排
出

限
界
の

検
証

も
し
て

い
な
い

。
又
、

外
水

に
よ
る

汚
泥
も

混
入
し

土
圧

も
あ
る

中
、
ゲ

ー
ト
の

自
重

の
土
圧

が
あ

る
中
閉
め

る
こ
と

が
出
来

る
か

の
検
証

も
行
っ

て
い
な

い
中

、
操
作

手
順
で

は
水
位

に
よ

る
開
閉

判
断
と

し
て
い

る
が

泥
が
混

入
し

た
外
水
に

水
位
で

判
断
す

る
の

は
問
題

が
あ
る

。
ゲ
ー

ト
内

に
外
水

が
浸
入

と
同
時

に
ゲ

ー
ト
を

し
め
な

い
の
が

原
因

。
閉
め

て
い

れ
ば
丸
子

雨
水
幹

線
が
機

能
し

た

6
D

1
6
【

意
見
2
】

5
4
 
ペ

ー
ジ
「

■
1
2
.
浸
水
原

因
」

に
関
し

て
8
5
 
ペ
ー
ジ

「
1
3
.
浸
水
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
に

よ
る
検

証
(
3
1
/
3
1
)
」

6
 
行

目
「
・

気
象
予

報
ど
お

り
に

降
雨
が

あ
っ
た

場
合
、

ゲ
ー

ト
を
閉

鎖
す
る

と
広
い
範

囲
で
浸

水
が
生

じ
る

こ
と
が

分
か
っ

た
た
め

、
内

水
氾
濫

の
危
険

を
考
慮

し
た

判
断
は

や
む
を

得
な
い

と
言

え
る
」

と
あ
る

。
3
5
 
ペ

ー
ジ
「
1
1
.
各
排

水
樋
管

ゲ
ー
ト

の
操
作

(
5
/
2
3
)
」
を

参
照
す

る
と
、

「
時

間
雨
量

」
は
1
5
:
0
0
 
の

1
9
m
m
 
を
ピ
ー

ク
に

1
8
:
2
0
 
に
1
1
.
0
m
m
、
1
9
:
1
5

に
7
.
0
m
m
 
と
下
が

り
続
け

て
い

る
た
め

、
遅
く

と
も
1
9
:
1
5
 
時
点
で

ゲ
ー
ト

閉
の
判

断
を

で
き
た

は
ず
で

あ
る
。

ま
た

、
同
ペ

ー
ジ
の

「
小
河

内
ダ

ム
の
放

流
情
報

」
で
は

9
:
0
5
～
1
9
:
1
5
 
ま
で

放
流
量

が
上

が
り
続

け
て
い

る
た
め

、
水

位
の
上

昇
も
予

測
で
き

た
は

ず
で
あ

る
。
今

後
の

手
順
に
は

、
例
示

し
た
よ

う
に

詳
細
な

気
象
情

報
や
ダ

ム
の

放
流
情

報
等
の

デ
ー
タ

を
元

に
ど
う

判
断
す

る
か
を

事
前

に
整
理

し
て
お

く
よ

う
、
検
討

い
た
だ

き
た
い

。

1
4

B
1
2
-
6

1
7
・

諏
訪
地

区
は
「

地
盤
高

が
低

い
」
と

説
明
会

か
ら
ず

っ
と

言
っ
て

い
る
が

、
そ
れ

を
わ

か
っ
て

い
な
が

ら
何
一

つ
対

策
を
と

っ
て
こ

な
か
っ

た
こ

と
に
対

し
て
、

当
支
局

は
ど
う

責
任

を
取
る

の
か

。
3

C

1
8
従

来
の
台

風
被
害

へ
の
対

応
の

甘
さ
を

認
識
す

る
こ
と

2
2

D
1
9
説

明
を
希

望
（
わ

か
り
や

す
い

）
。
原

因
が
あ

り
結
果

が
あ

っ
た
の

で
説
明

を
1
8

C
2
0
◎

わ
か
り

や
す
く

、
説
明

を
希

望
し
ま

す
。

1
8

C

  
 

6
.
＜

下
水

道
部

会
＞

浸
水

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

る
検

証
へ

の
御

意
見

（
1
3
章

）
№

意
見

内
容

区
分

箇
所

内
容

2
区

分
2

箇
所

2
内

容
3

区
分

3
箇

所
3

内
容

4
区

分
4

箇
所

4
1
現

在
の
操

作
手
順

書
を
前

提
に

し
た
避

難
判
断

水
位
時

点
（

１
５
：

０
０
）

で
シ
ュ

ミ
レ

ー
シ
ョ

ン
し
た

結
果
、

ゲ
ー

ト
閉
鎖

判
断
が

早
ま
っ

て
お

り
、
結

果
内
水

氾
濫
の

被
害

が
拡
大

す
る
シ

ュ
ミ

レ
ー
シ

ョ
ン
と

な
り
、

シ
ュ

ミ
レ
ー

シ
ョ
ン

結
果
か

ら
「

内
水
氾

濫
の
危

険
を
考

慮
し

た
判
断

は
や
む

を
得
な

い
」

と
し
て

い
る
が

、
誤
っ

た
操

作
手
順

書
が
前

提
と
な

っ
て

お
り
結

論
と
し

て
不

当
で
あ

る
。

仮
に
当
時

の
操
作

手
順
書

を
前

提
と
し

て
も
、

当
日
の

逆
流

確
認
時

点
で
「

総
合
判

断
」

と
し
て

、
以
下

の
①
～

③
の

時
点
で

ゲ
ー
ト

を
閉
鎖

し
て

い
た
場

合
ど
の

程
度
被

害
を

軽
減
で

き
た
か

の
浸

水
シ
ュ

ミ
レ
ー

シ
ョ
ン

も
実

施
を
す

べ
き
で

あ
る
。

　
　
①
各

被
害
地

域
で
現

場
の

職
員
が

１
２
日

当
日
に

水
の

色
の
変

化
か
ら

逆
流
を

確
認

し
た
時

刻
（
中

間
ま
と

め
２

３
～
２

９
頁
）

　
　
②
丸

子
ポ
ン

プ
場
で

の
浸

水
確
認

時
期
　

２
１
時

２
０

分
（
中

間
ま
と

め
５
３

頁
）

　
　
③
市

公
式
逆

流
確
認

時
刻

　
　
山

王
排
水

樋
管
の

角
落

し
室
の

溢
水
確

認
時
２

２
：

１
３
（

中
間
ま

と
め
３

０
頁

）

8
D

2
シ

ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ

ン
の
分

析
は

、
桶
門

を
閉
め

な
か
っ

た
言

い
訳
を

す
る
た

め
の
も

の
に

し
か
見

え
ま
せ

ん
。
場

所
に

よ
っ
て

内
水
氾

濫
を
起

こ
さ

な
か
っ

た
場
所

も
あ
る

の
で

は
な
い

で
す
か

。
8

D

3
浸

水
規
模

と
い
う

場
合
は

、
浸

水
面
積

の
事
を

指
す
の

で
し

ょ
う
か

？
被

害
の
範

囲
を
縮

小
さ
せ

る
事

は
重
要

で
し
ょ

う
が
、

そ
の

た
め
に

浸
水
が

起
き
て

し
ま

っ
た
場

所
で
の

深
さ
等

に
影

響
は
な

い
の
で

し
ょ
う

か
？

前
項
で
も

書
き
ま

し
た
が

、
閉

め
て
も

開
け
て

も
必
ず

浸
水

す
る
場

所
が
あ

り
ま
す

。
8

D

4
理

論
上
だ

け
で
な

く
、
実

際
の

各
種
測

定
を
増

や
し
て

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

精
度
を

上
げ

る
よ
う

に
す
べ

き
で
あ

る
。

1
9
号
級

程
で
な

い
と
し

て
も

増
水
機

会
は
あ

る
と
考

え
ら

れ
、
こ

れ
ら
の

実
測

デ
ー
タ

を
用
い

る
こ
と

で
精

度
を
向

上
さ
せ

て
頂
き

た
い

。
8

A
1
2
-
2

5
こ

れ
だ
け

大
き
な

被
害
を

出
し

た
、
水

害
の
再

発
防
止

の
た

め
に
、

災
害
発

生
当
時

の
条

件
を
も

と
に
シ

ュ
ミ
レ

ー
シ

ョ
ン
を

し
て
、

秒
単
位

・
分

単
位
で

下
水
道

局
が
対

応
し

た
事
実

関
係
を

検
証

す
る
こ

と
は
、

今
後
の

水
害

を
防
ぐ

た
め
に

非
常
に

大
切

で
あ
る

と
思
う

の
で
、

シ
ュ

ミ
レ
ー

シ
ョ
ン

は
非
常

に
良

い
と
思

う
。
た

だ
し
、

シ
ュ

ミ
レ
ー

シ
ョ
ン

を
す
る

際
に

は
、
そ

の
前
提

と
な

る
条
件

を
正
し

く
イ
ン

プ
ッ

ト
し
な

い
と
、

正
し
い

解
析

結
果
は

得
ら
れ

な
い
。

ど
ん
な
に

良
い
シ

ュ
ミ
レ

ー
シ

ョ
ン
ソ

フ
ト
で

も
、
そ

こ
に

投
入
す

る
デ
ー

タ
の
精

度
や

デ
ー
タ

数
。
デ

ー
タ
の

漏
れ

抜
け
が

あ
る
と

全
く
本

来
の

シ
ュ
ミ

レ
ー
シ

ョ
ン
機

能
を

果
た
さ

な
い
だ

け
で

な
く
、

使
い
方

を
間
違

え
ば

、
自
分

た
ち
の

都
合
の

良
い

結
果
を

出
す
た

め
の
都

合
の

良
い
道

具
と
化

し
て
し

ま
う

。
例

え
ば
、

上
丸
子

山
王
町

の
樋

管
ゲ
ー

ト
の
閉

止
時
間

の
タ

イ
ミ
ン

グ
。
多

摩
川
か

ら
河

川
水
が

逆
流
し

始
め
た

と
き

の
単
位

時
間
あ

た
り
の

流
入

水
量
、

地
域
に

降
っ
て

い
る

雨
水
と

河
川
か

ら
の

逆
流
水

の
力
加

減
な
ど

、
細

か
く
た

だ
し
く

デ
ー
タ

を
投

入
で
き

て
い
な

け
れ
ば

、
シ

ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ

ン
結
果

が
都

合
の
良

い
結
果

さ
え
出

れ
ば

そ
れ
以

上
の
検

証
は
し

な
い

と
い
う

恐
ろ
し

く
危

険
な
こ

と
と
な

る
と
考

え
る

。

8
B

1
0

6
結

局
今
回

の
判
断

は
正
し

い
と

あ
り
ま

す
。

正
し
い
な

ら
何
故

こ
ん
な

に
被

害
が
大

き
か
っ

た
の
で

し
ょ

う
か
。

間
違
い
を

認
め
進

ま
な
け

れ
ば

ま
た
同

じ
事
の

繰
り
返

し
に

な
り
ま

す
。

保
障
し
た

く
な
い

か
ら
言

い
逃

れ
し
よ

う
な
ど

と
は
思

わ
な

い
で
く

だ
さ
い

。
市

民
の
安

全
を
第

１
に
考

え
て

く
だ
さ

い
。

3
C

7
シ

ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ

ン
の
各

論
（

具
体
的

な
条
件

，
事
情

等
）

が
全
く

不
明
で

あ
る
。

シ
ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ

ン
の
妥

当
性

も
判
断

す
る
必

要
が
あ

る
た

め
，
全

て
開
示

す
べ
き

で
あ

る
。

8
D

8
各

地
域
で

雨
水
幹

線
管
が

満
管

に
な
っ

た
時
点

で
ゲ
ー

ト
を

閉
め
て

い
た
場

合
の
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
を

し
て
く

だ
さ

い
。

シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
で
平

面
図

の
範
囲

を
示
し

て
い
た

だ
い

て
い
ま

す
が
、

代
表
地

点
の

断
面
図

も
示
し

て
く
だ

さ
い

。
そ

の
際
、

実
態
と

実
際
の

雨
量

の
場
合

で
１
時

間
ご
と

に
ゲ

ー
ト
を

閉
め
た

際
の
予

測
浸

水
水
位

を
代
表

地
点
で

構
い

ま
せ
ん

の
で
示

し
て
く

だ
さ

い
。

観
測
予
測

雨
量
の

時
間
帯

の
設

定
が
不

明
で
す

。
時
間

帯
ご

と
に
最

大
雨
量

が
発
生

し
た

場
合
の

予
測
水

位
を
を

示
し

て
く
だ

さ
い
。

8
D

9
想

定
が
的

確
か
ど

う
か
見

直
し

し
て
ほ

し
い
。

8
D

1
0
シ

ュ
ミ
レ

ー
シ
ョ

ン
は
設

定
に

よ
っ
て

結
果
が

大
き
く

違
っ

て
く
る

こ
と
が

あ
り
ま

す
。

お
金
を

か
け
て

も
、
第

三
者

機
関
に

依
頼
し

て
い
く

つ
か

の
シ
ュ

ミ
レ
ー

シ
ョ
ン

を
行
う

べ
き

だ
。

　
そ
の
結

果
を
信

用
し
て

、
不

十
分
な

対
策
で

終
わ
り

、
ま

た
同
じ

よ
う
な

被
害
に

な
っ

て
し
ま

っ
た
ら

「
想
定

が
で

あ
っ
た

」
で
は

済
ま
さ

れ
な

い
。
結

果
が
異

な
っ
た

と
き

に
は
、

そ
の
分

析
を

や
れ
ば

い
い
こ

と
で
あ

る
。

8
D

1
1
1
0
数
年
前

ま
で
は

畑
で
あ

っ
た

土
地
な

ど
の
多

く
が
、

マ
ン

シ
ョ
ン

等
に
変

わ
っ
た

こ
と

に
よ
り

、
土
地

に
浸
透

す
る

水
量
が

激
減
し

、
結
果

そ
れ

が
排
水

樋
管
に

流
れ
て

い
る
。

そ
の

た
め
、

同
じ

雨
量
で

あ
っ
て

も
樋
管

を
整

備
し
た

時
の
想

定
よ
り

も
、

多
く
の

雨
水
が

樋
管
を

流
れ

て
お
り

、
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
に
お

い
て
も

そ
の
辺

り
に

触
れ
て

い
た
だ

き
た
い

。
8

B
1
0

1
2
　

シ
ュ
ミ

レ
ー
シ

ョ
ン
は

設
定

条
件
に

よ
り
変

わ
り
ま

す
が

、
通
常

ゲ
ー
ト

操
作
は

逆
流

な
ど
水

位
の
状

況
を
判

断
し

な
が
ら

開
閉
操

作
し
ま

す
が

、
適
正

な
操
作

を
実
施

し
た
条

件
で

シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ

ン
し
て

下
さ
い

。
8

B
1
0

7 
ペ
ー
ジ
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1
3
当

事
者
が

行
っ
た

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

で
は
全

く
信
ぴ

ょ
う

性
が
な

い
。
「

自
分
た

ち
は

間
違
っ

て
い
な

い
け
れ

ど
、

土
砂
を

防
ぐ
に

は
手
順

書
を

見
直
し

が
必
要

で
あ
る

」
な
ど

と
、

責
任
逃

れ
の

た
め
の

結
果
あ

り
き
の

検
証

と
な
っ

て
い
る

。
第
三

者
の

コ
メ
ン

ト
も
責

任
を
問

う
も

の
で
は

な
く
、

見
せ
ら

れ
た

資
料
の

感
想
を

言
っ
て

い
る

だ
け
で

全
く
意

味
が
な

い
。

第
三
者
が

「
主
体

的
に
」

検
証

し
、
ゲ

ー
ト
開

閉
の
マ

ニ
ュ

ア
ル
を

策
定
す

べ
き
。

逆
流

を
防
ぐ

た
め
の

水
門
な

の
で

、
閉
め

る
の
は

当
た
り

前
で

あ
り
、

そ
れ
を

い
つ
の

タ
イ

ミ
ン
グ

で
締
め

る
べ

き
か
を

き
ち
ん

と
検
証

し
て

ほ
し
い

。
水
門

を
閉
め

る
の

だ
か
ら

、
排
水

も
確
実

に
行

え
る
よ

う
予
め

対
応
し

て
お

く
べ
き

だ
っ
た

の
に
、

そ
れ

を
怠
っ

た
責
任

に
つ
い

て
何

も
謝
罪

が
な
い

の
が

許
せ
な

い
。
P
.
8
5
に
記

載
さ

れ
て
い

る
「
【

課
題
】

①
河

川
水
の

逆
流
防

止
②
内

水
の

排
除
」

は
、
検

証
な
ど

し
な

く
て
も

最
初
か

ら
わ
か

っ
て

い
る
当

た
り
前

の
こ
と

で
、

予
め
手

を
打
っ

て
お

く
べ
き

だ
っ
た

。
温
暖

化
が

加
速
し

内
水
氾

濫
は
容

易
に

予
測
で

き
た
は

ず
な
の

に
、

川
崎
市

の
怠
慢

と
し
か

言
い

よ
う
が

な
い
。

1
4

B
1
2
-
6

8
D

3
C

1
4
6
6
頁
の
②

は
、
な

ぜ
既
往

最
高

水
位
で

収
ま
っ

た
場
合

で
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
す
る

の
か

。
当
日

の
水
位

1
0
 
.
8
1
ｍ
で

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
を

す
べ

き
。
1
0
.
8
1
m
で

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン

し
た
場

合
に

②
の
浸

水
範
囲

が
も
っ

と
広

が
っ
て

い
る
の

で
あ
れ

ば
、

ゲ
ー
ト

を
開
け

て
い
て

も
閉

め
て
も

浸
水
規

模
は
変

わ
ら

な
か
っ

た
と
い

う
結
論

に
は

な
ら
な

い
。

8
D

1
5
「

河
川
水

が
逆
流

し
て
い

て
も

、
総
合

判
断
の

結
果
、

ゲ
ー

ト
を
開

放
す
る

」
と
い

う
手

順
に
間

違
い
な

か
っ
た

と
い

っ
て
い

ま
す
が

、
手
順

を
見

直
す
と

も
い
っ

て
い
ま

す
。
非

が
あ

る
こ
と

を
認

め
て
い

る
の
で

は
な
い

で
し

ょ
う
か

。
1
4

D

1
6
　

｢
当
日
の

状
況

」
に
対

し
て
、

｢
X
時
の

時
点

で
ゲ
ー

ト
を
閉

め
て
い

た
ら

、
浸
水

深
図
は

こ
の
よ

う
に

な
り
ま

す
」
と

い
う
シ

ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
が

必
要
な

の
で
は

な
い

か
。
そ

の
結
果

が
な
い

と
、
ゲ
ー

ト
を
開

閉
す
る

必
要

性
が
見

え
て
こ

な
い
。

8
B

1
0

1
7
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
は
、

ゲ
ー

ト
を
閉

じ
て
い

た
ら
被

害
が

大
き
く

な
る
場

合
が
あ

る
か

の
よ
う

に
結
論

を
導
く

設
定

と
な
っ

て
お
り

、
信
用

で
き

な
い
。

当
日
の
降

雨
の
状

況
は
、

川
崎

市
域
に

お
い
て

は
予
報

よ
り

も
早
く

に
収
ま

っ
て
お

り
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
の
設

定
と

は
乖
離

が
あ
り

、
実
態

を
反

映
し
て

い
な
い

。
ま

た
、
川

崎
市
に

よ
る
誤

っ
た

操
作
判

断
の
時

系
列
に

当
て

は
め
た

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン

に
な
っ

て
お
り

、
河
川

の
逆

流
が
始

ま
る
ギ

リ
ギ
リ

ま
で

「
ゲ
ー

ト
開
」

を
維
持

し
、

極
力
雨

水
を
逃

す
努

力
を
し

た
後
、

逆
流
確

認
時

点
で
「

ゲ
ー
ト

閉
」
に

切
り

替
え
る

ベ
ス
ト

の
選
択

を
し

た
場
合

は
、
い

ず
れ
の

地
域

で
も
被

害
が
小

さ
く
な

る
で

あ
ろ
う

こ
と
は

容
易
に

推
測

で
き
る

。
市
街

地
の

雨
水
が

逃
げ
場

を
失
っ

て
い

る
と
こ

ろ
に
、

河
川
の

逆
流

が
追
い

打
ち
を

か
け
れ

ば
、

被
害
が

拡
大
す

る
の
が

当
然

で
あ
り

、
こ
の

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

は
実
態

を
捻
じ

曲
げ

る
設
定

に
基
づ

い
て

都
合
の

良
い
結

論
を
導

き
出

し
た
も

の
と
見

な
さ
ざ

る
を

得
な
い

。

8
D

1
8
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
に
よ

り
被

害
の
状

況
が
少

し
で
も

再
現

で
き
る

こ
と
は

良
い
。

た
だ

、
今
回

の
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
は
、

水
害
の

み
で
あ

っ
た

。
山
王

町
2
丁
目

は
、

泥
に
よ

る
堆
積

被
害
も

大
き
か
っ

た
。
水

よ
り
泥

の
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
を
行

う
こ

と
で
樋

管
の
開

閉
の
重

要
性

が
よ
り

明
確
に

な
る
も

の
と

考
え
る

。
ま

た
、
実

際
の
被

害
と
整

合
性

も
考
え

る
と
、

被
害
者

の
実

態
調
査

も
行
う

こ
と
が

大
事

で
あ
る

。
8

D

1
9
資

料
6
6
の

③
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
の
デ

ー
タ
は

極
め
て

不
自

然
な
内

容
と
な

っ
て
い

ま
す

。
　

　
降
雨

に
よ
る

、
内
水

の
み

で
の
溢

水
で
あ

れ
ば
、

今
回

の
水
害

で
溢
れ

た
以
外

の
場

所
に
も

っ
と
大

き
な
水

た
ま

り
が
出

来
る
は

ず
で
す

。
ゲ

ー
ト
を

閉
め
て

も
こ
れ

だ
け

溢
れ
る

と
言
い

た
か

っ
た
の

で
し
ょ

う
が
、

破
綻

し
て
い

ま
す
。

ま
た
、

④
に

つ
い
て

も
当
日

の
雨
水

貯
留

管
は
、

逆
流
水

が
流
れ

込
む

ま
で
十

分
に
余

裕
が
あ

り
、

河
川
水

さ
え
流

れ
込
ま

な
け

れ
ば
こ

こ
に
示

さ
れ

た
溢
水

も
発
生

す
る
は

ず
が

あ
り
ま

せ
ん
。

再
検
証

す
べ

き
で
す

。

8
D

2
0
本

当
に
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
通

り
な
の

か
は
疑

問
。
感

覚
と

し
て
は

雨
量
が

減
っ
て

か
ら

浸
水
が

発
生
し

た
の
で

、
閉

じ
て
い

れ
ば
浸

水
し
な

か
っ

た
の
で

は
？
又

、
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
通
り

と
し

て
も
ゲ

ー
ト
を

閉
め
て

い
れ

ば
土
砂

の
被
害

は
免
れ

た
の

で
は
？

繰
り
返

し
に
な

る
が

、
現
場

の
判
断

が
重
要

な
の

で
、
現

地
へ
の

人
材
配

置
に

つ
い
て

し
っ
か

り
と
考

え
て

ほ
し
い

。
8

D
5

D
6

D

2
1
小

河
内
ダ

ム
の
緊

急
吐
出

量
に

関
す
る

シ
ュ
ミ

レ
ー
シ

ョ
ン

が
な
さ

れ
て
い

な
い
の

は
な

ぜ
か
？

私
の
計
算

で
は
、

最
大
吐

出
量

の
７
５

０
m
3
／

s
e
c
に

よ
っ
て

下
流
側

の
諏

訪
地
区

で
は
水

位
が
１

ｍ
程

度
上
昇

し
、
こ

れ
が
無

け
れ

ば
逆
流

が
無
か

っ
た
と

も
考

え
ら
れ

る
わ
け

で
、
下

流
の

水
位

を
考
慮

し
て
吐

出
し
て

欲
し

い
も
の

で
あ
る

。
も

っ
と
、

事
前
放

流
し
て

お
い

て
、
緊

急
放
流

せ
ず
と

も
良

い
よ
う

に
計
画

す
る
よ

う
申

し
入
れ

を
し
て

い
た
だ

き
た

い
。

ま
た
、
多

摩
川
の

水
位
を

下
げ

る
た
め

の
視
点

が
感
じ

ら
れ

な
い
が

、
な
ぜ

か
？

す
ぐ
に
で

き
る
こ

と
と
し

て
は

、
多
摩

川
の
浚

渫
や
小

河
内

ダ
ム
の

浚
渫
が

あ
る
は

ず
だ

が
、
ど

こ
に
も

記
述
が

無
い

の
は
な

ぜ
な
の

か
？

1
9

E
8

D

2
2
今

回
の
浸

水
以
上

の
災
害

を
予

想
し
な

が
ら
対

策
を
お

願
い

し
た
い

。
2
1

C
2
3
ゲ

ー
ト
を

閉
め
る

と
き
に

閉
め

ず
、
開

け
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
と
き

に
閉
め

る
検
証

で
す

か
、
操

作
手
順

ど
お

り
行
わ

れ
て
は

い
な
い

。
操

作
判
断

水
位
7
.
6
0
超
え

た
の

を
確
認

で
は
問

題
が
あ

り
超

え
る
の

を
確

認
で
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
そ

の
為
丸

子
雨
水

幹
線
に

外
水

が
入
り

機
能
を

果
た
せ

な
く

な
っ
た

。
検
証

の
と

お
り
2
9
年
か
ら

何
も
学

ん
で

い
な
い

上
下
水

道
局
で

は
河

川
の
状

況
判
断

が
出
来

る
わ

け
が
な

い
。
河

川
管
理
課

に
判
断

さ
せ
ゲ

ー
ト

操
作
を

行
わ
せ

た
方
が

よ
い

6
D

2
4
9
,
資
料
6
6
の
③
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
の

デ
ー
タ

は
極
め

て
不

自
然
な

内
容
と

な
っ
て

い
ま

す
。

隆
雨
に
よ

る
、
内

水
の
み

で
の

溢
水
で

あ
れ
ば

、
今
回

の
水

害
で
溢

れ
た
以

外
の
場

所
に

も
っ
と

大
き
な

水
た
ま

り
が
出
来

る
は
ず

で
す
。

ゲ
ー

ト
を
閉

め
て
も

こ
れ
だ

け
溢

れ
る
と

言
い
た

か
っ
た

の
で

し
ょ
う

が
、
破

綻
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、

④
に
つ

い
で

も
当
日

の
雨
水

貯
留
管

は
、

逆
流
水

が
流
れ

込
む
ま

で
十

分
に
余

裕
が
あ

り
、
河

川
水
さ
え

流
れ
込

ま
な
け

れ
ば

こ
こ
に

示
さ
れ

た
溢
水

も
発

生
す
る

は
ず
が

あ
り
ま

せ
ん

。
再
検

証
す
べ

き
で
す

。

8
D

8 
ペ
ー
ジ
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2
5
【

意
見
3
】

6
6
 
ペ

ー
ジ
「

○
当

日
の
気

象
予
報

を
踏
ま

え
た

浸
水
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
」

に
関
し

て
[
浸

水
シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
の
パ

タ
ー
ン

設
定

と
考
察

へ
の
疑

問
]

①
(
当
日
の

状
況

)
と
②
の

間
に

は
、
「

ゲ
ー
ト

操
作
=
ゲ
ー
ト

開
」
「

河
川

水
位
=
当

日
の

最
高
水

位
」
「

降
雨
=
「
気
象

予
報
よ

り
時

間
雨
量

5
0
m
m
、

総
降

水
量
3
0
0
m
m
 
と

想
定
」

の
ケ
ー

ス
が

あ
る

べ
き
と

考
え
る

。
こ
の

ケ
ー

ス
で
の

浸
水
規

模
は
、

①
②

③
よ
り

も
大
き

い
も
の

に
な

っ
た
は

ず
で
あ

る
。
こ

の
ケ

ー
ス
と

③
と
を

比
較
す

る
と

、
気
象

予
報
ど

お
り
の

大
雨

の
場
合

で
も
、

ゲ
ー
ト
を

閉
鎖
し

た
場
合

の
方

が
浸
水

規
模
は

小
さ
い

、
と

の
結
論

が
で
る

の
で
は

な
い

か
。

ま
た
、
考

察
に
関

し
て
は

以
下

の
よ
う

に
考
え

る
。

①
と
④
の

比
較
か

ら
、
「

河
川

水
位
=
当

日
の

最
高
水

位
」
「

降
雨
=
当
日
の

降
雨
」

の
ケ

ー
ス
に

お
い
て

は
、
ゲ

ー
ト

を
閉
鎖

し
て
い

れ
ば
浸

水
規

模
が
明

ら
か
に

小
さ
く

な
っ

た
。
ま

た
、
②

と
③

の
比
較

か
ら
、

「
河
川

水
位

=
既
往
最

高
水

位
」
「

降
雨
=
気
象
予

報
よ
り

時
間
雨

量
5
0
m
m
、
総

降
水
量

3
0
0
m
m
 
と
想

定
」
の

場
合
で

は
、
ゲ

ー
ト

開
と
ゲ

ー
ト
閉

と
で
浸

水
規

模
は
大

差
な
か

っ
た

。
す
な

わ
ち
、

ゲ
ー
ト

を
閉

鎖
し
て

い
れ
ば

、
降
雨

量
が

少
な
い

場
合
に

は
浸
水

規
模

は
小
さ

く
な
り

、
時
間

雨
量

5
0
m
m
、

総
降
雨

量
3
0
0
m
m
 
の

大
雨
の

場
合
で

も
ゲ
ー

ト
開

の
場
合

よ
り
浸

水
規

模
が
大

き
く
な

る
こ
と

は
な

か
っ
た

。
気

象
予
報

ど
お
り

の
大
雨

が
降

っ
た
場

合
の
比

較
（
②

と
③

の
比
較

）
だ
け

で
は
、

こ
れ

ま
で
の

操
作
手

順
の
問

題
点

が
見
え

な
く
な

る
懸
念

が
あ

る
。
様

々
な
条

件
を
考

慮
し

、
操
作

手
順
の

改
善

に
取
り

組
ん
で

い
た
だ

き
た

い
。

【
意
見
4
】

6
7
 
ペ

ー
ジ
「

○
ゲ

ー
ト
閉

鎖
に
時

間
を
要

し
た

場
合
の

検
証
」

に
関
し

て
ゲ

ー
ト
閉

鎖
に
長

時
間
か

か
る

こ
と
の

悪
影
響

を
検
証

す
る

に
は
、

1
5
:
0
0
 
時
点
で

ゲ
ー

ト
閉
鎖

判
断
を

行
い
速

や
か

に
閉
鎖

で
き
た

場
合
と

、
1
5
:
0
0
 
時

点
で
ゲ

ー
ト
閉

鎖
判

断
を
行

っ
た
が

閉
鎖

ま
で
に

1
2
 
時

間
程
度

か
か
っ

た
場
合

と
で

ど
れ
だ

け
浸
水

規
模
が

異
な

る
か
の

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン

も
示
す

べ
き
、

と
考
え

る
。

そ
の
よ

う
な
比

較
を
お

こ
な

え
ば
、

ゲ
ー
ト

を
速
や

か
に

閉
鎖

で
き
な

い
こ
と

の
悪
影

響
、

言
い
換

え
る
と

速
や
か

に
閉

鎖
で
き

る
こ
と

の
重
要

性
が

よ
り
明

ら
か
に

な
る
、

と
考

え
る
。

【
意
見
5
】

8
4
 
ペ

ー
ジ
「

■
1
3
-
7
.
浸
水

シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

に
よ
る

検
証

の
ま
と

め
」
お

よ
び
8
5
 
ペ
ー

ジ
「
■

1
3
-
8
.
ゲ
ー
ト

操
作

の
妥
当

性
」
に

関
し
て

【
意
見
3
】

お
よ

び
【
意

見
4
】

よ
り
、

山
王
排

水
樋
管

に
関

す
る
結

論
は
、

全
面
的

な
見

直
し
を

行
っ
て

い
た
だ

き
た

い
。

8
D

2
6
・

諏
訪
地

域
に
関

し
て
は

「
ゲ

ー
ト
を

締
め
て

も
閉
め

な
く

て
も
浸

水
す
る

の
で
今

回
閉

め
な
か

っ
た
こ

と
は
間

違
っ

て
な
か

っ
た
。

」
と
い

う
こ

と
を
言

い
た
か

っ
た
た

め
の
、

シ
ュ

ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
、

検
証
と

し
か
受

け
取

れ
な
か

っ
た
。

以
前
か

ら
内

水
氾
濫

（
市
の

資
料
は

S
４
９

ま
で
し

か
な

い
が
、

そ
れ
以

前
か
ら

発
生

し
て
い

る
）
も

あ
り
、

「
だ

か
ら
ど

う
す
る

の
か
？

」
を

検
証

し
て
３

月
ま
で

に
伝
え

ま
す

！
！
と

１
１
月

の
住
民

説
明

会
で
言

っ
て
い

た
と
思

う
が

、
何
も

答
え
に

な
っ
て

い
な

い
。

1
8

C

2
7
浸

水
シ
ュ

ミ
レ
ー

シ
ョ
ン

に
よ

り
山
王

排
水
樋

管
に
よ

る
浸

水
範
囲

は
大
幅

に
減
少

す
る

⇒
こ
れ

に
よ
っ

て
ゲ
ー

ト
は

閉
鎖
す

べ
き
と

実
証
さ

れ
る

。
但

し
、
多

摩
川
に

側
面
す

る
川

崎
市
は

長
い
。

ゲ
ー
ト

の
場

所
に
よ

り
閉
鎖

の
タ
イ

ミ
ン

グ
を
個

々
に
検

討
す
べ

き
で

は
な
い

か
？

1
4

B
1
0

2
8
⑥

（
資
料

6
6
ペ
ー

ジ
：
1
3
.
浸
水

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
よ
る

検
証
1
2
/
3
1
の

②
と
③

の
図

）
よ
り

当
日
の
天

気
予
報

か
ら
の

浸
水

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
と

し
て

、
1
9
時

の
時
点

の
想
定

と
し

て
時
間

雨
量
5
0
ｍ
ｍ
、

総
降

雨
量
3
0
0
ｍ
ｍ

と
想
定

さ
れ
て

い
る
。

1
）

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
お
け

る
雨
の

降
ら

せ
方
を

記
し
て

い
た
だ

き
た

い
。
ち

な
み
に

当
時
の

降
雨

は
最
大

時
間
雨

量
2
2
ｍ

ｍ
、

総
雨
量

2
1
9
ｍ

ｍ
と
天

気
予
報

の
数
値

と
は

大
き
く

異
な
っ

て
い

る
。

2
）

以
下
の

時
点

毎
に
、

ゲ
ー
ト

を
閉
め

た
場

合
と
開

放
し
た

場
合
と

で
比

準
し
た

浸
水
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
結

果
を
開

示
い
た

だ
き

た
い
。

（
投
入
係

数
条
件

1
）

降
雨
慮
：

実
際
の

降
雨
量

多
摩
川
水

位
：
各

時
点
で

の
山

王
排
水

樋
管
箇

所
に
お

け
る

推
定
値

（
投
入
系

数
条
件

2
）

降
雨
量
：

各
時
点

ま
で
実

際
の

降
雨
量

と
各
時

点
以
降

は
短

期
予
報

の
値
（

雨
の
降

ら
せ

方
を
明

記
）

多
摩
川
水

位
：
各

時
点
で

の
山

王
排
水

樋
管
箇

所
に
お

け
る

推
定
値

（
時
点
）

1
5
：
4
5
　

山
王
町

2
丁
目

1
2
0
8
付

近
で
初

め
て

溢
水
を

確
認
し

、
雨
水

吐
室

A
の
水
位

が
6
.
6
8
ｍ
と

付
近
最

低
地
盤

高
6
.
5
4
5
ｍ
よ

り
も

上
昇
し

た
時
点

1
6
：
4
7
　

丸
子
雨

水
幹
線

水
位

が
急
激

に
上
昇

し
満
管

に
な

っ
た
時

点
1
7
：
0
3
　

山
王
町

2
丁
目

1
3
6
3
付

近
で
南

部
沿

線
道
路

の
冠
水

と
水
の

色
の

変
化
し

た
時
点

1
8
：
1
5
　

山
王
町

2
丁
目

1
3
6
3
付

近
で
マ

ン
ホ

ー
ル
の

蓋
が
外

れ
濁
水

が
噴

出
し
て

い
た
時

点
３

）
②
と

③
の
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
の

設
定
降

雨
量
（

時
間

雨
量
5
0
m
m
、
総

降
雨
量

3
0
0
m
m
）
の
「

中
原

区
に
お

け
る
発

生
確
率

を
い

く
ら
と

見
込
ん

だ
の
か

（
〇

年
に
１

回
と
い

う
表
記

で
も

可
）
科
学

的
根
拠

に
関
し

て
情

報
開
示

い
た
だ

き
た
い

。
４

）
②
と

③
の
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
の

設
定
降

雨
量
は

観
測

値
よ
り

も
多
い

が
、
多

摩
川

水
位
は

既
往
最

高
の
9
.
0
7
m
と

観
測
値

（
1
0
.
3
1
m
）

よ
り
低

く
設
定

し
て

い
る
。

中
原
区

で
観
測

史
上

稀
な

降
雨
が

発
生
し

た
と
の

仮
定

を
置
く

の
な
ら

ば
、
広

域
で

相
当
な

大
雨
が

発
生
し

て
お

り
、
多

摩
川
水

位
上
昇

も
観

測
値
を

上
回
る

と
想
定

す
べ

き
で
あ

り
、
多

摩
川
水

位
だ

け
を
観

測
値
よ

り
も

低
く
設

定
す
る

の
は
不

合
理

で
は
な

い
の
か

。
敢
え

て
そ

う
し
た

仮
定
を

お
い
た

科
学

根
拠
を

開
示
い

た
だ
き

た
い

。

8
D

2
9
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
で
終

わ
る

こ
と
な

く
、
直

ち
に
防

災
の

た
め
の

実
効
性

の
あ
る

対
応

を
行
う

こ
と

2
1

B
1
2

3
0
・

６
月
に

は
、
梅

雨
が
や

っ
て

き
ま
す

。
そ
の

後
台
風

も
来

て
、
又

昨
年
の

よ
う
な

事
が

お
こ
り

ま
す
。

も
う
私

共
年

寄
に
は

、
た
ち

な
お
れ

ま
せ

ん
。
も

し
こ
れ

が
、
多

摩
川
だ

っ
た

ら
と
ゾ

ッ
ト

し
ま
し

た
。

2
1

D

3
1
◎

多
摩
川

の
浸
水

被
害
に

つ
い

て
は
、

遅
か
っ

た
よ
う

に
思

い
ま
す

。
私
達

も
毎
日

の
生

活
の
う

ち
よ
り

考
え
て

生
き

て
ま
す

の
で
一

日
も
早

い
検

証
結
果

と
再
度

こ
の
様

な
事
が

、
お

こ
ら
な

い
様

に
お
願

い
致
し

ま
す
。

2
1

D

  
  

 
7
.
＜

下
水

道
部

会
＞

短
期

対
策

内
容

の
検

討
へ

の
御

意
見

（
1
4
章

）
　

1
．

樋
管

ゲ
ー

ト
の

改
良

 
№

意
見

内
容

区
分

箇
所

内
容

2
区

分
2

箇
所

2
内

容
3

区
分

3
箇

所
3

内
容

4
区

分
4

箇
所

4
1
職

員
が
操

作
し
な

い
の
な

ら
　

地
区
の

消
防
団

に
操
作

権
限

を
委
譲

し
た
方

が
ま
し

で
あ

る
宇

名
根
は

　
半
年

前
に
ゲ

ー
ト

を
作
り

直
し
て

い
た

検
討
会
は

　
内
部

職
員
だ

け
で

あ
り
　

検
討
会

に
は
な

ら
な

い
第

三
者
を

入
れ
な

い
会
合

は
　

内
部
の

反
省
会

で
あ
り

保
身

以
外
の

何
物
で

も
な
い

1
D

5
D

2
過

去
最
大

の
雨
量

と
多
摩

川
の

水
位
上

昇
を
し

て
い
る

中
、

市
職
員

が
危
険

を
冒
し

て
水

門
捜
査

等
の
業

務
に
従

事
す

る
の
は

、
2
次

災
害
に

も
繋
が

り
か
ね

な
い

（
3
.
1
1
の
津
波

時
の
様

に
）
こ

の
た
め
、

今
後
の

対
策
を

施
し

て
い
く

上
で
は

、
確
実

に
施

設
を
動

か
し
て

い
く
た

め
に

水
門
の

遠
隔
操

作
や
自

動
化

は
必
須

だ
と
思

い
ま
す

。
1
5

B
1
2
-
3

3
手

動
は
無

理
が
あ

る
の
で

早
く

変
え
て

く
だ
さ

い
。

1
5

B
1
2
-
3

4
ゲ

ー
ト
の

状
態
、

動
作
確

認
を

早
期
に

す
べ
き

。
2
1

B
9
-
2
-
4

5
こ

の
時
代

に
、
「

手
作
業

で
ゲ

ー
ト
の

開
閉
を

そ
の
場

に
行

っ
て
行

う
」
と

い
う
状

態
が

今
ま
で

放
置
さ

れ
て
い

た
の

は
行
政

の
怠
慢

と
し
か

言
え

な
い
の

で
は
な

い
か
？

川
崎

市
は
財

政
状
況

も
い

い
の
だ

か
ら
も

っ
と
こ

の
面

に
お
金

を
か
け

る
べ
き

だ
。

1
5

B
1
2
-
3

9 
ペ
ー
ジ

Ⅳ－115



6
ポ

ン
プ
車

や
水
門

を
閉
め

る
タ

イ
ミ
ン

グ
の
検

討
だ
け

で
は

、
台
風

1
9
号
と

同
じ
災

害
に

は
全
く

耐
え
ら

れ
な
い

。
多

く
の
地

域
の
雨

水
が
、

樋
門

の
あ
る

地
区
に

集
ま
っ

て
い

る
現
状

を
か
ん

が
え
る

と
、

樋
門
の

あ
る
地

域
だ
け

で
な

く
、
市

全
域
に

、
緊
急

時
に

使
用
す

る
貯
水

槽
な
ど

を
整

備
す
べ

き
と
考

え
る

。
2
2

C

7
な

ぜ
諏
訪

に
は
フ

ラ
ッ
プ

機
能

が
つ
か

な
い
の

か
？
ゲ

ー
ト

に
つ
け

ら
れ
な

い
の
で

あ
れ

ば
、
下

水
道
内

に
設
置

し
、

ゲ
ー
ト

が
開
い

た
ま
ま

の
場

合
も
逆

流
を
自

ら
防
げ

る
施

設
に
し

て
ほ
し

い
。
ま
た

、
未
だ

樋
管
の

ネ
ッ

ト
が
土

砂
や
流

木
で
汚

い
ま

ま
。
早

急
に
清

掃
し
て

ほ
し

い
。
ゲ

ー
ト
が

ゴ
ミ
を

挟
ま

な
い
よ

う
な
確

実
な
対

策
を

と
っ
て

ほ
し
い

2
1

B
1
2
-
1

8
フ

ラ
ッ
プ

ゲ
ー
ト

は
大
口

径
の

管
に
は

使
用
で

き
な
い

は
ず

で
あ
り

、
例
え

急
場
凌

ぎ
だ

と
し
て

も
、
排

水
容
量

を
増

大
さ
せ

ら
れ
る

抜
本
的

改
良

を
前
提

に
考
え

て
ほ
し

い
。

提
案
の

方
式
は

、
何

れ
も
効

果
な
し

と
い
う

も
の

で
は
無

い
の
で

、
速
や

か
に

実
現
を

求
め
る

。
特
に

電
動

化
、
遠

隔
操
作

化
は
、

操
作

員
の
生

命
を
守

る
観
点

か
ら

も
必
ず

行
う
べ

き
で
あ

る
。

1
5

B
1
2
-
3

1
6

B
1
4

9
B

1
2
-
1

1
2
-
3

9
早

急
に
開

閉
の
機

械
化
と

遠
隔

操
作
が

で
き
る

よ
う
に

な
る

こ
と
を

望
む
。

1
5

B
1
2
-
3

9
B

1
2
-
1

1
1

B
1
2
-
3

1
0
電

動
化
に

な
っ
て

も
万
が

一
の

時
は
、

手
動
も

可
能
だ

と
思

い
ま
す

が
、
そ

の
訓
練

は
行

わ
れ
て

い
ま
す

か
？

1
2

A
1
2
-
4

1
1
早

急
に
検

討
を

1
5

B
1
2

1
2
土

手
の
補

強
と
と

も
に
必

要
だ

が
、
排

水
樋
管

の
中
間

に
も

必
要

1
5

E
1
3
・

山
王
・

諏
訪
・

二
子
地

区
は

、
「
手

動
→
電

動
」
だ

け
で

、
今
後

も
補
助

ゲ
ー
ト

等
整

備
し
な

い
の
か

。
フ
ラ

ッ
プ

ゲ
ー
ト

に
し
な

い
と
、

人
為

操
作
が

残
り
、

ま
た
こ

の
地
区

は
見

捨
て
ら

れ
て

、
同
様

の
被
害

（
あ
る

い
は

そ
れ
以

上
）
が

発
生
す

る
と

思
う
が

、
こ
の

後
の
中

長
期

的
な
計

画
に
組

み
、
具

体
的

な
ス
ケ

ジ
ュ
ー

ル
を
示

し
て

も
ら
い

た
い
。

1
6

C

1
4
水

位
計
と

連
動
し

た
閉
門

（
自

動
）
方

式
を
と

る
べ
き

。
２

日
後
の

新
聞
で

上
下
水

道
局

管
理
課

長
の
コ

メ
ン
ト

で
職

員
を
現

地
へ
は

危
険
の

た
め

行
か
せ

な
か
っ

た
と
の

こ
と
だ

っ
た

。
1
5

C

1
5
水

位
計
等

と
連
動

し
た
自

動
閉

門
と
す

る
べ
き

。
（

洪
水
時

に
危
険

を
お
か

し
て

、
現
地

に
職
員

が
行
か

な
け

れ
ば
作

業
が
で

き
な
い

等
も

っ
て
の

ほ
か
）

1
5

C

1
6
川

崎
市
内

流
域
部

分
の
流

入
部

に
閉
鎖

ゲ
ー
ト

を
設
け

る
2
1

E
1
7
適

切
な
物

に
改
良

す
べ
き

。
2
1

B
1
2

1
8
◎

確
認
し

て
不
十

分
で
あ

る
な

ら
ば
、

適
切
な

物
に
改

良
す

べ
き
。

2
1

E

  
  

 
8
.
＜

下
水

道
部

会
＞

短
期

対
策

内
容

の
検

討
へ

の
御

意
見

（
1
4
章

）
　

2
．

観
測

機
器

の
設

置
 

№
意

見
内

容
区

分
箇

所
内

容
2

区
分

2
箇

所
2

内
容

3
区

分
3

箇
所

3
内

容
4

区
分

4
箇

所
4

1
決

め
ら
れ

た
通
り

パ
ト
ロ

ー
ル

を
実
施

し
　
現

場
に
即

し
た

行
動
を

取
れ
れ

ば
現
状

で
も

何
ら
問

題
は
な

い
。
そ

れ
が

で
き
な

い
か
な

ら
ば
そ

の
理

由
を
正

式
に
述

べ
る
べ

き
。

5
D

2
是

非
と
も

設
置
を

お
願
い

し
た

い
。

1
0

B
1
2
-
2

3
設

置
し
て

し
か
る

べ
き

1
0

B
1
2
-
2

4
観

測
器
が

壊
れ
て

い
る
こ

と
も

想
定
す

べ
き
。

緊
急
時
に

し
か
使

わ
な
い

設
備

は
、
市

の
予
算

配
分
で

後
回

し
に
な

り
、
結

果
、
壊

れ
て

い
る
事

に
気
が

つ
か
な

い
こ

と
や
、

壊
れ
て

い
て
も

予
算

が
な
く

直
せ
な

い
事
が

考
え

ら
れ
る

。
1
0

C

5
諏

訪
の
場

合
、
ど

こ
に
観

測
機

器
を
設

置
す
る

の
か
具

体
的

に
説
明

し
て
ほ

し
い
。

逆
流

の
状
況

を
市
民

も
H
P
で

確
認

で
き
る

よ
う
に

し
て
ほ

し
い

。
下

水
道
管

内
の
高

圧
洗
浄

を
す

る
際
に

、
観
測

機
器
が

故
障

す
る
こ

と
は
な

い
の
か

教
え

て
ほ
し

い
。
（

道
路
上

に
い

ま
だ
に

泥
が
た

ま
っ
た

ま
ま

な
の
で

、
側
溝

か
ら
雨

水
管

内
に
今

も
泥
が

流
入

し
て
い

る
と
思

わ
れ
、

台
風

接
近
時

に
は
再

度
雨
水

管
内

の
洗
浄

を
実
施

し
て
い

た
だ

く
こ
と

を
中
部

下
水
道

事
務

所
と
話

を
し
て

い
る
た

め
）

1
0

C

6
観

測
さ
れ

る
デ
ー

タ
等
は

W
E
B
等

を
活
用

し
て

市
民
が

ダ
イ
レ

ク
ト
に

リ
ア

ル
タ
イ

ム
に
知

れ
る
よ

う
に

公
開
し

て
い
た

だ
き
た

い
。

1
0

C
7
今

ま
で
観

測
機
器

が
無
か

っ
た

こ
と
が

問
題
な

の
で
、

こ
れ

も
速
や

か
に
実

施
さ
れ

た
い

。
1
0

B
1
2
-
2

8
早

急
に
検

討
を

1
0

B
1
2
-
2

9
必

要
1
0

B
1
2
-
2

1
0
【

意
見
6
】

8
9
 
ペ

ー
ジ
「

■
1
4
-
2
.
観
測

機
器

の
設
置

」
に
関

し
て

ゲ
ー
ト
の

確
実
な

開
閉
に

よ
る

地
表
冠

水
の
減

少
に
つ

な
が

る
た
め

、
水
位

計
等
の

計
測

機
器
の

設
置
は

2
0
2
0
 
年
梅
雨

期
ま
で

に
実

現
し

て
い
た

だ
き
た

い
。

【
意
見
7
】

8
9
 
ペ

ー
ジ
「

1
4
-
2
.
観
測
機

器
の

設
置
」

に
関
し

て
流

速
・
流

量
計
の

数
量
が

1
 
つ

だ
け
な

の
は
少

な
い
と

考
え

る
。

・
故
障
の

可
能
性

が
あ
る

・
位
置
に

よ
っ
て

流
速
が

異
な

る
可
能

性
が
あ

る
「

流
速
・

流
量
計

は
高
さ

も
し

く
は
左

右
位
置

の
違
う

箇
所

に
3
 
個

設
置
し

、
流
速

は
3
 
つ
の
平

均
で
、

流
向
は

3
 
つ

と
も
同

じ
か
否

か
で
判

断
を
お
こ

な
う
」

と
い
う

案
を

検
討
い

た
だ
き

た
い
。

1
0

C

1
1
今

回
の
浸

水
以
前

に
も
同

様
の

こ
と
が

あ
っ
た

事
か
ら

不
作

為
以
外

何
も
無

い
。

3
C

1
2
観

測
機
器

等
々
の

技
術
が

発
達

し
て
い

る
の
だ

か
ら
遠

域
地

か
ら
の

観
測
及

び
遠
方

制
御

等
を
た

だ
ち
に

改
善
す

べ
き

。
1
0

B
1
2
-
2

1
1

B
1
2
-
3

1
3
必

要
な
ら

ば
や
る

べ
き
。

1
0

B
1
2
-
2

1
4
◎

し
て
ほ

し
い
。

お
願
い

い
た

し
ま
す

。
1
0

B
1
2
-
2

  
  

 
9
.
＜

下
水

道
部

会
＞

短
期

対
策

内
容

の
検

討
へ

の
御

意
見

（
1
4
章

）
　

3
．

遠
方

制
御

化
 

№
意

見
内

容
区

分
箇

所
内

容
2

区
分

2
箇

所
2

内
容

3
区

分
3

箇
所

3
内

容
4

区
分

4
箇

所
4

1
決

め
ら
れ

た
通
り

パ
ト
ロ

ー
ル

を
実
施

し
　
現

場
に
即

し
た

行
動
を

取
れ
れ

ば
現
状

で
も

何
ら
問

題
は
な

い
。
そ

れ
が

で
き
な

い
か
な

ら
ば
そ

の
理

由
を
正

式
に
述

べ
る
べ

き
5

D
2
過

去
最
大

の
雨
量

と
多
摩

川
の

水
位
上

昇
を
し

て
い
る

中
、

市
職
員

が
危
険

を
冒
し

て
水

門
捜
査

等
の
業

務
に
従

事
す

る
の
は

、
2
次

災
害
に

も
繋
が

り
か
ね

な
い

（
3
.
1
1
の
津
波

時
の
様

に
）
こ

の
た
め
、

今
後
の

対
策
を

施
し

て
い
く

上
で
は

、
確
実

に
施

設
を
動

か
し
て

い
く
た

め
に

水
門
の

遠
隔
操

作
や
自

動
化

は
必
須

だ
と
思

い
ま
す

。
1
1

C

3
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
の
前

提
条

件
が
間

違
っ
て

い
る
と

思
う

。
多
摩

川
の
河

川
水
が

逆
流

開
始
す

る
と
き

に
樋
管

ゲ
ー

ト
を
閉

じ
た
場

合
の
浸

水
は

ど
う
な

っ
た
か

を
計
算

し
、

実
際
に

起
こ
っ

た
状

況
と
比

較
す
べ

き
で
あ

る
。

　
た
だ
し

、
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
は
境

界
条
件

、
定
数

の
与

え
方
で

ど
う
に

で
も
な

る
可

能
性
が

あ
る
の

で
目
的

と
計

算
の
限

界
を
理

解
す
る

必
要

が
あ
る

。
8

D

4
実

現
し
て

ほ
し
い

。
1
1

B
1
2
-
3

5
構

想
に
い

れ
る
べ

き
1
1

B
1
2
-
3

6
遠

方
制
御

は
必
要

だ
が
、

本
当

の
緊
急

時
に
は

、
現
場

で
の

作
業
も

想
定
さ

れ
る
。

職
員
が
で

き
る
だ

け
安
全

に
作

業
で
き

る
よ
う

な
、
現

地
の

仕
様
も

検
討
す

べ
き
。

1
1

B
1
2
-
3

10
 ペ

ー
ジ

Ⅳ－116



7
電

動
化
は

よ
い
が

、
あ
の

暴
風

雨
の
中

で
カ
メ

ラ
だ
け

で
現

地
の
詳

細
が
把

握
で
き

る
と

は
思
え

な
い
。

ゲ
ー
ト

付
近

に
安
全

な
小
屋

を
作
り

、
近

く
か
ら

操
作
す

る
よ
う

に
し

て
ほ
し

い
。
職

員
の

方
が
そ

ば
に
い

な
い
と

、
停

電
時
の

対
応
も

迅
速
に

で
き

な
い
。

水
門
付

近
に
相

当
協

力
な
照

明
を
複

数
台
設

置
し

な
い
と

、
夜
間

は
川
の

様
子

ま
で
見

え
な
い

と
思
う

。
1
1

C

8
　

職
員
の

安
全
を

守
り
つ

つ
、

現
地
操

作
も
可

能
な
距

離
に

遠
方
制

御
の
監

視
場
所

を
置

く
必
要

が
あ
る

と
思
う

。
加

瀨
で
は

遠
く
な

い
か
。

短
期

対
策
と

あ
る
が

、
中
期

的
な

対
策
に

位
置
付

け
て

、
新
た

な
監
視

セ
ン
タ

ー
を

樋
管
の

近
く
に

設
け
る

方
が

良
い
と

思
う
。

1
1

B
1
2
-
3

1
6

B
1
2
-
3

9
前

項
で
触

れ
て
い

る
通
り

、
操

作
員
の

生
命
を

守
る
観

点
か

ら
も
必

ず
行
う

べ
き
で

あ
り

、
ま
た

操
作
実

行
の
迅

速
化

に
も
役

に
立
つ

の
で
実

施
す

べ
き
。

1
1

B
1
2
-
3

1
0
遠

方
制
御

化
は
い

い
が
、

万
が

一
の
時

は
絶
対

に
人
力

が
必

要
な
の

で
、
現

場
に
人

の
配

置
は
必

須
。
捜

査
員
の

安
全

確
保
に

つ
い
て

は
、
近

く
の

企
業
等

場
所
の

提
供
を

依
頼
す

る
な

ど
を
検

討
。

1
1

C

1
1
早

急
に
対

応
を

1
1

B
1
2
-
3

1
2
不

具
合
と

言
い
訳

が
出
来

そ
う

な
の
で

い
か
が

1
1

C
1
3
・

対
応
に

あ
た
る

職
員
の

ス
キ

ル
や
レ

ベ
ル
が

担
保
さ

れ
る

体
制
が

必
要
で

は
な
い

か
。

ど
の
よ

う
な
装

置
を
つ

け
て

も
、
ド

素
人
集

団
で
は

無
理

だ
と
思

う
が
い

か
が
？

1
1

B
1
2
-
3

1
4
賛

成
1
1

B
1
2
-
3

1
5
人

の
力
に

は
限
り

が
あ
り

ま
す

。
人
手

不
足
の

折
か
ら

是
非

。
た
だ

し
、
正

確
に
行

え
る

か
検
証

の
う
え

。
1
1

B
1
2
-
3

1
6
◎

時
代
の

流
れ
も

あ
り
ま

す
。

確
実
に

で
き
る

な
ら
ば

、
遠

隔
操
作

で
も
、

か
ま
わ

な
い

と
思
い

ま
す
。

1
1

B
1
2
-
3

  
  

 
1
0
.
＜

下
水

道
部

会
＞

短
期

対
策

内
容

の
検

討
へ

の
御

意
見

（
1
4
章

）
　

4
.
停

電
時

に
お

け
る

ゲ
ー

ト
操

作
及

び
観

測
機

器
の

対
応

 
№

意
見

内
容

区
分

箇
所

内
容

2
区

分
2

箇
所

2
内

容
3

区
分

3
箇

所
3

内
容

4
区

分
4

箇
所

4
1
停

電
も
想

定
に
い

れ
て
バ

ッ
ク

ア
ッ
プ

体
制
を

確
立
す

べ
き

。
1
2

B
1
2
-
4

2
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
を

考
え
る

べ
き

1
2

B
1
2
-
4

3
本

当
の
緊

急
時
に

は
、
現

場
で

の
手
作

業
も
想

定
さ
れ

る
。

職
員
が
で

き
る
だ

け
安
全

に
作

業
で
き

る
よ
う

な
、
現

地
の

仕
様
も

検
討
す

べ
き
。

1
2

B
1
2
-
4

4
引

込
柱
が

浸
水
し

て
い
た

ら
ど

う
す
る

の
か
？

諏
訪
の

仮
排

水
場
の

分
電
盤

は
早
々

に
浸

水
し
て

い
た
。

低
い
土

地
な

の
で
浸

水
し
て

車
で
い

け
な

い
場
合

が
あ
る

と
思
う

の
で

、
そ
こ

ま
で
想

定
し

て
対
策

を
検
討

し
て
ほ

し
い

。
1
2

C

5
電

源
喪
失

時
に
も

、
ゲ
ー

ト
開

閉
の
実

行
が
困

難
に
な

る
こ

と
の
無

い
よ
う

、
最
悪

の
場

合
に
手

動
で
も

開
閉
の

目
的

を
達
成

で
き
る

シ
ス
テ

ム
に

す
る
事

が
、
本

当
の
防

災
対

策
で
あ

る
。

1
2

B
1
2
-
4

6
早

急
に
対

応
を

1
2

B
1
2
-
4

7
時

間
が
掛

か
る
為

に
無

2
2

E
8
国

交
省
マ

ニ
ュ
ア

ル
を
守

る
べ

き
市

マ
ニ
ュ

ア
ル
の

不
備
　

検
討

も
し
て

い
な
か

っ
た
こ

と
が

立
証
さ

れ
た

6
D

1
7

D

9
停

電
時
に

使
用
で

き
る
物

を
専

門
家
と

検
証
す

る
事

1
2

B
1
2
-
4

1
0
◎

す
べ
き

で
す
。

1
2

B
1
2
-
4

  
  

1
1
.
＜

下
水

道
部

会
＞

短
期

対
策

内
容

の
検

討
へ

の
御

意
見

（
1
4
章

）
　

5
.
内

水
排

除
の

た
め

の
排

水
ポ

ン
プ

車
導

入
№

意
見

内
容

区
分

箇
所

内
容

2
区

分
2

箇
所

2
内

容
3

区
分

3
箇

所
3

内
容

4
区

分
4

箇
所

4
1
ポ

ン
プ
車

の
配
置

は
支
持

す
る

も
の
の

、
そ
れ

だ
け
で

は
足

ら
な
い

場
所
も

あ
り
ま

す
。

抜
本
的

な
対
策

を
し
て

ほ
し

い
。

1
3

B
1
2
-
5

2
ポ

ン
プ
車

の
設
置

に
つ
い

て
は

、
記
載

内
容
に

も
あ
る

よ
う

に
排
水

能
力
や

人
員
配

置
な

ど
有
効

な
方
法

を
さ
ら

に
検

討
し
て

頂
き
た

い
。
特

に
配

置
場
所

に
つ
い

て
は
、

操
作

員
の
安

全
確
保

を
前

提
に
大

変
重
要

な
項
目

で
あ

る
と
思

っ
て
い

る
1
3

C

3
ポ

ン
プ
車

が
あ
る

と
助
か

り
ま

す
。

1
3

B
1
2
-
5

4
是

非
導
入

し
て
ほ

し
い
。

1
3

B
1
2
-
5

5
必

要
な
時

に
短
時

間
で
出

動
で

き
る
体

制
作
り

す
べ
き

1
3

C
6
排

水
ポ
ン

プ
車
の

対
応
に

つ
い

て
、
ど

れ
だ
け

カ
バ
ー

で
き

る
の
か

？
樋
門

ご
と
に

1
台
程

度
で
賄

え
る

も
の
か

？
も
っ

と
数
を

増
や

す
な
く

で
よ
い

の
か
？

必
要

性
が
あ

る
な
ら

ば
、
し

っ
か
り

必
要
数
を

明
ら
か

に
し
て

予
算

化
さ
せ

る
よ
う

に
要
求

す
べ

き
で
は

？
1
3

C

7
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
を
見

て
も

、
ポ
ン

プ
車
の

力
で
は

足
り

な
い
こ

と
は
明

ら
か
。

た
だ

、
災
害

の
規
模

が
小
さ

け
れ

ば
被
害

を
少
な

く
で
き

る
の

で
、
実

際
に
作

業
で
き

る
場

所
、
排

水
先
な

ど
し

っ
か
り

と
想
定

を
進
め

て
欲

し
い
。

1
3

C

8
新

た
に
購

入
す
る

排
水
ポ

ン
プ

車
は
な

ぜ
４
台

だ
け
な

の
か

？
（
浸

水
地
区

は
5
ヶ

所
）
。

再
び
被

災
す

る
こ
と

を
考
え

れ
ば
こ

こ
で

予
算
を

ケ
チ
っ

て
い
る

場
合

で
は
な

い
の
で

は
？
諏

訪
地
区

に
は
最
大

級
の
排

水
ポ
ン

プ
車

を
配
置

し
て
ほ

し
い
。

当
日

慌
て
て

国
か
ら

ポ
ン
プ

車
を

借
り
る

の
で
は

な
く
、

台
風

上
陸
前

に
予
め

現
地
に

配
備

を
行
い

、
二
度

と
床
上

浸
水

の
な
い

よ
う
に

し
て

ほ
し
い

。
運
用

マ
ニ
ュ

ア
ル

は
各
地

区
ご
と

に
作
成

す
る

こ
と
。

今
ま
で

な
か
っ

た
の

が
あ
り

え
な
い

。
訓
練

も
警

察
・
消

防
と
一

緒
に
各

地
区

ご
と
に

行
い
、

実
施
日

と
具

体
的
な

訓
練
内

容
を

町
会
へ

共
有
し

て
ほ
し

い
。

実
際
に

沿
線
道

路
に
ポ

ン
プ

車
を
起

き
、
ホ

ー
ス
を

伸
ば

し
て
排

水
訓
練

を
行
う

こ
と

。
技
術

的
な
訓

練
だ
け

で
な

く
、
関

係
部
署

を
巻
き

込
ん

だ
運
用

の
リ
ハ

ー
サ

ル
を
必

ず
定
期

的
（
毎

年
雨

季
到
来

前
）
に

行
い
、

新
た

に
異
動

し
て
き

た
職
員

も
す

ぐ
に
動

け
る
よ

う
に
し

て
お

く
こ
と

。

1
3

C

9
　

同
程
度

の
水
害

が
来
て

も
対

応
可
能

な
台
数

の
ポ
ン

プ
車

を
早
急

に
確
保

し
な
さ

い
。

市
民
の

生
命
と

財
産
を

守
る

仕
事
に

、
｢
後

で
や
る

」
｢
そ

の
う
ち

や
る
」

は
な
い

。
そ

こ
た
め

に
税
金

を
使

う
の
で

あ
れ
ば

、
納
得

し
な

い
市
民

は
い
な

い
。

1
3

C

1
0
想

定
し
て

い
る
ポ

ン
プ
車

の
能

力
で
は

不
安
が

残
る
た

め
、

配
置
数

も
倍
加

す
る
く

ら
い

の
ゆ
と

り
あ
る

対
応
を

求
め

る
。
ま

た
、
車

両
で
は

な
く

排
水
ポ

ン
プ
付

き
の
ゲ

ー
ト
の

改
良

す
る
方

策
も

検
討
い

た
だ
き

た
い
。

1
3

C
9

C

1
1
台

数
が
充

分
で
あ

る
の
か

？
ま

た
、
き

ち
ん
と

訓
練
が

な
さ

れ
て
い

る
の
か

？
1
3

C
1
2
今

回
の
逆

流
で
は

、
後
日

、
高

津
消
防

署
の
隊

員
が
見

回
り

に
来
た

際
に
夕

方
か
ら

ポ
ン

プ
車
を

出
し
て

対
応
し

た
が

全
く
効

か
な
か

っ
た
と

言
っ

て
い
ま

し
た
が

、
私
が

計
算
し

た
ら

１
０
０

台
以

上
の
ポ

ン
プ
車

が
必
要

な
ぐ

ら
い
の

流
入
量

で
あ
っ

た
。

移
動
式
ポ

ン
プ
で

は
無
理

で
あ

り
、
お

金
の
無

駄
で
あ

る
。

1
3

C

1
3
い

つ
災
害

に
あ
う

か
解
ら

な
い

の
で
早

急
に
手

配
を
お

願
い

し
た
い

。
1
3

B
1
2
-
5

1
4
今

年
度
か

ら
導
入

で
き
る

短
期

的
で
よ

い
。
車

両
進
入

を
制

限
し
数

台
の
ポ

ン
プ
車

を
設

置
1
3

B
1
2
-
5

1
5
・

ポ
ン
プ

車
の
水

は
ど
こ

へ
排

水
す
る

の
か
？

対
応
で

き
る

の
か
？

「
諏
訪

地
区
の

内
水

氾
濫
は

ポ
ン
プ

車
の
対

応
」

と
な
っ

て
い
る

が
、
今

回
も

ポ
ン
プ

車
で
は

対
応
で

き
ず
、

何
の

解
決
に

も
な

っ
て
い

な
い
。

・
そ
も
そ

も
、
「

こ
れ
か

ら
国

や
他
自

治
体
と

連
携
を

図
っ

て
い
く

。
」
の

か
？

1
3

E

1
6
丸

子
下
沼

部
地
域

は
夕
方

か
ら

明
け
方

ま
で
降

雨
し
て

い
な

か
っ
た

。
上
流

域
の
降

雨
醤

油
を
踏

ま
え
た

対
策
と

し
て

検
討
す

べ
き

2
1

E
1
7
導

入
は
結

果
的
に

必
要
に

1
3

B
1
2
-
5

11
 ペ

ー
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1
8
結

果
で
す

。
お
こ

る
前
に

で
き

た
ら
ポ

ン
プ
車

は
、
い

ら
な

い
の
で

は
◎

導
入
は

、
良
か

っ
た
と

1
3

B
1
2
-
5

  
 

1
2
.
＜

下
水

道
部

会
＞

排
水

樋
管

ゲ
ー

ト
の

操
作

手
順

見
直

し
へ

の
御

意
見

（
1
5
章

）
№

意
見

内
容

区
分

箇
所

内
容

2
区

分
2

箇
所

2
内

容
3

区
分

3
箇

所
3

内
容

4
区

分
4

箇
所

4
1
記

載
内
容

に
も
あ

る
よ
う

に
、

気
候
変

化
や
様

々
な
要

素
を

検
討
し

て
く
だ

さ
い
。

何
よ
り
も

継
続
的

改
善
を

行
っ

て
欲
し

い
と
思

い
ま
す

。
又

見
直
さ

れ
た
内

容
は
、

な
る

べ
く
正

確
に
市

民
に
伝

わ
る

方
法
を

検
討
し

て
く
だ

さ
い

。
1
4

B
1
2
-
6

2
山

王
町
の

ゲ
ー
ト

閉
止
判

断
の

時
間
は

何
を
ど

う
聞
い

て
も

閉
止
の

指
示
が

遅
す
ぎ

る
。

閉
止
判

断
は
ポ

ン
プ
場

が
水

没
し
そ

う
に
な

っ
た
こ

と
で

、
「
ポ

ン
プ
場

を
救
う

た
め

だ
け
に

、
や
っ

と
ゲ

ー
ト
を

閉
止
す

る
こ
と

を
判

断
し
た

。
」
と

し
か
聞

こ
え

な
い
。

ゲ
ー
ト
閉

止
す
る

判
断
の

基
と

な
る
マ

ニ
ュ
ア

ル
も
、

「
排

水
樋
管

で
河
川

水
が
逆

流
し

て
い
て

も
市
中

で
降
水

し
て

い
る
。

も
し
く

は
降
雨

警
報

が
発
し

て
い
る

場
合
に

は
ゲ

ー
ト
を

閉
め
な

い
」
こ
と

に
な
っ

て
い
る

と
の

こ
と
だ

が
、
目

の
前
の

マ
ン

ホ
ー
ル

で
溢
水

し
て
い

て
、

ど
ん
ど

ん
浸
水

被
害
が

拡
大

し
て
い

る
現
場

を
見
て

い
る

の
に
、

「
マ
ニ

ュ
ア
ル

に
降

水
と
あ

る
か
ら

ゲ
ー
ト
閉

止
で
き

な
い
」

と
い

う
総
合

的
な
判

断
に
は

全
く

納
得
で

き
な
い

。
街

に
降
っ

て
い
る

雨
水
を

河
川

に
逃
が

さ
な
け

れ
ば
、

洪
水

の
危
険

性
が
あ

る
の
は

当
た

り
ま
え

で
す
が

、
そ
れ

は
河

川
に
流

す
排
水

樋
管
が

順
流

で
あ
る

こ
と
が

前
提
。

も
し

河
川
か

ら
の
逆

流
が

始
ま
っ

て
い
れ

ば
、
「

市
中

に
降
っ

て
い
る

雨
水
」

＋
「

川
か
ら

逆
流
し

て
い
る

河
川

水
」
の

両
方
で

洪
水
被

害
が

拡
大
す

る
の
は

誰
が
考

え
て

も
当
然

と
思
う

。
排

水
樋
管

の
河
川

水
逆
流

が
あ

る
と
き

に
は
市

中
で
雨

が
降

っ
て
い

よ
う
が

、
警
報

が
出

て
い
よ

う
が
ま

ず
は
河

川
か

ら
の
逆

流
水
を

止
め
る

た
め

に
ゲ
ー

ト
を
閉

め
る
こ

と
を

ル
ー
ル

化
し
厳

守
す

る
こ
と

。

1
4

D

3
逆

流
し
た

ら
閉
め

る
　
当

た
り

前
の
こ

と
国

交
省
の

通
達
も

受
け
入

れ
な

い
組
織

・
職
員

は
訴
訟

対
象

と
な
る

べ
き
で

す
。

6
D

1
7

D
3

C

4
す

ぐ
に
で

も
見
直

し
し
て

く
だ

さ
い
。

今
度
ま
た

浸
水
し

た
ら
も

う
こ

こ
に
は

住
め
ま

せ
ん
。

1
4

B
1
2
-
6

5
内

容
と
し

て
は
理

解
で
き

る
が

、
ゲ
ー

ト
付
近

の
個
々

の
マ

ン
ホ
ー

ル
を
人

を
張
り

付
け

て
見
つ

め
て
い

る
の
か

、
水

位
計
を

置
い
て

遠
隔
で

監
視

す
る
の

か
、
遠

隔
監
視

の
場

合
、
ゲ

ー
ト
操

作
に

人
を
遣

す
の
に

き
わ
ど

い
タ

イ
ミ
ン

グ
に
な

っ
て
お

り
、

実
行
上

防
災
体

制
の
構

築
、

人
員
の

配
置
な

ど
を
考

え
る

と
遅
れ

操
作
に

な
ら
な

い
か

防
災
体

制
の
運

用
が
若

干
気

に
な
る

。
1
5

B
1
2
-
3

6
資

料
９
７

ペ
ー
ジ

に
あ
る

「
ゲ

ー
ト
操

作
取
扱

い
の
変

遷
お

よ
び
背

景
の
ま

と
め
」

で
多

摩
川
か

ら
の
逆

流
を
考

慮
す

る
と
記

載
す
べ

き
。
（

樋
管

の
操
作

要
領
に

記
載
が

あ
る

の
だ
か

ら
）

1
4

C

7
緊

急
対
応

手
順
の

周
知
。

1
4

B
1
2
-
6

8
見

直
し
は

あ
っ
て

し
か
る

べ
き

1
4

B
1
2
-
6

9
　

「
排
水

避
管
ゲ

ー
ト
操

作
手

順
」
全

体
を
公

開
に
す

べ
き

だ
。
よ

く
あ
る

一
部
だ

け
を

引
用
し

て
合
理

化
す
る

ま
と

め
に
な

っ
て
い

る
の
で

は
な

い
か
？

「
従
来

よ
り
降

雨
ま

た
は
降

雨
の
恐

れ
が

あ
る
場

合
は
『

閉
鎖
し

な
い

』
と
い

う
方
針

で
あ
り

…
」

（
P
9
5
）

の
結

論
は
、

明
ら
か

に
逆
流

状
況

が
認
識

さ
れ
て

い
る
と

き
に

そ
れ
で

も
こ
の

方
針
で

今
ま

で
も
貫

い
て
こ

よ
う
と

し
て

い
た

の
か
？

検
証
委

員
会
の

中
で

も
「
マ

ン
ホ
ー

ル
か
ら

濁
っ

た
水
が

噴
き
出

し
て
い

た
状

況
に
対

し
て
の

対
処
」

に
つ

い
て
の

質
問
も

あ
っ
た

が
、

そ
れ
以

上
の
突

っ
込
み

が
な

く
行
政

当
局
の

慣
れ

合
い
と

い
う
感

じ
を
強

く
も

っ
た
。

1
4

D

1
0
ポ

ン
プ
場

の
無
い

排
水
樋

管
ゲ

ー
ト
で

は
、
手

順
を
見

直
し

た
と
こ

ろ
で
、

職
員
は

内
水

氾
濫
の

責
任
が

自
身
に

及
ぶ

の
を
恐

れ
て
、

ゲ
ー
ト

を
閉

め
る
こ

と
は
で

き
な
い

と
思
う

。
1
4

D
1
6

C

1
1
6
月

の
国
交

省
通

達
が
局

内
で
共

有
さ
れ

ず
、

ゲ
ー
ト

の
開
閉

判
断
の

見
直

し
を
す

る
こ
と

な
く
台

風
1
9
号
を
迎

え
て
し

ま
っ
た

反
省

が
全
く

な
い
。

水
門
は

逆
流
を

防
ぐ

た
め
に

あ
り
、

排
水
樋

管
要
項
に

も
逆
流

を
防
止

す
る

こ
と
が

目
的
と

さ
れ
て

い
る

。
漠
然

と
し
た

「
総
合

判
断

」
に
水

が
濁
り

だ
し
た

こ
と

が
入
っ

て
い
な

か
っ
た

こ
と

が
、
マ

ニ
ア
ル

と
し
て

機
能

し
て
い

な
い
証

拠
で

あ
る
。

そ
の
マ

ニ
ア
ル

を
作

成
し
、

国
の
通

達
を
無

視
し

た
市
の

責
任
を

認
め
る

べ
き

。
P
.
9
8
：
も
っ

と
早
く

に
気

づ
き
対

策
を
行

っ
て
お

く
べ

き
こ
と

で
、
今

更
こ
の

レ
ベ

ル
の
気

づ
き
な

の
か

と
愕
然

と
す
る

。
各
地

で
水

の
被
害

が
起
き

て
い
た

の
に

、
自
分

ご
と
と

し
て
捉

え
て

こ
な
か

っ
た
川

崎
市
の

体
質

そ
の
も

の
が
根

本
的
な

原
因

。
地
元

の
リ
ス

ク
に
対

し
て

、
ア
ン

テ
ナ
を

張
り

、
情
報

収
集
を

行
い
、

計
画

を
た
て

、
予
算

を
取
り

、
実

行
す
る

、
と
い

う
こ
と

が
で

き
る
人

を
上
下

水
道
局

に
配

置
す
る

こ
と
。

P
.
1
0
2
：
ポ
ン

プ
車
は

高
水

位
に
な

れ
ば
逃

げ
て
し

ま
う

の
で

、
一
刻

も
早
く

、
諏
訪

地
区

に
貯
水

管
・
貯

水
池
を

造
っ

て
ほ
し

い
。
国

へ
交
渉

し
、

多
摩
川

の
河
原

に
貯
水

管
を

造
り
、

海
へ
排

水
し
て

ほ
し

い
。
ま

た
、
1
9
号
当
日

は
高

台
か
ら

の
雨
水

が
道

路
面
を

大
量
に

流
れ
て

き
て

い
た
の

で
、
学

校
や
幼

稚
園

の
庭
の

地
下
に

貯
水
池

を
造

り
、
内

水
を
減

ら
し
て

ほ
し

い
。

1
7

D
3

C
2
2

C

1
2
も

と
も
と

川
崎
市

の
操
作

手
順

は
、
国

土
交
通

省
の
通

達
や

川
崎
市

の
操
作

要
綱
に

反
し

て
い
る

と
聞
い

て
い
ま

す
。

浸
水
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
で

は
間
違

い
な
か

っ
た
と

結
論
付

け
て

お
き
な

が
ら

、
見
直

す
と
い

っ
て
い

る
こ

と
に
矛

盾
を
感

じ
ま
す

。
責

任
逃
れ

の
姿
勢

が
こ
の

矛
盾

を
引
き

起
こ
し

て
い
る

と
思

い
ま
す

。
ま
ず

は
間
違

い
を

認
め
、

よ
り
安

全
な
河

川
管

理
の
た

め
に
手

順
の

見
直
し

を
求
め

ま
す
。

1
4

D
1
7

D

1
3
｢
閉

鎖
し
な

い
」

と
い
う

方
針
を

継
続
し

て
い

た
、
と

あ
る
が

、
地
元

の
人

々
が
現

地
の
判

断
で
閉

め
て

い
た
実

態
を
行

政
が
把

握
で

き
て
い

な
か
っ

た
だ
け

で
は
な

い
の

か
。

　
平
成
2
9
年
1
0
月

台
風
2
1
号
の

被
害
を

受
け
検

討
を
開

始
と

あ
る
が

、
に
も

か
か
わ

ら
ず

こ
の
よ

う
な
有

り
様
で

あ
る

。
地
元

住
民
の

声
に
誠

実
に

耳
を
傾

け
て
対

応
し
て

い
た

だ
き
た

い
。

6
D

1
4
ゲ

ー
ト
の

開
閉
は

、
降
雨

量
の

大
小
で

は
な
く

、
接
続

す
る

河
川
の

順
流
・

逆
流
に

よ
っ

て
判
断

す
る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
当

然
の
判

断
を
妨

げ
る

手
順
書

な
ど
、

直
ち
に

正
さ
れ

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。

内
水
の
逃

げ
場
が

無
く
な

る
こ

と
に
よ

る
被
害

の
回
避

は
、

排
水
設

備
の
強

化
な
ど

で
目

指
す
べ

き
で
あ

り
、
ゲ

ー
ト

操
作
の

手
順
で

根
本
的

な
解

決
は
で

き
な
い

。
「
過

去
に

ゲ
ー
ト

閉
鎖
で

浸
水

被
害
」

の
経
験

な
ど
と

言
う

の
は
、

今
回
の

失
態
の

言
い

訳
に
過

ぎ
な
い

。
こ
の

た
び

の
台
風

上
陸
時

に
多
摩

川
流

域
で
、

ゲ
ー
ト

を
閉
め

な
い

と
言
う

判
断
を

し
た
の

は
川

崎
市
だ

け
で
あ

る
。
そ
の

く
ら
い

異
常
な

こ
と

を
し
た

自
覚
を

持
っ
て

欲
し

い
。

6
D

1
5
い

つ
災
害

に
あ
う

か
解
ら

な
い

の
で
早

急
に
手

配
を
お

願
い

し
た
い

。
2
2

B
1
2
-
6

1
6
短

期
的
な

対
策
も

必
要
だ

が
.
国

土
交
通

省
水

管
理
・

国
土
保

全
局
河

川
環

境
課
に

よ
る
提

案
の
と

お
り

、
順
流

の
場
合

は
全
開

、
逆

流
の
場

舎
は
全

閉
を
基

準
に

、
外
水

進
入
確

認
及
び

ゲ
ー

ト
操
作

は
、
河

川
管
理

課
が

行
う
の

が
よ
い

。
内
水

の
状

況
と
多

摩
川

の
水
位
の

状
況
判

断
を
分

け
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
。
2
度
も
被

害
を
出

し
て

い
る
上

下
水
道

局
に
任

せ
る

の
は
短

期
対
策

に
お
い

て
適

切
で
は

な
い
。

国
か
ら

の
連

絡
も
河

川
管
理

課
に
来

て
い

る
状
況

で
上
下

水
道
が

管
理

し
て
い

る
の
は

問
題
が

あ
る

。
ゲ
ー

ト
を

無
く
す
が

短
期
的

1
7

D

12
 ペ

ー
ジ
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1
7
3
,
氾
濫
判

断
水
位

A
p
+
6
.
0
は
、

市
内
低

地
の
地

盤
高
を

越
え

て
い
て

、
逆
流

が
始
ま

る
水

位
で
す

。
資
料

9
6
及
び

9
7
で

、
近
年

の
降
雨

量
と
水

位
の

関
係
が

示
さ
れ

て
興
味

を
そ
そ

り
ま

す
。
そ

し
て

資
料
9
8
に
お
い

て
、
「

計
画

高
水
位

を
越
え

た
事
に

よ
る

大
規
模

災
書
と

あ
り
ま

す
。

」
こ
れ

は
重
大

な
事
実

誤
認

で
す
。

大
規
模

災
害
が

起
き

た
原
因

は
計
画

高
水
位

を
越

え
た
こ

と
で
は

あ
り

ま
せ
ん

。
大
規

模
水
害

の
原

因
は
、

氾
濫
判

断
水
位

A
p
+
6
.
0
を
越

え
た
に

も
か
か

わ
ら

ず
ゲ
ー

ト
を
閉

め
ず
、

し
か

も
そ
の

時
間
が

長
か
っ

た
こ

と
に
よ

り
、
長

時
間
に

わ
た

り
、
逆

流
水
が

入
り

続
け
た

こ
と
に

よ
り
ま

す
。

次
期
検

証
委
員

会
に
お

い
て

は
、
再

検
証
し

で
正
確

な
事

実
確
認

を
行
う

こ
と
を

求
め

ま
す
。

4
上

記
資
料

9
8
に

お
い
て

、
「
下

水
道
は

暗
渠

で
あ
り

、
順
流

、
逆
流

の
判

断
は
難

し
く
」

と
あ
り

ま
す

。
し
か

し
、
地

盤
高
と

多
摩

川
水
位

の
関
係

は
十
二

分
に

把
握
し

て
い
る

は
ず
で

、
多

摩
川

の
水
位

が
1
m
以

上
上
が

っ
て

い
る
の

に
ど
ち

ら
へ
流

れ
て

い
る
か

わ
か
ら

な
い
な

ど
誰

弁
に
過

ぎ
ま
せ

ん
。
こ

の
よ

う
な
現

場
擁
護

の
た
め

に
付

け
加
え

た
よ
う

な
文
言

は
、

検
証
の

名
に
値

し
ま

せ
ん
。

意
味
の

無
い
文

言
で

す
。
削

除
し
て

く
だ
さ

い
。

5
,
上
記
資

料
9
8
に

お
い
て

、
「

過
去
、

ゲ
ー
ト

を
閉
鎖

し
た

場
合
に

浸
水
被

害
が
生

じ
て

い
た
こ

と
も
あ

り
、
「

降
雨

ま
た
は

降
雨
の

恐
れ
が

あ
る

揚
合
は

ゲ
ー
ト

の
全
開

を
維

持
す
る

J
こ
と

を
操

作
手
順

の
前
提

条
件
と

し
て

い
た
。

」
と
あ

り
ま
す

。
さ

ら
に
、

「
今
後

は
気
候

変
動

に
伴
う

河
川
水

位
上
昇

な
ど

に
備
え

る
必
要

が
あ
り

、
」

と
い
う

理
由
め

い
た
文

言
に

続
い
て

「
観
測

機
器

の
順
流

・
逆
流

の
情
報

に
よ

る
操
作

に
見
直

ず
」
と

あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う

な
言
い

方
は
、

操
作

手
順
は

間
違
っ

て
い
な

か
っ

た
が
、

今
後
状

況
が
変

化
す

る
か
ら

見
直
し

を
行
う

と
言

う
よ
う

な
印
象

を
持
た

せ
る

「
印
象

操
作
」

で
あ
り

、
論

理
の
す

り
替
え

で
す

。
地

盤
高
を

多
摩
川

の
水
位

が
越

え
れ
ば

、
ど
れ

ほ
ど
降

雨
が

あ
ろ
う

と
、
ゲ

ー
ト
を

閉
め

な
け
れ

ば
河
川

水
が
流

入
す

る
事
は

当
然
な

の
で
、

操
作

手
順
の

誤
り
を

率
直
に

認
め

、
河
川

水
が
流

入
し

て
い
る

に
も
か

か
わ
ら

ず
ゲ

ー
ト
を

閉
め
な

か
っ
た

た
め

に
甚
大

な
水
害

が
起
き

て
し

ま
っ
た

の
で
、

「
今
後

は
順

流
な
ら

開
、
逆

流
な
ら

閉
に

変
更
す

る
」
と

言
う
よ

う
に

わ
か
り

や
す
い

文
章

に
す
べ

き
で
す

。
6
.
上
記
資

料
9
8
に

お
い
て

、
「

今
回
の

台
風
で

は
、
河

川
水

の
逆
流

に
よ
る

土
砂
被

害
が

生
じ
た

事
か
ら

、
逆
流

に
対

応
で
き

る
よ
う

」
と
あ

り
ま

す
。

こ
れ
は
、

住
宅
の

浸
水
被

害
で

苦
し
む

住
民
の

感
情
を

逆
な

で
す
る

も
の
で

す
。
多

く
の

住
宅
が

浸
水
に

よ
っ
て

甚
大

な
被
害

を
受
け

、
大
変

な
苦

し
み
を

味
わ
っ

で
い
る

こ
と

に
は
全

く
関
心

が
無

く
、
自

分
た
ち

が
泥
掃

除
で

大
変
だ

っ
た
こ

と
ば
か

り
が

印
象
に

残
っ
て

い
る
よ

う
で

ず
。
住

民
の
暮

ら
し
と

安
全

を
守
る

た
め
、

二
度
と

多
靡

川
の
水

が
住
宅

地
に
流

れ
込

む
こ
と

の
無
い

よ
う

に
逆
流

は
未
然

に
防
ぐ

決
意

が
語
ら

れ
る
べ

き
で
す

。
7
,
上
記
資

料
9
8
に

お
い
て

、
「

河
川
の

考
え
方

も
参
考

に
し

8
.
以
上

か
ら
、

資
料
9
8
の
内

容
は
、

事
実
誤

認
と
ご

ま
か

し
に
満

ち
た
市

民
感
覚

か
ら

乖
離
し

た
内
容

で
す
。

全
面
的
に

検
証
を

し
直
し

て
く

だ
さ
い

。
操
作

手
順
の

改
善

を
図
っ

て
い
く

」
と
あ

り
ま

す
。
国

土
交
通

省
の
下

水
道

部
は
、

樋
門
操

作
の
考

え
方

を
示
し

て
い
ま

せ
ん
。

樋
門

は
河
川

に
接
し

、
河

川
敷
の

中
に
あ

る
河
川

管
理

施
設
で

す
。
河

川
の
考

え
方

に
従
う

の
は
当

然
で
す

。
そ

も
そ
も

、
3
0
年

も
前
に

国
土

交
通
省

は
順
流

な
ら
開

で
、

逆
流
な

ら
閉
だ

と
明
確

に
示

し
て
い

ま
す
。

さ
ら

に
加
え

て
令
和

元
年
6
月
に
は

捜
査
員

の
安

全
確
保

の
観
点

で
同
様

の
指

針
を
出

し
ま
し

た
。

そ
の
指
針

を
河
川

課
か
ら

下
水

道
部
に

送
っ
た

に
も
か

か
わ

ら
ず
無

視
、
あ

る
い
は

紛
失

し
た
こ

と
は
、

河
川
管

理
施

設
の
取

り
扱
い

に
関
す

る
ル

ー
ル
を

逸
脱
し

た
振
る

舞
い

で
す
。

下
水
は

河
川

と
違
う

と
言
う

な
ら
下

水
に

ど
の
よ

う
な
指

針
が
あ

る
か

示
す
べ

き
で
す

。
そ
も

そ
も

、
操
作

手
順
の

「
全
開

を
維

持
す
る

」
は
A
P
+
3
.
4
9
か
ら
示

さ
れ
で

い
ま

す
が
、

A
P
+
7
.
6
で
は
、

「
周

辺
状

況
及
び

丸
子
ポ

ン
プ
揚

の
状

況
を
踏

ま
え
ゲ

ー
ト
の

開
閉

を
総
合

的
に
判

断
…
適

宜
河

川
水
位

を
観
測

し
、
総

合
的

に
ゲ
ー

ト
開
閉

を
判
断

す
る

」
と
あ

り
ま
す

。
論
理

学
的

に
は
、

こ
こ
で

こ
れ

ま
で
の

前
提
は

キ
ャ
ン

セ
ル

さ
れ
て

、
降
雨

の
有
無

に
か

か
わ
ら

ず
ゲ
ー

ト
を
閉

め
る

こ
と
が

出
来
る

よ
う
に

な
っ

て
い
ま

す
.
川

の
水
位

が
上
が

っ
て
流

れ
込

ん
で
来

る
の
に

降
雨
が

排
水

さ
れ

る
な
ど

あ
り
得

な
い
前

提
に

拘
泥
し

て
漫
然

と
事
態

を
放

置
し
た

事
へ
の

総
括
が

全
く

な
さ
れ

て
い
ま

せ
ん
。

そ
の

よ
う
な

解
釈
が

生
ま
れ

た
経

緯
、
そ

れ
に
よ

っ
て
被

害
が

生
じ
た

責
任
の

所
在

を
明
ら

か
に
し

て
く
だ

さ
い

.
8
.
以
上
か

ら
、
資

料
9
8
の

内
容

は
、
事

実
誤
認

と
ご
ま

か
し

に
満
ち

た
市
民

感
覚
か

ら
乖

離
し
た

内
容
で

す
。

全
面
的
に

検
証
を

し
直
し

て
く

だ
さ
い

。

3
C

7
D

1
7

D

1
8
【

意
見
9
】

9
9
 
ペ

ー
ジ
「

■
1
5
-
3
.
操
作

手
順

案
(
観
測

機
器

導
入
後

)
」
「

○
山
王

・
諏
訪

・
二
子

排
水

管
（
現

状
の
ゲ

ー
ト
）

」
に

関
し
て

（
当
意

見
は
一

部
 
他

の
意
見

と
合
致

し
な

い
箇
所

が
あ

る
旨
ご

了
解
い

た
だ
き

た
い

）
山
王

排
水
樋

管
の
ゲ

ー
ト

操
作
手

順
案
に

関
し
て

、
以

下
の
点

が
不
備

で
あ
る

と
考

え
る
。

・
7
 
行

目
「
河

川
水

位
が
樋

管
ゲ
ー

ト
付
近

で
最

低
と
な

る
地
盤

の
マ

ン
ホ
ー

ル
高
か

ら
-
1
.
0
m
 
ま

で
は
、

ゲ
ー
ト

を
全
開

に
す

る
」
と

あ
る
。

逆
流
が

発
生

し
て
い

る
の
が

明
ら
か

で
あ

れ
ば
、

最
低
地

盤
-
1
.
0
m
 
に

達
し
て

い
な
く

と
も
、

全
閉

と
し
た

方
が
被

害
が

少
な
く

な
る
と

考
え
る

。
・

1
0
 
行
目

「
②

樋
管
付

近
最
低

地
盤
高

か
ら

-
1
.
0
m
 
に
達
し

た
場
合

は
、

順
流
が

確
認
で

き
な
い

場
合

は
、
ゲ

ー
ト
を

全
閉
と

す
る

。
」
お

よ
び
1
6
 
行
目

「
④
外

水
(
河

川
)
位

が
下
降

し
、
樋

管
ゲ

ー
ト
付

近
最
低

地
盤
高

を
下

回
っ
た

場
合
、

順
流
を

確
認

し
な
が

ら
、
ゲ

ー
ト
を

全
開

に
す
る

。
」
と

あ
る
。

全
閉

の
水
位

が
全
開

の
水
位

よ
り

低
い
の

は
、
混

乱
の

元
と
な

る
。
例

え
ば
水

位
が

樋
管
付

近
最
低

地
盤
高

か
ら

-
0
.
5
m
 
付
近
で

膠
着
し

た
場

合
は
、

ど
の
よ

う
に
判

断
す

る
の
か

疑
問
で

あ
る
。

・
1
8
 
行
目
「

降
雨

又
は
降

雨
の
お

そ
れ
が

な
い

場
合

、
」
と

あ
る
。

『
降
雨

の
お

そ
れ
』

と
い
う

の
は
客

観
的

に
有
無

を
判
断

で
き
な

い
ケ

ー
ス
が

発
生
し

う
る
。

ま
た

、
降
雨

な
ど
の

情
報
を

広
く

収
集
し

な
け
れ

ば
な
ら

ず
、

手
元
の

情
報
だ

け
で

判
断
で

き
な
い

。
・
1
8
 
行
目

「
⑤
山

王
排

水
樋
管

は
、
降

雨
又
は

降
雨

の
お
そ

れ
が
な

い
場
合

、
樋

管
ゲ
ー

ト
部
水

位
A
P
+
3
.
4
9
m
 
で
ゲ
ー

ト
を

全
閉
」

と
あ
る

。
A
P
+
3
.
4
9
m
 
と
い
う

の
は

、
山

王
排
水

樋
管
雨

水
吐
き

室
の

堤
の
高

さ
で
あ

る
。
(
3
2
 
ペ

ー
ジ
)
こ

の
水

位
で
ゲ

ー
ト
を

全
閉
と

し
て

し
ま
う

と
、
大

雨
時
に

雨
水

が
多
摩

川
に
流

れ
て
行

か
な

く
な
っ

て
し
ま

う
。
こ

れ
は

、
排

水
量
が

多
く
な

っ
た
場

合
に

多
摩
川

へ
流
す

、
と
い

う
山

王
排
水

樋
管
が

全
く
機

能
し

な
い
こ

と
に
な

っ
て
し

ま
い

、
実
効

的
で
は

な
い
。

(
全
閉

と
す
る

水
位

が
低
す

ぎ
る
)
以
上
を

踏
ま
え

、
以

下
の
よ

う
な
方

針
を
考

え
る

。
・
「

総
合
的

な
判
断

」
を

や
め
、

手
元
の

情
報
で

、
誰

が
見
て

も
可
否

が
明
ら

か
な

客
観
的

基
準
に

よ
り
判

断
す

る
。
・

全
閉
と

す
る
条

件
は

、
逆
流

が
起
こ

っ
て

い
る
こ

と
・
全

開
と
す

る
条

件
は
、

外
水
位

が
明
ら

か
に

内
水
位

よ
り
低

い
こ
と

・
た

だ
し
、

気
象
予

報
や
上

流
観

測
所
の

水
位
デ

ー
タ
、

小
河

内
ダ
ム

の
放
流

量
な
ど

を
観

測
し
、

今
後
ど

う
な

る
か
の

予
想
を

立
て
る

こ
と

は
妨
げ

な
い
以

上
踏
ま

え
た

上
で
の

代
替
案

を
提
案

す
る

の
で
検

討
い
た

だ
き
た

い
。

次
の
両

方
の
条

件
を
満

た
し

た
場
合

、
ゲ
ー

ト
を
全

閉
と

す
る
。

1
.
1
0
 
分

以
上
継
続

し
て
内

水
位
計

水
位

が
A
P
+
3
.
4
9
m
 
を
超
え

て
い
る

こ
と
2
.
1
0
 
分

以
上
継

続
し

て
逆
流

が
発
生

し
て
い

る
こ

と
 
以
下

の
両

方
条
件

を
満
た

し
た
場

合
、

全
閉
と

し
た
ゲ

ー
ト
を

全
開

と
す

る
。
3
.
ゲ
ー
ト

全
閉
か

ら
6
0
 
分
以
上

経
過

し
て
い

る
。
4
.
内
水
位

計
水

位
が
外

水
位
計

水
位
よ

り
5
0
c
m
 
以
上

高
い

状
態
が

3
0
 
分

以
上
続

い
て

い
る
。
ゲ

ー
ト

を
開
き

、
順
流

が
確
認

で
き

な
い

場
合
は

、
再
度

ゲ
ー
ト

を
全

閉
と
す

る
。
再

度
ゲ
ー

ト
を

全
閉
と

し
た
後

、
以
下

の
条

件
を
満

た
し
た

場
合
、

ゲ
ー

ト
を
全

開
と
す

る
。
5
.
ゲ
ー

ト
全
閉

か
ら
3
0
 
分
以

上
経
過

し
て
い

る
。

6
.

内
水
位
計

水
位
が

外
水
位

計
水

位
よ
り

1
0
0
c
m
 
以
上
高

い
状

態
が
3
0
 
分
以

上
続
い

て
い
る

。
ゲ
ー

ト
を

開
き
、

順
流
が

確
認
で

き
な

い
場
合

は
、
再

度
ゲ
ー

ト
を

全
閉
と

す
る
。

6
 
で
ゲ

ー
ト

が
全

閉
と
な

っ
た
以

降
は
、

6
 
の

条
件
を

5
0
c
m
 
ず
つ
増

や
し
、

順
流
が

確
認

で
き
る

ま
で
「

5
 
-
 
6
 
 
 
順

流
の
確

認
」
を

繰
り
返

す
。

(
ゲ
ー
ト

付
近

で
ポ
ン

プ
を
利

用
す
る

場
合
が

あ
る

の
で
、

内
水

位
計
お

よ
び
外

水
位
計

は
ポ

ン
プ
の

影
響
を

受
け
な

い
箇

所
に
設

置
す
る

)
【
意

見
1
0
】

1
0
2
 
ペ

ー
ジ

「
■
1
5
-
5
.
捜

査
員
の

退
避
基

準
」
に

関
し

て
3
 
行

目
「
今

回
山
王

樋
管

に
お
い

て
、
ゲ

ー
ト

閉
鎖
の

決
定
を

し
た
時

点
で

は
、
す

で
に
河

川
水
位

が
計

画
高
水

位
を
超

え
て
い

た
た

め
、
操

作
員
の

安
全
を

確
保

す
る
必

要
が
あ

る
。
」

と
の

記
載
が

あ
る
。

こ
れ
は

、
今

回
の
山

王
樋
管

閉
鎖

の
判
断

タ
イ
ミ

ン
グ
が

遅
く

、
操
作

員
が
退

避
す
べ

き
時

を
過
ぎ

て
か
ら

ゲ
ー
ト

閉
鎖

の
決
定

が
な
さ

れ
た
、

す
な

わ
ち
、

操
作
員

を
危
険

に
さ

ら
し
て

し
ま
っ

た
と
理

解
し

て
よ
い

の
か
?

【
意
見
1
1
】
1
5
 
章
で
は

、
「
降

雨
ま
た

は
降

雨
の
お

そ
れ
が

な
い
場

合
」

と
の
文

言
が
多

用
さ
れ

て
い

る
。
わ

ず
か
な

降
雨
ま

た
は

降
雨
の

お
そ
れ

で
は
内

水
氾

濫
に
は

な
ら
な

い
。
も

し
「

降
雨

ま
た
は

降
雨
の

お
そ
れ

が
な

い
場
合

」
を
判

断
の
条

件
と

す
る
の

で
あ
れ

ば
、
あ

る
程

度
定
量

的
な
条

件
を
設

定
す

べ
き
と

考
え
る

。
【
意

見
1
2
】
最
低

地
盤
高

を
考
え

る
と

き
の
「

樋
管
付

近
」
と
は

具
体
的

に
ど
こ

ま
で

の
範
囲

を
指
す

の
か
が

分
か

ら
な
い

。
少
な

く
と
も

今
回

の
浸
水

地
域
よ

り
広
い

範
囲

を
設
定

す
べ
き

と
考
え

る
が

、
そ
の

よ
う
に

な
っ
て

い
る

の
か
?
図

で
示

し
て

い
た
だ

き
た
い

。

1
4

D

1
9
前

述
し
た

通
り
水

門
を
閉

め
る

場
合
、

多
摩
川

水
位
上

昇
に

伴
い
職

員
も
恐

怖
で
閉

め
る

度
に
橋

で
川
面

ま
で
行

け
な

い
事
か

ら
自
動

化
が
必

要
1
1

C
2
0
操

作
の
目

的
『
樋

管
の
ゲ

ー
ト

操
作
は

、
多
摩

川
の
洪

水
、

高
潮
及

び
遡
上

し
た
津

波
に

よ
る
逆

流
を
防

止
し
、

流
域

住
民
の

生
命
と

財
産
を

災
害

か
ら
防

御
す
る

こ
と
を

目
的
と

す
る

』
と
明

記
し

て
い
る

。
今

回
市
は

こ
れ
を

あ
え
て

守
ら

な
か
っ

た
。
＝

許
し
が

た
い

。
市

は
こ
の

責
任
は

非
常
に

重
い

と
『
非

』
を
認

め
る
べ

き
。

3
C

13
 ペ

ー
ジ
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2
1
⑦

（
資
料

９
９
ペ

ー
ジ
：

１
５

．
排
水

樋
管
ゲ

ー
ト
操

作
手

順
の
見

直
し
５

／
９
）

　
ゲ
ー
ト

閉
鎖
時

に
河
川

水
位

（
外
水

位
）
が

最
低
地

盤
高

を
超
え

て
い
て

も
、
内

水
位

が
さ
ら

に
高
い

場
合
が

あ
る

た
め
、

こ
の
と

き
に
は

ゲ
ー

ト
を
少

し
開
け

て
流
行

を
確

認
し
、

順
流
が

確
認

で
き
れ

ば
ゲ
ー

ト
を
全

開
す

る
と
し

て
は
ど

う
か
。

現
在

の
案
で

は
、
上

記
の
場

合
に

内
水
の

排
水
に

遅
れ
が

生
じ

る
可
能

性
が
あ

る
。
ま

た
内

水
位
計

①
の
値

を
全
く

利
用

し
て
お

ら
ず
、

設
置

す
る
意

味
が
な

く
な
っ

て
し

ま
う
の

で
は
な

い
か
。

⑧
（
資
料

１
０
１

頁
：
１

５
．

排
水
樋

管
ゲ
ー

ト
操
作

手
順

の
見
直

し
７
／

９
）
「

山
王

排
水
樋

管
」

　
増
水
時

は
河
川

の
ゴ
ミ

な
ど

が
ゲ
ー

ト
に
絡

み
、
自

重
ま

た
は
手

動
で
の

閉
鎖
は

困
難

で
あ
る

こ
と
は

市
当
局

自
身

が
認
識

し
て
い

る
こ
と

で
も

あ
る
。

更
に
、

観
測
機

器
が

導
入
以

前
で
、

多
摩

川
水
位

が
刻
一

刻
と
上

昇
し

て
い
る

と
い
う

状
況
下

で
、

管
内
水

位
を
リ

ア
ル
タ

イ
ム

で
計
測

し
、
速

や
か
な

ゲ
ー

ト
閉
鎖

を
実
現

す
る
た

め
の

具
体
的

な
操
作

順
書
を

降
雨

シ
ー
ズ

ン
到
来

前
（

遅
く
と

も
本
年

５
月
末

日
ま

で
）
に

発
表
願

い
た
い

。
（

資
料
８

６
～
１

０
９
頁

：
１

４
．
短

期
対
策

の
内
容

、
１

５
．
排

水
樋
管

ゲ
ー
ト

操
作

手
順
の

見
直
し

　
よ
り

）
　

こ
こ
に

掲
載
さ

れ
た
各

種
施

策
毎
に

、
竣
工

又
は
稼

働
可

能
な
状

況
に
い

た
る
ま

で
の

、
具
体

的
な
タ

イ
ム
ス

ケ
ジ

ュ
ー
ル

を
４
月

末
日
ま

で
に

発
表
い

た
だ
き

た
い
。

と
り
わ
け

、
本
年

２
０
２

０
年

降
雨
シ

ー
ズ
ン

到
来
ま

で
に

対
処
で

き
る
対

策
と
そ

う
で

な
い
も

の
を
明

確
に
し

て
い

た
だ
き

た
い
。

1
4

A
1
2
-
6

2
2
ゲ

ー
ト
操

作
の
目

的
と
操

作
者

の
責
任

所
在
を

明
確
に

す
る

こ
と

3
C

6
D

2
3
良

い
と
思

い
ま
す

。
早
く

行
っ

て
く
だ

さ
い
。

1
4

B
1
2
-
6

2
4
◎

良
い
と

思
い
ま

す
。

1
4

B
1
2
-
6

  
 

1
3
.
＜

下
水

道
部

会
＞

活
動

体
制

の
見

直
し

へ
の

御
意

見
（

1
6
章

）
 

№
意

見
内

容
区

分
箇

所
内

容
2

区
分

2
箇

所
2

内
容

3
区

分
3

箇
所

3
内

容
4

区
分

4
箇

所
4

1
他

の
項
目

で
も
書

き
ま
し

た
が

、
災
害

時
に
は

全
て
の

人
が

想
像
で

き
な
い

よ
う
な

状
態

に
な
り

ま
す
。

常
に
そ

の
事

を
認
識

し
て
い

く
こ
と

が
大

切
な
の

で
は
思

い
ま
す

。
正

し
い
表

現
で
は

あ
り
ま

せ
ん

が
、
今

回
の
規

模
の
災

害
経

験
で
さ

え
私
自

身
も
冷

静
に

な
れ
ま

せ
ん
で

し
た
。

2
2

D

2
縦

割
り
で

は
な
く

知
識
の

あ
る

総
指
揮

者
を
置

い
て
ほ

し
い

。
山

王
町
の

雨
水
管

に
新
丸

子
の

管
を
無

理
や
り

つ
な
げ

た
そ

う
で
す

ね
。

タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ

ン
の
排

水
も

山
王
町

に
流
し

て
い
て

内
水

氾
濫
が

心
配
で

す
。

小
杉
は
イ

ン
フ
ラ

整
備
が

人
口

増
加
の

わ
り
に

遅
れ
て

い
ま

す
。

何
か
あ
っ

て
も
責

任
と
る

方
も

い
ら
っ

し
ゃ
ら

ず
無
責

任
な

行
政
の

方
た
ち

に
失
望

し
て

お
り
ま

す
。

5
D

3
定

期
点
検

等
巡
視

回
数
を

増
や

す
。

5
D

4
　

非
常
事

態
に
対

し
て
の

パ
ト

ロ
ー
ル

体
制
が

弱
か
っ

た
の

で
は
な

い
か
、

町
会
で

の
防

災
組
織

警
察
、
消

防
な
ど

と
の
連

携
が

は
っ
き

り
し
な

い
。

5
D

5
体

制
を
見

直
し
、

訓
練
を

多
く

し
て
欲

し
い
。

5
D

6
人

数
が
少

な
す
ぎ

る
の
で

は
な

い
か
？

1
9
号
の

時
の
よ

う
に

住
民
対

応
ま
で

や
る
想

定
で

あ
れ
ば

、
全
く

足
り
な

い
。

最
悪
の

自
体
を

想
定
し

て
人

数
を
検

討
し
て

ほ
し
い

。
実

際
何
度

も
に
訓

練
を

行
い
、

都
度
見

直
し
て

欲
し

い
。

河
川
水
位

の
上
昇

の
恐
れ

が
な

い
場
合

は
、
現

地
に
職

員
が

全
く
い

な
い
想

定
だ
が

、
こ

れ
は
休

日
で
あ

れ
ば
何

時
の

段
階
で

判
断
す

る
の
か

？
ど

の
パ
タ

ー
ン
で

人
を
配

置
す

る
の
か

、
出
勤

の
判

断
は
い

つ
誰
が

行
う
の

か
、

な
ど
、

詳
細
ま

で
フ
ロ

ー
を

決
め
て

お
く
こ

と
。

1
9
号
の
際

に
、
当

日
休
ん

で
い

た
上
下

水
道
局

課
長
が

い
ら

し
た
が

、
当
日

は
全
職

員
が

出
勤
し

、
2
4
時

間
対
応

に
あ

た
る
べ

き
で
は

な
い
か

？
管

理
職
が

休
日
を

取
得
し

て
い

る
場
合

で
は
な

い
。
民
間

の
介
護

施
設
・

病
院

な
ど
命

を
預
か

る
職
に

つ
い

て
い
る

方
々
は

緊
急
事

態
は

そ
の
意

識
で
あ

た
っ
て

い
る

。
公
務

員
で
あ

れ
ば
な

お
さ

ら
で
あ

る
。

5
B

1
3

7
人

員
体
制

に
つ
い

て
、
今

回
の

台
風
で

は
想
定

以
上
の

浸
水

規
模
で

そ
の
範

囲
を
十

分
に

パ
ト
ロ

ー
ル
と

状
況
把

握
、

避
難
誘

導
で
き

て
い
な

か
っ

た
の
で

は
な
い

か
と
思

わ
れ

る
。
見

直
し
で

は
応

援
要
員

を
増
や

す
こ
と

に
は

な
っ
て

い
る
が

、
そ
れ

で
十

分
に
対

応
可
能

で
あ
る

の
か

吟
味
い

た
だ
き

た
い
。

今
後

多
摩
川

が
氾
濫

し
た
場

合
に

は
さ
ら

に
浸
水

範
囲
が

広
が

る
可
能

性
が
あ

る
の

で
、
河

川
水
位

上
昇
の

場
合

の
人
員

計
画
と

体
制
に

つ
い

て
は
よ

り
綿
密

な
人
員

計
画

を
検
討

い
た
だ

き
た
い

。
5

B
1
3

8
住

民
の
生

命
に
関

わ
る
問

題
な

の
だ
か

ら
、
抜

本
的
に

人
員

配
置
を

見
直
し

て
、
強

化
す

べ
き
。

5
B

1
3

9
予

期
せ
ぬ

災
害
で

、
こ
の

程
の

件
を
良

い
教
訓

に
万
全

な
体

制
を
お

願
い
し

た
い
。

5
B

1
3

1
0
町

会
の
防

災
担
当

者
も
、

現
地

で
確
認

す
る
。

私
は
今

年
か

ら
そ
う

す
る
。

5
E

1
1
・

P
１
０
２

　
職

員
配
置

が
十
分

で
き
な

い
中

で
、
退

避
水
位

前
に
ゲ

ー
ト

も
閉
め

、
住
民

へ
の
声

掛
け

ま
で
本

当
に
で

き
る
と

思
っ

て
い
る

の
か
？

こ
れ
ら

を
的
確

に
対

応
す
る

に
は
、

下
水
道

部
局
の
み

で
な
く

、
区
役

所
の

危
機
管

理
部
門

を
含
む

庁
内

連
携
体

制
や
地

域
へ
の

連
絡

体
制
ま

で
踏
み

込
ん
だ

対
策

を
示
し

て
も
ら

い
た
い

。
（

自
治
町

会
頼
み

は
限
界

に
き

て
い
る

こ
と
を

わ
か

っ
て
い

る
の
か

？
）

5
D

1
2
ポ

ン
プ
場

　
下
水

度
処
理

場
の

職
員
動

員
体
制

の
状
況

を
検

証
す
べ

き
当
日

は
水
門

に
来

て
い
な

い
動
員

さ
れ
た

職
員

の
当
日

の
行
動

を
確
認

す
べ

き
で
す

5
D

1
3
多

摩
区
は

、
水
害

へ
の
対

応
は

早
か
っ

た
と
思

い
ま
す

。
5

E
1
4
◎

多
摩
区

は
水
害

へ
の
対

応
は

早
く
こ

の
点
は

良
か
っ

た
と

思
う
。

（
ゴ
ミ

処
理
等

）
5

E

  
  

1
4
.
＜

下
水

道
部

会
＞

対
策

に
よ

る
効

果
の

検
証

へ
の

御
意

見
（

1
7
章

）
 

№
意

見
内

容
区

分
箇

所
内

容
2

区
分

2
箇

所
2

内
容

3
区

分
3

箇
所

3
内

容
4

区
分

4
箇

所
4

1
大

幅
軽
減

と
言
い

難
い
の

で
あ

れ
ば
、

短
期
的

な
対
策

強
化

を
一
つ

で
も
多

く
実
施

し
て

ほ
し
い

と
思
い

ま
す
。

中
長

期
的
な

対
策
に

つ
い
て

は
一

日
で
も

早
く
実

施
で
き

る
よ

う
に
尽

力
し
て

い
た

だ
き
た

い
と
思

い
ま
す

。
1
5

B
1
2

1
6

B
1
4

2
緊

急
時
対

応
説
明

会
で
住

民
に

周
知
す

べ
き
。

1
8

C
3
災

害
は
毎

回
状
況

が
違
う

の
で

、
結
果

検
証
は

難
し
い

と
考

え
る
が

、
少
な

く
と
も

被
害

を
よ
り

小
さ
く

し
た
と

言
え

る
よ
う

な
対
策

と
な
る

こ
と

を
望
む

。
ま

た
、
各

排
水
樋

門
に
ポ

ン
プ

場
を
設

置
す
べ

き
と
考

え
る

。
ま

た
、
各

排
水
樋

門
が
無

い
地

域
も
、

緊
急
時

に
そ
の

地
域

毎
（
小

中
学
校

単
位
位

で
）

の
あ
る

一
定
の

時
間
の

雨
水

を
貯
水

で
き
る

よ
う
な

、
大

規
模
な

貯
水
槽

の
設
置

を
望

む
。

1
6

C

4
P
.
1
0
9
：
諏

訪
地

区
は
既

存
の
排

水
ポ
ン

プ
車

を
2
台
使

用
、

と
記
載

が
あ
る

が
、
ホ

ー
ス

も
短
く

1
9
号
当

日
は
2
時
間
で

退
散
し

た
小

さ
な
ポ

ン
プ
車

を
二
度

と
配

置
し
な

い
こ
と

。
大
型

の
ポ
ン

プ
車
を
新

た
に
購

入
し
、

配
置

す
る
こ

と
。

1
3

C

5
新

た
な
操

作
手
順

に
従
え

ば
、

5
つ
す
べ

て
の

樋
管
で

ゲ
ー
ト

を
閉
じ

る
と

さ
れ
て

お
り
、

そ
れ
に

よ
り

浸
水
量

が
削
減

さ
れ
る

結
果

が
出
て

い
る
こ

と
か
ら

も
こ

れ
ま
で

の
操
作

手
順
が

間
違
っ

て
い
た
こ

と
は
明

ら
か
で

あ
る

。
1
0
8
頁
の
山

王
の

対
策
効

果
の
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
に

つ
い
て

は
、
当

日
の

降
雨
だ

け
で
な

く
、
天

気
予

報
の
通

り
の
降

雨
（
時

間
雨

量
5
0
m
m
、
総
降

雨
量
3
0
0
m
）

の
場
合

の
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
も

行
っ
て

い
た
だ

き
た
い

。

8
B

1
0

1
4

D

6
前

項
で
批

判
し
た

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
方
法

で
あ
り

、
示

さ
れ
た

結
果
を

そ
の
ま

ま
信

頼
し
て

評
価
は

で
き
な

い
。

し
か
し

、
応
急

の
対
策

で
は

被
害
を

食
い
止

め
ら
れ

な
い

と
言
う

認
識
は

持
っ
て
い

る
の
で

、
そ
の

認
識

の
通
り

に
正
し

い
判
断

と
行

動
を
行

っ
て
い

た
だ
き

た
い

。
8

B
1
0

14
 ペ

ー
ジ

Ⅳ－120



7
資

料
9
8
に

お
い
て

、
「
河

川
の

考
え
方

も
参
考

に
し
て

操
作

手
順
の

改
善
を

図
っ
て

い
く

」
と
あ

り
ま
す

。
　
国

土
交

通
省
の

下
水
道

部
は
、

樋
門

操
作
の

考
え
方

を
示
し

て
い

ま
せ
ん

。
樋
門

は
河

川
に
接

し
、
河

川
敷
の

中
に

あ
る
河

川
管
理

施
設
で

す
。

河
川
の

考
え
方

に
従
う

の
は

当
然
で

す
。
そ

も
そ
も

、
3
0
年
も
前

に
国
土

交
通
省

　
は

順
流
な

ら
開
で

、
逆
流

な
ら

閉
だ
と

明
確
に

示
し

て
い
ま

す
。
さ

ら
に
加

え
て

令
和
元

年
6
月

に
は
捜

査
員
の

安
　
全

確
保

の
観
点

で
同
様

の
指
針

を
出

し
ま
し

た
。

　
そ
の
指

針
を
河

川
課
か

ら
下

水
道
部

に
送
っ

た
に
も

か
か

わ
ら
ず

無
視
、

あ
る
い

は
紛

失
し
た

こ
と
は

、
河
川

管
理

　
施
設

の
取
り

扱
い
に

関
す

る
ル
ー

ル
を
逸

脱
し
た

振
る

舞
い
で

す
。
下

水
は

河
川
と

違
う
と

言
う
な

ら
下

水
に
ど

　
　
の

よ
う
な

指
針

が
あ
る

か
示
す

べ
き
で

す
。

1
7

D

8
結

構
大
き

な
排
水

ポ
ン
プ

車
を

考
え
ら

れ
て
い

ま
す
が

、
残

念
な
が

ら
ポ
ン

プ
車
で

は
対

応
で
き

る
排
水

量
で
は

な
い

と
考
え

ま
す
。

つ
ま
り

、
意

味
な
い

こ
と
は

や
め
た

方
が

良
い
。

今
回
の
逆

流
量
は

、
諏
訪

地
区

自
宅
前

の
定
点

観
測
に

よ
り

２
０
c
m
／
h
r
で

あ
り
、

浸
水

範
囲
１

５
h
a
で

３
０
，

０
０

０
m
3
／

h
r
と
な

り
ま
す

。
ポ

ン
プ
車

１
台
で

７
．
５

m
3
／

m
i
n
な
の

で
時

間
あ

た
り
４

５
０
m
3
な
の
で

４
台

程
度
で

は
足
り

ま
せ
ん

。
６

７
台
も

必
要
な

逆
流
量

で
し

た
。

ま
た
、
樋

門
全
閉

し
た
場

合
の

内
水
氾

濫
の
場

合
で
も

、
六

か
村
堀

下
水
路

の
受
け

持
ち

面
積
が

広
す
ぎ

て
２
３

５
h
a
＝
２
，

３
５
０

，
０
０

０
m
2
も
あ
り

、
雨
量

１
m
m
／

h
r
以

下
で
ポ

ン
プ
車

能
力

を
超
え

て
し
ま

い
ま
す

。
移

動
式
ポ

ン
プ
車

の
規
模

で
は

な
い
こ

と
を
知

ら
し
め

る
べ

き
で
は

な
い
の

で
す
か

？
江

東
区
に

あ
る
ポ

ン
プ
室

ク
ラ

ス
の
排

水
装
置

が
必
要

で
す

。
ポ
ン

プ
の
最

大
吐

出
量
の

規
模
が

違
い
す

ぎ
ま

す
。

1
3

C

9
川

崎
市
職

員
で
構

成
さ
れ

た
検

証
な
ど

意
味
が

な
い
。

検
証

し
た
人

間
の
実

名
も
な

く
何

を
も
っ

て
検
証

か
、
被

害
を

だ
し
た

関
係
者

が
検
証

し
て

何
が
変

わ
る
。

次
の
言

い
訳

が
出
来

る
よ
う

有
識

者
に
よ

る
第
三

者
委
員

会
を

見
送
る

と
は
、

下
水
道

部
会

に
つ
い

て
は
今

年
も
被

害
が

出
る
よ

う
で
あ

れ
ば
、

責
任

を
取
っ

て
い
た

だ
く
。

上
下

水
道
局

が
い
る

検
証
な

ど
あ

り
え
な

い
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー

的
に
参

加
は
理

解
す

る
が
当

事
者
で

あ
る
、

で
あ

れ
ば
被

害
者
代

表
も
参

加
さ

せ
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

。
参

加
し
て

い
な
い

の
で
下

水
道

部
会
に

は
責
任

が
あ
る

。
1

D

1
0
●

1
7
 
章
「

対
策

に
よ
る

効
果
の

検
証
」

へ
の

意
見

【
意
見
1
3
】
1
0
8
 
ペ
ー
ジ

「
■

1
7
.
対
策

に
よ

る
効
果

の
検
証

」
に
関

し
て

運
用
手
順

改
善
に

よ
り
、

今
後

は
ゲ
ー

ト
を
閉

め
な
か

っ
た

事
を
理

由
と
し

た
逆
流

は
発

生
し
な

い
と
理

解
し
て

い
る

た
め
、

豪
雨
に

よ
る
内

水
氾

濫
対
策

と
し
て

の
排
水

ポ
ン

プ
車
の

効
果
検

証
と

し
て
は

、
当
日

の
状
況

で
は

な
く
、

6
6
 
ペ

ー
ジ
「

1
3
.
浸

水
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

に
よ

る
検
証

(
1
2
/
3
1
)
」
で

利
用
し

た
条
件

で
あ

る
「
ゲ

ー
ト
操

作
=
ゲ

ー
ト
閉

」
「
降

雨
=
「

気
象
予

報
よ

り
時

間
雨
量

5
0
m
m
、

総
降
水

量
3
0
0
m
m
 
と

想
定
」

を
元
に

「
ポ

ン
プ
車

に
よ
る

排
水
有

無
に

よ
る
効

果
検
証

」
を
実

施
す

べ
き
と

考
え
る

。
ま
た

、
そ

の
シ
ミ

ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

結
果

を
元
に

必
要
な

排
水

ポ
ン
プ

車
台
数

を
検
討

し
て

い
た
だ

き
た
い

。
【

意
見
1
4
】
1
0
8
 
ペ
ー
ジ

「
■

1
7
.
対
策

に
よ

る
効
果

の
検
証

」
に
関

し
て

山
王
排
水

樋
管
の

場
合
、

排
水

ポ
ン
プ

車
稼
働

を
含
め

ず
、

新
た
な

操
作
手

順
に
基

づ
く

ゲ
ー
ト

閉
鎖
の

み
の
対

策
で

シ
ミ
ュ

レ
ー
シ

ョ
ン
し

て
も

大
き
な

対
策
効

果
が
出

る
の

で
は
な

い
か
と

考
え

る
。
そ

の
場
合

の
シ
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
も
記

載
し
て

い
た

だ
き
た

い
。

1
5

B
1
2
-
6

1
1
・

諏
訪
地

区
の
内

水
氾
濫

は
、

今
に
始

ま
っ
た

こ
と
で

は
な

く
、
何

ら
建
設

的
な
対

策
が

う
た
わ

れ
て
お

ら
ず
、

深
く

川
崎
市

に
対
し

て
失
望

し
て

い
る
。

2
1

D
1
2
市

職
員
の

検
証
結

果
で
は

効
果

あ
る
対

策
は
無

理
（
予

算
を

鑑
み
る

た
め
）

部
外
者

に
依

る
対
策

案
を
実

施
す
べ

き
で

す
。

2
1

D
1
3
結

果
が
す

べ
て
で

あ
る

1
5

D
1
4
他

の
方
面

は
、
ご

み
や
家

具
が

散
乱
し

て
い
た

が
、
清

掃
事

務
所
が

、
本
当

に
良
く

動
い

て
く
だ

さ
っ
た

。
2
2

E
1
5
◎

他
の
方

面
は
、

ご
み
や

家
具

が
、
い

つ
迄
も

山
積
に

な
っ

て
い
た

2
2

E

  
 

1
5
.
＜

下
水

道
部

会
＞

中
長

期
的

な
対

策
の

方
向

性
へ

の
御

意
見

（
1
8
章

）
 

№
意

見
内

容
区

分
箇

所
内

容
2

区
分

2
箇

所
2

内
容

3
区

分
3

箇
所

3
内

容
4

区
分

4
箇

所
4

1
繰

り
返
し

に
な
り

ま
す
が

、
と

に
か
く

検
討
し

続
け
て

く
だ

さ
い
。

昭
和
5
7
年

の
台
風

1
0
号
か

ら
は

3
0
年
以

上
経
過

し
て
い

ま
す

。
記

載
さ
れ

て
い
た

中
長
期

的
な

対
策
も

可
能
な

年
月
で

す
。

正
直
言
っ

て
、
私

の
存
命

中
に

実
施
さ

れ
る
事

は
な
い

の
で

は
と
も

考
え
ま

す
が
、

と
に

か
く
必

ず
実
施

し
て
く

だ
さ

い
。

1
6

B
1
4

2
１

．
に
書

い
た
と

お
り
、

個
別

地
区
の

対
策
と

同
時
に

多
摩

川
流
域

全
体
で

の
治
水

を
検

討
す
べ

き
で
あ

る
。

1
5

E
1
9

E
3
ゲ

ー
ト
の

開
閉
に

ト
ル
ク

の
強

い
動
力

機
械
に

変
え
る

の
は

よ
い
考

え
と
思

う
。
た

だ
、

台
風
時

は
停
電

、
断
線

が
起

こ
り
う

る
の
で

、
機
側

操
作

の
設
備

も
必
要

と
思
う

。
　

ま
た
、

内
水
氾

濫
対
策

と
し

て
、
ポ

ン
プ
場

の
設
置

の
ほ

か
一
時

貯
留
設

備
、
緑

地
保

全
な
ど

流
域
対

策
も
有

効
と

思
う
。

1
2

A
1
2
-
4

1
6

C

4
そ

も
そ
も

操
作
手

順
の
マ

ニ
ュ

ア
ル
の

妥
当
性

に
つ
い

て
，

国
の
基

準
等
と

比
較
さ

れ
た

検
証
が

な
さ
れ

て
い
な

い
の

で
，
き

ち
ん
と

さ
れ
た

い
。

1
7

D
5
プ

レ
イ
ヤ

ー
と
な

る
住
民

不
在

の
検
証

委
員
会

で
自
助

・
共

助
を
提

言
し
な

い
で
い

た
だ

き
た
い

。
地
域

ご
と
に

地
域

特
性
に

応
じ
て

対
応
可

能
な

方
策
を

検
討
す

べ
き
で

、
そ

れ
を
含

め
て
方

針
を

出
す
べ

き
。
ま

だ
梅
雨

時
期

ま
で
期

間
が
あ

る
の
で

、
住

民
参
加

の
検
証

委
員
会

を
開

催
し
て

く
だ
さ

い
。

1
D

6
根

本
原
因

の
排
除

の
検
討

。
1
6

C
7
　

東
京
で

雨
水
貯

留
管
・

雨
水

調
整
池

な
ど
で

被
害
か

ら
免

れ
た
経

験
が
あ

る
（
市

内
で

も
そ
れ

に
よ
っ

て
浸
水

被
害

か
ら
免

れ
た
と

こ
ろ
は

あ
る

は
ず
だ

）
の
だ

か
ら
、

「
1
0
年
程
度

」
の
工

事
期

間
に
な

っ
て
い

る
が
、

具
体

的
に
す

ぐ
に
実

施
で
き

る
案

を
出
す

必
要
が

あ
る
。

川
崎

市
側
の

河
川
敷

の
下
と

か
、

等
々
力

緑
地
の

地
下
な

ど
今

回
被
害

の
大
き

か
っ
た

場
所

を
中
心

に
早
急

に
実

現
で
き

る
よ
う

に
す
べ

き
だ

。
1
6

B
1
4
-
2

8
各

排
水
樋

門
に
ポ

ン
プ
場

を
設

置
す
べ

き
と
考

え
る
。

ま
た
、
各

排
水
樋

門
が
無

い
地

域
も
、

緊
急
時

に
そ
の

地
域

毎
（
小

中
学
校

単
位
位

で
）

の
あ
る

一
定
の

時
間
の

雨
水

を
貯
水

で
き
る

よ
う
な

、
大

規
模
な

貯
水
槽

の
設
置

を
望

む
。

1
6

C

9
諏

訪
地
区

の
雨
水

の
排
出

能
力

が
圧
倒

的
に
足

り
て
い

な
い

よ
う
に

思
え
ま

す
。

大
規
模
な

ポ
ン
プ

所
を
建

設
す

る
以
外

の
抜
本

的
解
決

策
は

な
い
で

す
。
諏

訪
信
号

近
く

の
古
い

マ
ン
シ

ョ
ン
や

そ
の

駐
車
場

を
買
収

し
て
用

地
を

確
保
す

る
な
ど

の
大
胆

な
方

針
を
立

て
て
く

だ
さ

い
。

1
6

C

1
0
多

摩
川
は

古
い
昔

か
ら
水

害
と

の
闘
い

で
し
た

。
近
年

の
人

口
増
で

治
水
が

お
ろ
そ

か
に

な
っ
て

い
た
こ

と
は
明

き
ら

か
で
す

。
近
年

の
気
象

変
動

で
洪
水

が
頻
繁

に
起
き

る
こ
と

が
予

測
さ
れ

る
中

で
、
市

街
地
の

排
水
設

備
の

抜
本
的

な
対
策

が
求
め

ら
れ

て
い
ま

す
。
具

体
的
に

は
①

大
雨
や

巨
大
台

風
時
で

も
内

水
氾
濫

が
起
き

な
い
設

備
と

し
て
、

自
然
排

水
で
な

く
強

力
な
ポ

ン
プ
場

の
建

設
を
急

ぐ
べ
き

で
す
。

中
原

で
は
山

王
排
水

場
、
宮

内
排

水
場
に

ポ
ン
プ

場
を
設

置
す

べ
き
で

す
。
②

排
水
樋

門
は

多
摩
川

の
水
位

が
排
水

樋
門

を
超
え

る
水
位

に
な
っ

た
ら

自
動
的

閉
鎖
す

る
設

備
に
す

る
こ
と

で
す
。

Ａ
Ｉ

な
ど
と

言
わ
れ

る
時
代

に
、

今
の
技

術
で
で

き
な
い

わ
け

が
あ
り

ま
せ
ん

。

9
C

1
6

C

1
1
方

向
性
は

当
た
り

前
の
こ

と
が

書
い
て

あ
る
が

、
今
ま

で
で

き
な
か

っ
た
こ

と
を
ど

う
や

っ
て
実

現
し
て

い
く
の

か
、

そ
の
計

画
を
そ

れ
ぞ
れ

き
ち

ん
と
立

て
る
べ

き
。
今

ま
で
で

き
な

か
っ
た

理
由

は
、
放

置
し
て

や
ろ
う

と
し

な
か
っ

た
の
か

？
予
算

が
取

れ
な
か

っ
た
の

か
？
な

ど
、

理
由
を

明
ら
か

に
し
な

い
と

、
次
か

ら
で
き

る
よ
う

に
な

る
と
は

到
底
思

え
な
い

。
結

果
と
し

て
今
ま

で
何

も
し
て

こ
な
か

っ
た
理

由
を

明
ら
か

に
し
、

具
体
的

な
改

善
策
を

立
て
、

市
民
に

説
明

す
べ
き

。
排
水

ポ
ン
プ

場
の

用
地
取

得
に
は

地
主
の

メ
リ

ッ
ト
が

な
い
と

難
し
い

た
め

、
地
主

の
利
益

が
出

る
よ
う

な
提
案

を
市
全

体
で

検
討
す

る
こ
と

。
公
募

方
式

に
し
て

、
民
間

の
不
動

産
業

者
・
ゼ

ネ
コ
ン

に
提
案

さ
せ

て
は
ど

う
か
？

用
地
取

得
で

は
な
く

、
借
り

上
げ
で

賃
料

形
式
で

あ
れ
ば

、
ハ

ー
ド
ル

は
下
が

る
の
で

は
な

い
か
？

（
地
主

は
土
地

に
愛

着
が
あ

る
た
め

）
地
主

に
と

っ
て
、

古
い
マ

ン
シ
ョ

ン
を

維
持
す

る
よ
り

、
保
守

管
理

ま
で
行

政
が
行

い
、
未

来
永

劫
安
定

し
て
賃

料
収

入
が
あ

る
の
は

メ
リ
ッ

ト
が

あ
る
は

ず
。
ま

た
、
多

摩
川

の
川
原

に
ポ
ン

プ
場
が

造
れ

れ
ば
そ

れ
が
一

番
早
い

と
思

う
の
で

、
可
能

か
ど
う

か
国

と
相
談

し
検
討

し
て
ほ

し
い

（
高
台

に
す

る
）
。
下

水
管
内

に
も
フ

ラ
ッ

プ
ゲ
ー

ト
を
設

置
し
、

逆
流

を
自
然

に
防
げ

る
よ
う

に
し

て
ほ
し

い
。

1
6

C
2
1

C

15
 ペ

ー
ジ
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1
2
　

小
杉
駅

周
辺
の

開
発
に

よ
る

人
口
増

加
に
見

合
う
イ

ン
フ

ラ
整
備

を
き
ち

ん
と
し

て
ほ

し
い
。

1
6

E
1
3
提

案
さ
れ

て
い
る

対
策
の

他
に

、
各
家

庭
や
事

業
所
・

店
舗

な
ど
に

中
・
小

規
模
の

貯
留

槽
の
設

置
な
ど

を
補
助

金
を

出
し
て

促
進
す

る
よ
う

な
新

た
な
思

い
切
っ

た
対
策

も
必
要

。
多

摩
川
流

域
に

は
大
規

模
な
遊

水
施
設

を
作

る
ス
ペ

ー
ス
な

ど
無
い

の
で

、
大
型

公
共
事

業
ス
タ

イ
ル

の
対
策

に
は
限

界
が
あ

る
。

1
6

E

1
4
情

報
伝
達

に
つ
い

て
（
危

機
管

理
部
担

当
、
上

下
水
道

局
、

建
築
緑

政
局
共

通
）

台
風
当
日

の
情
報

共
有
に

つ
い

て
町
内

会
に
は

実
施
さ

れ
て

い
た
が

、
武
蔵

小
杉
地

区
の

高
層
マ

ン
シ
ョ

ン
等
に

対
し

て
は
行

わ
れ
な

か
っ
た

。
今

後
の
発

災
時
に

区
役
所

と
当

該
自
主

防
災
組

織
等

間
で
や

り
取
り

す
べ
き

情
報

の
項
目

等
を
予

め
相
互

で
取

り
決
め

、
定
期

的
に
訓

練
す

る
こ
と

を
要
請

す
る
。

こ
れ

に
つ
い

て
実
施

が
困
難

で
あ

れ
ば
そ

の
法
的

根
拠
等

を
お

聞
か
せ

願
い
た

い
。

5
D

1
8

C

1
5
そ

も
そ
も

、
操
作

手
順
の

「
全

開
を
維

持
す
る

」
は
A
P
+
3
.
4
9
か
ら
示

さ
れ

て
い
ま

す
が
、

A
P
+
7
.
6
で
は

、
「
周

 
辺
状

況
及
び

丸
子
ポ

ン
プ
場

の
状

況
を
踏

ま
え
ゲ

ー
ト
の

開
閉
を

総
合

的
に
判

断
・
・
・

適
宜
河

川
水
位

を
観

測
し
、

 
総
合

的
に
ゲ

ー
ト
開

閉
を
判

断
す

る
」
と

あ
り
ま

す
。
論

理
学

的
に
は

、
こ
こ

で
こ
れ

ま
で

の
前
提

は
キ
ャ

　
ン
セ

ル
さ

れ
て
、

降
雨
の

有
無
に

か
か

わ
ら

ず
ゲ
ー

ト
を
閉

め
る
こ

と
が

出
来
る

よ
う
に

な
っ
て

い
ま

す
｡

　
川
の
水

位
が
上

が
っ
て

流
れ

込
ん
で

来
る
の

に
降
雨

が
排

水
さ
れ

る
な
ど

あ
り
得

な
い

前
提
に

拘
泥
し

て
漫
然

と
事

　
態
を

放
置
し

た
事
へ

の
総

括
が
全

く
な
さ

れ
て
い

ま
せ

ん
。
そ

の
よ
う

な
解

釈
が
生

ま
れ
た

経
緯
、

そ
れ

に
よ
っ

て
　
被

害
が
生

じ
た

責
任
の

所
在
を

明
ら
か

に
し

て
く
だ

さ
い

3
C

1
6
諏

訪
で
は

、
東
高

津
小
学

校
の

校
庭
の

大
深
度

地
下
調

整
貯

水
槽
１

０
０
ｍ

×
１
０

０
ｍ

×
１
０

ｍ
を
構

築
し
て

、
逆

流
水
を

受
け
た

り
す
れ

ば
今

回
の
３

０
，
０

０
０
m
3
の
３
時

間
分

を
一
時

的
に

た
め
て

置
け
る

し
、
貯

め
た

逆
流
水

の
排
水

は
ゆ
っ

く
り

小
さ
な

ポ
ン
プ

で
も
よ

い
わ

け
で
あ

る
。

受
け
持
ち

面
積
２

３
５
h
a
の
雨

量
を
一

時
的
に

貯
水
す

る
に

は
無
理

が
あ
り

、
環
七

地
下

の
よ
う

な
新
た

な
排
水

路
の

構
築
が

必
要
と

な
る
の

で
は

？
1
6

C

1
7
万

全
な
対

策
を
早

急
に
お

願
い

し
た
い

。
1
6

C
1
8
下

水
道
部

会
を
解

散
し
、

有
識

者
に
よ

る
第
三

者
委
員

会
を

設
置
し

今
後
の

対
策
に

取
り

組
む
税

金
の
無

駄
使
い

は
許

さ
な
い

1
D

1
9
【

意
見
1
5
】
1
1
0
 
ペ
ー
ジ

「
■

1
8
.
中
長

期
的

な
対
策

の
方
向

性
」
に

関
し

て
中

長
期
的

な
対
策

と
し
て

雨
水

貯
留
管

の
設
置

が
流
出

量
抑

制
対
策

と
し
て

挙
げ
ら

れ
て

い
る
。

3
3
 
ペ

ー
ジ
「

1
1
.
各

排
水
樋

管
ゲ
ー

ト
の
操

作
(
3
/
2
3
)
」

に
掲
載

さ
れ
て

い
る

丸
子
雨

水
幹
線

の
延

伸
等
に

よ
る
貯

水
量
の

増
加

は
、
山

王
地
区

の
浸
水

の
減

少
に
寄

与
で
き

る
と
考

え
ら

れ
る
た

め
、
中

長
期
的

対
策

と
し
て

早
期
の

実
現
を

検
討

い
た
だ

き
た
い

。
(
【

意
見
1
】
と
同

内
容
)

【
意
見
1
6
】
1
1
0
 
ペ
ー
ジ

「
■

1
8
.
中
長

期
的

な
対
策

の
方
向

性
」
に

関
し

て
今

回
の
浸

水
は
、

各
エ
リ

ア
で

1
0
 
万
m
3
 
を
超

え
る
浸

水
が

あ
っ
た

が
、
排

水
管
の

逆
流

に
よ
る

浸
水
あ

る
い
は

外
水

氾
濫
な

ど
を
考

え
る
と

、
ポ

ン
プ
車

の
能
力

だ
け
で

は
十

分
と
は

言
え
な

い
。
(
山
王

排
水

樋
管
付

近
の
浸

水
量
1
5
.
1
 
万

m
3
 
を

排
水
ポ

ン
プ
車

1
 
台

で
汲
み

だ
す

の
に
は

、
約
3
 
日
半
を

要
す

る
)
 
ポ

ン
プ
施

設
の
新

設
・

増
設
お

よ
び
ゲ

ー
ト
ポ

ン
プ

化
を
早

急
に
具

体
化
し

て
い

た
だ
き

た
い
。

ポ
ン
プ

場
は

確
保
が

難
し
い

、
と
い

う
話

だ
が
、

例
え
ば

丸
子

ポ
ン
プ

場
の
能

力
の
大

幅
向

上
で
、

被
害
を

最
小
化

す
る

こ
と
が

で
き
る

の
で
は

な
い

か
?
ご
検

討
い

た
だ
き

た
い
。

【
意
見
1
7
】
1
1
0
 
ペ
ー
ジ

「
■

1
8
.
中
長

期
的

な
対
策

の
方
向

性
」
に

関
し

て
[
大

規
模
放

流
幹

線
]

東
京
都
の

首
都
圏

外
郭
放

水
路

 
調
圧
水

槽
は

6
7
 
万
m
3
、
鶴

見
川
の

新
羽
末

広
幹
線

は
4
1
 
万
m
3
 
の
容
量

を
持
っ

て
い

る
。
多

摩
川
に

隣
接
す

る
丸

子
雨
水

幹
線
の

8
,
3
0
0
m
3
 
は

こ
れ
に

比
較
し

て
も

、
非
常

に
容
量

が
少
な

い
と

言
わ
ざ

る
を
得

な
い
。

ま
た

、
鶴
見

川
に
は

多
目
的

遊
水

地
が
あ

り
、
河

川
の
水

量
が

増
大
し

た
際
に

、
横
浜

ス
タ

ジ
ア
ム

を
含
む

エ
リ
ア

に
一

旦
水
を

引
き
込

む
こ

と
に
よ

り
、
近

隣
エ
リ

ア
へ

の
浸
水

を
防
い

で
い
る

。
等

々
力
緑

地
を
多

目
的
遊

水
地

化
し
、

ス
タ
ジ

ア
ム
の

地
下

に
数
十

万
m
3
 
の
巨
大

な
調
整

水
槽
を

設
置

す
る
こ

と
を
提

案
す
る

の
で

、
数

十
年
単

位
の
超

長
期
レ

ン
ジ

で
検
討

い
た
だ

き
た
い

。
(
今

回
市
民

ミ
ュ

ー
ジ
ア

ム
は
浸

水
被
害

を
受

け
た
が

、
こ
の

エ
リ
ア

に
は

積
極
的

に
水
を

引
き
入

れ
る

、
と
い

う
見
地

で
等
々

力
緑

地
の

す
べ
て

の
施
設

を
建
て

直
す

こ
と
を

念
頭
に

置
い
て

い
る

)

1
6

C

2
0
・

河
川
敷

の
土
砂

撤
去
に

つ
い

て
→
昨

年
１
１

月
の
住

民
説

明
会
の

際
、
参

加
者
か

ら
色

々
な
対

応
策
（

案
）
が

出
さ

れ
て
い

た
が
、

「
河
川

敷
及

び
川
床

の
土
砂

の
撤
去

」
と
い

う
案

が
出
て

い
た

。
管
轄

は
、
違

う
（
国

交
省

？
）
と

思
う
が

、
対
応

策
と

し
て
有

効
で
あ

る
と
思

う
の

で
早
急

に
進
め

て
ほ
し

い
。

・
河
川
敷

の
バ
ー

ベ
キ
ュ

ー
場

の
土
砂

を
さ
ら

い
整
備

し
て

い
る
様

子
が
あ

る
が
、

そ
ん

な
こ
と

よ
り
先

に
や
ら

な
け

れ
ば
い

け
な
い

こ
と
が

あ
る

の
で
は

な
い
か

？
・

バ
ー
ベ

キ
ュ
ー

場
の
整

備
を

す
る
予

算
が
あ

る
な
ら

、
早

期
に
以

下
の
対

策
を
打

っ
て

も
ら
い

た
い
。

①
雨
水
貯

留
管
の

整
備
→

調
整

池
の
整

備
、
例

え
ば
、

諏
訪

排
水
樋

管
に
つ

な
が
る

エ
リ

ア
に
建

設
す
る

大
規
模

施
設

内
の
地

下
に
当

該
マ
ン

シ
ョ

ン
や
施

設
の
一

時
貯
水

ス
ペ

ー
ス
を

設
け
る

こ
と

に
よ
り

、
台
風

や
大
雨

の
際

に
一
気

に
水
量

が
増
え

る
の

を
抑
え

る
こ
と

が
で
き

る
と

思
わ
れ

る
。
諏

訪
に
は

、
そ

う
し
た

設
備
の

あ
る
マ

ン
シ

ョ
ン
も

存
在
し

て
い
る

。
②

山
王
・

諏
訪
・

二
子
地

区
に

、
フ
ラ

ッ
プ
ゲ

ー
ト
の

整
備

③
流
域
変

更
も
、

諏
訪
地

区
は

す
で
に

排
水
管

は
キ
ャ

パ
を

超
え
て

い
る
の

で
早
急

に
着

手
し
て

も
ら
い

た
い
。

理
由
→
雨

水
対
策

の
整
備

に
つ

い
て
は

、
等
々

力
地
区

に
ポ

ン
プ
場

や
雨
水

滞
水
池

整
備

を
し
て

き
て
い

な
い
が

、
こ

の
地
区

は
か
つ

て
の
畑

等
が

、
宅
地

開
発
と

住
宅
の

高
層

化
に
よ

る
人
口

が
増

加
し
て

お
り
、

イ
ン
フ

ラ
を

含
め
た

対
策
が

何
ら
さ

れ
て

き
て
い

な
い
。

そ
の
結

果
、

古
い
排

水
樋
管

に
流
れ

込
む

水
量
が

増
加
し

て
い
る

。
こ

の
ま
ま

で
は
平

時
の
大

雨
で

も
、
内

水
氾
濫

の
危

険
度
が

高
ま
っ

て
い
る

た
め

。
以

上
の
対

策
に
は

、
国
、

県
、

他
流
域

自
治
体

と
の
連

携
を

具
体
的

に
ど
う

と
っ
て

い
く

の
を
明

ら
か
に

し
て
も

ら
い

た
い
。

1
6

C
2
1

E

2
1
樋

管
の
暗

渠
化

2
2

E
2
2
多

摩
川
・

三
沢
川

・
大
丸

用
水

の
国
・

県
・
市

の
連
携

　
工

事
の
た

び
に
住

民
へ
の

内
容

の
周
知

の
徹
底

　
川
底

の
浚

渫
　
小

手
先
・

ま
や
か

し
の

修
理
は

ヤ
メ
テ

！
！
多

摩
川
の

水
位

は
あ
の

台
風

以
後
か

な
り
上

り
三
沢

川
の

排
水
口

は
す
っ

か
り
変

わ
り

魚
も
可

口
付
近

は
ア
ッ

プ
ア

ッ
プ
し

て
い
ま

す
。
流

れ
る

川
に
し

て
下
さ

い
。

1
8

E

2
3
早

々
に
解

決
を

1
6

C
2
4
◎

こ
ま
り

ま
す
。

早
い
時

点
で

解
決
を

！
！

1
6

C
2
5
○

今
回
の

水
害
に

つ
い
て

浸
水

被
害
を

受
け
た

住
民
が

納
得

の
い
く

浸
水
原

因
の
検

証
を

し
て
く

だ
さ
い

。
○

稲
田
公

園
の
せ

せ
ら
ぎ

の
た

め
の
地

下
水
く

み
あ
げ

に
つ

い
て
の

緊
急
時

の
停
止

管
理

を
徹
底

し
て
く

だ
さ
い

。
○

三
沢
川

の
フ
ラ

ッ
プ
ゲ

ー
ト

の
メ
ン

テ
ナ
ン

ス
、
維

持
管

理
を
し

っ
か
り

し
て
く

だ
さ

い
。

7
D

2
6
○

大
丸
用

水
の
吐

き
口
は

確
実

な
逆
流

防
止
機

能
が
期

待
で

き
る
新

品
に
交

換
し
て

南
武

線
橋
梁

横
水
門

の
管
理

者
を

決
め
て

、
水
門

改
修
を

至
急

実
施
し

て
く
だ

さ
い
。

○
大
雨
の

時
は
稲

田
公
園

せ
せ

ら
ぎ
の

た
め
の

地
下
水

く
み

あ
げ
は

停
止
し

て
く
だ

さ
い

。
○

稲
城
市

、
東
京

都
、
神

奈
川

県
、
国

と
の
連

携
で
浸

水
被

害
住
民

の
命
と

財
産
を

守
る

対
策
を

実
施
し

、
確
実

に
連

携
体
制

を
つ
く

り
雨
季

に
備

え
て
く

だ
さ
い

。
○

三
者
委

員
の
専

門
家
は

現
地

視
察
、

確
認
を

し
て
水

害
地

域
住
民

の
意
見

、
疑
問

に
対

し
て
納

得
の
い

く
資
料

と
根

拠
を
お

示
し
の

上
で
回

答
し

て
く
だ

さ
い
。

1
8

E

  
2
3
.
＜

そ
の

他
＞

そ
の

他
自

由
意

見
欄

№
意

見
内

容
区

分
箇

所
内

容
2

区
分

2
箇

所
2

内
容

3
区

分
3

箇
所

3
内

容
4

区
分

4
箇

所
4

16
 ペ

ー
ジ
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1
台

風
１
９

号
襲
来

前
に
、

今
回

検
証
委

員
会
が

示
し
た

他
再

発
防
止

策
を
講

じ
て
い

れ
ば

被
害
は

回
避
・

軽
減
可

能
で

あ
っ
た

。
以
下

の
事
情

か
ら

、
本
件

災
害
前

か
ら
、

多
摩

川
水
位

が
少
な

く
と

も
既
往

最
高
を

超
え
て

、
安

全
の
確

保
が
要

求
さ
れ

る
「

計
画
高

水
位
」

と
な
り

逆
流

の
よ
る

被
害
が

生
じ
る

こ
と

の
予
見

可
能
性

が
あ
っ

た
と

い
え
、

検
証
を

す
べ
き

で
あ

る
。
①

多
摩
川

の
氾

濫
危
険

水
位
を

超
え
が

昭
和

４
９
年

以
降
４

回
発
生

（
昭

和
４
９

，
昭
和

５
７
，

平
成

１
９
，

平
成
２

９
）
し

山
王

・
諏
訪

で
浸
水

し
て
い

た
（

中
間
ま

と
め
１

１
頁
）

。
②

ま
た
、

地
球
温

暖
化

の
進
行

に
よ
り

、
海
面

温
度

が
上
昇

し
、
風

速
５
９

ｍ
／

s
以
上
の

猛
烈

な
台
風

が
出
現

す
る
頻

度
が

増
加
す

る
こ
と

が
予
想

で
き

、
多
摩

川
の
水

位
も
上

昇
傾

向
に
あ

っ
た
。

③
以
上

を
前

提
に

、
川
崎

市
は
既

往
最
高

水
位

を
超
え

る
台
風

を
本
件

台
風

前
に
浸

水
シ
ュ

ミ
レ
ー

シ
ョ

ン
を
行

っ
て
い

れ
ば
、

山
王

・
諏
訪

以
外
の

地
区
も

逆
流

に
よ
る

浸
水
被

害
を
予

見
す

る
こ
と

が
で
き

た
。
④
予

見
可
能

期
と
し

て
、

遅
く
と

も
平
成

２
９
年

１
０

月
２
２

日
の
台

風
２
１

号
襲

来
時
（

A
.
P
.
＋

８
．
４

２
，

山
王
、

諏
訪
で

浸
水
発

生
）

が
考
え

ら
れ
る

。
こ
の

時
期

か
ら
対

策
が
行

わ
れ

て
い
れ

ば
、
観

測
機
器

導
入

等
に
よ

る
短
期

対
策
は

半
年

～
１
年

程
度
の

短
期
間

で
実

施
可
能

で
あ
り

、
被
害

は
回

避
・
軽

減
で
き

た
。

3
C

2
今

ま
で
ニ

ュ
ー
ス

の
映
像

で
み

て
い
る

災
害
は

や
は
り

ど
こ

か
他
人

ご
と
で

し
た

し
か
し
実

際
の
被

害
を
目

の
当

た
り
に

す
る
と

本
当
に

大
変

な
出
来

事
だ
と

思
い
ま

す
こ

の
よ
う

な
災
害

が
二
度

と
起

き
な
い

こ
と
を

願
い
ま

す
2
1

D

3
検

証
委
員

会
の
あ

り
方
に

つ
い

て
の
疑

問
　

・
傍
聴

に
行
き

ま
し
た

が
市

の
行
政

内
（
下

水
道
・

河
川

）
の
担

当
者
が

、
苦
労

さ
れ

て
ま
と

め
よ
う

と
し
て

い
る

の
は
伝

わ
っ
て

き
ま
し

た
が

、
各
担

当
へ
の

質
問
に

対
し

て
の
突

っ
込
み

が
な

く
、
お

互
い
の

立
場
を

理
解

し
て
、

疑
問
点

に
対
し

て
も

す
ぐ
納

得
し
て

し
ま
う

と
い

う
感
じ

が
強
く

申
し
訳

な
い

が
、
第

三
者
委

員
会
と

し
て

の
客
観

的
な
判

断
が
で

き
な

い
と
思

い
ま
す

。
　

・
住
民

説
明
会

か
ら
の

報
告

に
あ
っ

た
よ
う

に
、
被

災
者

住
民
は

生
活
再

建
を
ど

う
し

て
く
れ

る
の
か

と
い
う

意
見

が
多
か

っ
た
の

に
対
し

て
、

そ
の
こ

と
に
つ

い
て
は

一
切

こ
の
検

証
委
員

会
で

は
論
議

が
さ
れ

て
い
な

い
。

こ
れ
で

は
被
災

者
住
民

は
納

得
が
で

き
な
い

。
　

・
こ
の

時
代
に

、
委
員

の
メ

ン
バ
ー

が
す
べ

て
男
性

で
あ

る
。
こ

れ
で
は

生
活
目

線
で

の
　

　
論
議

に
か
け

る
こ
と

に
な

る
の
で

は
な
い

か
？

　
・
行
政

に
関
わ

ら
な
い

、
第

三
者
、

学
識
経

験
者
や

住
民

代
表
（

被
災
者

住
民
を

含
め

て
）

　
　
を
含

め
た
組

織
を
つ

く
る

べ
き
だ

。

1
D

4
川

崎
市
の

パ
ブ
コ

メ
条
例

に
よ

る
と
、

意
見
募

集
す
る

期
間

は
原
則

3
0
日
以

上
と
あ

り
ま

す
、
た

だ
、
期

間
を
短

く
し

な
け
れ

ば
い
け

な
い
場

合
は

、
理
由

を
明
示

し
て
短

く
す

る
こ
と

が
で
き

る
と

あ
り
ま

す
が
、

今
回
の

募
集

の
中
に

そ
れ
が

見
当
た

り
ま

せ
ん
。

そ
れ
ど

こ
ろ
か

市
民

か
ら
の

意
見
を

ち
ゃ
ん

と
聞

か
な
け

れ
ば
い

け
な
い

と
ま

で
書
い

て
あ
る

の
に
、

な
ぜ

1
0
日
間

な
の
で

す
か

？
も

し
何
ら

理
由
が

な
け
れ

ば
3
0
日
以
上

に
し
て

く
だ
さ

い
。

2
D

5
私

の
居
住

地
は
過

去
の
台

風
で

も
被
害

が
あ
り

ま
し
た

。
昭

和
5
7
年

の
台
風

1
0
号
の

経
験

を
も
と

に
、
立

て
直
し

の
際

に
は
1
階

床
高

さ
を
上

げ
て
設

計
施
工

し
ま

し
た
が

、
そ
れ

で
も
床

下
浸
水

含
め
地
盤

の
侵
食

等
の
被

害
を

経
験
し

て
き
ま

し
た
。

止
水

板
の
設

置
も
し

ま
し
た

。
そ

れ
で
も

被
害
の

あ
る
場

所
で

す
。
主

幹
が
埋

設
さ
れ

、
最

下
部
に

位
置
し

て
い
ま

す
。

近
隣
に

も
常
に

被
害

の
起
こ

る
場
所

が
あ
る

た
め

か
、
こ

れ
ま
で

取
り
残

さ
れ

た
よ
う

な
状
態

で
す
。

現
在

中
部
下

水
道
局

の
方
と

相
談

さ
せ
て

い
た
だ

き
、
誠

実
な

対
応
を

し
て
い

た
だ
い

て
お

り
ま
す

が
、
改

め
て

特
別
な

場
所
と

し
て
認

識
・

対
策
し

て
頂
き

た
い
と

思
っ

て
い
ま

す
。

2
1

D

6
感

じ
る
こ

と
は
、

台
風
時

に
対

応
し
た

時
の
行

動
、
ゲ

ー
ト

の
閉
止

の
判
断

、
閉
止

時
の

タ
イ
ミ

ン
グ
。

そ
れ
ら

す
べ

て
が
「

マ
ニ
ュ

ア
ル
に

沿
っ

て
判
断

し
た
こ

と
で
あ

り
間

違
い
は

な
か
っ

た
」
「
我

わ
れ
に

は
判
断

の
過

ち
は
何

も
な
く

、
落
ち

度
も

無
い
」

と
い
う

結
論
に

意
図

的
に
持

っ
て
行

こ
う
。

と
見

え
て
仕

方
が
な

い
。

今
回
の
災

害
で
教

訓
と
す

べ
き

い
ち
ば

ん
大
切

な
こ
と

は
、

今
回
沢

山
の
地

域
住
民

が
住

居
の
被

害
に
合

い
、
大

損
害

を
受
け

て
い
る

、
そ
の

損
害

を
ど
う

す
れ
ば

出
さ
な

く
て

済
ん
だ

の
か
？

自
分

た
ち
の

判
断
と

行
動
の

ど
こ

が
間
違

っ
て
い

た
の
か

？
真

摯
に
受

け
止
め

、
シ
ッ

カ
リ

見
直
さ

な
け
ば

ま
た
再

発
す

る
か
も

し
れ
な

い
と
い

う
。

視
点
に

立
っ
て

検
証
委

員
会

に
臨
ん

で
い
な

い
こ

と
で
す

。
一

般
企
業

で
は
こ

ん
な
大

ト
ラ

ブ
ル
が

あ
っ
た

ら
、
「

二
度

と
同
じ

こ
と
を

繰
り
返

さ
な

い
」
よ

う
に
「

真
の
原

因
を

徹
底
的

に
追
及

」
し
て

再
発

防
止
を

考
え
る

。
公

務
員
だ

か
ら
な

の
か
？

下
水

道
局
職

員
に
は

そ
う
い

う
姿

勢
が
全

く
感
じ

ら
れ
な

い
。

マ
ニ
ュ
ア

ル
も
「

マ
ニ
ュ

ア
ル

に
書
か

れ
て
い

る
こ
と

を
守

っ
た
か

ら
正
し

い
」
で

は
な

く
、
現

場
の
状

況
を
き

め
細

か
く
正

確
に
掌

握
し
て

、
市

民
の
命

と
財
産

を
守
る

行
動

を
優
先

す
る
対

応
が

現
場
で

で
き
る

マ
ニ
ュ

ア
ル

に
全
体

を
適
宜

見
直
し

を
し

て
い
た

だ
き
た

い
。

2
1

B
1
2
-
6

7
こ

の
よ
う

な
検
証

委
員
会

の
と

り
ま
と

め
内
容

は
川
崎

市
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

に
ひ
っ

そ
り

と
乗
せ

る
の
で

は
な
く

、
被

害
に
あ

っ
た
住

民
に
ま

ず
説

明
す
べ

き
で
は

な
い
で

し
ょ

う
か
？

も
っ
と

被
害

が
あ
っ

た
住
民

に
よ
り

そ
っ

た
説
明

・
対
策

を
お
願

い
致

し
ま
す

。
1
8

C

8
住

ん
で
い

る
住
民

の
こ
と

を
考

え
く
だ

さ
い
。

2
2

D
9
今

回
の
検

証
委
員

会
の
資

料
を

見
て
が

っ
か
り

し
た
。

人
が
死
な

な
け
れ

ば
ど
う

で
も

い
い
の

で
し
ょ

う
か
？

検
証
委
員

会
の
方

も
浸
水

し
た

地
域
に

移
住
し

て
は
い

か
が

で
す
か

？
2
2

D

1
0
住

民
説
明

会
で
で

て
い
る

補
償
の
件

に
一
切

触
れ
て

な
い

の
で
す

が
、

対
応
を
明

確
に
し

て
く
だ

さ
い

。
台

風
の
度

に
、
家

を
直
す

こ
と

に
な
る

と
な
る

と
、
金

銭
的

に
無
理

が
あ
る

。
ま

た
、
精

神
的
に

も
滅
入

る
。

早
め
の
対

応
を
お

願
い
し

ま
す

。

3
C

1
1
港

町
周
辺

は
水
門

の
調
査

等
は

し
て
い

る
よ
う

で
す
が

、
下

水
管
な

ど
、
排

水
に
つ

い
て

記
載
が

あ
り
ま

せ
ん
が

、
ど

の
よ
う

に
お
考

え
な
の

で
し

ょ
う
か

？
問
題

が
な
い

と
い
う

こ
と

で
し
ょ

う
か

？
今
回

の
台
風

１
９
号

に
関

わ
ら
ず

度
々
浸

水
し
ま

す
が

、
そ
の

辺
の
改

善
は
考

え
て

な
い
の

で
し
ょ

う
か
。

2
1

E

1
2
「

逆
流
時

に
は
水

門
を
閉

め
る

」
と
い

う
趣
旨

の
通
達

が
、

昨
年
６

月
に
国

土
交
通

省
か

ら
川
崎

市
に
届

い
た
に

も
か

か
わ
ら

ず
、
下

水
道
管

理
課

に
は
届

か
な
か

っ
た
、

と
い
う

事
実

が
あ
り

ま
す

。
(
3
/
3
の
市
議

会
質
問

よ
り

）
　
東

京
都
側

は
、
こ

れ
に

従
い
、

す
べ
て

の
水
門

を
閉

め
た
と

聞
い
て

い
ま
す

が
、

川
崎
市

側
は
逆

の
オ
ペ

レ
ー

シ
ョ
ン

で
し
た

。
結
果

と
し

て
、
被

害
が
多

く
出

た
こ
と

へ
の
補

償
は
全

く
考

え
て
い

な
い
の

で
し
ょ

う
か

！
？
シ

ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
で

は
、
場

所
に
よ

っ
て
、

結
果

が
逆
に

な
っ
て

い
る
と

こ
ろ

も
あ
り

ま
す
が

、
基
本

と
な

る
オ
ペ

レ
ー
シ

ョ
ン

が
で
き

て
い
な

か
っ
た

、
と

い
う
こ

と
で
、

責
任
の

一
端

と
、
補

償
責
任

は
、
川

崎
市

に
あ
る

と
考
え

ま
す
が

、
い

か
が
で

し
ょ
う

か
！
？

3
C

1
7

D

17
 ペ

ー
ジ
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1
3
・

ゲ
ー
ト

開
閉
の

正
し
い

判
断

に
必
要

な
情
報

が
必
要

な
頻

度
で
揃

っ
て
い

た
と
思

い
ま

す
か
？

・
逆
流
が

あ
れ
ば

雨
水
の

み
に

比
べ
て

溢
水
リ

ス
ク
が

高
ま

る
中
で

、
　

ゲ
ー
ト

か
ら
の

逆
流
を

調
べ

て
お
ら

ず
、

　
ま
た
溢

水
が
発

生
し
て

も
ゲ

ー
ト
を

閉
め
る

判
断
を

し
な

か
っ
た

こ
と
は

、
　

判
断
す

る
た
め

に
必
要

な
情

報
を
取

得
す
る

体
制
構

築
が

で
き
て

い
な
い

に
も
関

わ
ら

ず
、

　
断
片
的

な
情
報

で
判
断

し
た

市
の
判

断
ミ
ス

で
は
無

い
で

す
か
？

・
浸
水
被

害
に
よ

っ
て
、

当
日

避
難
時

に
持
ち

出
し
た

も
の

以
外
は

す
べ
て

使
え
な

く
な

り
、

　
そ
の
日

か
ら
住

む
場
所

、
明

日
着
る

服
も
な

く
な
り

ま
し

た
。

　
賃
貸
1
階

の
た

め
、
家

財
は
す

べ
て
失

っ
た

も
の
の

建
物
自

体
は
被

害
範

囲
が
狭

い
の
で

、
　

罹
災
証

明
は
床

上
浸
水

程
度

の
判
定

と
な
り

補
償
が

ほ
と

ん
ど
無

い
状
況

で
す
。

　
こ
の
よ

う
に
、

損
害
を

被
っ

た
人
へ

の
賠
償

は
ど
の

よ
う

に
考
え

て
い
ま

す
か
？

3
C

5
D

1
4
せ

め
て
今

回
の
リ

フ
オ
ー

ム
代

金
に
か

か
っ
た

消
費
税

を
返

し
て
く

だ
さ
い

。
１

６
０
万

円
支
払

っ
て
い

ま
す

。
賃

貸
マ
ン

シ
ョ
ン

を
持
っ

た
大

家
さ
ん

の
保
証

が
何
も

あ
り

ま
せ
ん

。
リ

フ
ォ
ー

ム
代
金

、
借
り

入
れ

の
返
済

、
家
賃

が
入
ら

な
い

と
困
っ

て
い
る

方
が
大

勢
い

ま
す
。

罹
災
証
明

の
判
定

も
持
ち

家
に

比
べ
て

厳
し
い

で
す
。

3
C

1
5
メ

ー
ル
フ

ォ
ー
ム

の
字
数

制
限

が
あ
る

の
が
お

か
し
い

。
書

き
た
い

こ
と
が

書
け
な

い
。

意
見
募

集
を
行

っ
て
い

る
こ

と
を
偶

々
Ｈ
Ｐ

を
見
た

の
で

発
見
し

た
。
浸

水
被
害

に
あ
っ

た
住

民
、
浸

水
被

害
が
発

生
し
た

地
域
の

周
辺

に
住
ん

で
い
る

住
人
に

意
見

募
集
を

行
っ
て

い
る
旨

を
き

ち
ん
と

周
知
し

て
い
る

の
か

。
Ｈ
Ｐ

の
ト
ッ

プ
ペ
ー

ジ
に

も
意
見

募
集
を

行
っ
て

い
る

旨
も
書

い
て
い

な
い

。
意
見

募
集
を

し
ま
し

た
と

い
う
ア

リ
バ
イ

作
り
に

し
か

見
え
な

い
の
で

、
対
策

を
検

討
す
る

の
と
同

時
進
行

で
期

間
を
設

け
ず
意

見
募
集

を
し

て
い
る

こ
と
を

き
ち
ん

と
周

知
す
る

べ
き
。

2
D

1
6
床

下
浸
水

で
大
変

で
し
た

。
2
度

と
こ
の

よ
う

な
こ
と

が
起
こ

ら
な
い

よ
う

に
対
策

を
し
っ

か
り
お

願
い

し
た
い

。
2
1

B
1
2

1
7
大

規
模
災

害
に
完

全
な
対

応
が

で
き
る

は
ず
が

無
い
の

は
理

解
し
て

い
る
が

、
と
に

か
く

誰
が
い

つ
ど
の

よ
う
な

対
策

を
行
う

の
か
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

を
は
っ

き
り
示

し
て
ほ

し
い
。

2
1

B
1
2

1
8
今

回
の
浸

水
被
害

で
は
規

模
も

小
さ
い

か
も
し

れ
ま
せ

ん
が

、
も
っ

と
川
崎

市
が
積

極
的

に
早
急

に
対
策

を
立
て

て
頂

け
な
け

れ
ば
住

民
は
安

心
し

て
生
活

出
来
ま

せ
ん
。

被
害
の

確
認

に
来
た

の
も

遅
か
っ

た
の
で

、
痕
跡

確
認

も
疑
問

が
残
り

ま
す
。

も
っ

と
住
民

に
寄
り

添
っ
た

対
応

を
お
願

い
致
し

ま
す
！

！
2
1

D

1
9
　

・
メ
ー

ル
で
の

投
稿
欄

を
見

つ
け
る

の
が
大

変
だ
っ

た
。

も
っ
と

市
全
体

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
か

ら
分
か

り
や
す

く
載

せ
て
欲

し
い
。

「
な
る

べ
く

知
ら
せ

た
く
な

い
の
で

は
？
」

と
い

う
風
に

思
っ
て
し

ま
う
の

で
は
な

い
で

し
ょ
う

か
？

　
・
検
証

委
員
会

を
傍
聴

し
た

が
、
や

は
り
お

役
所
内

の
討

議
で
、

自
分
た

ち
に
都

合
の

い
い
結

論
を
導

き
出
す

（
今

回
は
仕

方
な
か

っ
た
）

よ
う

に
し
か

思
え
な

か
っ
た

。
女

性
が
だ

れ
も
い

な
く

て
生
活

目
線
で

の
議
論

に
乏

し
い
。

行
政
か

ら
独
立

し
た

第
三
者

委
員
会

で
の
検

討
が

必
要
。

1
D

2
D

2
0
小

杉
駅
周

辺
に
今

も
超
高

層
マ

ン
シ
ョ

ン
の
建

設
が
進

め
ら

れ
て
お

り
、
人

口
急
増

の
一

方
で
市

イ
ン
フ

ラ
整
備

が
大

幅
に
遅

れ
て
い

る
こ
と

は
天

下
の
知

る
所
で

す
。
鉄

道
・
保

育
園

・
学
校

な
ど

の
整
備

と
共
に

、
小
杉

駅
周

辺
の
排

水
設
備

を
総
点

検
し

、
２
度

と
浸
水

で
人
の

住
め

な
い
マ

ン
シ
ョ

ン
街
に

な
ら

な
い
よ

う
、
今

の
超
高

層
マ

ン
シ
ョ

ン
計
画

は
ス
ト

ッ
プ

す
べ
き

で
す
。

2
1

E

2
1
こ

の
よ
う

な
意
見

を
述
べ

る
機

会
が
も

っ
と
早

く
あ
れ

ば
、

新
鮮
な

意
見
が

出
た
と

感
じ

ま
す
。

今
回
で

す
ら
、

こ
の

よ
う
な

機
会
が

あ
る
と

知
っ

た
時
期

が
遅
か

っ
た
で

す
。
本

当
に

改
善
し

て
い

た
だ
け

る
の
か

疑
問
に

感
じ

ま
す
。

2
D

2
2
も

っ
と
住

民
へ
の

説
明
を

積
極

的
に
実

施
し
て

ほ
し
い

で
す

。
市

民
か
ら

説
明
要

求
が
な

け
れ

ば
動
か

な
か
っ

た
よ
う

に
思

え
ま
す

。
浸

水
に
関

す
る
説

明
会
や

市
民

意
見
募

集
に
つ

い
て
、

人
か

ら
聞
く

ま
で
知

り
ま
せ

ん
で

し
た
。

2
D

1
8

C

2
3
水

門
操
作

に
関
す

る
国
の

通
達

を
下
水

道
部
長

は
「
河

川
と

下
水
は

違
う
」

と
答
弁

し
て

い
ま
す

が
、
河

川
で
あ

れ
、

下
水
で

あ
り
、

川
の
堤

防
に

設
置
さ

れ
た
「

河
川
管

理
施
設

」
で

あ
り
川

崎
市

長
に
設

置
が
許

可
さ
れ

た
「

許
可
工

作
物
」

で
す
。

川
崎

市
は
「

違
う
」

事
を
市

の
方

針
と
し

て
い
る

の
か
明

ら
か

に
し
て

下
さ
い

。
　

意
見
募

集
期
間

が
短
す

ぎ
ま

す
、
膨

大
な
資

料
で
1
0
日
間

で
は
意

見
を
出

せ
ま
せ

ん
。

ア
リ
バ

イ
作
り

と
言
わ

れ
な

い
よ
う

誠
実
に

対
応
し

て
下

さ
い
。

2
D

1
7

D

2
4
平

成
2
7
年

に
「
下

水
道
浸

水
被

害
軽
減

マ
ニ
ュ

ア
ル
」

（
平

成
1
8
年

策
定
・

国
が
地

方
公

共
団
体

へ
周
知

）
が
改

訂
さ

れ
た
。

こ
こ
に

書
い
て

あ
る

こ
と
を

や
っ
て

お
け
ば

、
被
害

は
少

な
か
っ

た
は

ず
。
な

ぜ
平
成

の
間
に

内
水

氾
濫
対

策
を
行

わ
な
か

っ
た

の
か
？

そ
こ
が

全
て
の

原
因

で
は
な

い
か
？

理
由
を

明
確

に
し
、

再
発
防

止
に
つ

な
げ

る
こ
と

。
軽

減
マ
ニ

ュ
ア
ル

に
も
記

載
が

あ
る
が

、
ま
ち

づ
く
り

局
と

上
下
水

道
局
が

連
携
し

、
総

合
的
な

治
水
対

策
を
行

わ
な

け
れ
ば

、
武
蔵

小
杉
の

よ
う

な
結
果

に
な
る

の
は
当

然
。

検
証
委

員
会
に

ま
ち

く
づ
く

り
局
が

い
な
い

の
は

な
ぜ
か

？
雨
水

流
出
抑

制
の

条
例
に

つ
い
て

も
今
よ

り
厳

し
く
す

る
こ
と

が
必
要

。
開

発
の
許

認
可
と

下
水
道

の
キ

ャ
パ
シ

テ
ィ
が

連
動
し

て
い

な
い
の

で
は
集

中
豪

雨
に
対

応
で
き

な
い
。

建
築

・
下
水

・
河
川

の
担
当

が
多

摩
川
沿

い
の
自

治
体
で

あ
る

こ
と
を

強
く
意

識
し
て

仕
事

を
し
て

い
く
べ

き
で
、

そ
の

連
携
に

つ
い
て

も
見
直

す
こ

と
。

第
三
者
委

員
会
を

設
置
し

、
民

間
人
が

主
体
で

検
証
・

再
発

防
止
策

の
検
討

を
行
う

べ
き

。
今
ま

で
や
れ

て
こ
な

か
っ

た
川
崎

市
だ
け

で
再
発

防
止

を
や
り

き
れ
る

と
は
思

え
な

い
。

諏
訪
に
は

メ
ッ
キ

工
場
が

あ
り

、
1
9
号

で
は
毒

物
が
流

出
し

た
。
二

度
と
洪

水
が
起

こ
ら

な
い
対

策
を
早

急
に
実

行
し

て
い
た

だ
き
た

い
。

今
回
の
市

民
の
意

見
は
原

文
の

ま
ま
で

議
会
に

提
出
す

る
べ

き
。

1
D

2
1

C

2
5
摘

録
2
2
ペ

ー
ジ
で

、
国
の

通
達

に
関
し

、
下
水

道
部
長

が
「

下
水
は

河
川
と

違
い
、

下
水

の
管
内

の
水
の

流
れ
を

把
握

で
き
な

い
の
で

当
時
参

考
に

す
る
こ

と
は
な

か
っ
た

」
と
発

言
し

て
い
る

こ
と

に
疑
問

を
感
じ

る
。

逆
流
を
防

止
す
る

た
め
の

ゲ
ー

ト
を
扱

う
立
場

に
お
い

て
、

下
水
の

管
内
の

水
の
流

れ
を

把
握
で

き
な
い

現
状
に

つ
い

て
問
題

意
識
を

持
つ
べ

き
で

は
な
か

っ
た
の

か
。

今
回
の
一

連
の
と

り
ま
と

め
を

見
て
も

、
逆
流

が
起
き

て
い

な
い
か

、
起
き

た
場
合

に
ど

う
す
る

か
が
事

前
に
協

議
さ

れ
て
い

た
と
は

思
え
ず

、
逆

流
に
対

し
て
無

防
備
で

あ
っ

た
こ
と

の
反
省

が
見

ら
れ
な

い
。
下

水
道
部

長
の

発
言
か

ら
も
、

逆
流
を

起
こ

し
て
し

ま
っ
た

こ
と
へ

の
責

任
や
問

題
意
識

が
感
じ

ら
れ

ず
大
変

残
念
で

あ
る
。

3
C

1
7

D

2
6
川

崎
市
パ

ブ
リ
ッ

ク
コ
メ

ン
ト

手
続
条

例
第
５

条
第
３

項
で

「
意
見

提
出
期

間
は
、

第
１

項
の
規

定
に
よ

る
公
表

の
日

か
ら
起

算
し
て

3
0
日
以

上
で

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
。

」
と
あ

り
、

同
第
６

条
で

は
「
策

定
機
関

は
、
パ

ブ
リ

ッ
ク
コ

メ
ン
ト

手
続
を

実
施

し
よ
う

と
す
る

場
合
に

お
い

て
、
3
0
日
以
上

の
意
見

提
出

期
間
を

定
め
る

こ
と
が

で
き

な
い
や

む
を
得

な
い
理

由
が

あ
る
と

き
は
、

前
条

第
３
項

の
規
定

に
か
か

わ
ら

ず
、
3
0
日
を
下

回
る
意

見
提

出
期
間

を
定
め

る
こ
と

が
で

き
る
。

こ
の
場

合
に
お

い
て

は
、
当

該
パ
ブ

リ
ッ
ク

コ
メ

ン
ト
手

続
に
係

る
政
策

等
の

案
の
公

表
の
際

そ
の

理
由
を

明
ら
か

に
し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。

」
と
定

め
て

い
る
が

、
今
回

の
市
民

意
見

募
集
で

は
1
0
日

間
と
1
/
3
と
短

く
、
か

つ
第

６
条
で

定
め
る

「
当
該

パ
ブ

リ
ッ
ク

コ
メ
ン

ト
手
続

に
係

る
政

策
等
の

案
の
公

表
の
際

そ
の

理
由
を

明
ら
か

に
し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い
。

」
が
明

記
さ

れ
て
い

な
い
。

市
の
真

剣
さ

と
市
民

へ
の
誠

意
が
全

く
感

じ
ら
れ

な
い
。

2
D

18
 ペ

ー
ジ
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2
7
今

回
の
検

証
委
員

会
に
は

、
川

崎
市
と

の
利
害

関
係
の

な
い

中
立
的

立
場
の

第
三
者

が
入

っ
て
い

な
い
の

は
お
か

し
い

と
思
い

ま
す
。

一
般
の

会
社

や
法
人

な
ら
、

重
大
な

事
案
が

起
き

る
と
第

三
者

を
入
れ

た
委
員

会
で
検

証
し

て
い
ま

す
。
こ

の
検
証

委
員

会
報
告

は
、
組

織
防
衛

の
た

め
の
言

い
訳
に

終
始
し

て
い

る
よ
う

に
思
い

ま
す
。

川
崎

市
は
市

民
か
ら

の
責
任

を
追

及
す
る

声
に
対

し
て

真
摯
に

耳
を
傾

け
、
第

三
者

を
交
え

た
検
証

を
再
度

行
う

と
と
も

に
、
そ

の
結
果

を
踏

ま
え
た

水
害
防

止
対
策

の
構

築
を
行

っ
て
欲

し
い
。

そ
し

て
、
何

よ
り
も

被
害
を

受
け

た
住
民

の
方
々

に
対

し
て
、

十
分
な

支
援
と

補
償

を
行
っ

て
欲
し

い
。

ま
た
、
広

く
市
民

か
ら
意

見
を

聞
こ
う

と
い
う

姿
勢
が

な
い

こ
と
に

怒
り
を

感
じ
ま

す
。

川
崎
市

の
職
員

は
、
川

崎
市

民
の
た

め
に
職

務
を
全

う
す

る
義
務

が
あ
る

は
ず
で

す
。

そ
れ
に

は
、
市

民
の

声
に
耳

を
傾
け

て
、
行

政
を

進
め
て

い
た
だ

き
た
い

と
強

く
要
望

し
ま
す

。

1
D

3
C

2
C

2
8
検

証
内
容

に
お
い

て
全
く

触
れ

ら
れ
て

い
な
い

が
、
深

刻
な

被
害
を

被
っ
た

被
災
者

へ
の

賠
償
の

問
題
は

重
要
な

論
点

と
考
え

る
。

と
り
わ
け

保
証
内

容
が
不

十
分

だ
っ
た

方
々
や

低
所
得

者
層

の
方
々

、
年
金

生
活
の

方
々

に
と
っ

て
は
、

生
活
再

建
は

容
易
で

は
な
い

。
き

ち
ん
と

市
の
過

失
を
認

め
、

床
下
浸

水
の
場

合
や
マ

ン
シ

ョ
ン
居

住
者
等

も
含
め

、
必

要
な
人

に
必
要

な
額
の

賠
償

が
行
わ

れ
る
べ

き
で
あ

る
。

3
C

2
9
　

本
検
証

委
員
会

の
内
容

は
大

変
重
要

な
問
題

で
あ
る

と
考

え
る
が

、
そ
の

課
題
の

重
要

性
に
見

合
っ
た

規
模
で

市
民

に
対
す

る
告
知

や
意
見

聴
取

が
行
わ

れ
て
い

る
と
は

言
い
難

い
。

　
と
り
わ

け
パ
ブ

リ
ッ
ク

コ
メ

ン
ト
の

募
集
期

間
が
短

い
こ

と
は
問

題
で
あ

る
の
で

、
延

長
す
る

か
も
し

く
は
再

度
機

会
を
設

け
、
引

き
続
き

意
見

を
市
民

に
求
め

る
べ
き

で
あ

る
。

2
D

3
0
　

行
政
に

責
任
が

あ
る
な

ら
ば

、
賠
償

す
る
の

は
当
然

で
あ

る
。

　
我
が
家

の
場
合

、
1
5
0
0
万
円

の
リ
フ

ォ
ー
ム

代
が
か

か
る

。
保
険

で
賄
わ

れ
る
金

額
も

あ
る
が

、
リ
フ

ォ
ー
ム

に
関

わ
る
手

間
隙
は

と
て
も

く
た

び
れ
る

。
そ
の

分
仕
事

が
疎

か
に
な

る
し
、

生
活

も
窮
屈

な
も
の

に
な
る

。
今

の
家
に

引
っ
越

し
て
１

年
た

た
ず
に

水
害
に

あ
っ
た

。
な

ぜ
こ
ん

な
目
に

あ
な
け

れ
ば

な
ら
な

か
っ
た

の
か
。

人
生

設
計
が

め
ち
ゃ

く
ち
ゃ

で
あ

る
。

　
今
回
の

水
害
は

自
然
災

害
で

は
な
く

、
川
崎

市
の
仕

事
の

仕
方
に

よ
る
人

災
で
あ

る
と

考
え
る

。
責
任

の
所
在

を
曖

昧
に
し

て
、
組

織
防
衛

を
優

先
す
る

こ
の
検

証
委
員

会
で

は
納
得

い
か
な

い
。
検
証

委
員
会

の
構
成

も
、

加
害
責

任
を
問

わ
れ
る

当
事

者
で
あ

る
市
職

員
の
み

で
あ

り
、
不

公
正
で

あ
る
。

ま
た

、
生
活

に
困
っ

て
い
る

市
民

を
置
き

去
り
に

し
た
検

証
結

果
で
あ

り
、
男

性
職

員
し
か

い
な
い

点
も
不

自
然

で
あ
る

。
川
崎

市
に
は

優
秀

な
女
性

職
員
は

い
な
い

の
か

。
　

問
題
だ

ら
け
の

検
証
委

員
会

に
、
川

崎
市
長

は
何
も

感
じ

な
い
の

か
。
川

崎
市
は

市
民

の
生
活

を
守
る

た
め
に

税
金

を
使
い

な
さ
い

。

1
D

3
C

3
1
全

体
と
し

て
、
再

発
防
止

策
の

提
示
に

は
力
が

入
っ
て

い
る

が
、
こ

の
度
の

災
害
が

起
き

た
根
本

に
行
政

の
油
断

や
怠

慢
が
あ

っ
た
事

を
意
図

的
に

覆
い
隠

し
た
報

告
と
な

っ
て
い

る
事

に
抗
議

す
る

。
こ

の
間
の

管
理
当

局
の
判

断
ミ

ス
は
、

意
図
的

に
行
っ

た
も

の
で
は

無
い
事

を
願
う

が
、

国
交
省

の
通
達

を
黙
殺

し
て

い
た
こ

と
や
、

台
風
当

日
の

組
織
・

体
制
が

不
十
分

な
も

の
で
あ

っ
た
点

な
ど

、
列
挙

す
れ
ば

幾
つ
も

の
過

失
の
上

に
発
生

し
た
も

の
で

あ
る
。

こ
れ
へ

の
責
任

を
認

め
な
い

事
な
ど

許
さ
れ

な
い

。
被
害

を
受
け

、
損
害

を
被

っ
た
住

民
か
ら

、
損
害

額
の

賠
償
請

求
が
あ

っ
た

ら
、
こ

れ
に
真

摯
に
答

え
る

べ
き
で

あ
る
。

こ
の
日
本

で
は
、

飲
酒
運

転
は

、
か
つ

て
の
取

り
締
ま

り
と

比
べ
あ

る
時
期

か
ら
厳

罰
化

さ
れ
た

。
こ
の

時
、
そ

れ
を

「
知
り

ま
せ
ん

で
し
た

」
と

言
っ
て

飲
酒
運

転
を
行

い
事

故
を
起

こ
し
た

運
転

手
が
い

た
ら
「

知
ら
な

か
っ

た
の
で

仕
方
な

い
」
と

社
会

は
許
す

だ
ろ
う

か
？
、

そ
の

愚
を
、

い
ま
川

崎
市
は

犯
し

か
け
て

い
る
自

覚
を
持

っ
て

い
た
だ

き
た
い

。

3
C

5
D

1
7

D

3
2
市

民
意
見

募
集
の

期
間
が

短
い

と
思
い

ま
す
。

被
災
地
域

の
市
民

が
き
ち

ん
と

向
き
合

え
る
だ

け
の
情

報
提

供
の
量

と
時
間

が
保
証

さ
れ

て
し
か

る
べ
き

だ
と
思

い
ま

す
。

2
D

3
3
雨

水
貯
留

槽
の
対

応
に
つ

い
て

：
大

規
模
な

浸
水
被

害
の
マ

ン
シ

ョ
ン
に

お
い
て

公
表
さ

れ
て

い
る
調

査
結
果

を
見
る

と
地

下
の
雨

水
貯
留

槽
が
あ

ふ
れ

た
こ
と

に
よ
る

浸
水
に

起
因

す
る
各

種
被
害

が
あ
っ

た
こ

と
が
わ

か
っ
て

い
る

。
再
発

防
止
策

と
し
て

雨
水

貯
留
槽

へ
の
流

入
の
制

限
や

公
共
下

水
道
側

か
ら
の

逆
流

防
止
が

で
き
る

よ
う
な

設
備

改
修
等

の
措
置

等
を
各

所
有

者
が
行

う
こ
と

に
な
る

と
思

わ
れ
る

が
こ
の

対
応

で
問
題

な
い
か

？
（
間

違
っ

て
い
る

よ
う
で

あ
れ
ば

そ
の

根
拠
を

お
示
し

願
い
た

い
）

2
1

E

3
4
山

王
町
で

は
泥
の

被
害
が

か
な

り
あ
っ

た
。

室
内
の
泥

撤
去
の

み
な
ら

ず
、

道
路
や

庭
へ
の

堆
積
も

ひ
ど

く
、
泥

撤
去
を

す
る
ま

で
公

道
に
も

出
ら
れ

な
か
っ

た
。

我
が
家
で

は
泥
に

よ
る
給

湯
器

や
エ
ア

コ
ン
の

室
外
機

が
す

べ
て
使

用
不
可

に
な
っ

て
し

ま
っ
た

。
床
下

の
泥
撤

去
の

費
用
も

か
か
り

、
か
な

り
の

損
害
を

受
け
た

。
ま

た
、
庭

の
泥
撤

去
は
家

の
者

だ
け
で

は
で
き

ず
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

の
方
の

力
を
た

く
さ

ん
お
借

り
し
た

。
多

摩
川
の

水
位
が

高
い
時

に
ゲ

ー
ト
閉

め
な
い

と
、
こ

の
よ

う
な
泥

被
害
を

受
け
る

こ
と

は
予
見

で
き
た

は
ず
で

あ
る

。
正
し

い
と
さ

れ
る
市

の
マ

ニ
ュ
ア

ル
に
対

す
る
責

任
は

大
き
い

と
考
え

る
。

3
C

3
5
テ

レ
ビ
の

ニ
ュ
ー

ス
で
見

る
よ

う
な
現

実
味
の

無
い
光

景
を

目
の
当

た
り
に

し
、
私

は
何

も
出
来

ま
せ
ん

で
し
た

。
私

の
思
う

こ
と
は

、
単
純

で
す

。
二

度
と
こ

の
よ
う

な
事
を

経
験

し
た
く

は
な
い

。
汚

水
が
玄

関
に
侵

入
し
、

階
段

の
一
段

目
ま
で

上
が
っ

て
来

る
。
停

電
し
真

っ
暗
な

中
、

こ
れ
以

上
上
が

っ
て
く

る
な

と
一
人

階
段
で

待
機
し

祈
っ

て
い
ま

し
た
。

翌
日
か
ら

は
様
々

な
事
に

追
わ

れ
る
日

々
が
続

き
ま
し

た
。

そ
し
て
、

一
階
の

部
屋
は

工
事

は
し
ま

し
た
が

、
未
だ

に
片

付
い
て

い
ま
せ

ん
。

こ
の
よ
う

な
事
が

二
度
と

起
こ

ら
な
い

よ
う
に

す
る
た

め
に

、
今
後

、
ど
の

よ
う
に

し
て

い
っ
た

ら
良
い

か
の
、

道
を

示
し
て

い
た
だ

き
た
い

で
す

。
誰

で
も
、

自
ら
の

身
に
起

こ
ら

な
け
れ

ば
、
た

だ
の
他

人
事

で
す
。

我
が
家
に

は
、
二

人
の
子

ど
も

が
お
り

、
一
人

は
い
ろ

い
ろ

あ
り
、

避
難
が

難
し
い

で
す

。
や

は
り
、

今
回
の

こ
と
を

踏
ま

え
て
、

同
じ
こ

と
が
起

こ
ら

な
い
た

め
に
は

、
ど
の

よ
う

に
し
た

ら
良
い

か
を
、

考
え

い
て
い

た
だ
き

、
短
・

中
・

長
期
的

に
行
っ

て
い
っ

て
い

た
だ
き

た
い
で

す
。

困
っ
て
い

る
、
不

安
な
毎

日
を

送
っ
て

い
る
人

間
が
い

る
以

上
、
他

人
事
と

は
思
わ

ず
、

取
り
組

ん
で
い

た
だ
き

た
い

で
す
。

2
1

B
1
2

3
6
こ

の
意
見

募
集
に

当
た
り

、
わ

ず
か
1
0
日
間
と

い
う
短

い
意

見
募
集

期
間
を

設
定
し

た
こ

と
に
は

、
多
く

の
被
災

し
た

住
民
か

ら
の
意

見
を
重

視
し

な
い
検

証
委
員

会
の
態

度
が
に

じ
み

出
て
強

い
憤

り
を
覚

え
ま
す

。
　

川
崎
市

の
パ
ブ

リ
ッ
ク

コ
メ

ン
ト
条

例
は
、

政
策
に

関
す

る
市
民

か
ら
の

意
見
を

聞
く

際
、
3
0
日
以
上

の
期
間

を
設

け
る
よ

う
定
め

て
い
ま

す
。

今
回
の

意
見
募

集
が
、

政
策

に
つ
い

て
の
も

の
で

無
い
と

の
理
由

か
ら
1
0
日
間

と
し
た

と
の
こ

と
で
す

が
、

こ
の
内

容
は
、

今
後
の

防
災

対
策
に

直
結
す

る
政
策

に
関

わ
る
重

要
な
内

容
で
す

。
に

も
か
か

わ
ら
ず

パ
ブ
コ

メ
条

例
の
わ

ず
か
３

分
の

１
と
い

う
短
期

間
と
し

た
こ

と
は
、

市
民
意

見
の
軽

視
に

他
な
り

ま
せ
ん

。
　
強

く
抗

議
致
し

ま
す
。

2
D

3
7
検

証
委
員

会
、
及

び
第
三

者
委

員
会
の

メ
ン
バ

ー
が
全

て
市

の
関
係

者
で
構

成
さ
れ

て
い

る
が
、

実
際
に

被
害
を

受
け

た
当
事

者
の
市

民
が
1
人
も
い

な
い
人

選
は
不

公
正

で
す
。

し
か
も

、
台
風

当
時
の
状

況
を
見

て
も
な

く
調

査
に
来

て
も
い

な
い
の

で
は

な
い
か

と
思
わ

れ
ま
す

。
こ

れ
で
は

正
確
な

状
況
判

断
と

今
後
の

対
策
は

立
て
ら

れ
な

い
の
で

は
な
い

で
し
ょ

う
か

。
1

D

3
8
今

年
の
雨

季
ま
で

に
必
ず

短
期

対
策
の

予
算
を

組
み
、

実
行

し
て
く

だ
さ
い

。
2
1

B
1
2

19
 ペ

ー
ジ
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3
9
今

回
と
同

等
の
雨

量
で
も

、
浸

水
被
害

が
起
き

な
い
イ

ン
フ

ラ
整
備

を
行
う

の
が
市

の
責

任
で
は

な
い
の

か
？

1
階

に
家
財

を
置

く
な
と

い
う
意

見
が
あ

っ
た

ら
し
い

が
、
あ

ま
り
に

も
無

責
任
で

浸
水
被

害
に
あ

っ
た

住
民
を

愚
弄
し

て
い
る

と
し

か
思
え

な
い
。

3
C

4
0
　

浸
水
対

策
は
、

原
因
の

正
確

な
抽
出

が
あ
っ

て
は
じ

め
て

可
能
に

な
る
と

思
い
ま

す
が

、
第
1
回

～
第

3
回
の
委

員
会

の
資
料

を
拝
見

し
て
、

本
当

に
そ
う

な
っ
て

い
る
か

疑
問
を

感
じ

ま
す
。

さ
ら

に
、
今

後
、
被

災
さ
れ

た
方

へ
の
対

応
を
ど

う
し
て

い
く

の
か
が

、
不
明

瞭
で
す

。
(
多

分
、
川

崎
市

に
瑕
疵

無
と
す

る
の
で

し
ょ

う
か
。

)
そ
の

た
め
あ

え
て
主

な
原
因

を
有

耶
無
耶

に
し
て

い
る

の
か
、

そ
れ
と

も
本
当

に
気

づ
い
て

い
な
い

の
か
は

、
わ

か
り
ま

せ
ん
が

、
今
後

、
原

因
を
は

っ
き
り

さ
せ
て

い
な

い
こ
の

委
員
会

の
結
果

で
は

、
再
び

浸
水
被

害
が
発

生
す

る
こ
と

を
断
言

し
ま

す
。
(
詳

細
に

つ
い
て

は
都
合

で
記
載

し
ま

せ
ん
。

)

3
C

4
1
＜

土
の
う

に
つ
い

て
＞
「

対
策

と
し
て

良
い
」

と
い
う

意
見

が
あ
り

ま
す
が

、
実
際

に
は

数
が
足

り
ま
せ

ん
。
現

在
高

津
区
に

３
ヶ
所

×
各
１

０
０

コ
→
６

ヶ
所
に

増
や
す

と
の
こ

と
で

す
が
、

倍
に

な
っ
て

も
６
０

０
コ
で

す
。

各
家
庭

、
各
企

業
に
無

償
配

布
は
１

５
コ
ま

で
で
す

。
６

０
０
コ

に
な
っ

て
も
４

０
世

帯
に
し

か
行
き

渡
り
ま

せ
ん

。
土
の

う
を
対

策
と
し

て
取

り
入
れ

た
い
方

は
多

い
と
思

い
ま
す

。
今
の

状
況

で
は
台

風
が
き

た
と
き

に
は

パ
ニ
ッ

ク
に
な

る
こ
と

が
想

定
で
き

ま
す
。

＜
防
水
訓

練
＞
土

の
う
積

み
や

防
水
シ

ー
ト
な

ど
、
実

際
に

訓
練
が

必
要
だ

と
思
い

ま
す

。
市
民

に
そ
の

よ
う
な

場
を

あ
た
え

て
ほ
し

い
。

2
1

E

4
2
川

崎
市
は

、
排
水

樋
管
ゲ

ー
ト

を
全
開

に
し
た

ま
ま
に

し
た

の
は
、

内
水
氾

濫
の
恐

れ
が

あ
る
と

い
う
こ

と
で
、

「
水

門
の
操

作
手
順

」
に
従

い
総

合
判
断

し
た
の

で
正
し

い
措
置

で
あ

っ
た
と

主
張

し
て
い

ま
す
が

、
私
は

そ
の

総
合
的

判
断
が

誤
り
だ

っ
た

と
考
え

て
い
ま

す
。
な

ぜ
な

ら
排
水

樋
管
ゲ

ー
ト
が

設
置

さ
れ
て

い
る
目

的
は
、

内
水

氾
濫
防

止
の
の

た
め
に

設
置

さ
れ
て

い
る
の

で
は

な
く
、

多
摩
川

の
洪
水

・
高

潮
及
び

遡
上
し

た
津
波

に
よ

る
逆
流

を
防
止

し
流
域

住
民

の
生
命

や
財
産

を
災
害

か
ら

防
御
す

る
こ
と

を
目
的

と
す

る
も
の

だ
か
ら

で
す
。

　
多
摩
川

か
ら
の

逆
流
を

確
認

し
た
時

点
で
、

ゲ
ー
ト

閉
鎖

の
判
断

を
す
る

べ
き
だ

っ
た

の
で
は

な
い
で

し
ょ
う

か
。

川
崎
市

は
内
水

氾
濫
を

恐
れ

た
余
り

ゲ
ー
ト

開
を
判

断
し

た
の
で

す
が
、

す
で

に
多
摩

川
か
ら

の
逆
流

が
始

ま
っ
て

い
れ
ば

内
水
も

多
摩

川
に
は

排
出
さ

れ
な
い

こ
と

に
な
り

、
多
摩

川
か
ら

の
逆

流
と
内

水
に
よ

っ
て
被

害
が

大
き
く

な
る
こ

と
は
容

易
で

す
。

　
多
摩
川

か
ら
の

逆
流
を

確
認

し
た
時

点
で
ゲ

ー
ト
を

閉
に

し
、
多

摩
川
か

ら
の
逆

流
を

防
ぐ
こ

と
が
、

最
初
に

実
施

す
る
こ

と
で
あ

っ
た
と

考
え

ま
す
。

　
警
報
に

よ
っ
て

、
今
後

起
こ

る
か
ど

う
か
わ

か
ら
な

い
仮

定
の
内

水
氾
濫

を
想
定

し
て

ゲ
ー
ト

を
全
開

に
し
た

ま
ま

の
総
合

的
判
断

は
間
違

い
で

あ
っ
た

こ
と
を

川
崎
市

は
認

め
る
べ

き
で
す

。
　

ゲ
ー
ト

を
全
開

に
し
た

ま
ま

の
判
断

が
今
回

の
被
害

を
大

き
く
し

た
原
因

で
あ
る

こ
と

を
川
崎

市
は
率

直
に
認

め
被

災
者
住

民
に
対

し
謝
罪

と
賠

償
を
す

べ
き
と

考
え
て

い
ま

す
。

3
C

6
D

4
3
新

聞
報
道

で
は
、

市
内
５

ヶ
所

の
水
門

を
閉
ず

市
内
５

ヶ
所

で
１
１

０
ヘ
ク

タ
ー
ル

の
浸

水
を
ま

ね
い
た

。
上

下
水
道

局
庶
務

課
へ
６

／
２

０
～
６

／
２
１

に
届
い

た
操

作
規
則

の
基
準

改
正
を

誤
っ

た
と
あ

り
ま
し

た
。

市
は
対
応

の
誤
り

を
認
め

、
第

三
者
検

証
委
員

会
に
外

部
の

専
門
家

を
加
え

公
正
な

答
申

と
対
応

を
求
め

ま
す
。

1
D

4
4
添

付
い
た

し
ま
し

た
（
多

摩
川

の
浚
渫

、
ポ
ン

プ
場
建

設
に

つ
い
て

）
1
9

E
1
6

B
1
4

4
5
昨

年
の
水

門
操
作

不
適
切

に
よ

る
床
上

浸
水
に

よ
り
、

お
金

で
は
買

え
な
い

大
切
な

思
い

出
を
全

て
失
っ

た
に
も

か
か

わ
ら
ず

、
本
件

に
誠
実

に
向

き
合
お

う
と
せ

ず
、
う

や
む
や

に
し

よ
う
と

す
る

川
崎
市

に
対
す

る
強
い

不
信

感
と
深

い
憤
り

を
持
つ

中
原

区
の
●

●
と
申

し
ま
す

。
表

題
の
件

、
３
／

１
８
付

検
証

委
員
会

摘
録
の

検
証
目

的
に

「
第
３

回
検
証

委
員
会

で
中

間
と
り

ま
と
め

の
内

容
を
検

証
。
本

委
員
会

後
、

第
三
者

へ
の
意

見
聴
取

、
市

民
の
意

見
募
集

を
行
い

結
果

取
り
ま

と
め
を

行
う
」

と
あ

る
た
め

、
下
記

５
項
目

を
市

民
意
見

と
し
て

申
し
述

べ
る

の
で
、

次
回
検

証
委

員
会
で

取
り
上

げ
、
結

果
を

必
ず
摘

録
に
記

載
願
う

。
１

．
被
災

住
民
に

対
す
る

市
の

賠
償
責

任
の
明

確
化
と

謝
罪

　
検
証

委
員
会

資
料
を

ざ
っ

く
り
ま

と
め
る

と
、
①

異
常

気
象
に

よ
る
こ

れ
ま

で
に
な

い
雨
量

が
、
今

回
の

水
害
を

引
き
お

こ
し
た

。
②

水
門
操

作
は
決

め
ら
れ

た
手

順
通
り

で
あ
り

、
発
生

時
と

し
て
は

、
問
題

が
な
か

っ
た

。
③
し

か
し
な

が
ら
検

証
の

結
果
、

台
風
シ

ー
ズ

ン
前
に

実
施
可

能
な
短

期
的

対
応
と

し
て
、

水
門
操

作
を

「
降
雨

や
降
雨

の
お
そ

れ
が

あ
る
場

合
は
ゲ

ー
ト
開

維
持

」
か
ら

、
水
門

付
近
で

最
も

低
い
地

盤
高
さ

を
ト
リ

ガ
ー

に
ゲ
ー

ト
閉
」

の
運

用
に
あ

ら
た
め

る
。
と

な
る

。
つ
ま

り
こ
れ

ま
で
の

水
門

運
用
が

適
切
で

な
か
っ

た
と

検
証
さ

れ
た
事

に
な
り

、
今

回
水
害

で
被
害

を
受
け

た
住

民
に
対

す
る
市

の
賠
償

責
任

が
生
じ

、
被
災

住
民

に
対
す

る
謝
罪

が
必
要

と
考

え
る
。

今
回
の

検
証
で

、
賠

償
責
任

が
明
確

に
さ
れ

な
い

と
、
被

害
を
受

け
た
住

民
は

泣
き
寝

入
り
に

な
る
。

災
害

後
の
住

民
向
け

説
明
会

に
参

加
し
た

が
、
市

は
席

上
で
、

被
災
者

か
ら
の

要
求

、
質
問

に
対
し

、
再
々

に
わ

た
り
、

「
検
証

後
の
回

答
」

を
繰
り

返
し
た

。
検
証

委
員

会
と
し

て
、
賠

償
責
任

を
明

確
に
し

な
い
な

ら
ば
、

そ
の

理
由
と

、
で
あ

れ
ば

被
災
住

民
は
ど

の
よ
う

に
賠

償
責
任

を
求
め

れ
ば
良

い
の

か
を
、

住
民
へ

の
謝
罪

の
件

も
含
め

、
第
三

者
に
意

見
を

求
め
、

次
回
検

証
委
員

会
で

取
り
上

げ
、
検

証
委
員

会
報

告
に
明

記
願
う

。
尚

、
文
末

に
１
１

月
１
９

日
付

の
上
下

水
道
局

下
水
道

部
管

路
保
全

課
か
ら

小
生
あ

て
の

「
損
害

賠
償
は

検
証
結

果
を

踏
ま
え

適
切
に

対
応
」

の
メ

ー
ル
を

添
付
す

る
。
２

．
内

水
ハ
ザ

ー
ド
マ

ッ
プ

に
つ
い

て
　
川

崎
市
は

、
今

回
水
害

が
異
常

気
象
に

よ
る

も
の
で

、
予
測

が
で
き

な
か

っ
た
と

し
て
い

る
が
、

異
常

気
象
は

昨
年
初

め
て
起

こ
っ

た
も
の

で
は
な

い
。
現

に
横

浜
市
は

、
す
で

に
２

０
１
５

年
度
に

内
水
ハ

ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
を
公

表
し
て

い
る

。
一
方

、
川
崎

市
の
マ

ッ
プ

完
成
は

２
０
２

０
年
目

標
で

あ
り
、

極
め
て

遅
い
。

内
水

ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ

プ
を
も

と
に

事
前
に

検
証
を

行
い

、
今
回

見
直
さ

れ
る
こ

と
と

な
っ
た

「
水
門

付
近
で

最
も

低
い
地

盤
高
さ

を
ト
リ

ガ
ー

に
、
ゲ

ー
ト
閉

」
の
運

用
に

あ
ら
た

め
て
い

れ
ば
、

大
半

の
被
害

が
防
げ

た
事
は

、
検

証
結
果

か
ら
明

ら
か

で
あ
る

。
横
浜

市
が
あ

た
り

ま
え
に

実
行
し

て
き
た

こ
と

を
川
崎

市
が
怠

た
っ
た

結
果

、
今
回

の
水
害

が
生
じ

た
と

言
え
る

。
横
浜

市
に
で

き
て

川
崎
市

が
で
き

な
か
っ

た
こ

と
の
責

任
を
ど

う
考

え
る
か

、
次
回

検
証
委

員
会

で
取
り

上
げ
、

結
果
を

検
証

委
員
会

報
告
に

明
記
願

う
。

３
．
摘

録
１
６

ペ
ー
ジ

「
下

水
道
が

暗
渠
で

あ
る
た

め
河

川
水
の

逆
流
を

把
握
す

る
事

は
難
し

い
」
の

発
言

に
つ
い

て
　
摘

録
１
６

ペ
ー

ジ
に
上

記
の
発

言
者
不

明
発

言
の
記

載
が
あ

る
。
山

王
排

水
樋
管

に
お
い

て
は
、

多
摩

川
と
付

近
の
最

低
地
盤

高
と

の
水
位

差
が
最

大
で
３

ｍ
以

上
で
あ

る
。
物

理
的

に
水
は

高
い
と

こ
ろ
か

ら
低

い
所
に

し
か
流

れ
得
な

い
の

で
あ
り

、
暗
渠

で
あ
る

事
と

逆
流
の

把
握
困

難
に
は

、
何

ら
合
理

的
な
関

連
は
な

い
。

か
つ
、

マ
ン
ホ

ー
ル
か

ら
は

泥
水
が

吹
き
出

す
状

況
に
あ

っ
た
。

治
水
の

専
門

家
か
ら

な
る
検

証
委
員

会
で

の
本
発

言
は
驚

き
を
禁

じ
え

ず
、
そ

の
知
見

を
疑
う

。
も

し
、
自

己
保
身

で
は
な

く
、

真
に
そ

の
よ
う

に
認
識

し
て

い
る
な

ら
ば
、

そ
の

認
識
こ

そ
が
、

今
回
の

行
政

災
を
招

い
た
根

源
と
言

え
る

。
摘
録

か
ら
は

、
本
発

言
に

対
し
、

何
ら
異

論
が
出

な
か

っ
た
と

読
み
取

れ
る
が

、
こ

れ
は
被

害
住
民

の
気
持

ち
を

逆
な
で

す
る
も

の
で

あ
り
、

非
常
に

強
い
憤

り
を

感
じ
る

。
検
証

委
員
会

と
し

て
、
本

発
言
が

誰
の
も

の
で

、
こ
の

発
言
を

ど
う
と

ら
え

て
い
る

か
次
回

検
証
委

員
会

で
あ
ら

た
め
て

取
り
上

げ
、

結
果
を

検
証
委

員
会

に
明
記

願
う
。

４
．
第

三
者

の
関
与

に
つ
い

て
　
摘

録
に

は
、
「

第
三
者

」
の
言

葉
が

１
７
回

も
出
現

す
る
。

に
も

か
か
わ

ら
ず
、

被
災
住

民
の

最
大
の

関
心
事

で
あ
り

、
ま

た
今
回

水
害
が

「
行
政
災

」
か
否

か
の
判

断
基

準
と
な

る
、
市

の
水
門

操
作

に
関
す

る
第
三

者
の
見

解
が

一
切
な

い
。
こ

れ
で
は

あ
た

か
も
、

市
が
表

面
的
に

の
み

「
第
三

者
」
の

関
与
を

求
め

、
市
の

免
罪
符

と
し

て
利
用

し
た
と

し
か
見

え
な

い
。
摘

録
の
検

証
目
的

に
「

第
３
回

検
証
委

員
会
で

中
間

と
り
ま

と
め
の

内
容
を

検
証

。
本
委

員
会
後

、
第
三

者
へ

の
意
見

聴
取
を

行
い
、

結
果

取
り
ま

と
め
」

と
あ

る
。
既

に
出
て

い
る
水

門
操

作
の
検

証
結
果

を
第
三

者
に

示
し
、

市
の
責

任
に
対

す
る

見
解
を

求
め
、

そ
の
結

果
を

検
証
委

員
会
報

告
に
明

記
願

う
。
５

．
摘
録

２
２
ペ

ー
ジ

の
下
水

道
部
長

発
言

に
つ
い

て
　
総

務
企
画

局
企

画
調
整

課
長
の

「
住
民

説
明

会
等
で

も
話
の

あ
っ
た

河
川

か
ら
下

水
に
送

付
さ
れ

た
と

い
う
国

の
通
達

に
つ
い

て
検

証
委
員

会
と
し

て
考
え

方
を

ま
と
め

た
ほ
う

が
良

く
、
説

明
責
任

あ
り
や

」
に

対
し
、

下
水
道

部
長
が

「
本

通
知
文

書
は
、

河
川
法

の
規

定
に
よ

る
河
川

管
理
施

設
の

操
作
規

則
の
作

成
基
準

を
示

し
て
お

り
、
下

水
は
河

川
と

は
違
い

、
当
時

、
参

考
に
す

る
こ
と

は
な
か

っ
た

と
思
う

」
と
応

じ
て
い

る
。

山
王
排

水
樋
管

に
お
い

て
は

、
多
摩

川
と
水

害
被
害

地
の

距
離
は

、
数
十

メ
ー
ト

ル
し

か
離
れ

て
お
ら

ず
、
水

門
は

そ
の
境

界
に
位

置
す

る
こ
と

を
考
え

る
と
、

本
発

言
は
一

般
常
識

か
ら
大

き
く

乖
離
し

て
お
り

、
「
下

水
は

河
川
と

違
う
の

で
参
考

に
す

る
こ
と

は
な
か

っ
た
」

は
、

詭
弁
に

し
か
聞

こ
え
な

い
。

ま
た
、

も
し
、

自
己

保
身
で

は
な
く

、
真
に

そ
の

よ
う
に

認
識
し

て
い
る

な
ら

ば
、
そ

の
認
識

こ
そ
が

、
今

回
の
行

政
災
を

招
い
た

根
源

と
言
え

る
。
そ

も
そ
も

、
説

明
責
任

有
無
の

問
い
か

け
に

対
し
、

「
下
水

は
河

川
と
違

う
」
は

、
単
に

縦
割

り
行
政

の
事
実

を
述
べ

た
の

み
で
、

回
答
に

な
っ
て

い
な

い
。
下

水
道
部

長
の
発

言
を

、
検
証

委
員
会

と
し
て

ど
の

よ
う
に

と
ら
え

て
い
る

の
か

を
、
次

回
検
証

委
員

会
で
あ

ら
た
め

て
取
り

上
げ

、
結
果

を
検
証

委
員
会

報
告

に
明
記

願
う
。

1
D

3
C

1
7

D
2
0

B
1
4

4
6
あ

り
と
あ

ら
ゆ
る

対
策
を

望
む

。
行
政

に
よ
る

確
認
、

対
応

を
敏
速

に
行
っ

て
も
ら

う
。

今
回
は

命
に
か

か
わ
る

こ
と

が
無
か

っ
た
が

、
命
の

危
機

に
な
る

恐
れ
有

り
。
川

崎
市
が

消
防

警
察
に

よ
る

避
難
指

示
の
敏

速
な
対

応
。

2
1

B
1
2

20
 ペ

ー
ジ
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4
7
令

和
元
年

東
日
本

台
風
に

よ
る

河
川
関

係
の
浸

水
に
関

す
る

検
証
委

員
会
中

間
と
り

ま
と

め
に
関

す
る
市

民
意
見

　
検

証
委
員

会
の
「

中
間
と

り
ま

と
め
」

は
①
過

去
の
水

害
か
ら

学
ぶ

視
点
②

多
摩

川
と
多

摩
川
に

注
ぐ
支

流
、

支
流
に

注
ぐ
用

水
の
関

係
の

視
点
③

市
民
を

安
全
に

避
難

さ
せ
る

総
合
的

視
点
ー

に
欠

け
る
も

の
で
、

と
く
に

抜
本

的
対
策

抜
き
に

、
検
証

委
員

会
が
「

短
期
的

対
策

」
と
し

て
「
中

間
と
り

ま
と

め
」
を

し
た
こ

と
か
ら

、
市

民
に
「

同
じ
よ

う
な
台

風
が

来
た
ら

ど
う
な

る
の
か

」
と

不
安
を

与
え
る

も
の
に

な
っ

た
。

「
過
去
の

水
害
か

ら
学
ぶ

」
　

私
は
多

摩
区
菅

馬
場
に

住
み

、
い
っ

と
き
、

三
沢
川

の
近

く
に
住

ん
で
、

１
９
７

６
年

９
月
９

日
の
台

風
１
７

号
で

三
沢
川

が
氾
濫

し
、
稲

田
堤

駅
商
店

街
が
ボ

ー
ト

を
出
す

ほ
ど
の

洪
水
に

見
舞

わ
れ
た

こ
と
を

目
撃
し

た
。

こ
の
時

の
川
崎

市
側
の

時
間

最
大
雨

量
は
６

８
．
０

ｍ
ｍ

、
日
雨

量
が
２

２
８
．

５
ｍ

ｍ
、
浸

水
家
屋

５
，
８

０
１

棟
、
稲

城
市
側

の
時

間
最
大

雨
量
は

、
４
０

．
０

ｍ
ｍ
日

雨
量
２

１
４
．

０
ｍ

ｍ
浸
水

家
屋
６

９
９
棟

に
だ

っ
た
（

東
京
都

と
神
奈

川
県

が
平
成

２
７
年

４
月
に

作
成

し
た
「

多
摩
川

水
系
三

沢
川

河
川
整

備
計
画

」
か

ら
）
７

６
年
台

風
は
私

の
半

生
に
残

る
三
沢

川
災
害

史
に

な
っ
た

。
こ
の

災
害
を

教
訓

に
国
と

自
治
体

の
協
力

で
「

１
時
間

当
た
り

５
０
ミ

リ
の

降
雨
に

よ
り
発

生
す
る

洪
水

を
河
道

に
よ
り

安
全

ン
流
下

さ
せ
る

た
め
の

護
岸

改
修
、

稼
働
掘

削
及
び

橋
梁

架
替
等

を
実
施

」
（
「

多
摩

川
水
系

三
沢
川

河
川
整

備
計

画
」
）

し
、
現

在
の
受

胎
に

整
備
さ

れ
た
。

同
「
整

備
計

画
」
は

ま
た
、

「
将
来
的

に
は
、

流
域
全

体
で

概
ね
年

超
過
確

率
１
/
５
０
～

１
/
１

０
０
の

降
雨
に

対
応

で
き
る

よ
う
治

水
水
準

の
向

上
を
図

り
、
人

々
が
安

心
し

て
生
活

で
き
る

川
を
め

ざ
し

て
い
く

」
と
述

べ
た

。
し
か

し
、
こ

の
「
整

備
計

画
」
は

人
間
側

の
思
い

上
が

り
で
は

な
か
っ

た
か
。

三
沢

川
の
周

辺
の
宅

地
化
が

す
す

み
、
道

路
が
舗

装
さ
れ

、
雨

水
は
川

に
と
野

放
図
に

流
し

て
感
染

管
理
を

怠
っ
た
。

そ
れ
が

自
然
の

反
撃

に
あ
い

、
７
６

年
台
風

か
ら

４
３
年

目
の
昨

年
の
台

風
１

９
号
で

、
三
沢

川
が
ど

ん
な

受
胎
に

な
っ
て

い
る
か

を
市

民
に
警

告
し
た

の
で
は

な
い

か
、
と

私
は
思

う
。
「
三

沢
川
は

時
間
当

た
り

５
０
ミ

リ
の
雨

量
を
待

た
ず

、
４
０

み
り
前

後
で
越

水
す

る
の
で

は
」
７

６
年
台

風
で

川
崎
市

側
の
時

間
雨
量

が
６

８
ミ
リ

だ
っ
た

こ
と
も

思
い

起
こ
し

て
、
五

反
田

川
の
地

下
放
水

路
な
ど

の
よ

う
に
、

三
沢
川

洪
水
に

備
え

た
抜
本

的
な
対

策
を
検

討
し

て
欲
し

い
。
（

写
真
は

越
水

す
れ
す

れ
ま
で

増
水
し

た
三

沢
川
）

「
多
摩
川

と
多
摩

川
に
注

ぐ
支

流
、
支

流
に
注

ぐ
用
水

の
関

係
」
　

昨
年
の

台
風
１

９
号

で
多
摩

川
が
増

水
し
、

国
が

２
０
０

年
に
１

度
の
確

率
で

計
画
降

雨
を
４

６
７
ｍ

ｍ
/
２

日
と
想

定
し

た
が

、
１
０

月
１
１

－
１
２

日
の

２
日
間

降
雨
量

は
調
布

市
の

石
原
観

測
所
地

点
で
４

７
３

．
０
ｍ

ｍ
最
大

雨
量
は

４
５

３
ｍ
ｍ

に
達
し

、
多
摩

川
に

注
ぐ
川

崎
市
内

の
河
川

は
五

反
田
川

を
除
い

て
、
逆
流

に
遭
遇

し
た
。

多
摩

川
は
１

９
７
４

年
９
月

の
台

風
１
６

号
洪
水

が
戦
後

最
大

規
模
の

洪
水
に

な
っ
た

こ
と

か
ら
、

国
は
１

９
５
０

年
４

月
に
工

事
実
施

基
本
計

画
を

改
定
し

、
「
石

原
基

準
地
点

の
基
本

高
水
を

８
，

７
０
０

ｍ
３
/
S
E
C
と
し

、
こ

の
う
ち

上
流
ダ

ム
群
に

よ
り

２
，
２

０
０
ｍ

３
/
S
E
C
を
ち

ゅ
せ
つ

し
、
河

道
へ
の

配
分

を
６
，

５
０
０

ｍ
３
/
S
E
C
」

と
し
た

。
さ
ら

に
、
２
０

０
１
年

に
「
多

摩
川

整
備
計

画
」
を

策
定
し

、
基

本
高
水

流
量
は

変
更
せ

ず
、

実
現
可

能
な
整

備
計
画

目
標

流
量
を

設
定
し

て
、
当

面
の

目
標
流

量
４
，

５
０
０

ｍ
３

/
S
E
C
と

し
た
。

（
国
土
交

通
省
関

東
地
方

整
備

局
編
「

多
摩
川

水
系
河

川
整

備
計
画

【
直
轄

管
理
区

間
編

】
」
（

平
成
２

９
年
３

月
変

更
版
）

今
回
の

台
風
１

９
号

で
は
、

調
布
市

の
石
原

水
位

観
測
所

で
は
氾

濫
水

位
４
．

９
０
ｍ

に
た
い

し
て

１
０
月

１
２
に

t
午
後

１
０
時

５
０
分

に
６

．
３
３

ｍ
に
大

田
区
の

田
園

調
布
水

位
観
測

所
（
上

）
で

は
氾
濫

水
位
８

，
４
０

ｍ
を

超
え
る

１
０
．

８
１
ｍ

（
１

２
日

午
後
１

０
時
３

０
分
）

に
達

し
た
（

国
交
省

発
表
）

多
摩

川
の
両

岸
で
浸

水
被
害

が
発

生
し
た

。
当
面

の
目
標

流
量

４
，
５

０
０
ｍ

３
/
S
E
C
と
人

間
側
が

決
め
て

も
、
自

然
は

容
赦
な

く
遅
い

、
土

砂
で
川

床
を
埋

め
た
多

摩
川

自
身
が

非
常
に

危
な
い

状
態

に
な
っ

て
い
る

の
で
は

な
い

か
。

　
多
摩
川

が
増
水

す
れ
ば

、
支

流
を
せ

き
止
め

て
流
さ

な
い

。
支
流

を
せ
き

と
め
れ

ば
支

流
に
注

ぐ
用
水

が
流
れ

な
い

。
三
沢

川
に
し

ろ
、
平

瀬
川

に
し
ろ

、
多
摩

川
と
の

関
係

を
に
ら

み
な
が

ら
抜

本
的
な

洪
水
対

策
を
考

え
る

必
要
が

あ
る
の

で
は
な

い
か

。
「

市
民
を

安
全
に

避
難
さ

せ
る

」
　
川

崎
市
の

検
証
委

員
会

が
、
上

下
水
道

局
と
建

設
緑

政
局
合

同
で
つ

く
ら
れ

短
期

対
策
を

中
心
に

「
中
間

と
り

ま
と
め

」
を
さ

く
せ
い

し
た

こ
と
か

ら
、
検

証
員

会
が
「

市
民
を

安
全
に

避
難

さ
せ
る

災
害
に

強
い
都

市
づ

く
り
」

の
総
合

視
点
を

か
け

た
も
の

に
な
っ

た
。
た

と
え

ば
①
三

沢
川
の

内
水
氾

濫
で

床
上
床

下
浸
水

被
害
を

受
け

た
人
た

ち
ｎ
な

か
に

は
マ
イ

カ
ー
を

失
う
被

害
者

が
多
か

っ
た
。

車
ご
と

学
校

や
高
台

に
ひ
な

ん
さ
せ

る
場

所
は
市

が
広
報

し
て
お

く
べ

き
だ
は

な
か
っ

た
か
。

②
台

風
渦
の

な
か
で

、
河
川

管
理

し
、
危

険
を
市

民
に

広
報
誌

、
避
難

さ
せ
る

た
め

に
は
、

市
の
職

員
体
制

は
あ

ま
り
に

も
じ
ゅ

う
ぶ
ん

だ
っ

た
の
で

は
な
い

か
。
③

前
項

の
災
害

の
様
子

を
見
て

い
る

と
、
消

防
が
危

険
地
帯

を
監

視
し
、

住
民
に

い
ち

早
く
非

難
を
呼

び
か
け

た
り

し
て
い

る
が
、

川
崎
市

の
消

防
の
役

割
は
ど

う
だ
っ

た
の

か
。
「

中
間
と

り
ま
と

め
」

か
ら
は

市
職
員

が
一
丸

と
な

っ
て
の

姿
が
見

え
て
こ

な
い

。
④
被

災
者
が

住
家

を
宇
s
な

っ
た

時
、
市

営
住
宅

に
空
き

が
あ

る
の
か

。
ま
た

、
市
m
ン
が
頼

り
に
す

る
仮

設
住
宅

の
お
敷

地
は
あ

る
の

か
。
筆

者
は
生

田
浄
水

場
な

ど
が
候

補
地
の

１
つ
と

思
う

が
し
は

ど
ん
な

災
害

の
長
期

戦
を
描

い
て
い

る
の

か
？
⑤

災
害
の

長
期
戦

が
強

い
ら
れ

た
場
合

、
学
校

給
食

が
大
き

な
役
割

を
果
た

す
。

小
学
校

と
と
も

に
中
学

校
給

食
に
も

セ
ン
タ

ー
方
式

か
ら

自
校
方

式
に
切

り
替

え
る
べ

き
だ
と

思
う
が

、
ど

う
か
　

以
上
、

気
づ
い

た
と

こ
ろ
ま

で
ま
と

め
た
。

被
災

者
を
中

心
に
広

く
市
民

の
意

見
に
耳

を
傾
け

、
知
恵

を
集

め
て
真

摯
に
災

害
強
い

川
崎

市
を
め

ざ
し
て

い
た

だ
き
た

い
。
最

幸
の
街

か
わ

さ
き
」

が
「
最

荒
の
街

川
崎

」
に
な

ら
な
い

よ
う
に

。

2
2

E

4
8
何

度
も
言

う
が
外

水
は
河

川
管

理
課
・

内
水
は

上
下
水

道
。

一
滴
た

り
と
も

外
水
を

ゲ
ー

ト
通
過

さ
せ
て

は
な
ら

な
い

。
出
来

な
い

の
で
あ

れ
ば
緋

水
樋
管

ゲ
ー

ト
撤
去

し
ポ
ン

プ
設
備

の
み

新
規
施

工
及
び

ボ
ン
ブ

場
ヘ

ポ
ン
プ

増
設
A
P
に
よ
る

水
位

判
断
禁

止
、
津
波

の
際
は

意
味
が

な
い

。
1
6

C

4
9
は

じ
め
に

、
こ

の
意
見

募
集
に

当
た
り

、
わ

ず
か
1
0
日
間
と

い
う
短

い
意

見
募
集

期
間
を

設
定
し

た
こ

と
に
は

、
多
く

の
被
災

し
た

住
民
か

ら
の
意

見
を
重

視
し

な
い
検

証
委
員

会
の
態

度
が

に
じ
み

出
て
強

い
憤

り
を
覚

え
ま
す

。
川
崎

市
の

バ
ブ
リ

ッ
ク
コ

メ
ン
ト

条
例

は
、
政

策
に
闘

す
る
市

民
か

ら
の
意

見
を
聞

く
際
、

3
0
日

以
上
の

期
間
を

設
け
る

よ
う

定
め
て

い
ま
す

。
今
回

の
意

見
募
集

が
、
政

策
に

つ
い
て

の
も
の

で
無
い

と
の

理
由
か

ら
1
0
日

間
と
し

た
と

の
こ
と

で
す
が

、
こ
の

内
容

は
、
今

後
の
防

災
対
策

に
直

結
す
る

政
策
に

関
わ
る

重
要

な
内
容

で
す
。

に
も
か

か
わ

ら
ず
パ

プ
コ
メ

条
例

の
わ
ず

か
3
分

の
1
と
い

う
短

期
間
と

し
た
こ

と
は
、

市
民

意
見
の

軽
視
に

他
な
り

ま
せ

ん
。
強

く
抗
議

致
し
ま

す
。

1
.
協
同
組

合
川
崎

中
小
業

者
総

合
セ
ン

タ
ー
は

小
規
模

事
業

者
の
組

合
で
す

。
当
組

合
の

会
員
事

業
者
4
祉
が
、

今
回
の

水
害
で

被
災

し
ま
し

た
。
ま

た
、
当

組
合

事
務
所

も
床
上

3
0
c
m
の

浸
水

に
遭

っ
て
お

り
ま
す

。
そ
の

う
ち

1
社
は
再

開
の

意
欲
を

失
い
廃

業
を
選

択
し

ま
し
た

。
ま
た

、
別
の

1
社
は

、
現
在

地
で

の
営
業

を
断
念

し
て
移

転
に

追
い
込

ま
れ
ま

し
た
。

会
員

以
外
で

も
.
永

く
地

域
で

愛
さ
れ

て
い
た

ク
リ
ー

ニ
ン

グ
屋
さ

ん
は
数

千
万
円

の
設

備
が
水

没
し
て

廃
業
に

追
い

込
ま
れ

て
い
ま

す
。
現

在
の

企
業
に

対
す
る

補
助
金

制
度

は
、
廃

業
、
移

転
に
対

す
る

補
償
が

一
貿
無

く
、
数
千

万
円
に

及
ぷ
被

害
と

、
廃
業

、
移
転

に
か
か

る
費

用
の
一

切
を
保

険
と
自

己
負

担
で
ま

か
な
う

こ
と
に

な
っ

て
お
り

ま
す
。

宮
内
の

金
属

加
工
工

場
で
は

被
害
総

額
が

数
億
に

上
り
、

再
開

を
断
念

し
ま
し

た
。
こ

の
水

害
の
原

因
が
、

単
な
る

自
然

災
害
で

無
く
行

政
に
よ

る
ゲ

ー
ト
操

作
の
誤

り
で
あ

る
な

ら
、
市

は
被
害

者
に
謝

罪
し

、
損
害

を
賠
償

す
る
べ

き
で

す
。
こ

の
検
証

委
員

会
の
結

論
に
基

づ
い
で

ゲ
ー

ト
操
作

の
手
順

を
見
直

す
の

で
あ
れ

ぱ
、
そ

れ
は
す

な
わ

ち
ゲ
ー

ト
操
作

の
誤
り

を
認

め
る
こ

と
に
な

り
ま
す

か
ら

、
市
は

速
や
か

に
賠
償

条
件

を
提
示

し
て
被

害
者

を
救
渋

し
な
け

れ
ば
な

り
ま

せ
ん
。

検
証
委

員
会
は

責
任

の
所
在

を
明
ら

か
に
す

る
責

務
を
果

た
し
て

く
だ
さ

い
。

2
.
当
組
合

は
中
原

区
下
沼

部
に

あ
り
ま

す
が
、

中
丸
子

と
の

境
界
に

接
し
、

南
部
線

に
接

す
る
場

所
に
あ

り
ま
す

。
こ

こ
は
、

現
在
暗

渠
に
な

っ
て

い
ま
す

が
、
か

つ
て
二

ヶ
領

用
水
か

ら
の
支

川
が

流
れ
で

い
た
も

っ
と
も

地
盤

の
低
い

と
こ
ろ

で
あ
り

、
丸

子
ポ
ン

プ
揚
に

つ
な
が

っ
て

い
ま
す

。
多
摩

川
か
ら

流
入

し
た
水

が
上
丸

子
地
域

を
満

た
し
、

あ
ふ
れ

た
水
が

向
河

原
商
店

街
を
越

え
て

こ
こ
へ

流
れ
込

ん
で
き

た
の

が
2
2
時

頃
で
す

e
①
 
こ

の
水

が
丸
子

ポ
ン
プ

場
の
水

没
危

機
を
生

み
出
し

た
こ
と

。
②

さ
ら
に

暗
渠
を

逆
流
し

て
タ

ワ
マ
ン

エ
リ
ア

に
流
れ

込
ん

だ
こ
と

。
③
向

河
原

商
店
街

に
流
れ

込
ん
だ

水
の

一
部
が

踏
切
を

越
え
て

タ
ワ

マ
ン
エ

リ
ア
と

、
N
E
C
の
工
揚

内
に
流

れ
込

ん
だ
こ

と
。
④

一
方
、

反
対

側
へ
溢

れ
た
水

が
地
下

道
を

通
っ
て

武
蔵
小

杉
南
ロ

ー
タ

リ
ー
ま
で

流
れ
込

ん
だ
こ

と
。

以
上
の

こ
と
は

記
述
が

無
く

、
武
蔵

小
杉
周

辺
の
水

害
の

原
因
を

考
察
す

る
に
は

極
め

で
不
十

分
で
す

。
ま

と
め

検
証
委
員

会
と
は

名
ば
か

り
で

、
言
い

訳
と
ご

ま
か
し

、
欺

賄
に
満

ち
て
い

ま
す
。

こ
の

よ
う
な

内
容
に

疑
問
を

持
た

ず
批
判

を
し
な

い
第
3
者
と
は

ど
の
よ

う
な

人
物
で

し
ょ
う

か
。
市

民
目

線
で

、
客
観

的
な
意

見
を
述

べ
て

い
る
と

は
到
底

思
え
ま

せ
ん

。
犯
罪

者
が
自

分
の
お

友
達

を
判
事

に
す
る

よ
う
な

選
び

方
は
や

め
て
、

市
民
が

納
得

す
る
よ

う
な
専

門
家
を

選
び

直
す
べ

き
で
す

。
こ

の
後
の

検
証
作

業
で
は

、
し

っ
か
り

と
市
民

に
耳
を

領
け

、
ご
ま

か
し
の

無
い
誠

奥
な

報
告
と

な
る
こ

と
を
期

待
し

ま
す
。

1
D

3
C

2
D

5
0
防

災
は
国

に
と
っ

て
大
切

な
事

項
だ
と

思
い
ま

す
。

国
民
が
、

安
心
し

て
住
め

る
様

に
、
国

、
県
、

市
、
区

が
、

普
段
か

ら
し
っ

か
り
と

連
携

を
取
っ

て
下
さ

い
。

今
回
炙
出

さ
れ
た

問
題
点

を
、

一
つ
一

つ
地
道

に
解
決

し
て

頂
け
た

ら
と
思

っ
て
居

り
ま

す
。

次
も
ま
た

、
が
無

い
こ
と

を
望

み
ま
す

。

2
1

B
1
2

21
 ペ

ー
ジ

Ⅳ－127



5
1
●

「
中
間

と
り
ま

と
め
①

に
対

す
る
第

三
者
の

意
見
に

つ
い

て
」
へ

の
意
見

【
意
見
1
8
】
3
 
ペ

ー
ジ
「

■
短

期
的
対

策
の
有

効
性
に

つ
い

て
」
「

②
観
測

機
器
(
水
位
計

、
監
視

カ
メ

ラ
、
流

向
計
)
の
設
置

に
つ
い

て
」
に

関
し

て
現
在

は
各
地

域
の
住

民
が

自
主
的

に
止
水

板
/
土

嚢
設
置

等
の

タ
イ
ミ

ン
グ
を

判
断
を

す
る

た
め
の

情
報
が

不
足
し

て
い

る
た
め

、
マ
ン

ホ
ー
ル

ア
ン

テ
ナ
を

各
地
域

の
低
い

場
所

を
中
心

に
設
置

し
、
水

位
情

報
を
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

経
由

で
リ

ア
ル
タ

イ
ム
で

取
得
で

き
る

よ
う
に

す
る
こ

と
を
検

討
し

て
い
た

だ
き
た

い
。
(
例
え
ば

中
原
消

防
署

交
差
点

な
ど
に

）
(
【

意
見
8
】
【
意

見
1
9
】

【
意
見

2
0
】

【
意
見

2
1
】
と

関
連
)

1
0

B
1
2
-
2

5
2
・

避
難
所

の
増
設

→
今
回

、
東

高
津
小

学
校
は

避
難
者

で
あ

ふ
れ
て

い
た
。

ま
た
、

浸
水

範
囲
拡

大
に
よ

っ
て
は

、
東

高
津
小

学
校
の

低
層
階

は
危

険
で
あ

る
と
思

わ
れ
る

。
公
共

施
設

に
限
ら

ず
、
地
域

の
民
間

企
業
（

N
E
C
な

ど
）
に

要
請

し
、
住

民
の
安

全
を
確

保
す

る
体
制

を
急
い

で
進
め

て
ほ

し
い
。

⇔
こ
の

意
見
は

、
必

ず
、
危

機
管
理

室
に
伝

え
て

も
ら
い

た
い
。

・
検
証
委

員
会
に

つ
い
て

→
こ

の
報
告

は
検
証

に
な
っ

て
い

な
い
。

世
田
谷

区
の
よ

う
に

、
第
三

者
を
座

長
と
し

、
関

係
機
関

、
他
自

治
体
を

入
れ

た
検
証

委
員
会

で
な
く

て
は

意
味
が

な
い
。

市
長

は
「
ス

ピ
ー
ド

重
視
？

」
で

内
部
職

員
の
検

討
に
し

た
よ

う
だ
が

、
他
の

自
治
体

で
外

部
を
入

れ
た
検

証
が
で

き
て

い
る
に

も
関
わ

ら
ず
、

な
ぜ

川
崎
市

は
で
き

な
い
の

か
。

こ
の
先

、
ど
れ

く
ら

い
の
被

害
や
あ

る
い
は

な
く

な
る
市

民
が
で

た
ら
本

腰
を

入
れ
る

の
か
・

・
答
え

て
ほ

し
い
。

1
D

5
3
今

回
の
検

証
で
は

納
得
で

き
ま

せ
ん
。

全
て
は

市
の
危

機
管

理
意
識

の
欠
如

以
外
何

も
な

い
。
当

日
中
原

区
で
は

雨
は

降
っ
て

い
な
い

。
内
水

氾
濫

状
況
で

は
な
い

。
多

摩
川
の

バ
ッ
ク

ウ
ォ
ー

タ
ー

が
原
因

で
す
。

何
故
水

門
を

閉
め
な

か
っ
た

か
。
子

供
に

も
分
か

る
対
応

、
行
政

の
言

い
の
が

れ
は
許

せ
ま
せ

ん
。

徹
底
的
に

闘
う
こ

と
が
必

要
と

考
え
て

い
ま
す

。
市
民

の
生

命
、
財

産
を
守

る
行
政

の
不

作
為
以

外
何
も

な
い
で

す
。

2
2

D

5
4
浸

水
被
害

か
ら
半

年
で
よ

う
や

く
、
家

の
改
修

も
お
わ

り
に

稚
樹
を

取
り
戻

せ
そ
う

で
す

。
小
さ

い
子
を

抱
え
て

の
作

業
は
大

変
で
、

ま
た
家

族
も

多
い
た

め
費
用

を
工
面

す
る
の

も
大

変
で
し

た
。

家
族
が
無

事
だ
っ

た
こ
と

は
良

か
っ
た

と
思
っ

て
い
ま

す
。

行
政
の

力
が
今

後
、
同

じ
こ

と
を
繰

り
返
さ

な
い
た

め
に

は
必
要

不
可
欠

だ
と
思

っ
て

お
り
ま

す
。

梅
雨
、
台

風
の
季

節
が
や

っ
て

く
る
ま

で
に
、

対
策
を

ど
う

か
お
願

い
し
ま

す
。

2
1

B
1
2

5
5
今

回
の
水

害
に
よ

る
被
害

の
自

宅
修
繕

工
事
が

や
っ
と

完
了

（
3
月
1
日
）
ば

か
り
で

す
。

金
額
的

な
負
担

ば
か
り

で
な

く
、
水

害
時
の

精
神
的

な
ス

ト
レ
ス

も
相
当

な
も
の

で
し
た

。
こ

の
よ
う

な
水

害
が
繰

り
返
し

発
生
す

る
こ

と
の
な

き
よ
う

、
考
え

ら
れ

る
原
因

の
検
証

、
住
民

へ
の

説
明
、

そ
の
対

策
を
実

施
願

い
ま
す

。
お
忙

し
と
は

存
じ

ま
す
が

、
何
卒

よ
ろ
し

く
お

願
い
申

し
上
げ

ま
す

。
1
8

C
2
1

B
1
2

5
6
こ

の
様
な

水
害
が

な
い
安

心
安

全
を
守

っ
て
い

た
だ
き

た
く

、
お
願

い
い
た

し
ま
す

。
2
1

B
1
2

5
7
台

風
１
９

号
の
後

、
沢
山

の
税

金
を
使

わ
れ
、

ま
た
、

環
境

局
の
若

い
方
々

が
直
接

聞
き

取
り
調

査
に
来

て
下
さ

っ
た

こ
と
等

、
心
よ

り
感
謝

し
て

い
ま
す

。
そ
れ

で
も
罹

災
者
は

今
だ

に
戦
闘

態
勢

が
続
い

て
い
ま

す
。
こ

の
ま

ま
、
ま

た
同
じ

よ
う
な

被
害

あ
ら
あ

ば
、
地

域
力
が

確
実

に
失
わ

れ
て
い

き
ま
す

。
川

崎
市
は

そ
の
立

地
や
形

状
か

ら
も
地

域
に
よ

っ
て
個

性
豊

か
で
す

。
対
策

を
実

施
す
る

時
、
そ

の
個
性

に
合

わ
せ
る

方
法
が

と
れ
れ

ば
、

よ
り
効

率
的
に

実
行
さ

れ
て

い
く
よ

う
感
じ

ま
す
。

公
務

員
に
は

異
動
が

つ
き
も

の
で

す
。
今

、
台
風

対
策
の

部
所

に
い
る

方
も
３

年
後

は
全
く

違
う
ポ

ジ
シ
ョ

ン
か

も
し
れ

ま
せ
ん

。
で
す

が
、

そ
の
中

で
、
そ

の
時
に

卓
上

の
空
論

で
は
な

く
、
実

行
あ

る
対
策

を
打
ち

出
し
、

引
継

ぎ
、
伝

承
を
積

み
重
ね

て
い

た
だ
く

事
、
切

に
願

っ
て
い

ま
す
。

5
E

5
8
本

当
に
こ

の
意
見

が
生
か

さ
れ

る
。
宅

地
化
が

進
み
田

畑
が

少
な
く

な
っ
て

い
る
昨

今
、

雨
水
排

水
路
を

用
水
路

が
受

け
お
っ

て
い
る

と
聞
き

ま
し

た
。
川

崎
市
は

建
築
の

認
可
を

何
故

し
た
の

で
す

か
？
知

っ
て
い

た
ら
住

ま
な

か
っ
た

で
す
。

用
水
路

を
な

く
し
雨

水
排
水

路
の
予

算
を

計
上
し

て
下
さ

い
。
こ

の
市

民
意
見

の
文
書

を
読
ん

で
市

民
の
意

見
の
聞

き
取
り

を
充

分
に
し

た
な
ん

て
言

わ
な
い

で
下
さ

い
。
応

え
て

実
施
し

て
下
さ

い
　
市

の
責

任
は
大

き
い
の

で
す
。

2
1

E

5
9
・

浸
水
に

関
す
る

説
明
を

聴
く

た
び
に

、
ど
う

考
え
て

も
こ

れ
は
「

人
災
」

だ
と
思

え
て

な
り
ま

せ
ん
。

今
後
も

起
こ

り
う
る

こ
と
で

す
の
で

、
今

後
に
む

け
て
被

害
を
少

し
で
も

防
げ

る
様
、

水
門

の
操
作

、
判
断

な
ど
、

維
持

管
理
を

し
っ
か

り
と
し

て
い

た
だ
け

る
様
に

お
願
い

致
し

ま
す
。

2
1

B
1
2

6
0
１

F
に
家
財

道
具

は
置
か

な
い
よ

う
に
。

な
ど

と
各
家

庭
実
情

に
そ
ぐ

わ
な

い
暴
言

を
云
う

よ
う
な

お
殿

様
第
３

者
委
員

（
専
門

家
？

）
は
不

適
切
で

ふ
よ
う

で
あ
る

。
こ

れ
は
実

体
に
合

わ
な

い
。
唯
の

結
果
を

み
た
だ

け
の

（
結
果

に
対
す

る
）
非

評
論

家
で
す

。
ﾘ
ｽ
ｸ
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
の
専

門
家
に

実
体
ベ

ー
ス
に

改
善

策
を
積

み
上
げ

て
い
っ

て
欲

し
い
も

の
で
す

。
1

D

6
1
老

後
資
金

と
し
て

２
０
０

０
万

円
が
必

要
と
国

は
言
っ

て
る

が
そ
の

半
分
の

お
金
が

無
く

な
り
家

の
改
修

に
も
１

０
％

の
消
費

税
が
か

か
る
の

は
お

か
し
い

。
確
定

申
告
で

、
消
費

税
分

は
返
し

て
欲

し
い
今

後
も
う

一
度
こ

の
よ

う
な
災

害
に
あ

っ
た
ら

生
き

て
い
け

ま
せ
ん

。
正
し

い
改

修
工
事

を
１
０

日
間
で

市
民

意
見
を

求
め
る

の
は
難

し
い

。
せ
め

て
２
週

間
は
ほ

し
い

。
検
証

委
員
会

が
遅

す
ぎ
る

。
2

D

6
2
昨

年
１
０

月
に
お

こ
っ
た

台
風

１
９
号

に
よ
り

、
被
災

し
家

は
、
家

族
や
近

所
の
方

々
の

お
陰
で

一
応
元

に
戻
り

ま
し

た
が
、

私
達
の

中
で
は

、
あ

の
つ
ら

い
思
い

は
消
え

ま
せ
ん

。
も

う
残
り

の
人

生
も
少

い
の
で

何
と
か

二
度

と
あ
の

様
な
事

が
な
い

よ
う

に
、
お

力
を
お

願
い
致

し
ま

す
。

2
1

C

6
3
◎

約
半
年

た
っ
て

、
や
っ

と
家

が
元
に

戻
っ
て

今
迄
の

生
活

に
戻
れ

る
か
な

と
思
い

ま
し

た
が
、

元
に
は

戻
ら
な

い
ん

で
す
。

心
身
共

に
疲
れ

て
あ

の
時
の

事
が
忘

れ
ら
れ

ま
せ
ん

。
こ

の
様
な

こ
と

は
、
我

、
生
涯

二
度
と

経
験

し
た
く

あ
り
ま

せ
ん
。

８
４

才
に
な

る
主
人

は
、
半

年
の

間
に
歩

行
も
困

難
に
な

り
元

気
も
な

く
な
り

一
日
に

数
回

た
お
れ

ま
す
。

ど
う
か
も

う
二
度

と
こ
の

様
な

事
が
な

い
よ
う

に
！
！

昨
日

主
人
を

つ
れ
て

多
摩
川

に
行

っ
て
き

ま
し
た

。
台
風

１
９

号
の
後

は
、
か

た
ず
い

て
い

て
土
が

も
ら
れ

て
い
て

流
れ

が
変
っ

て
い
ま

し
た

。
だ
い

じ
ょ
う

ぶ
か
な

ー
と

痛
切
に

思
い
ま

し
た
。

一
日

も
早
く

対
策
を

お
願
い

致
し

ま
す
。

2
1

B
1
2

6
4
浸

水
被
害

か
ら
、

も
う
す

ぐ
半

年
。
２

５
ｃ
ｍ

の
床
上

浸
水

の
被
害

を
受
け

た
。
我

家
が

ま
だ
ま

だ
元
の

生
活
に

は
戻

り
ま
せ

ん
。
今

回
、
２

０
０

軒
ほ
ど

の
家
が

被
害
を

受
け
て

お
り

、
そ
れ

ぞ
れ

大
変
な

思
い
を

し
て
い

る
実

情
・
・

・
金

銭
的
な

物
・
精

神
的
な

物
e
t
c
.
「
も

う
二
度

と
同
じ

事
を

く
り
返

し
て
は

、
い
け

な
い

。
く
り

返
し
た

く
な
い

」
と

言
う
の

が
、
切

実
な
願

い
で

す
。

今
後
も
何

が
起
き

る
か
予

測
出

来
な
い

今
日
こ

の
頃
で

す
。

今
回
の

反
省
点

を
踏
ま

え
て

、
住
民

に
出
来

る
事
・

行
政

に
出
来

る
事
を

早
急
に

、
検

証
・
実

施
し
て

、
被
害

を
少

し
で
も

減
ら
す

対
策

を
望
み

ま
す
。

2
1

B
1
2

6
5
被

災
者
で

あ
る
私

共
に
は

再
度

1
9
号
の

よ
う
な

状
況
が

二
度

と
な
い

よ
う
に

又
自
然

災
害

な
の
で

あ
っ
た

場
合
に

は
ぜ

ひ
1
9
号

で
反
省

し
た
事

が
活

か
さ
れ

た
か
ら

こ
そ
と

思
え
る

検
証

委
員
会

で
あ

っ
て
ほ

し
い
と

願
っ
て

お
り

ま
す
。

尚
、
検

証
委
員

会
で

の
内
容

を
被
災

者
宅
（

全
被

災
者
）

に
広
報

な
り
に

て
報

告
を
ぜ

ひ
い
た

だ
き
た

い
。

1
B

1
2

1
8

C

6
6
第

三
者
委

員
会
の

メ
ン
バ

ー
を

公
表
し

ど
の
よ

う
な
意

見
が

出
た
か

明
確
に

し
て
ほ

し
い

。
専
門

家
と
し

て
不
適

切
な

発
言
が

あ
っ
た

と
聞
い

て
い

る
。
明

確
に
し

て
欲
し

い
。

1
D

6
7
川

崎
の
中

で
も
、

多
摩
区

の
被

害
に
つ

い
て
重

視
さ
れ

て
い

な
い
よ

う
に
思

い
ま
す

。
ま

さ
か
の

天
災
と

は
い
え

、
今

後
起
こ

り
や
す

い
条
件

は
さ

け
ら
れ

な
い
問

題
、
専

門
家
と

し
て

、
1
人
の

人
間
と
し

て
、
第

三
者
委

員
会

の
方
は

、
実
態

を
知
り

、
評

価
、
対

策
を
立

て
て
い

た
だ

き
た
い

。
住
民

の
市
税

を
使

っ
て
い

る
わ
け

で
す
か

ら
、

マ
ニ
ュ

ア
ル
、

今
あ
る

設
備

の
点
検

を
実
施

し
、
住
民

が
安
心

し
て
安

全
な

生
活
が

で
き
る

よ
う
現

実
的

な
対
策

を
是
非

期
待
し

て
い

ま
す
。

そ
れ
ぞ

れ
の
住

民
も

今
回
の

被
害
で

大
金
を

使
用

し
、
老

後
の
お

金
を
使

い
不

安
を
も

ち
生
活

し
て

い
る
事

、
是
非

理
解
し

て
ほ

し
い
。

具
体
的

な
わ
か

り
や

す
い
説

明
を
お

願
い
し

ま
す

。
東
京

都
、
川

崎
市
、

国
、

連
携
無

く
し
て

は
で
き

な
い

の
で
、

大
変
と

は
思
い

ま
す

が
、
よ

ろ
し
く

お
願

い
致
し

ま
す
。

2
1

B
1
2

6
8
２

度
も
こ

の
様
な

水
害
が

起
き

て
い
る

に
も
か

か
わ
ら

ず
、

水
害
対

策
が
不

備
す
ぎ

　
浸

水
被
害

住
民
の

命
と
財

産
を

守
る
対

策
を
確

実
に
連

携
作

成
を
必

ず
作
っ

て
下
さ

い
。

2
1

B
1
2

6
9
雨

季
に
備

え
、
浸

水
被
害

が
２

度
と
起

こ
ら
な

い
よ
う

に
緊

急
時
の

対
応
を

市
が
管

理
徹

底
し
て

く
だ
さ

い
。

2
1

B
1
2

7
0
大

雨
増
水

対
策
を

具
体
的

に
改

善
対
策

を
住
民

に
説
明

し
て

ほ
し
い

。
市
か

ら
の
予

算
が

な
い
等

の
言
葉

は
聞
き

た
く

な
い
、

住
民
に

は
関
係

な
い

内
部
の

話
で
は

な
い
の

か
。

1
8

C
7
1
二

度
と
同

じ
事
の

な
い
よ

う
具

体
的
な

回
答
を

、
住
民

が
納

得
の
い

く
改
善

改
良
を

実
施

し
て
ほ

し
い

2
1

B
1
2

22
 ペ

ー
ジ
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【
対
応
区
分
】

Ａ
御
意
見
を
踏
ま
え
計
画
に
反
映
し
た
も
の

件
数

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ
1

検
証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

50
0

13
6

31
0

Ｂ
御
意
見
の
趣
旨
が
案
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り

2
市
 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

9
0

0
9

0
0

 
御
意
見
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
取
組
を
推
進
す
る
も
の

23
本
市
の
責
任
・
補
償
に
つ
い
て

6
0

0
0

6
0

24
河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

12
0

1
11

0
0

Ｃ
今
後
の
取
組
を
進
め
て
い
く
上
で
参
考
と
す
る
も
の

25
（
河
港
水
門
）
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

2
0

2
0

0
0

26
（
河
港
水
門
）
短
期
対
策
に
つ
い
て

2
0

2
0

0
0

Ｄ
案
に
対
す
る
質
問
・
要
望
の
御
意
見
で
あ
り
、

27
（
河
港
 
 
）
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

2
1

0
1

0
0

案
の
内
容
を
説
明
・
確
認
す
る
も
の

28
（
河
港
水
門
）
市
の
対
応
に
つ
い
て

2
0

0
0

2
0

29
（
平
瀬
川
）
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

1
0

0
0

1
0

Ｅ
そ
の
他

30
（
平
瀬
川
）
短
期
対
策
に
つ
い
て

2
0

2
0

0
0

31
（
平
瀬
川
）
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

3
1

1
1

0
0

32
（
平
瀬
川
）
連
携
体
制
に
つ
い
て

2
0

2
0

0
0

33
（
平
瀬
川
）
市
の
対
応
に
つ
い
て

3
0

2
0

1
0

34
（
三
沢
川
）
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

64
2

34
9

19
0

35
（
三
沢
川
）
短
期
対
策
に
つ
い
て

34
0

22
12

0
0

36
（
三
沢
川
）
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

46
0

10
36

0
0

37
（
三
沢
川
）
連
携
体
制
に
つ
い
て

63
0

50
10

3
0

38
（
三
沢
川
）
稲
田
公
園
に
つ
い
て

26
0

0
26

0
0

39
（
三
沢
川
）
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

62
0

56
3

3
0

40
（
三
沢
川
）
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

57
1

26
24

6
0

41
（
三
沢
川
）
三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

48
1

0
3

44
0

42
（
三
沢
川
）
大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

11
0

0
11

0
0

43
 （

三
沢
川
）
市
の
対
応
に
つ
い
て

9
0

2
2

5
0

44
 （

ソ
フ
ト
対
策
）
連
携
体
制
に
つ
い
て

5
0

5
0

0
0

45
 （

ソ
フ
ト
対
策
）
短
期
対
策
に
つ
い
て

24
0

12
9

3
0

46
 （

ソ
フ
ト
対
策
）
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

3
0

2
1

0
0

54
8

6
24

4
17

4
12

4
0

市
 
意
 
 
覧
（
参
考
）

合
計

御
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

項
目

【
意
見
の
件
数
と
対
応
区
分
】
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No
.

内
容

御
意
見

区
分

1
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

雨
季
に
備
え
、
浸
水
被
害
が
２
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
緊
急
時
の
対
応
を
市
が
管
理
徹
底
し
て
下
さ
い
。

B

2
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

 
 
増
 
対
策
を
具
体
的
に
改
善
対
策
を
住
 
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。
市
か
ら
の
予
算
が
な
い
等
の
 
葉
は
聞
き
た
く
な
い
。
住
 
に
は
関
係
な
い
。
内
部
の
話
で
は

な
い
の
か
。

B

3
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

川
崎
の
中
で
も
多
摩
川
の
被
害
に
つ
い
て
重
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
さ
か
天
災
と
は
い
え
今
後
起
こ
り
や
す
い
条
件
は
避
け
ら
れ
な
問
題
。
専
門
家

と
し
て
、
１
 
の
 
間
と
し
て
、
第
三
者
委
員
会
の
 
は
実
際
を
知
り
評
価
対
策
を
 
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
住
 
の
市
税
を
使
っ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
今
あ
る
設
備
の
点
検
を
実
施
し
、
住
 
が
安
 
し
て
安
全
な
 
活
が
で
き
る
よ
う
現
実
的
な
対
策
を
是
 
期
待
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
住
 
も
今
回
の
被
害
で
 
 
を
使
 
し
 
後
の
お
 
を
使
い
不
安
を
持
ち
 
活
し
て
い
る
こ
と
、
是
 
理
解
し
て
ほ
し
い
。
具
体
的
な
わ
か
り
や
す
い
説

明
お
願
い
し
ま
す
。
東
京
都
、
川
崎
市
、
国
の
連
携
な
く
し
て
は
で
き
な
い
の
で
、
大
変
と
は
思
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

B

4
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
よ
う
な
現
実
味
の
無
い
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、
私
は
何
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
思
う
こ
と
は
、
単
純
で
す
。
二
度
と
こ
の
よ

う
な
事
を
経
験
し
た
く
は
な
い
。
汚
水
が
玄
関
に
侵
入
し
、
階
段
の
一
段
目
ま
で
上
が
っ
て
来
る
。
停
電
し
真
っ
暗
な
中
、
こ
れ
以
上
上
が
っ
て
く
る
な
と
一
人
階
段

で
待
機
し
祈
っ
て
い
ま
し
た
。
翌
日
か
ら
は
様
々
な
事
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
階
の
部
屋
は
工
事
は
し
ま
し
た
が
、
未
だ
に
片
付
い
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
事
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
っ
た
ら
良
い
か
の
、
道
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
誰
で
も
、

自
ら
の
身
に
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
た
だ
の
他
人
事
で
す
。
我
が
家
に
は
、
二
人
の
子
ど
も
が
お
り
、
一
人
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
避
難
が
難
し
い
で
す
。
や
は
り
、
今
回

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
同
じ
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
を
、
考
え
い
て
い
た
だ
き
、
短
・
中
・
 
期
的
に
 
っ
て
い
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
困
っ
て
い
る
、
不
安
な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
人
間
が
い
る
以
上
、
他
人
事
と
は
思
わ
ず
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

B

5
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

 
度
と
同
じ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
具
体
的
な
回
答
を
住
 
が
納
得
の
い
く
改
善
改
良
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

B

6
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

被
災
者
で
あ
る
私
共
に
は
再
度
１
９
号
の
よ
う
な
状
況
が
二
度
と
な
い
よ
う
に
ま
た
、
自
然
災
害
な
の
で
、
あ
っ
た
場
合
に
は
是
非
１
９
号
で
反
省
し
た
こ
と
が
活
か

さ
れ
た
か
ら
こ
そ
と
思
え
る
検
証
委
員
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
検
証
委
員
会
で
の
内
容
を
浸
水
の
被
災
者
宅
（
全
被
災
者
）
に
広
報
な
り

に
て
報
告
を
是
非
い
た
だ
き
た
い
。

B

7
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

約
半
年
た
っ
て
や
っ
と
家
が
元
に
戻
っ
て
今
ま
で
の
生
活
に
戻
れ
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
元
に
は
戻
ら
な
い
ん
で
す
。
心
身
と
も
に
疲
れ
て
あ
の
時
の
事
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
我
、
生
涯
二
度
と
経
験
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
８
４
歳
に
な
る
主
人
は
半
年
の
間
に
歩
行
も
困
難
に
な
り
、
元
気
も
な
く
な
り
、

一
日
に
数
回
倒
れ
ま
す
。
ど
う
か
も
う
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
！
昨
日
主
人
を
連
れ
て
多
摩
川
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
台
風
１
９
号
の
後
は
片
付
い
て

い
て
土
が
盛
ら
れ
て
い
て
流
れ
が
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
ー
ー
と
痛
切
に
思
い
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
対
策
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

B

8
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

今
回
の
浸
 
被
害
で
は
規
模
も
 
さ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
川
崎
市
が
積
極
的
に
早
急
に
対
策
を
 
て
て
頂
け
な
け
れ
ば
住
 
は
安
 
し
て
 
活
出
来
ま
せ

ん
。
被
害
の
確
認
に
来
た
の
も
遅
か
っ
た
の
で
、
痕
跡
確
認
も
疑
問
が
残
り
ま
す
。
も
っ
と
住
 
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
お
願
い
致
し
ま
す
！
！

B

9
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

今
年
の
雨
季
ま
で
に
必
ず
短
期
対
策
の
予
算
を
組
み
、
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

B

10
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

昨
年
１
０
月
に
お
こ
っ
た
台
風
１
９
号
に
よ
り
被
災
し
家
は
家
族
や
近
所
の
方
々
の
お
陰
で
一
応
元
に
戻
り
ま
し
た
が
、
私
達
の
中
で
は
あ
の
つ
ら
い
思
い
は
消
え
ま

せ
ん
。
も
う
残
り
の
人
生
が
少
な
い
の
で
何
と
か
二
度
と
あ
の
よ
う
な
事
が
な
い
よ
う
に
お
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

B

11
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

浸
水
被
害
か
ら
半
年
で
よ
う
や
く
家
の
改
修
も
お
わ
り
、
日
常
が
取
り
戻
せ
そ
う
で
す
。
小
さ
い
子
を
抱
え
て
の
作
業
は
大
変
で
、
ま
た
家
族
も
多
い
た
め
、
費
用
を

工
面
す
る
の
も
大
変
で
し
た
。
家
族
が
無
事
だ
っ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行
政
の
力
が
今
後
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
必
要
不
可
欠

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
梅
雨
、
台
風
の
季
節
が
や
っ
て
く
る
ま
で
に
対
策
を
ど
う
か
お
願
い
し
ま
す
。

B

共
通
事
項
へ
の
御
意
見
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12
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

浸
水
被
害
か
ら
も
う
す
ぐ
半
年
。
２
５
ｃ
ｍ
の
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
我
が
家
…
ま
だ
ま
だ
元
の
生
活
に
は
戻
り
ま
せ
ん
。
今
回
２
０
０
軒
ほ
ど
の
家
が
被
害
を

受
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
実
情
…
金
銭
的
な
物
、
精
神
的
な
物
et
c。

「
も
う
二
度
と
同
じ
事
を
繰
り
返
し
て
は
い
け
な
い
、
繰
り
返
し
た
く

な
い
」
と
い
う
の
が
切
実
な
願
い
で
す
。
今
後
も
何
が
起
き
る
か
予
測
出
来
な
い
今
 
こ
の
頃
で
す
。
今
回
の
反
省
点
を
踏
ま
え
て
、
住
 
に
出
来
る
こ
と
、
 
政
に

出
来
る
こ
と
を
早
急
に
検
証
・
実
施
し
て
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
対
策
を
望
み
ま
す
。

B

13
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

台
風
19

号
の
後
、
沢
山
の
税
金
を
使
わ
れ
、
ま
た
、
環
境
局
の
若
い
方
々
が
直
接
聞
き
取
り
調
査
に
来
て
下
さ
っ
た
こ
と
等
、
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
罹
災
者
は
い
ま
だ
に
戦
闘
態
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
ま
た
同
じ
よ
う
な
被
害
あ
ら
ば
、
地
域
力
が
確
実
に
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
川
崎
市
は
そ
の
立
地

や
形
状
か
ら
も
地
域
に
よ
っ
て
個
性
豊
か
で
す
。
対
策
を
実
施
す
る
時
、
そ
の
個
性
に
合
わ
せ
る
方
法
が
と
れ
れ
ば
、
よ
り
効
率
的
に
実
行
さ
れ
て
い
く
よ
う
感
じ
ま

す
。
公
務
員
に
は
異
動
が
つ
き
も
の
で
す
。
今
、
台
風
対
策
の
部
署
に
い
る
方
も
３
年
後
は
全
く
違
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
そ
の
中
で
、
そ
の

時
に
卓
上
の
空
論
で
は
な
く
、
実
効
あ
る
対
策
を
打
ち
出
し
、
引
継
ぎ
、
伝
承
を
積
み
重
ね
て
い
た
だ
く
事
、
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

B

14
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

浸
水
に
関
す
る
説
明
を
聴
く
た
び
に
、
ど
う
考
え
て
も
「
人
災
」
だ
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
の
で
、
今
後
に
む
け
て
被
害
を
少
し
で
も

防
げ
る
様
、
水
門
の
操
作
、
判
断
な
ど
維
持
管
理
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
け
る
様
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

C

15
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

本
当
に
こ
の
意
見
が
生
か
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
不
安
で
す
。
宅
地
化
が
進
み
田
畑
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
昨
今
、
雨
水
排
水
路
を
用
水
路
が
う
け
お
っ
て
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
川
崎
市
は
建
築
の
許
可
を
何
故
し
た
の
で
す
か
？
知
っ
て
い
た
ら
住
ま
な
か
っ
た
で
す
。
用
水
路
を
な
く
し
、
雨
水
排
水
路
の
予
算
を
計
上
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
市
 
意
 
の
 
書
を
読
ん
で
市
 
の
意
 
の
聞
き
と
り
を
充
分
に
し
た
な
ん
て
 
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
応
え
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
市
の
責
任
は
 
き
い

の
で
す
。

C

16
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

老
後
資
金
と
し
て
２
，
０
０
０
万
が
必
要
と
国
は
言
っ
て
い
る
が
、
そ
の
半
分
も
お
金
が
無
く
な
り
、
家
の
改
修
に
も
１
０
％
の
消
費
税
が
か
か
る
の
は
お
か
し
い
！

確
定
申
告
で
消
費
税
分
は
返
し
て
ほ
し
い
。
今
後
も
う
１
度
こ
の
よ
う
な
災
害
に
あ
っ
た
ら
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
正
し
い
改
修
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。
１
０
日
間

で
市
 
意
 
を
求
め
る
の
は
難
し
い
。
せ
め
て
２
週
間
は
ほ
し
い
。
検
証
委
員
会
が
遅
す
ぎ
る
。

C

17
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

今
回
と
同
等
の
雨
量
で
も
、
浸
水
被
害
が
起
き
な
い
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
の
が
市
の
責
任
で
は
な
い
の
か
？

1階
に
家
財
を
置
く
な
と
い
う
意
 
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
あ
ま
り
に
も
無
責
任
で
浸
 
被
害
に
あ
っ
た
住
 
を
愚
弄
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

C

18
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

②
今
回
の
住
 
説
明
会
の
折
、
１
階
は
 
が
上
が
る
の
で
電
気
製
品
、
 
器
類
、
 
類
等
ぬ
れ
て
使
え
な
く
な
る
物
や
、
炊
事
場
等
は
２
階
以
上
に
と
の
説
明
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
だ
と
す
る
な
ら
住
み
に
く
い
建
物
の
建
築
許
可
を
す
る
方
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
県
や
国
と
十
分
な
検
討
を
し
、
建
築
基
準
法
の
抜
本
的

改
変
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
何
を
ど
こ
に
置
く
、
設
置
す
る
は
個
人
の
自
由
と
思
い
ま
す
が
…
）

C

19
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
＜
資
料
３
＞
に
つ
い
て
 
全
体
を
通
し
て
、
図
・
写
真
・
グ
ラ
フ
を
4倍

以
上
の
 
き
さ
に
し
て
欲
し
い
。
(住

 
へ
の
説
明
資
料
で
あ
り
、
深
い
理
解
の
た
め
に
観

て
ほ
し
い
資
料
で
は
な
い
の
で
す
か

C

20
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
第
三
者
意
見
は
実
情
を
見
て
い
な
い
傍
観
者
的
発
言
で
あ
り
、
不
適
切
な
人
選
で
あ
る
こ
と
が
報
告
内
容
か
ら
わ
か
る
。
見
識
の
な
い
人
材
を
登
用
し
て
い
る
行
絵

師
に
も
責
任
が
あ
る
。

D

21
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
第
三
者
委
員
の
専
 
家
の
 
々
だ
か
ら
こ
そ
、
 
害
地
域
住
 
の
意
 
・
疑
問
に
対
し
て
、
納
得
の
い
く
資
料
と
根
拠
を
も
っ
て
、
説
明
・
回
答
が
欲
し
い
。
(専

 
家
と
し
て
の
責
務
を
果
た
せ
な
け
れ
ば
不
適
任
で
は
？

D

22
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
第
三
者
委
員
は
現
地
視
察
の
内
容
と
専
門
家
と
し
て
の
見
解
と
説
明
を
納
得
い
く
よ
う
実
施
し
て
ほ
し
い
。
実
際
メ
ン
バ
ー
と
し
て
不
適
切
な
方
が
い
る
と
聞
い
て
い

る
。

D

23
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
第
三
者
委
員
は
現
地
視
察
を
（
雨
が
降
る
た
び
ド
キ
ド
キ
）

D
24

1検
証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
第
三
者
委
員
は
現
地
視
察
を
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
雨
が
降
る
た
び
ド
キ
ド
キ
し
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

D

25
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

〓
第
三
者
委
員
会
 
く
、
 
害
か
ら
 
を
守
る
に
は
家
の
 
階
に
家
財
を
置
か
な
け
れ
ば
い
い
そ
う
で
す
が
、
真
 
 
に
 
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
市
 
を
 
 

に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
"第

三
者
"委

員
会
な
の
で
す
か
ら
、
専
門
家
と
し
て
中
立
の
立
場
か
ら
、
納
得
の
い
く
根
拠
の
あ
る
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

D
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26
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

21
.に

繰
り
返
す
が
「
第
三
者
へ
の
意
見
聴
取
」
と
や
ら
、
い
い
加
減
で
う
さ
ん
く
さ
い
。
「
第
三
者
」
は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
「
検
証
」
に
つ

い
て
の
意
 
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。
「
三
沢
川
 
 
を
閉
鎖
し
た
際
に
 
位
が
上
昇
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
住
 
も
い
る
の
で
・
・
・
」
っ
て
バ
カ
に
し
て
る
の

か
。
知
ら
な
い
の
は
水
門
を
閉
め
た
方
だ
ろ
う
！

D

27
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

④
重
要
な
の
は
、
三
者
委
員
の
専
 
家
は
現
地
視
察
、
確
認
を
し
て
、
 
害
地
域
住
 
の
意
 
、
疑
問
に
対
し
て
納
得
の
い
く
資
料
と
根
拠
を
 
し
て
説
明
す
べ
き
で
、

こ
れ
が
出
来
な
け
れ
ば
専
門
家
と
言
え
な
い
。
専
門
家
の
再
考
を
願
い
た
い
。

D

28
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

三
者
委
員
の
専
 
家
は
現
地
視
察
・
確
認
を
し
て
 
害
地
域
住
 
の
意
 
、
疑
問
に
対
し
て
納
得
の
い
く
資
料
と
根
拠
を
お
 
し
の
上
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

D

29
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

水
門
を
閉
鎖
し
て
水
位
が
上
昇
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
は
行
政
の
方
だ
ろ
う
。
１
５
時
過
ぎ
に
閉
門
し
な
が
ら
ポ
ン
プ
要
請
が
１
８
時
半
、
排
水
開
始
２
２
時
半
。

こ
ん
な
こ
と
し
て
い
る
 
政
へ
の
意
 
も
出
さ
な
い
第
三
者
委
員
は
い
ら
な
い
！
加
害
者
で
あ
る
 
政
、
被
害
者
で
あ
る
住
 
。
ど
ち
ら
か
ら
も
第
三
者
を
出
し
て
の

委
員
会
で
な
け
れ
ば
第
三
者
委
員
会
で
は
な
い
！

D

30
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
の
皆
様
に
は
、
必
ず
や
現
地
踏
査
・
調
査
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
（
被
災
は
現
場
で
起
き
て
い
る
の
で
す
。
）
ガ
ー
ド
下
附
近
に
は
上
部
プ
ラ
板
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
吐
き
口
水
門
は
低
く
て
全
く
機
能
せ
ず
の
説
明
（
下
布
田
小
学
校
会
場
）
は
全
く
の
驚
き
で
し
た
。
使
え
る
物
と
交
換
も
し
く
は
新
規
設
置
を
強
く
望

み
ま
す
。
担
当
者
も
い
な
い
と
は
た
ま
げ
ま
し
た
。
国
、
県
、
市
と
い
う
言
い
方
は
わ
か
ら
な
い
わ
け
で
す
が
、
暴
れ
る
川
は
１
本
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
行
政
区

分
を
超
え
て
対
応
、
措
置
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

D

31
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
は
現
地
視
察
を
し
ま
し
た
か
？
住
 
の
 
の
声
を
聞
き
ま
し
た
か
。
平
瀬
川
の
件
の
所
で
は
、
 
階
に
家
財
を
置
か
な
い
、
保
険
に
 
れ
な
ど
の
 
な
い

文
書
に
悲
し
く
な
り
ま
す
。
も
っ
と
私
達
の
方
を
見
て
上
か
ら
目
線
で
は
な
く
対
応
し
な
さ
い
。

第
三
者
委
員
の
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え
再
度
検
証
さ
せ
な
さ
い
。
元
国
交
省
？
信
頼
で
き
な
い
。

D

32
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

ま
た
委
員
の
方
か
ら
出
た
「
な
る
べ
く
１
階
に
モ
ノ
を
置
か
な
い
よ
う
に
」
な
ど
の
発
言
は
言
語
道
断
で
す
。
今
回
は
事
前
の
対
応
と
し
て
、
急
遽
出
来
る
限
り
、
１

階
の
モ
ノ
を
２
階
に
上
げ
る
な
ど
の
対
応
は
し
ま
し
た
が
、
不
動
産
で
あ
る
「
家
」
「
エ
ア
コ
ン
」
「
室
外
の
給
湯
器
」
等
、
そ
こ
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
モ

ノ
・
動
か
せ
な
い
モ
ノ
は
多
く
あ
り
ま
す
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
被
害
額
が
最
も
大
き
い
の
で
す
。
そ
こ
を
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
、
人
に
は
こ
れ
ら
の
対
策
を
行
う
メ

ン
バ
ー
か
ら
即
刻
退
任
下
さ
い
。

D

33
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

用
水
路
氾
濫
の
責
任
者
追
及
を
し
た
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
災
害
時
に
よ
り
安
全
に
や
り
過
ご
す
為
に
、
現
場
の
実
情
把
握
と
対
策
の
実
施
を
お
願
い
し
た
い

の
で
す
。
用
水
路
（
市
）
、
三
沢
川
（
県
）
、
多
摩
川
（
国
）
の
交
わ
る
地
域
で
す
。
縦
割
中
心
の
今
の
行
政
の
中
で
対
策
を
で
き
る
だ
け
早
く
進
め
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
そ
の
為
に
第
三
者
委
員
の
専
門
家
の
方
々
に
は
、
地
元
の
実
情
を
把
握
し
た
上
で
、
効
率
的
か
つ
現
実
的
な
実
践
案
を
行
政
の
方
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

D

34
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

現
地
を
見
な
い
で
行
政
が
作
成
し
た
資
料
の
分
析
だ
け
は
真
の
納
得
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
委
員
の
先
生
方
は
現
地
に
来
れ
な
い
何
か
理
由
で
も
あ
る
ん
で
す
か
（
信
頼

で
き
ま
せ
ん
。
）
 
 
、
コ
ン
ク
リ
塀
部
分
、
未
設
置
プ
ラ
板
を
中
 
期
展
望
で
は
な
く
、
短
期
（
も
っ
と
 
え
ば
今
す
ぐ
）
修
繕
・
改
修
・
新
し
く
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。
第
三
者
委
員
の
方
も
行
政
側
に
要
望
・
要
請
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
委
員
会
の
最
終
責
務
だ
と
強
く
思
い
ま
す
。

D

35
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
会
で
は
専
 
家
の
 
々
は
実
際
の
現
地
視
察
や
確
認
を
 
い
資
料
と
根
拠
を
 
し
た
上
で
 
害
被
害
住
 
に
納
得
い
く
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

D

36
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

１
Ｆ
に
家
財
道
具
は
置
か
な
い
よ
う
に
！
な
ど
と
各
家
庭
事
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
暴
言
を
言
う
よ
う
な
お
殿
様
第
三
者
委
員
（
専
門
家
？
）
は
不
適
切
、
不
要
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
実
体
に
合
わ
な
い
唯
の
結
果
を
見
た
だ
け
の
（
結
果
に
対
す
る
）
批
評
家
論
で
す
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
に
実
体
を
ベ
ー
ス
に
改
善
策
を
積
み

上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

D

37
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
証
委
員
会
、
及
び
第
三
者
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
全
て
市
の
関
係
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
被
害
を
受
け
た
当
事
者
の
市
 
が
1 

も
い
な
い
 
選
は
不
公

正
で
す
。
し
か
も
、
台
風
当
時
の
状
況
を
見
て
も
な
く
調
査
に
来
て
も
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
正
確
な
状
況
判
断
と
今
後
の
対
策
は
立
て

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

D
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38
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
証
委
員
会
と
は
名
ば
か
り
で
、
言
い
訳
と
ご
ま
か
し
、
欺
瞞
に
満
ち
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
内
容
に
疑
問
を
持
た
ず
批
判
を
し
な
い
第
3者

と
は
ど
の
よ
う
な
人
物

で
し
ょ
う
か
。
市
 
 
線
で
、
客
観
的
な
意
 
を
述
べ
て
い
る
と
は
到
底
思
え
ま
せ
ん
。
犯
罪
者
が
 
分
の
お
友
達
を
判
事
に
す
る
よ
う
な
選
び
 
は
や
め
て
、
市
 

が
納
得
す
る
よ
う
な
専
 
家
を
選
び
直
す
べ
き
で
す
。
こ
の
後
の
検
証
作
業
で
は
、
し
っ
か
り
と
市
 
に
 
を
傾
け
、
ご
ま
か
し
の
無
い
誠
実
な
報
告
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

D

39
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

行
政
に
責
任
が
あ
る
な
ら
ば
、
賠
償
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
我
が
家
の
場
合
、
15

00
万
円
の
リ
フ
ォ
ー
ム
代
が
か
か
る
。
保
険
で
賄
わ
れ
る
金
額
も
あ
る
が
、
リ

フ
ォ
ー
ム
に
関
わ
る
手
間
隙
は
と
て
も
く
た
び
れ
る
。
そ
の
分
仕
事
が
疎
か
に
な
る
し
、
生
活
も
窮
屈
な
も
の
に
な
る
。
今
の
家
に
引
っ
越
し
て
１
年
た
た
ず
に
水
害

に
あ
っ
た
。
な
ぜ
こ
ん
な
目
に
あ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
人
生
設
計
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
あ
る
。
今
回
の
水
害
は
自
然
災
害
で
は
な
く
、
川
崎
市
の
仕
事
の

仕
方
に
よ
る
人
災
で
あ
る
と
考
え
る
。
責
任
の
所
在
を
曖
昧
に
し
て
、
組
織
防
衛
を
優
先
す
る
こ
の
検
証
委
員
会
で
は
納
得
い
か
な
い
。
検
証
委
員
会
の
構
成
も
、
加

害
責
任
を
問
わ
れ
る
当
事
者
で
あ
る
市
職
員
の
み
で
あ
り
、
不
公
正
で
あ
る
。
ま
た
、
 
活
に
困
っ
て
い
る
市
 
を
置
き
去
り
に
し
た
検
証
結
果
で
あ
り
、
男
性
職
員

し
か
い
な
い
点
も
不
 
然
で
あ
る
。
川
崎
市
に
は
優
秀
な
 
性
職
員
は
い
な
い
の
か
。
問
題
だ
ら
け
の
検
証
委
員
会
に
、
川
崎
市
 
は
何
も
感
じ
な
い
の
か
。
川
崎
市

は
市
 
の
 
活
を
守
る
た
め
に
税
 
を
使
い
な
さ
い
。

D

40
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

私
た
ち
被
災
者
か
ら
の
委
員
を
入
れ
た
第
三
者
委
員
会
を
つ
く
る
べ
き
で
す
。
市
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
人
の
集
ま
り
は
第
三
者
と
は
言
わ
な
い
！

現
地
確
認
も
し
な
い
人
が
第
三
者
委
員
に
な
る
事
が
お
か
し
い
と
思
う
！

D

41
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

浸
 
対
策
は
、
原
因
の
正
確
な
抽
出
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
第
1回

 
第
3回

の
委
員
会
の
資
料
を
拝
 
し
て
、
本
当
に
そ
う
な
っ
て
い
る

か
疑
問
を
感
じ
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
、
被
災
さ
れ
た
方
へ
の
対
応
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
が
、
不
明
瞭
で
す
。
(多

分
、
川
崎
市
に
瑕
疵
無
と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
)

そ
の
た
め
あ
え
て
主
な
原
因
を
有
耶
無
耶
に
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
本
当
に
気
づ
い
て
い
な
い
の
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
原
因
を
は
っ
き
り
さ
せ
て

い
な
い
こ
の
委
員
会
の
結
果
で
は
、
再
び
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
断
言
し
ま
す
。
(詳

細
に
つ
い
て
は
都
合
で
記
載
し
ま
せ
ん
。
)

D

42
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
公
表
し
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
か
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。
専
門
家
と
し
て
不
適
切
な
発
言
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
明
確
に
し
て
ほ

し
い
。

D

43
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
の
専
 
家
に
は
、
現
地
視
察
と
住
 
の
意
 
聴
衆
を
お
願
い
し
た
い
。

D
44

1検
証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
の
名
前
、
肩
書
、
設
定
理
由
を
公
表
し
て
ほ
し
い
。

D

45
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

今
回
の
検
証
委
員
会
の
資
料
を
見
て
が
っ
か
り
し
た
。
人
が
死
な
な
け
れ
ば
ど
う
で
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
検
証
委
員
会
の
方
も
浸
水
し
た
地
域
に
移
住
し
て
は
い

か
が
で
す
か
？

D

46
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
証
委
員
会
の
構
成
は
加
害
責
任
を
問
わ
れ
る
一
方
当
事
者
で
あ
る
市
の
職
員
の
み
で
構
成
さ
れ
不
公
正
で
あ
る
。
①
自
由
法
曹
団
神
奈
川
支
部
「
台
風
１
９
号
に
よ

る
川
崎
市
の
浸
水
被
害
と
再
発
防
止
を
求
め
る
意
見
書
」
（
資
料
４
頁
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
賠
償
責
任
を
追
う
一
方
当
事
者
と
し
て
の
立
場
を
わ
き
ま
え
、
②
神
奈

川
県
弁
護
士
会
「
検
証
委
員
会
の
第
三
者
性
を
よ
り
一
層
確
保
す
る
方
策
を
求
め
る
要
望
」
（
資
料
１
２
頁
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
「
真
の
原
因
究
明
及
び
再

発
防
止
の
た
め
に
も
、
第
三
者
検
証
委
員
会
を
改
め
て
設
置
す
る
か
、
検
証
委
員
会
に
中
立
的
第
三
者
を
追
加
選
任
す
る
等
、
第
三
者
性
を
よ
り
一
層
確
保
す
る
方

策
」
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
世
 
 
区
や
宮
城
県
丸
森
町
の
検
証
委
員
会
は
、
第
三
者
（
学
識
経
験
者
）
が
委
員
 
で
あ
り
、
川
崎
市
の
検
証
委
員
会
は
異

常
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

D
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47
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

検
証
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
疑
問

・
傍
聴
に
行
き
ま
し
た
が
市
の
行
政
内
（
下
水
道
・
河
川
）
の
担
当
者
が
、
苦
労
さ
れ
て
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
各
担
当
へ
の
質
問

に
対
し
て
の
突
っ
込
み
が
な
く
、
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
て
、
疑
問
点
に
対
し
て
も
す
ぐ
納
得
し
て
し
ま
う
と
い
う
感
じ
が
強
く
申
し
訳
な
い
が
、
第
三
者
委
員
会
と

し
て
の
客
観
的
な
判
断
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

・
住
 
説
明
会
か
ら
の
報
告
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
被
災
者
住
 
は
 
活
再
建
を
ど
う
し
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
意
 
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
 
切
こ
の
検
証
委
員
会
で
は
論
議
が
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
被
災
者
住
 
は
納
得
が
で
き
な
い
。

・
こ
の
時
代
に
、
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
す
べ
て
男
性
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
生
活
目
線
で
の
論
議
に
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？

・
 
政
に
関
わ
ら
な
い
、
第
三
者
、
学
識
経
験
者
や
住
 
代
表
（
被
災
者
住
 
を
含
め
て
）
を
含
め
た
組
織
を
つ
く
る
べ
き
だ
。

D

48
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
会
の
専
門
家
は
紙
上
の
み
で
は
な
く
、
実
際
に
視
察
し
て
現
状
を
把
握
し
て
、
被
災
者
の
納
得
が
い
く
説
明
や
回
答
を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
理
想
論

を
言
わ
れ
て
も
被
災
者
は
到
底
納
得
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
に
こ
の
よ
う
な
水
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
第
三
者
委
員
会
な
の
で
ま
ず
は
原
因
の
究
明
、
そ
し
て
今
後
の

対
策
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

D

49
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
会
の
「
一
階
に
家
具
を
置
か
な
い
」
「
保
険
に
加
入
」
と
い
っ
た
発
言
が
あ
っ
た
事
に
不
信
感
で
す
。

D

50
1検

証
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

１
階
に
は
家
財
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
？
保
険
に
入
る
こ
と
？
こ
ん
な
コ
メ
ン
ト
は
い
り
ま
せ
ん
即
刻
第
３
委
員
会
を
辞
め
て
く
だ
さ
い
 
報
酬
を
返
金
し
て
く
だ

さ
い
。
発
言
し
た
人
の
名
前
を
公
表
し
な
さ
い

D

1
2市

 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ
る
機
会
が
も
っ
と
早
く
あ
れ
ば
、
新
鮮
な
意
見
が
出
た
と
感
じ
ま
す
。
今
回
で
す
ら
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
と
知
っ
た
時
期
が
遅
か
っ

た
で
す
。
本
当
に
改
善
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
疑
問
に
感
じ
ま
す
。

C

2
2市

 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

こ
の
意
 
募
集
に
当
た
り
、
わ
ず
か
10

 
間
と
い
う
短
い
意
 
募
集
期
間
を
設
定
し
た
こ
と
に
は
、
多
く
の
被
災
し
た
住
 
か
ら
の
意
 
を
重
視
し
な
い
検
証
委
員
会

の
態
度
が
に
じ
み
出
て
強
い
憤
り
を
覚
え
ま
す
。

川
崎
市
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
条
例
は
、
政
策
に
関
す
る
市
 
か
ら
の
意
 
を
聞
く
際
、
30

 
以
上
の
期
間
を
設
け
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。
今
回
の
意
 
募
集

が
、
政
策
に
つ
い
て
の
も
の
で
無
い
と
の
理
由
か
ら
10

日
間
と
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
内
容
は
、
今
後
の
防
災
対
策
に
直
結
す
る
政
策
に
関
わ
る
重
要
な
内
容

で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
パ
ブ
コ
メ
条
例
の
わ
ず
か
３
分
の
１
と
い
う
短
期
間
と
し
た
こ
と
は
、
市
 
意
 
の
軽
視
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
 
強
く
抗
議
致
し
ま
す
。

C

3
2市

 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

も
っ
と
住
 
へ
の
説
明
を
積
極
的
に
実
施
し
て
ほ
し
い
で
す
。
市
 
か
ら
説
明
要
求
が
な
け
れ
ば
動
か
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
浸
 
に
関
す
る
説
明
会
や
市
 

意
見
募
集
に
つ
い
て
、
人
か
ら
聞
く
ま
で
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

C

4
2市

 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

市
 
意
 
募
集
の
期
間
が
短
い
と
思
い
ま
す
。

被
災
地
域
の
市
 
が
き
ち
ん
と
向
き
合
え
る
だ
け
の
情
報
提
供
の
量
と
時
間
が
保
証
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

C

5
2市

 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

川
崎
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
条
例
第
５
条
第
３
項
で
「
意
見
提
出
期
間
は
、
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
の
日
か
ら
起
算
し
て
30

日
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
あ
り
、
同
第
６
条
で
は
「
策
定
機
関
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
30

日
以
上
の
意
見
提
出
期
間
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
前
条
第
３
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
30

日
を
下
回
る
意
見
提
出
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
に
係
る
政
策
等
の
案
の
公
表
の
際
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
て
い
る
が
、
今
回
の

市
 
意
 
募
集
で
は
10

 
間
と
1/
3と

短
く
、
か
つ
第
６
条
で
定
め
る
「
当
該
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
 
続
に
係
る
政
策
等
の
案
の
公
表
の
際
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
市
の
真
剣
さ
と
市
 
へ
の
誠
意
が
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。

C

6
2市

 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

本
検
証
委
員
会
の
内
容
は
 
変
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
課
題
の
重
要
性
に
 
合
っ
た
規
模
で
市
 
に
対
す
る
告
知
や
意
 
聴
取
が
 
わ
れ
て
い
る
と

は
 
い
難
い
。
と
り
わ
け
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
期
間
が
短
い
こ
と
は
問
題
で
あ
る
の
で
、
延
 
す
る
か
も
し
く
は
再
度
機
会
を
設
け
、
引
き
続
き
意
 
を
市

 
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

C
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7
2市

 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

・
市
 
意
 
募
集
期
間
が
１
０
 
間
は
短
す
ぎ
ま
す
。
提
出
の
 
法
や
 
紙
が
公
開
さ
れ
た
の
も
募
集
の
直
前
で
こ
れ
で
は
市
 
の
声
を
届
け
る
の
は
難
し
い
。
聞
く

気
が
あ
る
の
か
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

C

8
2市

 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
な
検
証
委
員
会
の
と
り
ま
と
め
内
容
は
川
崎
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ひ
っ
そ
り
と
乗
せ
る
の
で
は
な
く
、
被
害
に
あ
っ
た
住
 
に
ま
ず
説
明
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
も
っ
と
被
害
が
あ
っ
た
住
 
に
よ
り
そ
っ
た
説
明
・
対
策
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

C

9
2市

 
意
 
募
集
の
 
法
に
つ
い
て

川
崎
市
の
パ
ブ
コ
メ
条
例
に
よ
る
と
、
意
見
募
集
す
る
期
間
は
原
則
30

日
以
上
と
あ
り
ま
す
、
た
だ
、
期
間
を
短
く
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
合
は
、
理
由
を
明
示
し

て
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
募
集
の
中
に
そ
れ
が
 
当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
市
 
か
ら
の
意
 
を
ち
ゃ
ん
と
聞
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
ま
で
書
い
て
あ
る
の
に
、
な
ぜ
10

日
間
な
の
で
す
か
？

も
し
何
ら
理
由
が
な
け
れ
ば
30

日
以
上
に
し
て
く
だ
さ
い
。

C

1
23

本
市
の
責
任
・
補
償
に
つ
い
て

検
証
内
容
に
お
い
て
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
深
刻
な
被
害
を
被
っ
た
被
災
者
へ
の
賠
償
の
問
題
は
重
要
な
論
点
と
考
え
る
。
と
り
わ
け
保
証
内
容
が
不
十
分

だ
っ
た
方
々
や
低
所
得
者
層
の
方
々
、
年
金
生
活
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
生
活
再
建
は
容
易
で
は
な
い
。
き
ち
ん
と
市
の
過
失
を
認
め
、
床
下
浸
水
の
場
合
や
マ
ン

シ
ョ
ン
居
住
者
等
も
含
め
、
必
要
な
人
に
必
要
な
額
の
賠
償
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

D

2
23

本
市
の
責
任
・
補
償
に
つ
い
て

今
、
本
当
に
必
要
な
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
で
す
。
私
た
ち
は
雨
が
降
る
た
び
用
水
路
を
の
ぞ
き
、
三
沢
川
の
水
位
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
同

じ
よ
う
な
被
害
に
遭
っ
た
ら
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
生
き
て
い
く
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
！
被
災
者
か
ら
消
費
税
を
取
る
の
も
や
め
て
下
さ
い
！
返
金
し
て
下
さ
い
！

D

3
23

本
市
の
責
任
・
補
償
に
つ
い
て

次
回
、
同
じ
よ
う
な
 
害
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
現
市
検
証
委
員
会
と
現
川
崎
市
 
に
対
し
て
、
損
害
賠
償
責
任
追
及
を
い
た
し
ま
す
。

D

4
23

本
市
の
責
任
・
補
償
に
つ
い
て

大
丸
用
水
や
水
路
は
基
本
的
に
標
高
が
低
い
位
置
に
あ
り
、
大
丸
用
水
の
水
門
周
辺
で
は
ア
ク
リ
ル
板
が
無
い
た
め
、
三
沢
川
か
ら
水
が
入
り
、
再
度
浸
水
被
害
を
受

け
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
市
や
県
、
国
を
含
め
行
政
か
ら
十
分
な
補
償
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
補
償
の
代
わ
り
に
数
十
年
に
わ
た
る
固
定
資

産
税
の
減
免
な
ど
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

D

5
23

本
市
の
責
任
・
補
償
に
つ
い
て

当
社
は
、
川
崎
市
多
摩
区
の
稲
田
堤
に
賃
貸
物
件
を
保
有
し
、
20

19
年
10

月
12

日
の
台
風
19

号
に
よ
る
浸
水
被
害
を
受
け
た
法
人
で
す
。
浸
水
被
害
に
よ
る
家
賃
相
場

の
下
落
も
あ
り
、
物
件
の
価
値
も
8千

万
か
ら
3千

万
近
く
下
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
部
屋
を
原
状
に
原
状
に
戻
す
工
事
費
用
だ
け
で
、
4千

万
以
上
出
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
川
崎
市
か
ら
は
、
法
 
に
対
す
る
財
務
的
な
 
援
は
固
定
資
産
税
の
減
免
の
み
で
、
そ
の
 
額
は
た
っ
た
1万

5千
円
以
下
で
し
た
。
住
 
の
 
々
に

は
、
1人

当
た
り
、
数
十
万
か
ら
10

0万
近
く
の
支
援
を
し
て
い
る
の
に
、
法
人
に
対
し
て
は
米
粒
程
度
の
支
援
で
あ
る
事
に
は
、
納
得
が
い
き
ま
せ
ん
。
国
か
ら
支
援

金
も
出
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
浸
水
被
害
を
受
け
た
法
人
に
も
ま
と
も
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

D

6
23

本
市
の
責
任
・
補
償
に
つ
い
て

住
 
説
明
会
で
で
て
い
る
補
償
の
件
に
 
切
触
れ
て
な
い
の
で
す
が
、
対
応
を
明
確
に
し
て
く
だ
さ
い
。

台
風
の
度
に
、
家
を
直
す
こ
と
に
な
る
と
な
る
と
、
金
銭
的
に
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
精
神
的
に
も
滅
入
る
。
早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

D

1
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

以
前
か
ら
複
数
回
浸
 
被
害
が
発
 
し
て
い
て
、
危
険
な
状
態
で
あ
る
こ
と
が
予
 
可
能
で
あ
っ
た
場
所
で
市
 
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
対
し
て
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ご
遺
族
の
方
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

B

2
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

消
防
職
員
が
来
て
マ
ン
ホ
ー
ル
を
あ
け
た
が
一
時
的
。
市
職
員
と
連
携
し
て
派
遣
し
て
ほ
し
い
。

C

3
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

川
崎
市
は
、
「
JR

南
武
線
三
沢
川
橋
梁
周
辺
は
ど
う
で
も
い
い
」
と
い
う
扱
い
を
し
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
内
容
で
あ
り
、
 
常
に
残
念
。
市
 
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
で
は
な
く
、
川
崎
市
に
納
税
を
と
訴
え
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
扱
い
を
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
川
崎
市
に
協
力
し
た
く
な
く
な
る
。

C

4
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

そ
れ
と
、
住
 
説
明
会
で
浸
 
に
は
味
の
本
の
排
 
設
備
に
も
原
因
が
あ
っ
た
と
 
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
味
の
素
か
ら
住
 
へ
の
説
明
も
謝
罪
も
な
い
の
は

ど
う
し
て
な
の
か
？
市
は
連
絡
取
り
合
っ
て
る
と
 
っ
て
ま
し
た
が
住
 
は
何
も
知
ら
さ
れ
な
い
。

C

5
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

職
員
は
当
日
い
ま
し
た
か
？
時
間
、
場
所
、
人
数
を
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。
水
が
出
た
と
き
ご
近
所
の
人
が
電
話
を
し
た
ら
、
人
手
が
無
い
の
で
行
け
ま
せ
ん
と
即
答

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
避
難
所
も
寒
く
て
狭
く
て
挙
句
の
果
て
に
他
の
小
学
校
に
移
動
す
る
人
も
い
た
よ
う
で
い
。

し
は
避
難
勧
告
し
て
お
け
ば
後
か
ら
便
宜
上
、
呼
び
か
け
は
し
ま
し
た
と
言
え
る
既
成
事
実
を
作
っ
た
だ
け
で
す
。
再
度
、
再
び
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
な
い
で
す
よ

ね
？
災
害
は
０
に
は
な
ら
な
い
な
ど
と
二
度
と
い
わ
な
い
で
く
だ
さ
い

C
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6
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

気
候
変
動
に
対
応
し
た
治
水
整
備
・
管
理
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
な
い
か
。
今
後
今
回
の
よ
う
な
大
型
台
風
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
が
頻
発
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
抜
本
的
な
対
応
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

C

7
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

私
の
居
住
地
は
過
去
の
台
風
で
も
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
57

年
の
台
風
10

号
の
経
験
を
も
と
に
、
立
て
直
し
の
際
に
は
1階

床
高
さ
を
上
げ
て
設
計
施
工
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
床
下
浸
水
含
め
地
盤
の
侵
食
等
の
被
害
を
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
止
水
板
の
設
置
も
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
被
害
の
あ
る
場
所
で
す
。
主
幹
が
埋
設

さ
れ
、
最
下
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
近
隣
に
も
常
に
被
害
の
起
こ
る
場
所
が
あ
る
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な
状
態
で
す
。
現
在
中
部
下
水
道
局
の

方
と
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
実
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
改
め
て
特
別
な
場
所
と
し
て
認
識
・
対
策
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

C

8
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

床
下
浸
水
で
大
変
で
し
た
。
2度

と
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
対
策
を
し
っ
か
り
お
願
い
し
た
い
。

C

9
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

と
に
か
く
浸
水
被
害
の
原
因
を
早
急
に
検
証
し
、
改
修
と
分
か
り
や
す
い
納
得
の
い
く
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

二
度
と
あ
っ
て
は
困
り
ま
す
が
、
再
度
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
最
小
限
の
被
害
に
と
ど
ま
る
よ
う
出
来
る
限
り
の
手
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
。

未
管
理
、
未
連
携
の
実
状
を
知
り
呆
れ
る
ば
か
り
で
す
。
信
頼
を
取
り
戻
す
べ
く
行
動
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。

C

10
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

大
規
模
災
害
に
完
全
な
対
応
が
で
き
る
は
ず
が
無
い
の
は
理
解
し
て
い
る
が
、
と
に
か
く
誰
が
い
つ
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
う
の
か
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
は
っ
き
り
示
し
て

ほ
し
い
。

C

11
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

今
ま
で
ニ
ュ
ー
ス
の
映
像
で
み
て
い
る
災
害
は
や
は
り
ど
こ
か
他
人
ご
と
で
し
た
 
し
か
し
実
際
の
被
害
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
本
当
に
大
変
な
出
来
事
だ
と
思
い

ま
す
 
こ
の
よ
う
な
災
害
が
二
度
と
起
き
な
い
こ
と
を
願
い
ま
す

C

12
24

河
川
全
般
に
関
す
る
御
意
見

住
ん
で
い
る
住
 
の
こ
と
を
考
え
く
だ
さ
い
。

C
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No
.

内
容

御
意
見

区
分

1
25

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

今
回
は
干
潮
時
の
水
害
だ
っ
た
が
、
満
潮
時
に
重
な
っ
て
い
た
ら
と
想
像
す
る
と
と
て
も
恐
ろ
し
い
。

B

2
25

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

港
町
周
辺
は
水
門
の
調
査
等
は
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
下
水
管
な
ど
、
排
水
に
つ
い
て
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
で
し
ょ
う
か
？
問
題
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
今
回
の
台
風
１
９
号
に
関
わ
ら
ず
度
々
浸
水
し
ま
す
が
、
そ
の
辺
の
改
善
は
考
え
て
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

B

1
26

短
期
対
策
に
つ
い
て

も
う
す
ぐ
梅
雨
の
時
期
も
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
対
策
は
し
て
頂
き
た
い
で
す
。
で
き
れ
ば
ど
の
よ
う
な
対
策
に
な
る
の
か
も
、
き
ち
ん
と
報
告
を
お
願
い
致
し

B
2

26
短
期
対
策
に
つ
い
て

土
嚢
を
積
む
の
に
意
味
あ
り
ま
す
か
?人

件
費
の
無
駄
遣
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
大
雨
で
ま
た
水
門
か
ら
溢
れ
れ
ば
土
嚢
は
流
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

B

1
27

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

第
３
者
意
見
だ
け
で
な
く
市
自
ら
も
触
れ
て
い
る
通
り
、
土
嚢
に
よ
る
対
策
は
恒
久
的
な
も
の
と
な
り
え
な
い
。
短
期
的
対
策
と
し
て
も
、
こ
の
度
の
よ
う
な
大
型
台

風
が
く
れ
ば
、
ほ
ぼ
役
に
立
た
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
の
流
域
の
川
幅
で
前
回
並
み
の
増
水
が
起
き
た
場
合
、
土
嚢
程
度
は
木
の
葉
が
流
さ
れ
る
よ
う
な
勢
い

で
流
失
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
り
、
短
期
的
な
応
急
処
置
で
は
な
く
例
え
大
規
模
な
土
木
改
修
作
業
が
必
要
で
有
っ
て
も
、
大
至
急
に
根
本
的
な
構
造
変
更
に
着
手
す

べ
き
。

A

2
27

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

浸
水
し
た
水
を
排
水
処
理
す
る
た
め
に
ポ
ン
プ
車
の
要
請
を
さ
れ
て
い
る
が
、
要
請
か
ら
現
地
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
。
ま
た
、
浸
水
が
終
わ
っ
て

か
ら
ポ
ン
プ
車
が
到
着
し
て
も
意
味
が
な
い
。
市
は
、
独
自
に
ポ
ン
プ
車
両
を
備
え
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
。

C

1
28

市
の
対
応
に
つ
い
て

以
前
よ
り
、
構
造
上
の
危
険
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
あ
り
、
事
実
経
過
を
淡
々
と
述
べ
る
検
証
だ
け
で
良
い
の
か
。
真
摯
な
反
省
が
語
ら
れ
て
い
な
い
。

D

2
28

市
の
対
応
に
つ
い
て

私
の
 
番
の
疑
問
は
何
故
 
 
の
 
さ
が
14

0セ
ン
チ
も
低
い
こ
と
を
浸
 
す
る
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
の
か
？
12

 
の
住
 
説
明
会
で
は
「
ま
さ
か
 
 
を
超
え
る

と
思
わ
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
台
風
が
来
る
前
に
水
門
を
下
げ
た
人
が
い
て
、
大
型
台
風
が
来
る
と
分
っ
て
い
て
、
そ
の
人
は
周
囲
の
土
手
よ
り
14

0セ
ン

チ
低
い
水
門
を
見
て
い
る
は
ず
で
す
。
危
険
だ
と
危
な
い
と
思
わ
な
か
っ
た
の
か
？
水
門
が
ほ
か
の
土
手
よ
り
低
い
こ
と
を
何
人
の
人
が
知
っ
て
い
た
の
か
？
私
も
台

風
の
時
、
も
っ
と
上
流
で
す
が
多
摩
川
を
映
す
カ
メ
ラ
を
見
て
い
ま
し
た
。
川
の
状
況
は
見
て
い
ま
し
た
が
溢
れ
る
ま
で
は
ま
だ
少
し
だ
け
余
裕
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

で
も
、
あ
の
 
 
よ
り
14

0セ
ン
チ
低
い
場
所
が
、
 
宅
の
近
く
に
あ
る
と
知
っ
て
い
た
ら
、
危
機
意
識
は
も
っ
と
 
か
っ
た
。
市
の
職
員
は
近
隣
住
 
に
知
ら
せ
て
万

が
 
 
 
を
超
え
な
か
っ
た
ら
違
法
な
状
態
の
 
 
の
事
を
わ
ざ
わ
ざ
 
う
こ
と
が
市
に
と
っ
て
不
利
益
と
考
え
た
の
で
は
な
い
で
す
か
？
住
 
の
危
険
よ
り
 
分
た

ち
の
不
正
を
隠
す
た
め
に
浸
 
す
る
ま
で
住
 
に
伝
え
な
か
っ
た
。
と
私
は
考
え
ま
す
。
も
し
、
違
う
の
な
ら
き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
。
 
宅
の
床
上
浸
 
は
本

当
に
シ
ョ
ッ
ク
で
、
そ
れ
が
市
の
不
正
を
隠
す
た
め
だ
と
し
た
ら
市
に
責
任
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

D

河
港
水
門
（
川
崎
区
港
町
周
辺
）
へ
の
御
意
見
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No
.

内
容

御
意
見

区
分

1
29

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

こ
ち
ら
も
過
去
幾
度
も
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
危
険
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
あ
る
。
被
害
の
検
証
と
い
う
な
ら
ば
、
浸
水
し
た
エ
リ
ア
の
指
摘
や
深
度
の

レ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
死
亡
事
故
と
い
う
最
も
有
っ
て
は
な
ら
な
い
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
事
実
に
触
れ
な
い
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
そ
の
神
経
を
疑
う
。

真
摯
な
反
省
が
語
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
起
き
た
こ
と
の
重
大
性
を
認
識
し
て
い
る
と
は
、
こ
の
報
告
か
ら
は
読
み
取
る
事
が
で
き
な
い
。

D

1
30

短
期
対
策
に
つ
い
て

「
東
久
地
橋
桁
下
か
ら
の
浸
水
を
防
止
す
る
た
め
、
大
型
土
の
う
等
で
閉
塞
す
る
。
」
は
、
陸
地
側
と
平
瀬
川
で
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
土
嚢
で
表
面
を
抑
え
ら
れ
て

も
水
圧
で
土
嚢
の
裏
に
同
じ
高
さ
ま
で
水
面
が
上
昇
し
、
全
く
効
果
が
な
い
（
サ
イ
ホ
ン
の
原
理
)。

水
が
流
れ
て
い
な
い
部
分
を
塞
ぐ
の
な
ら
意
味
が
あ
る
。

B

2
30

短
期
対
策
に
つ
い
て

こ
ち
ら
も
土
嚢
に
よ
る
対
策
が
、
主
要
な
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い
る
が
、
土
嚢
に
よ
る
対
策
の
効
果
は
前
項
で
述
べ
た
と
お
り
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
大
規
模
な
基
礎

工
事
を
伴
う
改
修
計
画
を
短
期
間
で
実
施
す
べ
き
。
当
然
だ
が
、
県
と
国
に
も
費
用
負
担
を
求
め
、
財
政
面
で
妥
協
し
た
事
業
に
な
ら
な
い
よ
う
徹
底
し
て
取
り
組
む

べ
き
。

B

1
31

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

過
去
最
大
の
雨
量
と
多
摩
川
と
平
瀬
川
の
水
位
上
昇
を
し
て
い
る
中
、
市
職
員
が
危
険
を
冒
し
て
水
門
捜
査
等
の
業
務
に
従
事
す
る
の
は
、
2次

災
害
に
も
繋
が
り
か
ね

な
い
（
3.
11

の
津
波
時
の
様
に
）
こ
の
た
め
、
今
後
の
対
策
を
施
し
て
い
く
上
で
は
、
確
実
に
施
設
を
動
か
し
て
い
く
た
め
に
、
ポ
ン
プ
の
固
定
化
や
水
門
や
ポ
ン
プ

の
遠
隔
操
作
や
自
動
化
が
必
須
だ
と
思
い
ま
す
。

A

2
31

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

平
瀬
川
は
溝
口
地
域
の
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
川
の
流
れ
を
人
工
的
に
変
え
た
た
め
、
今
の
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
多
摩
川
合
流
部
は
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

タ
ー
現
象
に
よ
っ
て
水
位
が
上
が
り
や
す
く
、
ま
た
か
す
み
堤
の
影
響
も
あ
る
。
も
と
も
と
平
瀬
川
沿
い
は
地
盤
高
も
低
い
た
め
、
抜
本
的
な
対
策
を
行
わ
な
い
限

り
、
ま
た
氾
濫
し
て
浸
水
被
害
が
出
る
。
地
域
を
浸
水
災
害
区
域
と
し
て
位
置
づ
け
、
地
域
一
体
の
嵩
上
げ
か
平
瀬
川
の
堤
防
の
嵩
上
げ
な
ど
の
抜
本
的
な
ハ
ー
ド
対
策

を
提
案
し
て
ほ
し
い
。
ま
ず
は
地
域
に
要
望
を
聞
い
て
事
業
化
を
進
め
て
ほ
し
い
。

B

3
31

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
床
上
浸
水
の
危
険
が
高
い
区
域
は
、
高
さ
制
限
を
緩
和
し
て
、
Gl
＋
10

00
ま
で
居
室
禁
止
の
条
例
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

C

1
32

連
携
体
制
に
つ
い
て

こ
ち
ら
も
土
嚢
に
よ
る
対
策
が
、
主
要
な
位
置
付
け
を
さ
れ
て
い
る
が
、
土
嚢
に
よ
る
対
策
の
効
果
は
前
項
で
述
べ
た
と
お
り
大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
大
規
模
な
基
礎

工
事
を
伴
う
改
修
計
画
を
短
期
間
で
実
施
す
べ
き
。
当
然
だ
が
、
県
と
国
に
も
費
用
負
担
を
求
め
、
財
政
面
で
妥
協
し
た
事
業
に
な
ら
な
い
よ
う
徹
底
し
て
取
り
組
む

べ
き
。

B

2
32

連
携
体
制
に
つ
い
て

国
と
県
に
対
し
て
、
必
要
な
お
金
を
き
ち
ん
と
出
さ
せ
て
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

B

1
33

市
の
対
応
に
つ
い
て

住
 
説
明
会
の
議
事
録
が
 
向
に
ア
ッ
プ
さ
れ
な
い
。
い
つ
議
事
録
が
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。
議
事
録
を
ア
ッ
プ
せ
ず
、

意
見
募
集
を
行
っ
た
の
は
順
番
が
違
う
。
意
見
募
集
の
締
め
切
り
日
で
あ
る
２
７
日
ま
で
に
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
。

B

2
33

市
の
対
応
に
つ
い
て

亡
く
な
ら
れ
た
方
が
い
ら
し
た
事
は
、
本
当
に
残
念
で
す
。
今
回
の
検
証
趣
旨
と
は
少
し
そ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
体
制
の
関

係
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
様
々
な
方
向
か
ら
の
安
全
対
策
を
お
願
い
し
ま
す

B

3
33

市
の
対
応
に
つ
い
て

多
摩
川
か
ら
の
逆
流
に
よ
る
平
瀬
川
の
越
水
が
原
因
と
思
料
さ
れ
る
と
こ
ろ
，
河
川
施
工
令
第
２
条
７
項
に
あ
る
本
線
の
計
画
洪
水
位
の
影
響
を
及
ぼ
す
範
囲
の
支
川

範
囲
は
、
本
川
管
理
者
が
施
工
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
系
に
，
い
つ
改
修
を
完
了
し
た
の
か
，
そ
の
後
の
改
修
の
有
無
，
経
過
，
見
直
し
の
有
無
，

国
等
と
の
調
整
，
検
討
の
有
無
が
全
く
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
，
き
ち
ん
と
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

D

平
瀬
川
（
多
摩
川
合
流
部
周
辺
）
へ
の
御
意
見
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No
.

内
容

御
意
見

区
分

1
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
三
沢
川
ピ
ー
ク
水
位
は
（
Ｎ
Ｏ
．
０
）
か
ら
（
Ｎ
Ｏ
．
１
６
）
付
近
ま
で
パ
ラ
ペ
ッ
ト
よ
り
高
い
の
で
「
パ
ラ
ペ
ッ
ト
護
岸
以
下
で
あ
っ
た
」
と
の
検
証
は
誤
り
で

す
。
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

A

2
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

資
料
の
「
イ
 高

さ
水
量
結
果
や
水
位
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
検
証
」
で
は
、
「
三
沢
川
の
ピ
ー
ク
水
位
(1
2日

22
：
00

頃
)は

、
ア
ク
リ
ル
板
上
部
や
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
護
岸
の

 
さ
以
下
で
あ
っ
た
の
で
、
三
沢
川
護
岸
か
ら
の
越
 
は
発
 
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
22

時
頃
の
三
沢
川
の
 
位
（
下
の
図
の
濃
い
 

の
線
）
を
 
る
と
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
 
さ
(下

の
図
の
 
 
の
線
)を

超
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
間
に
三
沢
川
か
ら
直
接
越
 
し
た
と
思
え
ま
す
が
、
説
明
は
間
違
え
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
図
表
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
誤
解
を
生
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A

3
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
三
者
委
員
の
専
 
家
は
現
地
視
察
、
確
認
を
し
て
 
害
地
域
住
 
の
意
 
、
疑
問
に
対
し
て
納
得
の
い
く
資
料
と
根
拠
を
お
 
し
の
上
で
回
答
を
頂
き
た
い
。

Ｂ
4

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
か
ら
逆
流
し
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
検
証

B
5

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
か
ら
逆
流
し
て
い
た
証
言
に
つ
い
て
検
証
し
、
説
明
し
て
ほ
し
い
。

B

6
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
か
ら
逆
流
し
て
い
た
目
撃
証
言
に
つ
い
て
の
検
証
を
し
っ
か
り
し
て
も
ら
い
、
て
い
ね
い
な
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
し
て
ほ
し
い
。

B

7
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
住
 
の
意
 
や
疑
問
に
対
し
て
分
か
り
や
す
い
資
料
や
根
拠
を
 
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

B
8

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
浸
 
被
害
を
受
け
た
住
 
が
納
得
の
ゆ
く
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
・
 
部
の
 
の
話
だ
と
 
災
だ
と
ま
で
聞
き
ま
す
。

B

9
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
当
日
、
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー
の
職
員
は
菅
稲
田
堤
三
丁
目
浸
水
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
の
で
す
か
？
冠
水
確
認
は
ど
こ
を
確
認
し
た
の
で
す
か
？
全
く
ノ
ー
マ
ー

ク
で
１
６
時
頃
冠
 
の
電
話
連
絡
を
し
た
住
 
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
応
し
な
か
っ
た
市
の
責
任
は
 
常
に
重
い
。
 
員
配
置
状
況
を
時
間
軸
で
公
表
し
て
く
だ

さ
い
。

B

10
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

〓
今
回
の
 
害
の
原
因
に
つ
い
て
、
住
 
は
未
だ
納
得
の
い
く
原
因
説
明
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
原
因
を
究
明
し
て
く
だ
さ
い
。

B
11

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

①
今
回
の
 
害
に
つ
い
て
、
浸
 
被
害
を
受
け
た
住
 
が
納
得
の
い
く
浸
 
原
因
の
検
証
を
是
 
 
い
、
そ
の
改
善
を
必
ず
 
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

B
12

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

③
今
回
の
 
害
で
浸
 
被
害
を
受
け
た
住
 
に
納
得
の
い
く
浸
 
原
因
の
検
証
を
し
て
く
だ
さ
い
。

B

13
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

⑤
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
か
ら
逆
流
し
て
い
た
目
撃
証
言
に
つ
い
て
の
検
証
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
き
、
丁
寧
な
分
か
り
や
す
い
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

B

14
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

浸
 
被
害
を
受
け
た
住
 
が
納
得
の
ゆ
く
説
明
を
（
 
部
で
は
 
災
だ
と
）

B

15
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

当
時
水
は
家
の
中
に
入
り
、
１
ｍ
５
０
ほ
ど
の
水
が
家
に
入
っ
て
き
て
い
た
。
避
難
場
所
か
ら
家
に
も
ど
る
と
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
ド
ア
を
開
け
る
と
水
が

あ
ふ
れ
で
て
き
た
。
家
具
が
浮
い
て
い
た
。
水
が
引
く
ま
で
二
階
で
避
難
し
て
い
た
。

B

16
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
原
因
の
検
証
を
詳
し
く
行
っ
て
い
た
だ
き
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

B

17
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

三
沢
川
と
大
丸
用
水
下
流
域
で
あ
る
菅
稲
田
堤
３
丁
目
、
布
田
地
域
は
１
７
：
０
５
冠
水
確
認
ま
で
浸
水
危
険
状
況
を
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
浸
水
被
害
を
受
け

た
住
 
が
納
得
の
い
く
浸
 
原
因
の
検
証
を
し
て
く
だ
さ
い
。

B

18
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

三
沢
川
へ
流
れ
る
べ
き
大
丸
用
水
か
ら
水
が
溢
れ
た
こ
と
は
事
実
で
す
の
で
、
①
何
時
何
分
ご
ろ
ど
の
よ
う
に
水
が
や
っ
て
き
た
か
②
水
の
に
お
い
や
汚
れ
は
ど
う

だ
っ
た
か
。
聞
け
ば
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
で
す
の
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

B

19
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

も
う
少
し
わ
か
り
や
す
い
書
面
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
台
風
が
く
る
前
に
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
、
早
急
に
、
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
自
宅
も
門
の

中
ま
で
、
水
が
き
ま
し
た
が
、
浸
水
に
は
及
ば
ず
ほ
っ
と
し
ま
し
た
が
、
三
沢
川
を
挟
ん
で
、
反
対
側
は
、
被
害
が
ひ
ど
く
ま
だ
、
家
の
修
繕
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

同
じ
事
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
お
願
い
し
た
い
で
す
。

B

20
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

検
証
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い

B

三
沢
川
（
JR
南
武
線
三
沢
川
橋
梁
周
辺
）
へ
の
御
意
見

Ⅳ－139



21
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

原
因
は
一
つ
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
要
因
が
重
な
っ
た
結
果
こ
の
よ
う
な
事
が
起
こ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る

ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
検
証
し
取
り
除
い
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

B

22
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

今
回
の
浸
水
被
害
の
検
証
及
び
説
明
を
し
て
下
さ
い
。
水
門
か
ら
の
流
入
に
つ
い
て
検
証
及
び
説
明
し
て
下
さ
い
。

B

23
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

今
回
の
浸
 
被
害
の
要
因
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
検
証
結
果
に
基
づ
く
対
応
策
を
具
体
的
に
早
急
に
作
成
し
、
住
 
に
説
明
し
て
く
だ

さ
い
。

B

24
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

今
回
の
 
害
に
つ
い
て
、
浸
 
被
害
を
う
け
た
住
 
が
納
得
の
い
く
浸
 
原
因
の
検
証
を
し
て
く
だ
さ
い
。

B
25

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

今
回
の
 
害
に
つ
い
て
、
浸
 
被
害
を
受
け
た
住
 
が
納
得
の
い
く
浸
 
原
因
の
検
証
を
し
て
く
だ
さ
い
。

B

26
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

今
回
の
 
害
に
つ
い
て
、
浸
 
被
害
を
受
け
た
住
 
が
納
得
の
い
く
原
因
究
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
原
因
を
検
証
し
分
か
り
や
す
い
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。

B

27
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

今
回
の
 
害
に
つ
い
て
、
浸
 
被
害
を
受
け
た
住
 
の
 
々
に
納
得
の
い
く
浸
 
原
因
の
説
明
と
検
証
を
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
も
お
こ
っ
た
ら
た
い
へ
ん
で
す
。

B

28
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

今
回
の
被
害
に
つ
い
て
、
本
気
で
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
も
同
じ
被
害
が
起
こ
る
可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
れ
だ
け
写
真
を
提
出
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
に
、
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

B

29
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

市
内
各
地
で
の
、
浸
水
の
対
応
及
び
対
策
を
懸
命
に
さ
れ
て
頂
い
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
。
対
応
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
中
に
も
被
災
さ
れ
た
ご
家
族
や
ご
友

人
等
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
と
思
い
ま
す
が
、
私
自
身
も
三
沢
川
橋
梁
エ
リ
ア
で
自
宅
が
床
上
ま
で
浸
水
し
て
し
ま
っ
た
一
人
と
し
て
、
意
見
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
念
願
の

我
が
家
を
購
入
し
、
終
の
棲
家
と
し
て
、
こ
の
地
を
選
び
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
浸
水
被
害
を
受
け
た
事
に
よ
り
、
こ
の
地
に
住
み
続
け
る
事
に
不
安
を
覚

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
台
風
が
来
た
ら
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
あ
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、
自
分
自
身
は
大
丈
夫
と
思
い
ま
す
が
、
家
族
が
不
安
に
思
う
事
が
心
配
で
な
り
ま

せ
ん
。
も
し
、
あ
の
時
自
分
が
外
出
し
て
い
た
ら
等
々
考
え
る
と
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
に
暮
ら
す
人
々
の
為
、
次
の
被
害
を
出
さ
な
い
為
、
今
回
の
原
因
を
究
明
し
、

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
そ
の
対
策
を
講
じ
て
頂
け
る
事
を
切
に
願
い
ま
す
。
三
沢
川
水
門
・
大
丸
用
水
等
々
問
題
は
山
積
か
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
是
非
対
応

下
さ
い
。

B

30
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

主
た
る
浸
水
原
因
の
確
定
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
三
沢
川
の
水
位
高
く
な
り
、
そ
の
こ
と
で
大
丸
用
水
の
排
水
口
が
ふ
さ
が
れ
、
水
が
あ
ふ
れ
出
た
と
の

見
方
が
有
力
と
思
わ
れ
ま
す
。

B

31
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

上
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
本
気
で
検
証
し
て
ほ
し
い
。
人
が
死
な
な
い
限
り
は
災
害
で
は
な
い
の
か
？

B
32

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

浸
 
原
因
の
検
証
を
し
て
、
浸
 
し
た
住
 
に
納
得
の
い
く
説
明
を
し
て
欲
し
い
。

B
33

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

 
丸
 
 
の
逆
流
を
含
め
、
浸
 
し
た
原
因
を
し
っ
か
り
検
証
し
て
住
 
に
分
か
り
や
す
い
説
明
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

B
34

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

大
丸
用
水
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
か
ら
逆
流
し
た
と
の
目
撃
証
言
に
対
し
て
の
検
証
及
び
説
明
を
し
て
下
さ
い

B
35

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

第
三
者
委
員
の
専
 
家
は
現
地
視
察
及
び
確
認
を
し
て
、
 
害
地
域
住
 
の
意
 
・
疑
問
に
対
し
て
、
わ
か
り
や
す
い
資
料
等
を
 
し
た
上
で
回
答
を
頂
き
た
い

B
36

34
浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

こ
ち
ら
も
過
去
幾
度
も
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
危
険
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
あ
る
。
前
項
２
項
目
と
同
様
に
真
摯
な
反
省
が
語
ら
れ
て
い
な
い
。

B

37
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

２
、
今
回
の
浸
水
地
域
は
多
摩
川
堤
防
、
南
武
線
軌
道
、
三
沢
川
堤
防
に
囲
ま
れ
た
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
沢
川
を
整
備
し
た
と
き
に
今
回
の
浸
水

の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
る
こ
と
を
予
見
で
き
て
い
た
の
で
は
な
い
の
か
？
、
な
ぜ
用
水
排
水
の
十
分
な
対
策
を
と
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
？
、
大
丸
用
水
や
周
辺
水
路

の
切
断
の
対
策
で
強
制
排
水
設
備
の
整
備
は
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
？
、
あ
る
い
は
立
体
交
差
で
流
路
を
確
保
し
て
い
る
二
ヶ
領
用
水
の
よ
う
に
流
す
方
法
は
検
討
な

か
っ
た
の
か
？
。
ま
た
多
摩
川
と
三
沢
川
の
HW

Lが
１
m
以
上
差
が
あ
る
ま
ま
で
い
い
の
か
？
、
現
実
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
本
当
に
理
屈
通
り
に
機
能
し
て
い
た
の

か
？
。
こ
れ
ら
の
疑
問
点
に
答
え
て
ほ
し
い
。

Ｃ
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38
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
ま
た
は
多
摩
川
の
ダ
ム
（
布
田
橋
あ
た
り
）
に
常
時
で
は
な
く
と
も
人
員
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
１
０
月
１
２
日
と
う
と
う
ダ
ム
の
サ
イ
レ
ン
は
鳴
ら

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
下
流
に
放
水
し
て
も
ら
っ
て
三
沢
川
の
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
多
摩
川
に
流
れ
る
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
。
そ
し
て
説
明
で
は
６
分
間
水
門
を

閉
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
水
位
を
見
な
が
ら
ど
ん
ど
ん
多
摩
川
に
流
れ
て
い
く
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ
ば
と
い
う
思
い
は
ぬ
ぐ
い
捨
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｃ

39
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

三
沢
川
の
は
ん
乱
水
が
菅
稲
田
堤
の
地
域
だ
け
で
な
く
菅
馬
場
１
丁
目
に
も
及
ん
だ
と
い
う
事
を
耳
に
し
ま
し
た
。
そ
の
意
味
か
ら
も
被
害
実
態
の
実
情
把
握
が
充
分

で
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
。

C

40
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

冠
水
を
確
認
し
た
後
の
処
理
も
妥
当
な
対
応
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
ポ
ン
プ
車
手
配
は
約
１
時
間
半
後
、
実
際
に
作
動
し
た
の
は
夜
１
０
時
頃
だ
っ
た
と
か
？
も
っ
と
早

い
対
応
が
あ
っ
た
ら
こ
れ
ほ
ど
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｃ

41
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

昨
年
１
０
月
１
２
日
か
ら
５
か
月
半
が
経
っ
て
い
ま
す
。
第
三
回
検
証
委
員
会
は
３
月
１
３
日
で
し
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
５
か
月
を
経
て
い
ま
し
た
。
有
能
な
市
の
職

員
で
構
成
さ
れ
る
検
証
委
員
会
が
５
か
月
も
か
け
て
検
証
、
検
討
し
た
結
果
と
し
て
は
中
身
が
あ
ま
り
な
く
、
終
始
「
市
の
非
を
認
め
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
こ
と
の
証

明
の
た
め
の
検
証
を
必
死
に
し
て
い
る
検
証
委
員
会
で
あ
り
、
資
料
で
す
。
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
こ
の
意
見
に
つ
い
て
も
、
必
ず
全
文
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。
公
表

さ
れ
な
い
場
合
は
、
「
検
証
の
中
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
か
も
含
め
て
公
表
い
た
し
ま
す
。
」
に
偽
り
が
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
し
て
も
問

題
に
な
り
ま
す
。
敢
え
て
直
筆
で
書
い
て
提
出
い
た
し
ま
す
。
重
く
受
け
止
め
て
下
さ
い
。

C

42
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

三
沢
川
か
ら
見
て
多
摩
川
上
流
側
と
下
流
側
の
被
害
が
非
対
称
に
な
っ
た
原
因
は
用
水
路
の
有
無
だ
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
が
、
行
政
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
今
ま

で
三
沢
側
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
原
則
閉
じ
て
い
た
と
い
う
前
提
で
説
明
が
さ
れ
て
い
る
が
、
開
い
た
状
態
で
水
位
が
上
が
り
、
扉
は
乱
流
に
巻
き
込
ま
れ
た
の
で
は

な
い
か
。
水
は
粘
性
流
体
で
あ
る
か
ら
、
扉
の
川
下
側
に
相
当
な
カ
ル
マ
ン
渦
が
発
生
し
た
と
容
易
に
想
像
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
問
題
な
く
動
作
し
た
と
ど

の
よ
う
に
検
証
し
た
の
か
。

C

43
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

少
な
く
と
も
、
菅
稲
田
堤
3丁

目
は
夕
方
の
冠
水
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
浸
水
の
危
険
性
を
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
？
こ
れ
が
、
浸
水
被
害
の
最
大
の
要
因
に

思
わ
れ
る
。

C

44
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

管
理
の
管
轄
が
違
っ
た
り
、
ア
ク
リ
ル
板
越
水
の
痕
跡
が
無
か
っ
た
り
と
検
証
が
難
し
い
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
浸
水
し
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
そ
の
事
実
を
第
一
に

考
え
て
頂
き
た
い
で
す
。
あ
の
ア
ク
リ
ル
板
は
増
水
の
際
に
ち
ゃ
ん
と
堰
き
止
め
て
く
れ
る
の
か
疑
問
で
す
。

Ｃ

45
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

３
、
二
ヶ
領
用
水
取
水
口
は
多
摩
川
堤
防
が
内
側
に
回
り
込
ん
で
い
て
堤
防
高
さ
は
本
体
堤
防
高
さ
よ
り
少
し
低
く
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
の
越
水
は

起
き
て
い
な
か
っ
た
の
か
？
、
堤
防
高
さ
を
実
測
し
て
検
証
し
て
欲
し
い
。

C

46
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
（
大
丸
用
水
の
壁
を
高
く
し
て
も
、
影
響
が
さ
ら
に
上
流
に
及
ぶ
だ
け
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。
）
は
検
証
委
員
会
の
ど
ん
な
説
明
、
ど
ん
な
資
料
に
対
し
て
の
コ
メ

ン
ト
か
は
不
明
で
す
が
、
専
門
家
の
方
の
切
り
取
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
を
利
用
し
て
第
三
者
委
員
の
ご
経
歴
に
傷
が
つ
か
な
い
か
と
心
配
に
な
る
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
掲

載
さ
れ
て
し
ま
い
心
配
で
す
。
是
非
、
現
地
視
察
、
ご
確
認
さ
れ
具
体
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

D

47
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
［
３
］
ペ
ー
ジ
［
三
沢
川
水
門
の
多
摩
川
側
と
三
沢
川
側
の
水
位
変
化
（
参
考
値
）
］
［
三
沢
川
ピ
ー
ク
水
位
と
三
沢
川
護
岸
高
さ
（
参
考
地
）
］
［
４
］
ペ
ー
ジ

［
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
吐
き
 
部
位
、
 
路
上
 
下
 
 
さ
と
 
位
デ
ー
タ
］
グ
ラ
フ
・
図
か
ら
吐
き
 
位
置
よ
り
も
三
沢
川
ピ
ー
ク
 
位
約
０
．
９
ｍ
 
２
．
５
ｍ
も

 
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 
路
上
 
 
さ
も
ピ
ー
ク
 
位
よ
り
も
０
．
４
ｍ
 
１
．
７
ｍ
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
ま

で
も
な
く
三
沢
川
の
水
が
逆
流
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
す
。
市
の
検
証
委
員
会
と
第
三
者
委
員
会
は
検
証
を
す
る
お
気
持
ち
が
な
い
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
住

 
を
 
 
に
し
て
い
る
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
本
気
で
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
意
 
、
要
望
は
必
ず
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。

D

48
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
ア
ク
リ
ル
板
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
増
水
す
る
可
能
性
を
認
識
し
て
い
な
が
ら
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
不
備
お
よ
び
欠
損
、
三
沢
川
に
流
入
す
る
大
丸
用
水

の
構
造
を
放
置
し
て
い
た
責
任
は
誰
が
負
う
の
か
。
大
丸
用
水
へ
の
逆
流
が
今
回
の
水
害
の
原
因
と
認
め
る
べ
き
。

D
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49
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
奥
多
摩
湖
、
狭
山
湖
、
多
摩
湖
に
も
満
タ
ン
で
多
摩
川
の
水
位
が
上
が
っ
て
、
土
手
を
超
え
る
と
い
う
状
況
は
あ
る
程
度
仕
方
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
（
全
て

の
土
手
を
高
く
す
る
と
か
多
摩
川
を
全
体
的
に
浚
渫
す
る
と
か
の
工
事
に
つ
い
て
は
賛
成
で
き
な
い
し
。
）

で
も
、
そ
れ
以
外
の
浸
水
は
“人

災
”だ

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
菅
稲
田
堤
周
辺
の
水
害
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
も
の
だ
と
認
め
て
く
だ
さ
い
。

・
下
水
と
河
川
の
検
証
を
全
体
的
に
見
ま
し
た
が
、
三
沢
川
の
水
害
に
関
す
る
検
証
は
他
と
比
べ
て
い
い
加
減
で
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
、
市
に
裏
切
ら

れ
た
よ
う
で
大
変
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
検
証
す
る
気
が
あ
る
と
は
思
え
な
か
っ
た
。

D

50
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
水
門
操
作
が
結
果
的
に
は
大
丸
用
水
や
大
小
水
路
へ
の
流
れ
込
み
を
つ
く
り
、
菅
稲
田
堤
三
丁
目
が
浸
水
し
た
…
と
検
証
委
員
会
の
報
告
を
読
み
、
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
公
園
セ
ン
タ
ー
や
河
川
課
の
職
員
は
そ
の
実
態
を
知
ら
ず
、
台
 
後
の
聞
き
と
り
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
住
 
の
証
 
を
な
か
な
か
信
じ
よ
う
と
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
職
員
が
信
じ
た
と
し
て
も
そ
の
上
部
は
認
め
る
こ
と
を
よ
し
と
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
検
証
委
員
会
の
報
告
か
ら
わ
か
る
こ
と
で
す
。

D

51
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
第
三
者
や
専
門
家
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
り
助
言
を
得
て
、
「
浸
水
状
況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
精
度
よ
く
再
現
す
る
の
は
非
常
に
困
難
・
不
可
能
」
と
あ
る

が
、
土
木
護
岸
設
計
技
術
者
や
排
水
施
設
メ
ー
カ
ー
設
計
開
発
者
な
ど
か
ら
の
技
術
的
具
体
的
な
検
証
願
い
ま
す
。

D

52
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

・
第
三
者
や
専
門
家
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
り
助
言
を
得
て
検
証
が
で
き
な
い
と
い
う
言
い
訳
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
入
力
し
た
多
額
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
を
さ
も
困
難
で
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
表
現
し
て
住
 
を
 
く
ら
ま
し
に
陥
れ
る
 
章
で
す
。
「
逆
流
」
し
た
こ
と
を
知
っ
た

上
で
の
検
証
資
料
と
も
思
え
る
部
分
で
す
。

D

53
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

１
ー
（
３
）
エ

水
路
１
及
び
４
（
開
口
状
態
水
路
）
と
、
水
路
２
及
び
３
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
有
り
）
で
は
、
「
水
路
か
ら
の
越
水
が
発
生
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
時
間
帯
」
の
考

え
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
推
測
の
根
拠
を
明
記
す
べ
き
。

１
ー
（
５
）
イ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
３
番
目
「
水
門
全
閉
後
逆
流
越
水
」
、
６
番
目
「
接
続
部
か
ら
流
入
」
、
７
番
目
「
大
丸
用
水
か
ら
越
水
」
は
同
じ
現
象
の
時
間
違
い
の
表

現
と
思
え
る
。
時
系
列
的
に
３
番
・
６
番
→
７
番
と
短
時
間
に
変
っ
て
い
っ
た
。
私
が
見
た
時
は
、
水
門
側
か
ら
溢
れ
た
水
は
駐
車
場
か
ら
道
路
に
流
れ
、
そ
の
水
は

道
路
に
沿
っ
て
用
水
上
流
側
と
三
沢
川
下
流
方
向
に
流
れ
始
め
た
。
浮
遊
物
も
一
緒
に
道
路
を
用
水
上
流
方
向
に
向
か
っ
て
流
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
浮
遊
物
、
泥
水

が
下
流
方
向
に
流
れ
て
退
い
て
行
っ
た
。
水
門
操
作
に
付
合
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
得
な
い
。

１
ー
（
５
）
ウ

４
時
の
操
作
に
よ
り
三
沢
側
の
水
位
が
上
が
り
、
そ
の
た
め
に
大
丸
用
水
開
口
部
か
ら
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
認
め
て
く
だ
さ
い
。

D

54
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

①
5カ

所
の
排
水
樋
管
周
辺
地
域
は
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
三
沢
川
（
Ｊ
Ｒ
南
武
線
三
沢
川
橋
梁
周
辺
）
や
他
の
浸
水
被
害
地
域
は
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
担
当
の
建
設
緑
政
局
道
路
河
川
整
備
部
が
実
施
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
下
水
道
部
に
て
台
風
当
日
の
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施

し
た
上
で
次
な
る
水
害
を
防
ぐ
た
め
の
検
証
を
行
う
べ
き
で
す
。

②
河
川
整
備
部
１
章
（
３
）
４
頁
に
お
い
て
、
「
三
沢
川
の
水
位
が
水
路
の
高
さ
よ
り
上
昇
し
て
お
り
、
一
時
的
に
水
路
へ
の
逆
流
が
発
生
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。
水
路
①
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
開
放
状
態
、
水
路
④
の
水
門
が
開
口
の
ま
ま
だ
っ
た
と
記
述
し
て
い
る
た
め
、
水
路
へ
の
逆
流
に
対
し
て
適
切
に
措
置
を

と
っ
た
場
合
の
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
う
え
で
、
水
路
へ
の
逆
流
の
原
因
に
対
し
て
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
こ
と
を
、
強
く
要
望
す
る
。

D

55
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

２
ー
（
４
）
イ
に
つ
い
て

「
ハ
ー
ド
対
策
で
す
べ
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
。
今
の
設
備
を
超
え
る
外
力
も
来
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
…
」
と
し
て
い
る
が
、
今
回
の
三
沢
川
周
辺
の

被
害
は
三
沢
川
の
越
水
が
起
き
な
い
範
囲
で
起
き
た
こ
と
。
そ
の
意
味
で
は
想
定
内
で
起
き
た
こ
と
。
な
の
に
先
の
よ
う
な
言
い
方
を
持
ち
込
ん
で
行
政
の
失
策
（
管

理
者
不
在
、
管
理
不
行
届
、
設
備
未
整
備
、
他
）
を
免
罪
符
に
す
る
よ
う
な
意
見
は
認
め
ら
れ
な
い
。

D
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56
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

JR
南
武
線
三
沢
川
橋
梁
周
辺
の
浸
水
は
、
①
水
路
か
ら
の
越
水
②
管
理
用
通
路
水
抜
き
穴
か
ら
の
浸
水
③
三
沢
川
の
ア
ク
リ
ル
板
の
目
地
か
ら
の
漏
水
と
あ
る
が
、
③

に
つ
い
て
は
、
目
地
か
ら
の
浸
水
以
上
に
大
丸
水
門
横
の
ア
ク
リ
ル
板
で
な
く
「
柵
の
部
分
」
か
ら
の
浸
水
も
大
き
な
要
因
で
あ
り
、
ア
ク
リ
ル
板
の
水
位
に
達
し
た

水
が
柵
部
分
か
ら
浸
水
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
三
沢
川
水
門
の
操
作
が
三
沢
川
の
ア
ク
リ
ル
板
上
部
か
ら
の
越
水
を
防
止
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
検
証
不
足
で
あ

る
。

D

57
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

河
川
整
備
部
１
章
（
３
）
、
４
頁
に
お
い
て
、
「
『
浸
水
状
況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
現
況
を
精
度
よ
く
再
現
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
、
も
し
く
は
不
可
能
で

あ
る
。
』
と
第
三
者
や
専
門
家
へ
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
に
よ
り
助
言
を
得
て
い
る
。
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
頁
に
は
、
あ
わ
せ
て
、
「
三
沢
川
の
水
位
が
水
路

の
高
さ
よ
り
上
昇
し
て
お
り
、
一
時
的
に
水
路
へ
の
逆
流
が
発
生
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
（
水
路
①
の
吐
き
口
部
は
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
設
置
さ
れ
て

い
る
が
鎖
に
よ
り
開
口
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
水
路
④
に
つ
い
て
も
水
門
が
開
い
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
）
」
と
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
沢

川
（
Ｊ
Ｒ
南
武
線
三
沢
川
橋
梁
周
辺
）
に
お
い
て
も
、
水
路
へ
の
逆
流
が
原
因
の
１
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
逆
流
の
原
因
と
し
て
、
水
路
①
の
フ

ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
開
放
状
態
の
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
、
及
び
、
水
路
④
の
水
門
が
空
い
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
三
沢
川
（
Ｊ
Ｒ
南
武
線
三

沢
川
橋
梁
周
辺
）
に
つ
き
、
台
風
第
１
９
号
に
お
け
る
当
時
の
浸
水
状
況
に
つ
き
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
う
え
で
、
水
路
へ
の
逆
流
の
原
因
に
対
し
て
適
切
に

措
置
を
と
っ
て
い
れ
ば
い
か
な
る
浸
水
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

D

58
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

繰
り
返
し
と
な
る
が
、
三
沢
川
（
Ｊ
Ｒ
南
武
線
三
沢
川
橋
梁
周
辺
）
に
つ
い
て
も
、
台
風
第
１
９
号
に
お
け
る
当
時
の
浸
水
状
況
に
つ
き
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
う
え
で
、
水
路
へ
の
逆
流
の
原
因
に
対
し
て
適
切
に
措
置
を
と
っ
て
い
れ
ば
い
か
な
る
浸
水
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
を
、
強

く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

D

59
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

検
証
結
果
の
報
告
が
非
常
に
分
か
り
に
く
い
。
「
考
え
ら
れ
る
」
、
「
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
」
等
あ
る
が
、
ど
こ
ま
で
当
日
の
状
況
が
把
握
で
き
て
い
る
の
か
？

検
証
結
果
だ
け
見
て
も
正
し
い
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど
う
か
が
見
え
て
こ
な
い
。

D

60
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

現
地
を
見
に
来
て
い
ま
す
か
？
も
し
見
て
回
答
さ
れ
て
い
る
な
ら
人
間
性
を
疑
い
ま
す
。
人
件
費
の
無
駄
遣
い
を
し
な
い
で
河
川
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
当
て
て
く
だ
さ

い
。
市
に
都
合
の
良
い
人
経
ち
ば
か
り
選
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。
私
達
に
寄
り
添
え
る
人
を
知
ら
な
い
の
で
す
か
？
国
と
県
と
市
が
連
携
し
な
け
れ
ば
解
決
は
無
い
と

分
か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
今
一
度
原
点
に
返
っ
て
検
証
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

D

61
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

今
ま
で
の
説
明
で
は
、
多
摩
川
も
三
沢
川
も
決
壊
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。
で
は
床
上
に
達
し
た
水
は
雨
と
用
水
か
ら
来
た
に
違
い
な
い
。
浸
水
し
た
面
積
と
お
お
よ

そ
の
深
さ
が
分
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
雨
量
と
用
水
の
流
量
を
算
出
し
て
、
そ
の
差
が
三
沢
川
か
ら
越
水
し
た
水
量
に
な
る
。
そ
の
く
ら
い
は
算
数
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
と
思
う
の
だ
が
、
越
水
し
た
と
思
わ
れ
る
水
量
は
行
政
の
皆
さ
ん
の
想
定
と
あ
っ
て
い
ま
す
か
？

D

62
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

三
沢
川
と
水
路
に
つ
い
て
も
、
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
べ
き
こ
と
を
、
強
く
要
望
す
る
。

D

63
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

浸
水
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
正
し
い
検
証
を
し
て
下
さ
い
。
川
崎
市
を
守
る
た
め
の
検
証
で
は
な
く
、
今
後
洪
水
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
原
因
と
対
策
に
つ
い
て
、
も
う
一
度
再
考
し
て
下
さ
い

D

64
34

浸
水
状
況
の
検
証
に
つ
い
て

納
得
の
い
く
説
明
、
回
答
が
な
い
。
根
拠
が
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
。
ち
ゃ
ん
と
現
地
視
察
、
確
認
を
す
る
べ
き
。

D

1
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

「
フ
ラ
ッ
ト
ゲ
ー
ト
の
設
置
」
「
三
沢
川
の
護
岸
補
修
」
「
水
位
計
、
カ
メ
ラ
の
設
置
」
は
神
奈
川
県
が
実
施
す
る
と
書
い
て
い
ま
す
が
、
川
崎
市
は
ま
っ
た
く
ノ
ー

タ
ッ
チ
な
の
で
し
ょ
う
か
？
特
に
「
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
設
置
」
と
「
水
位
計
、
カ
メ
ラ
の
設
置
」
は
3月

中
対
応
実
施
と
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に
対
策
に
動
い
て
い
る

状
態
で
し
ょ
う
か
？
も
し
、
神
奈
川
県
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
川
崎
市
が
フ
ォ
ロ
ー
す
る
等
し
、
神
奈
川
県
・
川
崎
市
で
確
実
に
こ
の
ペ
ー
ジ
の
対

策
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
水
害
を
繰
り
返
す
よ
う
で
し
た
ら
、
川
崎
市
か
ら
の
転
出
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

B

2
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

・
今
年
度
 
季
に
 
る
前
に
三
沢
川
に
 
位
計
、
 
流
計
、
カ
メ
ラ
を
設
置
し
住
 
に
対
す
る
情
報
通
知
の
徹
底
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ
3

35
短
期
対
策
に
つ
い
て

・
三
沢
川
に
水
位
計
、
水
位
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
実
施
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
、
自
分
た
ち
を
守
る
対
策
な
ど
実
施
を
考
え
て
ほ
し
い
。

Ｂ
4

35
短
期
対
策
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
今
の
状
況
で
は
機
能
し
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
度
の
よ
う
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
の
か
。

B
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5
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

１
９
号
な
み
の
台
風
は
ま
た
来
る
と
思
い
ま
す
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
大
丸
用
水
の
管
理
が
お
ざ
な
り
で
驚
い
て
お
り
、
『
有
効
な
』
対
策
を
至
急
行
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
の
他
の
方
々
も
同
じ
意
見
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

B

6
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

⑥
稲
 
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
 
く
み
上
げ
に
つ
い
て
の
緊
急
時
の
停
 
管
理
を
徹
底
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
 
流
側
溝
隣
接
の
住
 
に
は
緊
急
時
は
当

然
、
平
常
時
に
つ
い
て
も
作
動
時
間
の
始
終
を
知
ら
せ
る
よ
う
願
い
た
い
。

B

7
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

⑦
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
さ
れ
て
な
い
よ
う
で
す
。
草
が
生
え
て
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
維
持
管
理
を
し
っ
か

り
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
洪
水
被
害
再
発
防
止
の
た
め
）
な
お
、
菅
稲
田
堤
３
丁
目
を
縦
断
す
る
大
丸
用
水
の
す
て
水
が
、
年
数
回
側
溝
か
ら
あ
ふ
れ
出
す
有
様
を

 
受
け
る
の
で
、
安
 
し
て
住
 
 
活
が
出
来
る
よ
う
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
頂
き
た
い
。

B

8
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

⑧
前
記
⑦
に
関
連
す
る
が
、
除
草
し
た
草
や
剪
定
し
た
木
枝
な
ど
ご
み
等
を
す
て
て
吐
き
口
が
つ
ま
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
側
溝
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ふ
た
を

し
、
す
て
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

B

9
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

 
丸
 
 
施
設
上
部
か
ら
の
越
 
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
い
つ
ま
で
調
整
す
る
つ
も
り
か
。
改
修
は
い
つ
に
な
る
の
か
。
し
っ
か
り
住
 
に
公
表
し
、
直
ち
に
改
修

 
事
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
！
近
年
 
 
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ど
の
よ
う
な
点
検
を
し
て
き
た
の
か
本
当
に
腹
 
た
し
い
！
稲
城
市
も
川
崎
市
も
市
 
 

活
を
守
っ
て
い
な
い
！

B

10
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
な
ど
に
よ
り
報
告
会
が
開
き
に
く
い
の
は
理
解
し
ま
す
が
、
何
の
 
段
も
無
く
報
告
無
し
で
は
市
 
の
不
安
を
煽
る
ば
か
り
で
す
。
ま
し
て
下

布
田
小
で
お
こ
な
わ
れ
た
説
明
会
で
は
土
嚢
の
活
用
な
ど
と
言
う
今
回
の
水
害
で
は
使
え
な
い
よ
う
な
事
ば
か
り
お
話
さ
れ
ま
し
た
。
短
期
対
策
は
ど
う
す
る
の
で
す

か
？
資
料
を
見
ま
し
た
が
小
さ
く
て
内
容
も
難
し
く
分
か
り
ず
ら
い
で
す
。
見
せ
た
く
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
安
心
さ
せ
て
下
さ
い
。
用
水
路
か
ら
二
度
と
溢
れ
る

事
の
無
い
よ
う
に
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
し
っ
か
り
閉
ま
る
も
の
に
直
ち
に
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。
税
 
を
市
 
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
三
沢
川
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
た
ら
甚
大
な
被
害
は
免
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人
災
と
し
か
思
え
ま
せ
ん
。

B

11
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

既
に
報
告
さ
れ
て
い
る
「
短
期
対
策
 
針
の
検
討
」
の
各
項
 
の
実
施
状
況
、
そ
の
検
証
結
果
を
住
 
へ
報
告
お
願
い
し
ま
す
。

B

12
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
す
で
に
存
在
し
て
い
る
場
合
で
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
確
実
に
機
能
す
る
よ
う
に
交
換
し
て
頂
き
た
い
で
す
。
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
に
逆
流
防
止
機
能
が
つ

い
て
い
な
い
場
合
は
つ
い
て
い
る
も
の
に
交
換
し
て
欲
し
い
で
す
。

Ｂ

13
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

ま
た
台
風
19

号
の
様
な
浸
水
被
害
が
起
き
な
い
様
に
、
必
ず
対
策
を
立
て
て
、
用
水
路
が
溢
れ
な
い
様
に
補
修
等
を
含
め
て
動
い
て
下
さ
い
。

B
14

35
短
期
対
策
に
つ
い
て

移
動
式
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

B
15

35
短
期
対
策
に
つ
い
て

机
上
論
だ
け
で
な
く
現
場
を
見
た
上
で
の
早
急
な
対
策
を
望
み
ま
す
。
梅
雨
ま
で
あ
と
3か

月
し
か
あ
り
ま
せ
ん
！
！

Ｂ

16
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

今
回
の
浸
水
し
た
経
緯
の
検
証
を
し
次
の
台
風
時
期
の
前
ま
で
に
対
策
、
改
善
を
し
て
下
さ
い
。
大
丸
用
水
に
関
し
て
は
改
修
及
び
今
後
の
維
持
管
理
の
徹
底
を
望
み

ま
す
。

B

17
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

今
回
の
浸
水
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
ら
れ
た
家
屋
の
方
々
が
改
修
工
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
次
回
の
雨
季
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

用
水
路
の
改
善
や
今
後
の
対
策
に
よ
っ
て
被
害
を
防
げ
る
事
を
願
い
ま
す
。

B

18
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
に
水
位
計
水
流
計
カ
メ
ラ
設
置

Ｂ

19
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
は
新
品
に
し
て
欲
し
い
。
水
門
改
修
を
至
急
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
大
丸
用
水
の
管
理
は
市
で
行
っ
て
ほ
し
い
。
三
沢
川
に
水
位
計
、

 
流
計
、
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策
を
実
施
し
、
確
実
に
連
携
を
作
り
、
 
季
に
備
え
て
ほ
し
い
。

Ｂ

20
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

水
門
の
操
作
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
す
る

Ｂ

21
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

内
水
処
理
と
し
て
、
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
メ
ー
カ
ー
で
ど
の
く
ら
い
の
排
水
量
の
あ
る
ポ
ン
プ
を
何
台
購
入
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

浸
水
が
起
き
そ
う
な
場
合
に
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
こ
に
設
置
し
、
ど
こ
へ
排
水
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
の
検
査
は
毎
年
行
う
の
か
、
交
換
時
期
は

い
つ
を
予
定
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
住
 
も
点
検
の
確
認
に
参
加
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
の
被
害
で
は
、
 
瞬
で
浸
 
し
た
と
聞
き
ま
す
が
、
 
時
的
に
浸
 

を
止
め
る
壁
が
無
け
れ
ば
、
ポ
ン
プ
に
価
値
が
あ
る
の
か
疑
問
で
す
が
、
よ
り
具
体
的
な
説
明
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
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22
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

稲
 
堤
の
被
災
住
 
は
何
も
知
ら
さ
れ
ず
に
、
家
の
中
に
ど
ん
ど
ん
 
が
 
っ
て
き
て
、
 
位
が
上
が
っ
て
い
く
恐
怖
を
味
わ
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
と
か
今
回
は
 
宅
を

改
修
で
き
ま
し
た
が
二
度
目
は
無
理
で
す
。
早
急
な
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｂ

23
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

・
三
沢
川
に
流
れ
込
ん
で
い
る
大
丸
用
水
の
設
計
自
体
が
問
題
で
あ
る
。
三
沢
川
の
水
位
が
流
れ
口
（
そ
こ
か
ら
３
ｍ
弱
）
よ
り
上
に
な
れ
ば
水
は
低
い
方
に
流
れ
る

の
は
当
然
で
す
。

Ｃ

24
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

・
多
摩
川
に
流
れ
込
む
川
の
水
門
に
は
「
専
用
の
排
水
ポ
ン
プ
」
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
水
門
を
閉
じ
る
場
合
に
は
必
ず
排
水
ポ
ン
プ
を
稼
働
し
て
く
だ
さ

い
！
！
！

（
国
の
管
理
だ
と
い
う
な
ら
国
に
強
く
要
望
し
て
く
だ
さ
い
。
住
 
に
と
っ
て
は
ど
こ
の
管
理
な
の
か
な
ん
て
ど
お
で
も
い
い
）

Ｃ

25
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

1.
石
原
水
位
観
測
所
と
同
様
に
三
沢
川
水
門
の
水
位
計
デ
ー
タ
(多

摩
川
と
三
沢
川
両
方
)の

常
時
公
開
を
国
交
省
に
要
請
。
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
設
置
は
即
実
施
は
無
理
で

も
、
デ
ー
タ
の
開
示
は
石
原
水
位
観
測
所
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
に
追
加
す
る
だ
け
な
の
で
難
易
度
は
低
い
と
考
え
る
。

2.
上
布
田
一
之
橋
付
近
ま
た
は
南
武
線
三
沢
川
橋
梁
付
近
に
水
位
計
と
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
常
時
公
開
（
天
宿
橋
水
位
観
測
所
と
同
じ
運
用
）

Ｃ

26
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ア
ク
リ
ル
板
は
大
丸
用
水
の
水
門
周
辺
で
切
れ
て
、
柵
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
柵
を
取
り
外
し
て
、
大
丸
用
水
か
ら

見
て
南
側
(上

流
)に

あ
る
三
沢
川
に
架
か
る
橋
の
部
分
ま
で
ア
ク
リ
ル
板
を
増
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｃ

27
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
の
護
岸
が
あ
ま
り
に
も
汚
さ
す
ぎ
で
す
。
維
持
管
理
の
徹
底
。
早
急
に
住
 
へ
の
説
明
が
必
要
で
す
。
現
場
を
確
認
も
せ
ず
、
 
た
事
も
な
い
 
が
聞
き
と
り

に
い
ら
し
て
も
何
も
理
解
で
き
ず
に
ま
と
め
ら
れ
る
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
用
水
路
の
整
備
は
必
須
で
す
。
す
べ
て
の
予
算
を
あ
て
て
下
さ
い
。
私
達
に
は
こ
の
修
繕
な

の
で
老
後
資
金
を
使
い
果
た
し
ま
し
た
。
消
費
税
の
１
０
％
も
痛
か
っ
た
！
！

Ｃ

28
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
周
辺
に
つ
い
て
当
日
17

：
05

に
冠
水
が
確
認
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
市
の
関
係
者
が
確
認
し
た
の
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
し
た
の
か
。

水
門
の
操
作
も
ポ
ン
プ
車
も
国
が
や
り
ま
し
た
で
、
川
崎
市
と
し
て
何
か
対
応
を
取
っ
て
い
な
い
の
か
。

Ｃ

29
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

対
策
方
針
と
あ
る
が
、
台
風
被
害
を
受
け
た
対
策
が
何
も
な
い
。
特
に
、
ア
、
イ
は
『
普
段
の
管
理
業
務
に
お
い
て
把
握
・
管
理
さ
れ
る
べ
き
話
』
で
あ
り
、
今
回
の

台
風
被
害
で
確
認
し
た
と
い
う
の
は
日
常
業
務
の
怠
慢
で
し
か
な
い
。
特
に
、
大
丸
用
水
水
門
は
、
対
策
を
調
整
中
な
ど
と
述
べ
る
こ
と
自
体
、
行
政
の
姿
勢
を
疑
わ

ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
早
急
に
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
ウ
に
つ
い
て
は
、
目
地
を
補
修
し
て
も
ア
ク
リ
ル
板
の
代
わ
り
に
同
じ
高
さ
の
柵
が
設
置
さ
れ
て
い

る
大
丸
用
水
水
門
横
の
部
分
か
ら
の
浸
水
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
結
果
、
ア
、
イ
、
ウ
の
対
策
を
し
て
も
、
水
門
水
路
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
で
浸
水
を
防
が
れ
た

水
に
よ
り
三
沢
川
の
水
位
が
上
昇
、
ア
ク
リ
ル
板
の
水
位
に
達
し
た
水
は
柵
部
分
か
ら
浸
水
し
、
結
果
と
し
て
同
様
の
被
害
発
生
が
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。
浸
水
被
害

を
軽
減
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
柵
部
分
を
ア
ク
リ
ル
板
に
取
り
換
え
、
「
一
部
の
床
上
浸
水
地
域
」
を
作
る
の
で
は
な
く
、
ア
ク
リ
ル
板
を
超
え
た
水
を
広
範
囲
に
浸
水

さ
せ
、
「
全
体
で
床
下
浸
水
に
達
し
な
い
浸
水
レ
ベ
ル
に
分
散
」
す
る
対
策
を
検
討
す
る
べ
き
。

Ｃ

30
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

武
蔵
小
杉
な
ど
の
被
害
は
大
き
く
報
道
も
あ
り
、
多
く
の
耳
目
を
集
め
て
い
る
と
思
う
が
三
沢
川
に
つ
い
て
は
二
の
次
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
憤
り
を
感
じ
る
。
今
回

の
報
告
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
動
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
感
じ
が
し
な
い
。
今
年
も
同
規
模
（
も
し
く
は
そ
れ
以
上
）
の
台
風
が
発
生
し
た
場
合
、
こ
の
被
害
を
糧
に

被
害
を
防
が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
実
施
し
て
も
ら
え
る
の
か
ど
う
か
の
不
安
が
ぬ
ぐ
え
な
い
。

Ｃ

31
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

え
っ
？
こ
れ
だ
け
？
・
・
・

・
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
？
 
土
の
う
が
あ
っ
て
も
使
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
に
置
く
の
？
家
の
玄
関
前
？
家
の
外
に
出
て
土
の
う
を
置
く
作
業
を
し
た
ら
ど
う

や
っ
て
家
に
入
る
の
？
私
は
そ
ん
な
も
の
い
り
ま
せ
ん
。

C

32
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

稲
田
堤
三
丁
目
１
９
番
付
近
の
道
路
が
浸
水
後
の
土
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
付
着
し
た
ま
ま
道
路
が
汚
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
通
る
の
で
、
見
る
た
び
に
浸
水
時
の
恐
怖
を

思
い
出
し
ま
す
。

C

33
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

ま
た
、
イ
オ
ン
小
郡
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
対
策
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
別
の
口
か
ら
浸
水
し
て
、
2年

連
続
浸
水
す
る
よ
う
な
こ
と
は
避
け
た
い
の

で
、
有
効
な
浸
水
対
策
を
迅
速
に
行
政
に
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

C
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34
35

短
期
対
策
に
つ
い
て

浸
水
原
因
の
正
し
い
検
証
を
し
、
大
至
急
改
修
を
を
す
る
 
大
丸
用
水
の
水
門
改
修
を
行
い
、
2度

と
流
入
さ
せ
な
い
！
今
後
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
ら
川
崎
市
が
全
責

任
を
負
う
！
稲
城
市
と
の
調
整
な
ど
と
言
っ
て
い
る
こ
と
が
お
か
し
い
！
台
風
後
5ヶ

月
も
過
ぎ
て
い
る
！
水
抜
き
穴
か
ら
の
浸
水
と
目
地
か
ら
の
漏
水
が
第
一
原
因
と

本
気
で
考
え
て
い
る
な
ら
、
あ
な
た
達
に
市
の
職
員
で
い
る
資
格
が
無
い
！
も
っ
と
考
え
て
仕
事
し
て
下
さ
い
！
多
摩
川
の
水
門
を
閉
め
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
疑
問

で
す
 
三
沢
川
、
大
丸
用
水
の
治
水
計
画
の
見
直
し
が
必
要
！

C

1
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
稲
城
市
大
丸
用
水
取
水
口
に
お
て
、
多
摩
川
か
ら
流
入
し
た
事
実
確
認
と
原
因
の
検
証
を
し
、
至
急
取
水
口
改
修
工
事
を
実
施
し
、
緊
急
時
の
完
全
封
鎖
を
願
い
ま

す
。

Ｂ

2
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
水
路
そ
れ
ぞ
れ
の
水
路
吐
き
口
に
確
実
な
逆
流
弁
と
移
動
式
ポ
ン
プ
を
設
置
く
だ
さ
い
。

Ｂ
3

36
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

④
必
ず
予
算
を
組
み
、
雨
季
ま
で
に
実
施
く
だ
さ
い
、

Ｂ

4
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

こ
の
ほ
か
、
水
路
上
流
か
ら
の
水
を
ど
う
す
る
の
か
に
つ
い
て
一
切
検
討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
逃
げ
道
が
な
く
な
っ
た
水
路
の
水
が
溢
れ
て
、
今
回
と
同
エ
リ
ア
で
浸
水

被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
容
易
に
想
定
さ
れ
る
。

B

5
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

ま
た
、
大
丸
用
水
自
体
の
水
量
を
減
ら
す
対
策
を
具
体
的
に
示
し
て
頂
き
た
い
で
す
。
（
郵
送
）

B

6
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

国
と
県
に
対
し
て
、
必
要
な
お
 
を
き
ち
ん
と
出
さ
せ
て
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。
川
崎
市
と
し
て
、
市
 
 
活
を
守
る
た
め
に
地
 
 
治
の
精
神
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
。

B

7
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
と
の
連
携
が
全
く
な
く
、
稲
田
堤
は
他
所
を
救
う
た
め
に
犠
牲
に
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
ま
す
。
全
体
最
適
な
連
携
が
取
れ
る
よ
う
吐
き
口
の
管
理
も
で

き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

B

8
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

大
丸
用
水
、
稲
城
取
水
口
、
他
近
隣
用
水
路
か
ら
の
流
入
に
つ
い
て
の
検
証
を
や
っ
て
頂
き
、
改
修
を
求
め
ま
す
。

B

9
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
口
は
、
き
ち
ん
と
し
た
逆
流
し
な
い
よ
う
な
対
策
の
設
置
な
ど
し
て
ほ
し
い
   

ま
た
、
大
丸
用
水
か
ら
か
な
り
溢
れ
て
い
ま
し
た
 
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
B

10
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
に
是
非
と
も
水
位
計
、
水
流
計
、
カ
メ
ラ
を
設
置
し
監
視
体
制
を
強
化
し
て
く
だ
さ
い

Ｂ

11
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

「
大
丸
用
水
接
続
部
の
水
門
の
補
修
」
と
あ
る
が
、
水
門
よ
り
、
三
沢
川
に
流
れ
込
む
排
水
口
の
位
置
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
排
水
口
に
管
を
接
続
し
、
下
流
方
向
に

管
を
延
ば
し
、
三
沢
川
の
流
れ
に
順
じ
て
排
水
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
、
逆
流
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

「
土
嚢
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
必
要
と
思
う
が
、
ど
こ
に
ど
の
程
度
積
め
ば
浸
水
を
防
げ
る
か
と
い
う
、
想
定
案
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ｃ

12
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
（
三
沢
川
 
 
を
閉
鎖
し
た
際
に
 
位
が
上
昇
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
住
 
も
い
る
の
で
、
 
 
閉
鎖
の
影
響
を
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
的
に
 
す
対
策
は
有
効
。
）
と
あ

り
ま
す
が
、
床
上
浸
 
２
０
０
軒
近
く
、
床
下
浸
 
１
０
０
軒
ほ
ど
の
被
害
を
被
っ
た
住
 
が
知
ら
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 
操
作
と
同
時
に
ポ
ン
プ
 
排
 

の
準
備
が
で
き
て
い
な
い
住
 
側
の
担
当
者
の
 
々
の
 
が
知
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 
 
操
作
と
同
時
に
ポ
ン
プ
 
を
稼
働
す
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
は
被
害
住
 
の
怒
り
を
買
い
、
傷
つ
い
た
気
持
ち
を
更
に
え
ぐ
り
ま
す
。
所
詮
、
他
 
事
の
検
証
だ
と
い
う
証
明
の
よ

う
な
コ
メ
ン
ト
で
す
。

Ｃ

13
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
稲
城
市
内
側
で
の
用
水
路
改
善
策
と
し
て
、
大
丸
用
水
の
多
摩
川
本
流
へ
の
排
水
新
経
路
を
計
画
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ

14
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
の
管
理
を
利
権
者
に
よ
っ
て
行
う
の
で
は
な
く
、
市
が
責
任
を
も
っ
て
指
導
し
、
管
理
し
て
ほ
し
い
。
緊
急
時
に
は
市
が
命
令
す
る
。

・
大
丸
用
水
取
水
口
の
改
良
と
稲
城
市
内
に
お
い
て
も
中
流
域
で
直
接
多
摩
川
に
排
水
す
る
新
経
路
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

・
第
三
者
委
員
会
の
専
門
家
の
方
は
現
地
を
視
察
し
、
被
災
者
の
納
得
の
い
く
原
因
や
対
策
を
ご
回
答
い
た
だ
き
た
い
。

Ｃ

15
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
小
杉
地
区
の
対
策
ば
か
り
を
考
え
ず
、
菅
稲
田
地
区
の
対
策
も
考
え
て
下
さ
い
。
平
等
な
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ポ
ン
プ
車
を
菅
稲
田
地
区
に
配
備
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ

16
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
昨
今
の
異
常
気
象
(大

型
台
風
,線

状
降
水
帯
停
滞
)と

宅
地
化
を
考
慮
し
て
、
最
新
状
況
に
沿
っ
た
三
沢
川
治
水
計
画
を
早
急
に
見
直
し
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ
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17
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
逆
流
防
止
機
能
の
交
換
を
お
願
い
し
た
い
。

・
今
回
の
浸
水
を
受
け
て
、
下
流
域
の
減
災
の
為
、
大
丸
用
水
取
水
口
の
改
善
改
良
と
、
稲
城
市
内
の
大
丸
用
水
中
流
域
で
、
直
接
多
摩
川
に
排
水
す
る
新
経
路
を
計

画
し
て
ほ
し
い
。

Ｃ

18
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
多
摩
川
上
流
地
域
の
浸
水
原
因
の
検
証
を
し
、
至
急
、
護
岸
改
修
工
事
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ
19

36
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
水
門
を
機
能
す
る
も
の
に
新
設
し
、
排
水
機
場
を
作
る
こ
と
を
要
求
。

Ｃ
20

36
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

２
．
浸
水
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め
浸
水
発
生
時
ポ
ン
プ
場
を
活
用
し
た
強
制
排
水

Ｃ
21

36
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

⑤
宅
地
化
市
街
地
率
、
昨
今
の
気
候
状
況
に
合
わ
せ
て
治
水
計
画
の
み
な
お
し
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ

22
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

ア
ク
リ
ル
板
で
対
策
を
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
定
期
的
に
目
地
の
補
修
を
行
う
ル
ー
ル
作
り
が
必
要
。
大
丸
用
水
の
水
門
だ
け
で
は
対
策
が
不
十
分
。
他
の
水
路
の
対

策
も
必
要
。
南
武
線
付
近
に
は
ア
ク
リ
ル
板
が
な
い
。
追
加
が
必
要
。

Ｃ

23
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

今
回
の
こ
と
で
菅
稲
田
堤
三
丁
目
あ
た
り
が
土
地
も
低
く
な
お
か
つ
稲
城
市
や
遠
く
の
方
の
水
路
な
り
の
出
口
が
私
達
の
住
む
あ
た
り
の
三
沢
川
で
あ
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
用
水
路
、
側
溝
な
り
が
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
て
、
普
段
は
使
わ
れ
て
い
な
い
は
ず
の
と
こ
ろ
に
雨
水
が
た
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
知
り
ま
し
た
。
せ
め
て
三
沢
川
ま
で
の
水
路
を
多
摩
川
に
排
水
す
る
新
経
路
を
お
考
え
い
た
だ
き
、
全
て
の
水
の
出
口
が
私
た
ち
の
住
む
地
域
ま
で
来
な
い
よ
う

に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｃ

24
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

今
回
の
被
害
を
受
け
て
下
流
域
の
た
め
、
大
丸
用
水
取
水
口
の
改
善
・
改
良
と
稲
城
市
内
の
大
丸
用
水
中
流
域
で
直
接
多
摩
川
に
排
水
す
る
新
経
路
を
計
画
す
る
な
ど

実
施
し
て
下
さ
い
。

Ｃ

25
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

今
後
の
雨
季
に
備
え
、
ま
た
同
じ
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
確
実
な
連
携
体
制
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
大
丸
用
水
取
水
口
の
改
良
と
大

丸
用
水
の
中
流
域
で
直
接
多
摩
川
に
排
水
す
る
新
経
路
の
計
画
の
実
施
、
水
門
の
改
修
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｃ

26
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

生
活
用
水
（
住
宅
と
住
宅
の
間
）
を
暗
渠
に
し
て
ほ
し
い
。
今
後
、
三
沢
川
、
生
活
用
水
が
増
水
し
な
い
対
策
を
早
急
に
実
施
し
て
ほ
し
い
。

Ｃ

27
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

生
活
用
水
な
ど
い
ろ
ん
な
場
所
か
ら
三
沢
川
に
流
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
分
散
し
て
多
摩
川
へ
向
か
う
よ
う
改
善
し
て
ほ
し
い
。
生
活
用
水
は
暗
渠
に
し
て
ほ
し
い
。

Ｃ

28
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
は
必
要
だ
が
、
こ
れ
は
全
く
別
の
問
題
だ
。
紙
ベ
ー
ス
で
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
す
ぐ
に
わ
か
る
フ
ロ
チ
ャ
ー
ト
的
な
も
の
を
つ
く
っ

て
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
か
を
始
め
た
の
だ
か
ら
そ
の
よ
う
な
も
の
も
活
用
し
、
一
般
の
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ

29
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
改
修
、
補
修
を
急
ぐ
。
三
沢
川
水
門
の
土
地
を
使
っ
て
排
水
機
場
を
作
る
。
ポ
ン
プ
車
の
１
台
、
２
台
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
は
１
９
号
台
風
で

よ
く
分
か
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
金
が
か
か
っ
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
大
丸
用
水
の
水
門
は
い
つ
ま
で
に
回
収
す
る
の

か
。
小
手
先
の
こ
と
で
は
水
害
被
害
は
繰
り
返
す
。

Ｃ

30
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
を
確
実
に
逆
流
し
な
い
も
の
へ
交
換
し
、
南
武
線
横
の
水
門
の
管
理
と
改
修
を
早
急
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

大
丸
用
水
は
稲
田
堤
ま
で
流
さ
ず
直
接
多
摩
川
に
排
水
す
る
よ
う
考
え
て
く
だ
さ
い
。
不
可
能
な
ら
ば
完
璧
に
う
え
に
蓋
を
す
る
よ
う
溢
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
被
害
が
甚
大
に
な
ら
ぬ
為
に
未
管
理
、
未
連
携
を
な
く
し
て
貰
わ
な
い
と
困
り
ま
す
。

Ｃ

31
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

ま
た
、
今
回
の
被
害
を
受
け
て
、
下
流
域
防
災
の
為
、
大
丸
用
水
取
水
口
の
改
善
改
良
と
、
稲
城
市
内
の
大
丸
用
水
中
流
域
で
、
直
接
多
摩
川
に
排
水
す
る
新
経
路
を

計
画
す
る
な
ど
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ

32
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
が
あ
ふ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
別
の
所
に
大
き
な
貯
水
槽
を
作
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
財
政
が
伴
い
ま
す
が
、
人
の
命
に
は
代
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

Ｃ
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33
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

下
 
道
部
会
に
対
し
て
は
中
 
期
的
な
対
策
の
 
向
性
へ
の
御
意
 
を
募
っ
て
い
る
の
に
、
河
川
部
会
に
対
し
て
は
、
ソ
フ
ト
対
策
の
み
だ
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と

思
い
ま
す
。
河
川
部
会
に
対
し
て
も
中
 
期
的
な
対
策
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
三
沢
川
下
流
周
辺
地
域
に
あ
る
 
政
保
有
地
、
稲
 

公
園
や
川
崎
市
上
下
水
道
局
の
土
地
や
そ
の
周
辺
に
、
今
回
の
浸
水
の
水
量
を
十
分
吸
収
で
き
る
(地

下
遊
水
地
又
は
)遊

水
地
等
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
予

算
が
厳
し
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
国
の
経
済
対
策
10

兆
円
と
い
う
話
も
あ
っ
た
の
で
、
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
国
や
県
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

Ｃ

34
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
は
降
雨
強
度
50

㎜
/h

、
大
丸
用
水
は
降
雨
強
度
52

㎜
/h

の
設
定
で
改
修
工
事
済
み
で
は
あ
る
が
、
昨
今
の
異
常
気
象
(大

型
台
風
,線

状
降
水
帯
停
滞
)を

考
慮
し

て
、
最
新
状
況
に
沿
っ
た
治
水
計
画
の
見
直
し
を
し
た
上
で
、
早
急
に
設
定
変
更
、
設
計
変
更
を
実
施
く
だ
さ
い
。

三
沢
川
流
域
の
市
街
地
化
が
進
み
、
人
口
流
入
増
加
し
、
宅
地
化
し
て
い
る
流
域
で
す
。
雨
水
排
水
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
大
丸
用
水
治
水
計
画
の

緊
急
の
見
直
し
く
だ
さ
い
。

Ｃ

35
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
側
に
つ
い
て
は
、
多
摩
川
接
続
箇
所
付
近
の
対
策
だ
け
で
な
く
、
上
流
域
か
ら
の
改
修
が
不
可
避
だ
と
考
え
る
。
短
期
的
に
は
、
ゲ
ー
ト
や
そ
の
周
辺
の
強
化

と
、
閉
鎖
時
の
排
 
を
維
持
で
き
る
ポ
ン
プ
の
設
置
な
ど
計
画
性
の
あ
る
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。
地
域
住
 
の
意
 
を
 
分
に
取
り
 
れ
、
流
域
の
街
づ
く
り

の
課
題
と
し
て
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
に
変
え
て
い
く
決
意
が
必
要
で
あ
る
。

Ｃ

36
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

自
分
の
命
を
守
る
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
な
ん
て
気
楽
に
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
市
が
宅
地
許
可
を
出
し
て
私
た
ち
は
こ
こ
に
住
ん
で
い
ま
す
。
何
故
許
可
を
だ

し
た
の
で
す
か
？
雨
水
が
川
の
よ
う
に
流
れ
、
処
理
が
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
三
沢
川
は
全
部
の
用
水
路
の
み
ず
を
受
け
ら
れ
る
だ
け
の
容
量
が
あ
る
の
で
す
か
？

調
べ
た
の
で
す
か
？
例
え
こ
の
地
域
が
少
量
で
も
上
流
で
降
れ
ば
こ
の
地
域
が
犠
牲
に
な
り
ま
す
。
地
下
神
殿
、
用
水
路
の
水
を
三
沢
川
の
前
に
多
摩
川
へ
流
す
な
ど

の
方
法
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
真
剣
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。
殆
ど
の
蓄
え
を
使
い
果
た
し
ま
し
た
。

Ｃ

37
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

浸
水
し
た
水
を
排
水
処
理
す
る
た
め
に
ポ
ン
プ
車
の
要
請
を
さ
れ
て
い
る
が
、
要
請
か
ら
現
地
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
。
ま
た
、
浸
水
が
終
わ
っ
て

か
ら
ポ
ン
プ
車
が
到
着
し
て
も
意
味
が
な
い
。
市
は
、
独
自
に
ポ
ン
プ
車
両
を
備
え
て
お
く
べ
き
と
考
え
る
。

Ｃ

38
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

他
に
は
、
20

13
年
に
記
録
的
な
大
雨
が
起
こ
り
、
ド
ナ
ウ
川
が
氾
濫
し
ま
し
た
が
、
リ
ン
ツ
市
は
防
水
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
氾
濫
被
害
を
防
い
で
い
ま
し
た
。
脱
着
可

能
な
パ
ネ
ル
の
設
置
も
中
 
期
的
な
対
策
と
し
て
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

Ｃ

39
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

台
風
19

号
の
よ
う
な
大
型
台
風
は
、
確
実
に
ま
た
や
っ
て
き
ま
す
。
大
丸
用
水
は
水
量
を
減
ら
し
た
上
で
暗
渠
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
川
底
の
清

掃
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
流
域
に
10

年
以
上
住
ん
で
い
ま
す
が
、
川
崎
市
が
点
検
や
清
掃
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
！
！

Ｃ

40
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

大
丸
用
水
か
ら
の
浸
水
を
防
止
す
る
た
め
に
は
ポ
ン
プ
設
備
が
必
要
で
、
ポ
ン
プ
情
勢
備
置
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
能
力
に
見
合
っ
た
ポ
ン
プ
車
を
配
置
し
て
下

さ
い
。

Ｃ

41
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
取
水
口
の
排
泥
施
設
か
ら
水
が
上
が
っ
た
よ
う
だ
か
ら
早
急
に
対
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
三
沢
川
と
大
丸
用
水
の
排
泥
を
急
ぐ
。
す
ぐ
に
実
行
に
移
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
多
摩
川
の
イ
ン
バ
ー
ト
が
本
当
に
浅
い
。
あ
ま
り
に
も
浅
す
ぎ
る
。
市
は
国
に
本
気
に
な
っ
て
訴
え
て
ほ
し
い
。
台
風
に
備
え
た
予
算

を
し
っ
か
り
つ
け
な
け
れ
ば
で
き
る
内
容
で
は
な
い
。
予
算
が
な
い
か
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
は
理
由
に
な
ら
な
い
。
こ
の
意
見
書
に
大
丸
の
欄
が
な
ぜ
な
い
の
か
！

し
っ
か
り
目
を
向
け
な
け
れ
ば
出
来
ま
せ
ん
ぞ
！
水
害
を
他
人
事
行
政
で
は
許
せ
ま
せ
ん
ぞ
！

Ｃ

42
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

大
丸
用
水
取
水
口
の
改
善
改
良
、
排
水
の
新
経
路
を
計
画
実
施
し
て
く
だ
さ
い

Ｃ
43

36
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

大
丸
用
水
取
水
口
の
改
善
改
良
と
新
経
路
又
は
地
下
調
整
池
等
の
計
画
、
実
施
を
し
て
下
さ
い

Ｃ
44

36
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

用
水
路
の
暗
渠
化
に
よ
る
逆
流
の
防
止
を
検
討
頂
き
た
い
。
 
用
水
路
か
ら
溢
れ
た
水
で
床
上
浸
水
し
た
か
ら
で
す
。

Ｃ
45

36
中
 
期
対
策
に
つ
い
て

 
 
浄
 
場
跡
地
に
遊
 
地
を
作
る
等
の
 
期
的
な
対
策
を
求
め
ま
す

C
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46
36

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

取
水
量
の
増
減
の
経
過
に
つ
い
て
不
明
で
あ
る
の
で
，
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
取
水
量
が
増
加
す
れ
ば
，
当
然
，
増
加
し
た
分
の
水
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
，
そ
の
た
め
の
設
備
等
を
作
る
必
要
が
あ
る
（
鶴
見
川
で
は
１
８
０
０
Ｔ
が
２
６
０
０
Ｔ
に
な
っ
た
た
め
，
対
処
し
て
い
る
。
）
。
ま

た
，
水
門
の
操
作
に
つ
い
て
，
不
明
で
あ
る
の
で
，
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
さ
ら
に
，
適
切
な
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
，
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

C

1
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
は
も
ち
ろ
ん
、
三
沢
川
、
多
摩
川
の
水
害
を
な
く
す
た
め
に
は
管
理
者
す
べ
て
が
密
接
に
連
携
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

B
2

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

・
関
連
行
政
区
間
（
国
、
県
、
市
、
町
）
と
の
緊
急
時
の
連
絡
及
び
対
応
ル
ー
ル
の
作
成
・
公
表
を
急
い
で
ほ
し
い
。

B

3
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
今
回
の
水
害
拡
大
要
因
が
関
連
各
組
織
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、
無
関
係
で
は
な
く
、
各
組
織
・
担
当
者
が
浸
水
地
域
の
被
害
・
損
害
を
十
分
理
解
し
、
水
害
に
対
す
る

意
識
向
上
を
図
り
、
各
組
織
が
連
携
し
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

B

4
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
今
回
の
水
害
拡
大
要
因
が
関
連
各
組
織
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
、
無
関
係
で
は
な
く
、
各
組
織
・
担
当
者
が
浸
水
地
域
の
被
害
・
損
害
を
十
分
理
解
し
、
水
害
に
対
す
る

意
識
向
上
を
図
り
、
各
組
織
が
連
携
し
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

B

5
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
三
沢
川
に
 
位
計
、
 
流
計
、
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
同
時
に
稲
城
市
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
国
と
の
連
携
で
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策
を
実
施

し
、
確
実
に
連
携
体
制
を
作
り
し
っ
か
り
備
え
て
ほ
し
い
。

B

6
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
三
沢
川
以
外
こ
れ
だ
け
住
宅
の
間
に
水
路
が
あ
り
、
多
摩
川
に
直
接
流
れ
て
い
な
い
こ
と
を
今
回
知
り
、
大
雨
が
起
き
た
際
の
対
策
が
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。
市
、
県
、
国
が
連
携
体
制
を
つ
く
っ
て
改
善
し
て
ほ
し
い
。

B

7
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
浸
 
し
た
住
 
た
ち
は
、
今
回
の
 
害
で
連
携
協
 
体
制
が
と
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
 
政
側
の
連
携
が
必
要
で
す
。
今
回
の
よ
う
な
災
害
を
防
ぐ
べ
く
 
緒
に
協

力
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

B

8
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
水
害
緊
急
時
の
緊
急
人
員
体
制
を
作
成
し
、
ど
こ
に
連
絡
し
た
ら
い
い
の
か
も
合
わ
せ
て
周
知
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

B

9
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
菅
町
会
、
稲
城
市
、
東
京
都
（
大
丸
用
水
）
、
神
奈
川
県
（
三
沢
川
）
、
国
（
多
摩
川
）
と
で
水
害
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
に
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
。

B

10
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
菅
町
会
、
稲
城
市
、
東
京
都
（
大
丸
用
水
）
、
神
奈
川
県
（
三
沢
川
）
、
国
（
多
摩
川
）
と
で
水
害
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
。

B

11
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
菅
町
会
、
稲
城
市
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
国
で
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

B

12
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
被
害
地
域
住
 
は
、
浸
 
後
連
携
・
協
 
し
合
っ
て
復
旧
 
事
、
住
 
な
り
の
勉
強
会
、
意
 
交
換
、
情
報
共
有
を
し
て
い
る
。
→
連
携
・
意
識
啓
発
が
必
要
な
の

は
行
政
側
で
は
な
い
か
？

Ｂ

13
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
被
害
地
域
住
 
は
、
浸
 
後
連
携
・
協
 
し
合
っ
て
復
旧
 
事
、
住
 
な
り
の
勉
強
会
、
意
 
交
換
、
情
報
共
有
を
し
て
い
る
。
連
携
・
意
識
啓
発
が
必
要
な
の
は

行
政
側
で
は
な
い
か
？

B

14
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

〓
行
政
側
の
連
携
が
あ
ま
り
に
杜
撰
で
す
。
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
非
難
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
時
の
た
め
に
、

国
や
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
町
会
な
ど
で
の
連
携
体
制
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

B

15
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

①
浸
 
住
 
は
今
回
の
 
害
で
連
携
協
 
体
制
が
出
来
て
い
ま
す
が
、
 
政
側
の
連
携
不
 
は
残
念
で
す
。
是
 
確
 
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

B
16

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

①
浸
 
住
 
は
、
今
回
の
 
害
で
連
携
協
 
体
制
が
で
き
て
い
る
が
、
 
政
側
の
連
携
が
不
備
。

B
17

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

①
浸
 
住
 
は
 
害
で
連
携
協
 
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。
 
政
側
の
連
携
が
必
要
で
す
。

B
18

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

①
菅
町
会
、
稲
城
市
、
神
奈
川
県
、
国
と
で
水
害
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

B

19
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

①
菅
町
会
、
稲
城
市
、
東
京
都
（
大
丸
用
水
に
つ
い
て
）
、
神
奈
川
県
（
三
沢
川
に
つ
い
て
）
、
国
（
多
摩
川
に
つ
い
て
）
と
で
水
害
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た

め
に
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
早
期
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。

B

20
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

①
菅
町
会
、
稲
城
市
、
東
京
都
（
大
丸
用
水
に
つ
い
て
）
、
神
奈
川
県
（
三
沢
川
に
つ
い
て
）
、
国
（
多
摩
川
に
つ
い
て
）
と
で
水
害
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た

め
に
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
早
期
に
つ
く
り
、
今
回
の
よ
う
な
水
害
の
被
害
の
再
発
防
止
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。

B
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21
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

稲
城
市
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
国
と
の
連
携
で
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策
を
実
施
し
、
確
実
に
連
携
体
制
を
つ
く
り
 
季
に
備
え
て
下
さ
い
。

B
22

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

稲
城
市
、
神
奈
川
県
、
国
で
連
携
体
制
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｂ
23

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

国
、
県
、
稲
城
市
、
都
と
連
携
し
て
緊
急
時
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

B
24

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

稲
城
市
川
崎
市
神
奈
川
県
国
と
の
連
携
体
制
を
整
え
る

B

25
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

稲
城
市
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
国
と
の
連
携
体
制
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
同
様
の
台
風
は
ま
た
来
ま
す
。
災
害
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
次
の
雨
季

に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

B

26
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

稲
城
市
、
東
京
都
、
神
奈
川
、
国
と
の
連
携
で
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策
を
実
施
し
、
確
実
に
連
携
体
制
を
作
り
、
 
季
に
備
え
て
下
さ
い
。

Ｂ
27

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

菅
町
会
、
稲
城
市
、
東
京
都
（
大
丸
用
水
に
つ
い
て
）
、
神
奈
川
県
（
三
沢
川
に
つ
い
て
）
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

B
28

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

菅
町
会
、
稲
城
市
・
東
京
駅
、
神
奈
川
県
、
国
と
で
、
緊
急
時
の
連
携
体
制
の
早
急
に
確
立
し
て
下
さ
い

B

29
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

菅
町
会
、
稲
城
市
と
東
京
都
（
大
丸
用
水
に
つ
い
て
）
神
奈
川
県
（
三
沢
川
に
つ
い
て
）
国
（
多
摩
川
に
つ
い
て
）
で
水
害
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
緊
急

時
の
連
携
が
必
要
で
す
。
連
携
体
制
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

B

30
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

③
三
沢
川
に
 
位
計
、
 
流
計
、
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
同
時
に
稲
城
市
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
国
と
の
連
携
で
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策
を
実
施

し
、
確
実
に
連
携
体
制
を
つ
く
り
、
備
え
て
下
さ
い
。

B

31
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

③
三
沢
川
に
 
位
計
、
 
流
計
、
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
同
時
に
稲
城
市
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
国
と
の
連
携
で
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
 
策
を
策
定

し
て
実
施
し
、
確
実
に
連
携
体
制
を
つ
く
り
、
雨
季
に
備
え
て
下
さ
い
。

B

32
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

多
摩
川
は
国
の
管
理
、
三
沢
川
は
県
の
管
理
、
用
水
路
は
市
の
管
理
と
責
任
分
担
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
な
お
か
つ
大
丸
用
水
は
稲
城
市
（
是
政
）
東
京
都
と
連
携
が
う

ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
第
三
者
委
員
の
方
は
現
地
で
生
の
声
を
聞
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
達
が
納
得
す
る
説
明
、
回
答
を
お
示
し
く
だ
さ

い
。

Ｂ

33
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

三
沢
川
周
辺
は
大
丸
用
水
は
東
京
都
稲
城
市
、
三
沢
川
は
神
奈
川
県
、
多
摩
川
は
国
、
水
路
関
係
は
川
崎
市
と
管
轄
が
入
り
乱
れ
て
い
て
話
を
進
め
て
い
く
の
が
困
難

で
あ
る
の
は
わ
か
り
ま
す
が
、
一
度
水
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
も
う
想
定
外
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
急
に
水
害
を
減
ら
す
為
に
連
携
を
し
て
い
た
だ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
策
を
し
て
た
だ
け
る
の
か
被
災
住
 
に
お
 
し
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
 
季
が
く
る
の
は
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
早
急
な
対
策
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

B

34
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

緊
急
時
連
携
体
制
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

B
35

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

更
に
 
害
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
、
緊
急
時
の
連
携
体
制
を
つ
く
り
、
住
 
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｂ

36
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

三
沢
川
に
 
位
計
、
 
流
計
、
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
と
同
時
に
稲
城
市
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
国
と
の
連
携
で
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
 
策
を
策
定
し

て
実
施
し
、
確
実
に
連
携
体
制
を
つ
く
り
、
雨
季
に
備
え
て
下
さ
い
。

B

37
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

三
沢
川
に
 
位
計
、
 
流
計
、
カ
メ
ラ
設
置
を
す
る
と
同
時
に
、
稲
城
市
、
東
京
都
、
川
崎
市
、
神
奈
川
県
、
国
と
の
連
携
で
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
対

策
を
実
施
し
、
確
実
に
連
携
体
制
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

B

38
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

三
沢
川
に
水
位
計
、
水
流
計
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
菅
町
会
、
川
崎
市
、
稲
城
市
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
国
と
の
連
携
で
確
実
な
対
策
を
講
じ
、
台
風
時
期
、

大
雨
に
備
え
て
下
さ
い
。

Ｂ

39
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

三
沢
川
は
東
京
都
・
稲
城
市
と
川
崎
市
と
県
を
ま
た
い
で
流
れ
て
お
り
ま
す
。
な
か
な
か
難
し
い
事
と
は
存
じ
ま
す
が
、
行
政
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
縦
割
り

の
行
政
で
は
な
く
、
県
や
都
・
各
市
が
地
域
と
し
て
横
断
し
た
対
策
や
連
絡
会
・
緊
急
時
の
対
策
本
部
の
速
や
か
な
設
置
等
、
行
政
の
区
分
を
超
え
、
連
携
頂
け
る
事

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

B

40
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
操
作
時
用
水
路
か
ら
の
越
水
が
起
こ
り
ま
す
 
そ
の
た
め
用
水
管
理
者
、
国
、
県
、
市
の
迅
速
な
連
携
に
よ
る
水
門
操
作
時
に
は
ポ
ン
プ
車
出
動
な
ど
円

滑
な
対
応
を
行
う
た
め
連
携
強
化
を
願
い
た
い

B

41
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

浸
 
住
 
は
 
害
で
連
携
協
 
体
制
が
出
来
て
い
た
。
し
か
し
 
政
の
連
携
が
必
要
と
さ
れ
る
。

B
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42
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

浸
水
被
害
の
発
生
か
ら
ポ
ン
プ
車
の
手
配
ま
で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
一
時
間
以
上
あ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
浸
水
は
ま
た
起
き
る
と
考
え
、
行
政
の
連
携
を
求
め
ま
す
。
稲
田

堤
町
会
等
と
も
連
携
を
取
っ
て
頂
き
、
緊
急
人
員
体
制
を
作
成
し
ご
対
応
下
さ
い
。

B

43
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

水
害
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
為
に
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
３
度
は
無
い
よ
う
に
。

B

44
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

多
摩
川
と
支
流
の
三
沢
川
、
そ
の
支
流
の
用
水
路
が
ど
こ
も
溢
れ
な
い
よ
う
に
調
節
で
き
る
よ
う
に
国
、
県
、
市
は
連
携
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
の
人
員
を
整
備

し
て
く
だ
さ
い
。

B

45
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

 
丸
 
 
は
稲
城
市
、
東
京
都
、
川
崎
市
、
神
奈
川
県
の
連
携
が
必
須
。
次
の
 
季
は
３
 
５
か
 
後
と
す
ぐ
や
っ
て
く
る
。
対
策
実
施
は
急
務
で
す
。
有
効
な
対
策

を
せ
ず
再
び
水
害
が
起
き
た
ら
行
政
の
責
任
に
な
り
ま
す
。

B

46
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

大
型
台
風
時
は
、
国
、
神
奈
川
県
、
川
崎
市
、
稲
城
市
、
東
京
都
と
連
携
し
、
緊
急
体
制
を
確
立
し
て
対
応
し
て
欲
し
い
。

三
沢
川
 
 
操
作
開
始
時
を
前
も
っ
て
地
域
住
 
に
連
絡
す
る
体
制
を
作
っ
て
欲
し
い
。

B

47
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

下
布
田
小
で
の
説
明
会
の
時
も
、
各
担
当
が
バ
ラ
バ
ラ
で
連
携
し
て
い
な
い
事
に
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
大
丸
用
水
→
三
沢
川
→
多
摩
川
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
緊

急
時
の
連
絡
体
制
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

B

48
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

川
崎
市
、
稲
城
市
、
神
奈
川
県
、
東
京
都
と
で
緊
急
時
の
連
携
体
制
を
つ
く
っ
て
欲
し
い
で
す
。

B
49

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

稲
田
堤
の
浸
水
の
未
確
認
、
未
連
携
は
ひ
ど
い
で
す
。
水
害
緊
急
時
の
人
員
の
体
制
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。

B

50
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

三
沢
川
は
、
多
摩
川
（
国
）
、
三
沢
川
（
神
奈
川
県
）
、
大
丸
用
水
（
東
京
都
稲
城
市
）
、
水
路
（
川
崎
市
）
と
管
理
者
が
入
り
乱
れ
て
い
る
た
め
に
、
対
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
困
難
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
災
害
は
起
き
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
も
う
想
定
外
で
は
な
い
の
で
す
。
今
後
の
水
害
は
す
べ
て
想
定
内
に
な
り
ま
す
。

関
係
各
所
で
連
携
し
て
、
早
急
に
水
害
を
な
く
す
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。

B

51
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
緊
急
時
の
連
絡
体
系
を
（
国
、
県
、
市
）
の
な
す
り
合
い
で
は
良
い
仕
事
が
で
き
な
い
。

C

52
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

多
摩
川
と
の
関
連
も
含
め
る
と
、
国
、
神
奈
川
県
、
川
崎
市
、
稲
城
市
、
町
と
い
う
各
行
政
管
轄
間
で
■
災
害
時
で
■
責
任
業
務
担
当
、
実
務
実
行
項
目
の
連
絡
実
施

に
大
き
な
欠
陥
を
感
じ
る
（
責
任
分
担
不
明
、
責
任
の
擦
り
付
け
合
い
）
（
■
：
判
読
不
明
）

Ｃ

53
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

ポ
ン
プ
車
出
動
が
遅
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
も
う
少
し
早
く
出
動
す
る
の
は
可
能
で
は
な
い
の
で
す
か

C
54

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

ポ
ン
プ
車
出
動
が
遅
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?早

め
の
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い

Ｃ

55
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

河
川
の
安
全
基
準
、
操
作
手
順
、
指
揮
系
統
（
多
摩
川
と
の
連
絡
体
制
）
、
現
場
の
安
全
確
認
、
保
守
点
検
な
ど
（
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
、
組
織
の
体
制
上
の
問
題
を

含
め
確
実
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。
ど
う
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
の
か
分
か
り
や
す
く

C

56
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

水
門
操
作
と
同
時
に
ポ
ン
プ
車
が
排
水
可
動
で
き
る
よ
う
な
改
変
を
す
る
べ
き
で
す
。

Ｃ

57
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
水
路
④
（
大
丸
用
水
）
に
は
水
門
が
あ
り
、
設
置
し
て
か
ら
５
０
年
間
一
度
も
動
か
せ
て
い
な
い
こ
と
を
市
も
県
も
認
め
て
い
る
。
水
門
台
帳
も
な
い
こ
と
を
認
め

て
い
る
。
台
風
当
日
、
こ
の
地
点
か
ら
大
丸
用
水
側
（
す
な
わ
ち
住
宅
地
）
へ
三
沢
川
か
ら
水
が
流
れ
込
む
と
い
う
認
識
は
あ
っ
た
の
か
？
忘
れ
て
い
た
（
放
置
し
て

い
た
）
の
で
は
な
い
か
。
私
は
１
６
時
過
ぎ
に
水
が
溢
れ
て
き
た
こ
と
を
通
報
し
て
い
る
が
、
公
園
セ
ン
タ
ー
は
職
員
を
直
行
さ
せ
て
現
地
確
認
を
し
た
の
か
。
三
沢

川
水
門
操
作
の
間
違
い
で
は
な
い
の
か
。

Ｃ

58
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
三
沢
川
下
流
域
の
市
・
区
職
員
未
配
置
で
、
菅
稲
田
堤
地
域
の
浸
水
被
害
の
未
確
認
、
未
対
応
に
加
え
、
唯
一
巡
回
し
た
消
防
職
員
も
現
地
を
立
ち
去
っ
た
後
、
市

職
員
へ
の
伝
達
・
連
携
が
成
さ
れ
な
か
っ
た
。

Ｃ

59
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

・
消
防
職
員
か
ら
も
市
職
員
へ
の
伝
達
・
連
携
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

Ｃ
60

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

当
日
の
菅
稲
田
堤
地
域
の
浸
水
被
害
が
確
認
さ
れ
た
の
が
１
７
：
０
５
と
の
事
。
実
際
に
は
１
６
：
２
０
頃
か
ら
水
が
来
て
い
ま
し
た
。

Ｃ
61

37
連
携
体
制
に
つ
い
て

・
緊
急
時
の
連
絡
体
制
を
（
国
、
県
、
市
）
の
な
す
り
合
い
で
は
？

D

62
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

川
崎
治
水
セ
ン
タ
ー
の
責
任
者
が
、
三
沢
川
氾
濫
の
被
害
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
話
し
て
い
た
と
聞
い
た
。
も
し
そ
の
話
が
本
当
な
ら
ば
、
被
害
に
関
し
て
の
報

告
ル
ー
チ
ン
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
責
任
者
の
判
断
も
な
く
そ
の
場
そ
の
場
の
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
対
応
を
し
て
い
る
の
か
？

Ｄ
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63
37

連
携
体
制
に
つ
い
て

多
摩
川
、
三
沢
川
、
大
丸
用
水
に
つ
い
て
国
、
神
奈
川
県
、
東
京
都
、
稲
城
市
、
川
崎
市
な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
連
携
し
て
い
た
の
か
（
あ
る
い
は
し
て
い
な

か
っ
た
の
か
）
責
任
の
な
す
り
つ
け
あ
い
で
は
な
く
事
実
が
知
り
た
い
。

Ｄ

1
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

・
稲
 
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
地
下
 
ポ
ン
プ
汲
み
上
げ
は
当
 
も
停
 
せ
ず
に
汲
み
上
げ
続
け
て
い
た
と
道
路
公
園
セ
ン
タ
ー
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
時
に
住
 
に
説
明

し
た
上
に
「
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
た
い
し
た
量
で
は
な
い
。
」
と
言
っ
て
い
た
職
員
が
い
た
そ
う
で
す
。
毎
分
何
m
3の

水
を
汲
ん
で
い
た
の
か
公
表
く
だ
さ

い
。
「
た
い
し
た
量
で
は
な
い
」
な
ど
と
平
気
で
 
う
職
員
は
私
た
ち
 
害
を
経
験
し
た
住
 
に
調
査
に
来
な
い
で
頂
き
た
い
。

C

2
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

〓
大
雨
の
際
、
稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
く
み
上
げ
は
中
断
し
て
く
だ
さ
い
。

C
3

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

②
稲
田
公
園
の
地
下
水
く
み
上
げ
に
つ
い
て
の
緊
急
時
停
止
の
徹
底
。

C

4
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
水
を
ず
っ
と
く
み
上
げ
て
い
た
と
い
う
事
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
無
責
任
で
す
。
聞
き
と
り
調
査
の
時
に
「
微
々

た
る
も
ん
だ
ヨ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
酷
く
な
い
で
す
か
？
そ
の
認
識
が
こ
の
大
惨
事
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
す
。

C

5
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

せ
せ
ら
ぎ
の
地
下
水
く
み
上
げ
の
緊
急
停
止
を
徹
底

C

6
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

地
下
水
の
汲
み
上
げ
に
よ
る
稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
は
、
経
済
的
に
も
環
境
安
全
か
ら
も
降
雨
時
に
は
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
事
に
対
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
今
ま
で
無
か
っ
た
の
な
ら
、
早
急
に
作
り
、
操
作
を
徹
底
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
用
水
口
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
台
風
が
来
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
で
す
。

ど
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
も
操
作
可
能
な
よ
う
に
、
 
の
季
節
ま
で
に
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
・
修
繕
・
管
理
を
迅
速
に
進
め
、
管
理
者
は
そ
の
進
展
状
況
を
近
隣
住
 
に
伝
え

て
下
さ
い
。

C

7
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

ま
た
、
稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
も
こ
ち
ら
の
方
ま
で
流
す
の
で
は
な
く
、
近
く
の
多
摩
川
に
排
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
草
木
が
多
く
、
こ
ち
ら
の
方
に
流
れ
て
く
る

と
き
は
色
々
な
も
の
を
見
か
け
ま
す
。
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
魚
な
ど
も
ち
ろ
ん
草
、
泥
が
多
い
で
す
。
）
使
わ
れ
て
い
な
い
水
路
や
側
溝
を
減
ら
し
て
雨
水
を
た
め
る

タ
ン
ク
な
り
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

C

8
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
水
く
み
上
げ
は
、
大
雨
の
時
は
止
め
て
く
だ
さ
い
。
当
然
、
止
め
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し
た
！
！
怠
慢
と
し
か
言
い
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。

C

9
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
せ
せ
ら
ぎ
の
為
の
地
下
水
汲
み
上
げ
の
緊
急
時
の
停
止
管
理
を
徹
底
し
て
下
さ
い

C
10

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
に
汲
み
上
げ
て
い
る
地
下
水
は
大
雨
が
降
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
は
停
止
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
（
誰
が
い
つ
や
る
の
か
）

C
11

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
水
く
み
あ
げ
に
つ
い
て
の
緊
急
時
の
停
止
管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

C
12

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
水
く
み
上
げ
に
つ
い
て
、
緊
急
時
の
停
止
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。

C
13

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
水
く
み
上
げ
に
つ
い
て
の
緊
急
時
の
停
止
管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

C
14

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
水
は
大
雨
の
時
は
く
み
上
げ
る
の
を
止
め
て
欲
し
い
。

C

15
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
地
下
水
く
み
上
げ
は
、
大
雨
が
降
っ
て
か
ら
で
は
な
く
て
、
大
雨
の
予
報
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
止
め
て
い
た
く
こ
と
の
徹
底
。
緊
急
時
の
対

応
だ
と
繁
忙
に
よ
り
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
前
も
っ
て
止
め
る
べ
き
。

C

16
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

稲
田
公
園
の
地
下
水
汲
み
上
げ
の
適
切
な
時
期
の
停
止
基
準
及
び
訓
練
の
実
施
。

C

17
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

水
路
①
に
つ
い
て
は
稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
地
下
水
く
み
上
げ
の
水
が
流
れ
て
い
る
が
、
台
風
当
日
地
下
水
の
く
み
上
げ
は
止
め
て
い
た
の
か
。
管
理
は
だ
れ
が

や
っ
て
い
る
の
か
。

C

18
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

台
風
に
限
ら
ず
大
雨
が
降
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
地
下
水
の
く
み
上
げ
は
停
止
す
る
べ
き
で
す
。
降
っ
て
か
ら
で
は
な
く
て
前
も
っ
て

の
大
雨
予
報
で
の
停
止
が
望
ま
し
い
。

C

19
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

台
風
接
近
の
前
に
も
対
策
が
行
え
る
事
は
実
施
し
て
欲
し
い
で
す
。
稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
地
下
水
の
汲
み
上
げ
な
ど
は
停
止
し
て
欲
し
い
で
す
。
新
し
い
雨
水
の
排

出
経
路
な
ど
の
計
画
も
実
施
し
て
欲
し
い
。

C

20
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

大
雨
の
降
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
せ
せ
ら
ぎ
の
地
下
水
く
み
上
げ
を
停
止
さ
せ
る
。

C
21

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

大
雨
の
際
に
、
稲
田
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
の
地
下
水
く
み
上
げ
は
停
止
し
て
ほ
し
い
。

C
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22
38

稲
田
公
園
に
つ
い
て

大
雨
の
時
に
は
、
稲
田
公
園
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
水
く
み
上
げ
は
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

C
23

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

大
雨
の
時
に
は
稲
田
公
園
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
水
く
み
上
げ
を
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

C
24

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

大
雨
の
時
に
は
稲
田
公
園
せ
せ
ら
ぎ
の
地
下
水
く
み
上
げ
は
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

C
25

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

大
雨
の
時
は
稲
田
公
園
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
水
く
み
上
げ
は
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

C
26

38
稲
田
公
園
に
つ
い
て

大
雨
時
の
緊
急
時
に
は
稲
田
公
園
せ
せ
ら
ぎ
の
為
の
地
下
水
汲
み
上
げ
は
停
止
し
て
下
さ
い

C
1

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

①
三
沢
川
の
浚
渫
、
護
岸
整
備
、
大
丸
用
水
吐
き
口
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
改
修
、
大
丸
用
水
水
門
改
修
と
ポ
ン
プ
設
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

B

2
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

③
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
し
て
な
い
よ
う
で
す
。
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
維
持
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ

い
。

B

3
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
古
い
の
で
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
新
品
に
交
換
し
て
欲
し
い
で
す
。

B

4
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

緊
急
時
の
連
絡
体
制
(避

難
、
ゲ
ー
ト
操
作
、
被
害
状
況
な
ど
)を

強
化
し
て
頂
き
た
い
で
す
。
ま
た
三
沢
川
の
 
位
が
分
か
る
よ
う
 
位
計
設
置
も
要
望
し
ま
す
。
 
年

放
置
さ
れ
て
い
る
大
丸
用
水
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
早
急
に
改
修
を
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

B

5
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
が
三
沢
川
に
流
入
す
る
ゲ
ー
ト
は
腐
食
し
て
使
用
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
早
急
の
改
修
す
る
と
と
も
に
、

B
6

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
逆
流
防
止
機
能
が
緊
急
時
に
作
動
で
き
る
状
態
に
し
て
下
さ
い

B
7

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
の
確
認
し
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
取
り
替
え
る
。
（
三
沢
川
大
丸
用
水
の
吐
き
口
）

B
8

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
を
確
認
し
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
に
取
り
替
え
る
。
（
三
沢
川
大
丸
用
水
の
吐
き
口
）

B
9

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
JR

南
武
線
橋
梁
横
大
丸
用
水
水
門
は
撤
去
の
上
新
設
工
事
を
実
施
く
だ
さ
い
。
今
年
の
雨
季
ま
で
に
は
確
実
に
応
急
対
策
を
検
討
く
だ
さ
い
。

B
10

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
は
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
て
、
水
門
の
管
理
者
を
決
め
て
、
水
門
改
修
を
至
急
し
て
ほ
し
い
。

B
11

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
新
品
に
交
換
し
て
南
武
線
橋
梁
横
水
門
の
管
理
者
を
決
め
改
修
を
至
急
実
施
し
て
下
さ
い
。

B

12
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
設
置
し
て
以
来
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
現
状
は
草
が
生
い
茂
り
ひ
び
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
早
急
に
新
品
に
取
り
換
え
て
、
今
後
の
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

B

13
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
れ
て
な
い
様
子
な
の
で
、
草
が
生
え
た
り
ヒ
ビ
が
あ
っ
た
り
不
良
。
維
持
管
理
を
し
て

く
だ
さ
い
。

B

14
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
は
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
て
南
武
線
の
橋
梁
横
水
門
の
管
理
者
を
決
め
て
水

門
改
善
を
至
急
実
施
し
て
ほ
し
い
。

B

15
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
は
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
て
水
門
の
管
理
者
を
決
め
て
水
門
改
善
を
至
急
実

施
し
て
下
さ
い
。

B

16
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

②
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
は
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
て
南
武
線
の
橋
梁
横
水
門
の
管
理
者
を
決
め
て
水

門
改
善
を
至
急
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
更
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
浸
水
防
止
の
強
化
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

B

17
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
を
逆
流
防
止
機
能
が
あ
る
も
の
に
交
換
し
、
管
理
者
を
決
め
、
水
門
を
改
修
す
る
。

B
18

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
さ
れ
て
な
い
よ
う
な
の
で
、
維
持
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

B
19

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

〓
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
ろ
く
に
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
き
ま
し
た
。
維
持
管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

B

20
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
は
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
て
南
武
線
の
橋
梁
横
水
門
の
管
理
者
を
決
め
て
水
門

改
善
を
至
急
実
施
し
て
下
さ
い
。

B

21
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
の
吐
き
口
は
、
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
て
、
南
武
線
橋
梁
横
水
門
の
管
理
者
を
決
め
て
水
門
改
修
を
至
急
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

B

22
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

〓
上
に
書
い
た
大
丸
用
水
の
吐
き
口
を
新
品
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

B
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23
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
改
善
型
と
の
交
換
を
要
望
し
ま
す
。

B

24
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

2.
検
証
結
果
を
ふ
ま
え
、
三
沢
川
、
大
丸
用
水
の
水
門
操
作
判
断
の
指
針
を
決
め
て
頂
く
べ
き
か
と
考
え
ま
す
。
じ
き
に
来
る
大
雨
台
風
に
備
え
、
早
急
に
求
め
ま

す
。

B

25
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

④
三
沢
川
護
岸
の
大
丸
用
水
吐
き
口
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
を
交
換
し
、
吐
き
口
周
囲
の
補
修
を
至
急
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
と
共
に
ポ
ン
プ
の
設
置
を
検
討
く
だ
さ

い
。

B

26
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

⑤
大
丸
用
水
水
門
を
撤
去
し
、
新
規
水
門
を
ポ
ン
プ
場
を
併
設
し
て
取
り
付
け
て
下
さ
い
。
新
設
で
き
る
ま
で
（
既
存
）
大
丸
用
水
を
塞
ぎ
と
め
る
応
急
処
置
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

B

27
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
三
沢
川
へ
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
機
能
し
な
か
っ
た
。
逆
流
し
て
い
た
点
を
検
証
し
、
改
修
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
求
め
ま
す
。

B

28
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

各
用
水
の
三
沢
川
へ
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
今
回
の
様
な
場
合
、
三
沢
川
か
ら
用
水
路
へ
逆
流
し
な
い
こ
と
及
び
維
持
管
理
を
し
っ
か

り
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

B

29
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
ち
ゃ
ん
と
機
能
す
る
こ
と
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

B
30

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
管
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
し
て
欲
し
い
。

B
31

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
緊
急
時
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
と
補
修
を
す
べ
き
。

B

32
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
維
持
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

B

33
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
は
交
換
し
て
ほ
し
い
。

B
34

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
維
持
管
理
を
し
っ
か
り
お
願
い
致
し
ま
す
。

B
35

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
維
持
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
。

B

36
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

一
刻
も
早
く
道
路
掃
除
、
清
掃
車
等
で
キ
レ
イ
に
し
て
頂
き
た
い
で
す
。
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
も
新
品
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
浸
水
被
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
下
さ
い
。
私
た
ち
、
浸
水
被
害
者
の
声
が
必
ず
届
き
ま
す
こ
と
を
願
い
ま
す
。

B

37
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
さ
れ
て
な
い
よ
う
で
す
。
草
が
生
え
て
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
ま
す
。
維
持
管
理
を
し
っ
か
り

し
て
下
さ
い
。

B

38
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
は
、
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
て
、
南
武
線
橋
梁
横
水
門
の
管
理
者
を
決
め
て
、
水
門
改
修
を
至
急
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

B

39
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
は
、
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
て
、
南
武
線
橋
梁
横
水
門
の
管
理
者
を
決
め
て
、
水
門
改
修
を
至
急
実
施

し
て
下
さ
い
。

B

40
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
は
、
逆
流
防
止
機
能
が
万
全
あ
る
か
を
確
認
し
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
し
く
は
入
れ
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

B

41
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
。
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
ま
す
の
ち
ゃ
ん
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
て
欲
し
い

B

42
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
設
置
の
み
で
現
状
は
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
新
品
に
交
換
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と

や
っ
て
欲
し
い
。

B

43
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
へ
の
大
丸
用
水
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
改
良
品
と
の
交
換
を
要
望
し
ま
す
。

B

44
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

三
沢
側
へ
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
、
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
、
南
部
線
橋
梁
横
水
門
の
管
理
者
を
決
め
、
水
門
改
修
を
至
急
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

B

45
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

水
門
の
改
修
は
い
つ
か
。
明
確
に
示
し
て
！

B
46

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

 
 
の
点
検
、
補
修
等
、
早
急
に
対
処
し
て
ほ
し
い
。
そ
も
そ
も
、
管
理
責
任
者
は
、
だ
れ
な
の
か
も
住
 
に
わ
か
る
よ
う
に
、
し
て
ほ
し
い
。

B
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47
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

水
門
改
修
を
早
期
に
お
願
い
し
た
い
。

B
48

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
ゲ
ー
ト
は
管
理
者
不
明
と
の
こ
と
。
今
後
の
管
理
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

B

49
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
か
ら
逆
流
し
て
い
た
原
因
を
教
え
て
欲
し
い
。
そ
も
そ
も
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
自
体
が
錆
び
付
い
て
動
か
せ
な
い
の
で
は
？
メ
テ
ン
ナ
ン

ン
ス
を
し
て
い
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。

B

50
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
吐
き
口
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

B
51

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
吐
き
口
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
維
持
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

B
52

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
吐
き
口
は
確
実
な
逆
流
防
止
機
能
が
期
待
で
き
る
新
品
に
交
換
し
、
水
門
の
管
理
者
を
決
め
て
ほ
し
い
。

B
53

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
維
持
管
理
に
つ
い
て
説
明
し
て
下
さ
い

B
54

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
確
実
に
維
持
管
理
も
同
様

B
55

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
吐
き
口
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
を
交
換
、
大
丸
用
水
水
門
に
改
修
、
護
岸
補
修
工
事
を
し
て

B
56

39
大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
当
日
の
三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
か
ら
逆
流
し
て
い
た
目
撃
証
言
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
検
証
結
果

B

57
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
水
路
に
大
き
い
も
の
が
流
れ
機
能
し
な
い
場
合
も
あ
る
聞
く
の
で
留
意
が
必
要
。
）
と
あ
り
ま
す
が
、
現
況
は
草
が
生
え
、
吐
き
口
下
部
に

ひ
び
割
れ
、
開
口
が
あ
り
、
維
持
管
理
や
点
検
が
さ
れ
て
い
な
い
様
子
に
見
え
ま
す
。
現
地
確
認
を
い
た
だ
け
れ
ば
具
体
的
で
的
確
な
意
見
、
ご
提
案
を
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
第
三
者
委
員
の
専
門
家
の
方
々
の
ご
実
績
、
ご
経
験
が
台
無
し
で
す
。
も
っ
た
い
な
い
で
す
。

C

58
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
水
門
は
新
し
く
き
ち
ん
と
作
動
す
る
も
の
に
取
り
換
え
る
こ
と
。
同
時
に
排
水
機
場
を
作
り
三
沢
川
水
位
が
上
が
っ
た
時
、
逆
流
し
た
と
き
に
排
水
で
き

C

59
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

以
下
の
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
適
切
な
水
門
開
閉
操
作
が
実
施
可
能
な
判
断
基
準
及
び
訓
練
の
実
施
。
現
場
検
証
時
に
発
見
し
た
設
備
、
装
置
等
の
不
備
及

び
破
損
部
分
の
速
や
か
な
改
修
。

C

60
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

①
三
沢
川
水
門
と
多
摩
川
水
門
の
操
作
を
判
断
し
た
と
き
の
判
断
理
由
と
開
閉
結
果
菅
稲
田
堤
と
布
田
が
浸
水
し
た
原
因
の
検
証
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

D

61
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

・
水
路
①
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
鎖
に
よ
っ
て
開
口
状
態
で
あ
っ
た
。
三
沢
川
管
理
者
は
、
日
々
の
あ
る
い
は
月
ご
と
の
管
理
で
こ
の
状
態
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
開
口
状
態
を
な
ぜ
放
置
し
て
い
た
の
か
。
そ
の
管
理
責
任
を
問
い
た
い
。

D

62
39

大
丸
用
水
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
管
理
者
を
一
刻
も
早
く
決
定
し
て
、
一
刻
も
早
い
用
水
取
水
口
、
排
水
口
の
改
修
を
進
め
て
下
さ
い
。
も
う
一
度
被
害
が
あ
っ
た
時
に
は
、
責
任
者
、
関

係
者
に
被
害
額
を
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
！
川
崎
市
が
支
給
し
た
30

万
円
で
は
全
く
追
い
付
か
な
い
被
害
額
で
す
。
私
た
ち
の
生
活
を
保
障
し
て
下
さ
い
。
改
修
に

10
00

万
円
以
上
の
お
金
が
か
か
り
ま
し
た
。
10

00
万
円
の
お
金
を
か
け
て
も
不
安
は
無
く
な
ら
ず
、
本
当
に
辛
い
気
持
ち
で
い
る
の
に
、
第
三
者
委
員
は
水
害
保
険
を

周
知
す
る
こ
と
な
ん
て
言
っ
て
い
る
事
に
も
驚
き
ま
す
。
私
た
ち
の
老
後
の
お
金
を
返
し
て
く
だ
さ
い
。

D

1
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

日
常
の
周
辺
パ
ト
ロ
ー
ル
の
必
要
性
と
緊
急
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

A

2
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

（
南
武
線
三
沢
川
橋
梁
と
は
別
）

三
沢
川
と
二
ヶ
領
の
交
差
し
た
と
こ
ろ
の
橋
の
た
も
と
の
小
さ
な
用
水
の
吐
き
口
（
菅
稲
田
堤
３
丁
目
）
の
と
び
ら
が
閉
ま
り
ま
し
た
が
（
今
ま
で
は
開
け
た
ま
ま
）

 
い
こ
と
経
つ
と
ま
た
ご
み
が
沢
 
つ
ま
り
ま
す
。
年
何
回
か
定
期
的
に
取
り
除
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

水
害
の
時
に
は
１
ｍ
巾
位
の
こ
の
水
路
か
ら
三
沢
川
の
水
が
逆
流
し
て
き
て
、
こ
の
辺
一
帯
が
床
上
浸
水
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
水
路
の
吐
き
口
は
ご
み
が
つ
ま
る
の

で
今
ま
で
は
開
け
た
ま
ま
に
し
て
あ
っ
た
の
で
す
。

B

3
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
水
害
緊
急
時
の
緊
急
人
員
体
制
を
作
成
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

B
4

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
三
沢
川
下
流
域
の
市
・
区
職
員
未
配
置

B
5

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
大
雨
の
時
に
は
稲
田
公
園
せ
せ
ら
ぎ
の
た
め
の
地
下
水
く
み
上
げ
は
停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

B

6
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
が
農
業
用
水
か
ら
下
水
の
雨
水
幹
線
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
土
地
改
良
区
の
管
理
か
ら
市
に
管
理
が
移
管
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
大
丸
用
水
が
破
綻
し
て

い
る
の
は
市
の
責
任
と
言
え
ま
す
。
管
理
責
任
所
在
を
明
確
に
し
て
雨
季
ま
で
に
徹
底
し
て
下
さ
い
。

B
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7
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
の
管
理
を
利
権
者
（
個
人
）
で
行
う
の
で
は
な
く
、
市
が
管
理
徹
底
し
て
下
さ
い
。

B
8

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
の
管
理
を
利
権
者
個
人
で
行
う
の
で
は
な
く
、
草
や
ご
み
を
流
す
事
を
禁
止
す
る
（
何
年
か
前
に
陳
情
）

B
9

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
の
管
理
を
利
権
者
個
人
で
行
わ
な
い
。
草
や
ご
み
を
流
す
な
（
禁
）
（
何
年
か
前
に
陳
情
）

B

10
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
の
壁
を
高
く
し
て
上
流
に
影
響
が
出
る
と
い
う
意
味
が
分
か
ら
な
い
！
と
に
か
く
、
二
度
と
こ
の
地
域
の
水
害
を
な
く
す
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
ほ
し

い
。

B

11
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

２
ー
（
３
）
ア

「
大
丸
用
水
を
閉
め
る
こ
と
で
別
の
場
所
で
溢
水
が
発
生
す
る
懸
念
は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
」
は
確
認
で
済
ま
せ
ず
、
対
策
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
水
門

だ
け
で
な
く
用
水
路
全
体
の
維
持
管
理
（
補
修
、
清
掃
、
機
能
維
持
）
も
日
常
的
に
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

B

12
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

２
ー
（
３
）
イ

ゴ
ミ
詰
ま
り
対
策
が
さ
れ
な
い
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
は
機
能
に
信
頼
性
が
薄
い
。
ゴ
ミ
詰
ま
り
防
止
対
策
も
同
時
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
あ
る
い
は
管
理
用
通
路
水
抜

き
穴
を
廃
止
し
代
替
え
処
置
も
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

B

13
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

②
水
害
緊
急
時
の
緊
急
人
員
体
制
を
作
成
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

B
14

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

3.
各
用
水
路
の
改
修
、
点
検
を
定
期
的
に
行
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。
内
水
氾
濫
が
起
こ
ら
な
い
た
め
。

B
15

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

⑤
大
丸
用
水
の
管
理
は
個
人
管
理
で
な
い
。
市
の
管
理
に
切
り
替
え
、
三
沢
川
と
一
体
化
し
て
必
要
資
機
材
等
を
準
備
し
て
水
害
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

B
16

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

今
回
の
被
害
を
受
け
、
三
沢
方
に
水
位
計
、
水
流
計
、
カ
メ
ラ
設
置
を
す
る

B
17

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

今
回
被
害
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
水
門
の
管
理
者
を
決
め
る
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
を
と
り
か
え
る
、
et
cで

き
る
こ
と
は
全
て
し
て
下
さ
い
。

B

18
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

三
沢
川
に
 
位
計
、
 
流
計
、
カ
メ
ラ
設
置
を
す
る
と
同
時
に
、
稲
城
市
[東

京
都
]、

川
崎
市
[神

奈
川
県
]、

国
と
の
連
携
で
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策

を
実
施
し
、
確
実
に
連
携
体
制
を
つ
く
り
、
雨
季
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

B

19
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

三
沢
川
周
辺
の
浸
水
に
つ
い
て

１
、
鎖
で
繋
が
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
水
路
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
、
管
理
責
任
者
不
明
の
用
水
水
門
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
が
欠
損
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
パ
ラ

ペ
ッ
ト
排
水
口
、
ゴ
ミ
が
詰
ま
っ
て
開
い
た
ま
ま
の
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
。
な
ぜ
こ
れ
ら
が
放
置
さ
れ
て
い
た
か
が
し
っ
か
り
し
た
検
証
を
望
む
。

B

20
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

多
摩
川
の
よ
う
に
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

B
21

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
管
理
と
緊
急
時
の
対
応
を
市
で
管
理
を
徹
底
し
て
下
さ
い

B

22
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
管
理
は
利
権
者
で
行
う
の
で
は
な
く
、
除
草
し
た
草
や
ゴ
ミ
を
流
す
こ
と
を
禁
じ
る
な
ど
、
使
用
上
の
管
理
と
緊
急
時
の
対
応
を
川
崎
市
が
管
理
徹
底
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

B

23
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
管
理
を
利
権
者
（
個
人
）
で
行
い
、
水
害
が
あ
っ
て
も
利
権
者
は
何
の
責
任
も
問
わ
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
。
緊
急
時
は
市
の
命
令
に
従
う
旨
の
書
面
を

利
権
者
と
交
わ
し
、
使
用
方
法
や
緊
急
時
の
際
の
行
動
な
ど
も
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

B

24
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
管
理
を
利
権
者
（
個
人
）
で
行
う
の
で
は
な
く
、
除
草
し
た
草
や
ご
み
を
流
す
こ
と
を
禁
止
す
る
な
ど
使
用
上
の
管
理
と
緊
急
時
の
対
応
を
市
が
管
理
徹

底
し
て
下
さ
い
。

B

25
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

大
丸
用
水
路
の
護
岸
工
事
を
早
急
に
願
い
た
い
 
三
沢
川
の
水
位
上
昇
に
対
応
す
る
た
め
。

B
26

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

用
水
の
掃
除
を
定
期
的
に
す
べ
き
で
は
。

B

27
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

１
９
号
な
み
の
台
風
は
ま
た
来
る
と
思
い
ま
す
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
大
丸
用
水
の
管
理
が
お
ざ
な
り
で
驚
い
て
お
り
、
『
有
効
な
』
対
策
を
至
急
行
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
の
他
の
方
々
も
同
じ
意
見
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

B

28
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
下
流
域
の
減
災
の
た
め
、
大
丸
用
水
取
水
口
の
改
善
改
良
と
、
稲
城
市
内
の
大
丸
用
水
中
流
域
で
直
接
多
摩
川
に
排
水
す
る
経
路
を
計
画
・
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

C
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29
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
下
流
域
の
減
災
の
た
め
、
大
丸
用
水
取
水
口
の
改
善
改
良
と
稲
城
市
内
の
大
丸
用
水
中
流
域
で
直
接
多
摩
川
に
排
水
す
る
新
経
路
を
計
画
す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施

し
て
下
さ
い
。

C

30
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

①
大
丸
用
水
の
有
難
さ
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
昔
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
近
代
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
今
日
で
あ
り
な
が
ら
水
路
だ
け
は
旧
態
依
然
の
ま
ま

残
っ
て
お
り
、
水
路
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ
て
い
な
い
所
が
あ
る
。
今
回
の
よ
う
な
水
害
を
想
定
し
た
排
水
活
用
を
計
画
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｃ

31
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

２
ー
（
３
）
オ

「
内
水
処
理
を
目
的
と
し
た
ポ
ン
プ
」
は
停
電
時
に
も
機
能
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
（
実
際
、
浸
水
地
域
の
一
部
は
夕
方
か
ら
翌
午
前
ま
で
停
電
し
て
い

る
。
）

C

32
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

③
緊
急
時
に
大
丸
用
水
を
完
全
封
鎖
で
き
る
よ
う
に
稲
城
市
と
東
京
都
に
全
面
協
力
し
て
対
策
を
実
施
下
さ
い
。
実
施
せ
ず
に
完
全
封
鎖
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
損
害

賠
償
責
任
を
と
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

C

33
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

③
三
沢
川
と
大
丸
用
水
下
流
域
で
あ
る
菅
稲
田
堤
３
丁
目
、
布
田
地
域
は
１
７
：
０
５
冠
水
確
認
ま
で
浸
水
危
険
状
況
を
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

C

34
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

⑦
三
沢
川
流
域
の
市
街
地
化
が
進
ん
で
人
口
増
加
、
宅
地
化
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
地
が
減
少
し
、
気
象
の
変
動
も
あ
り
宅
地
化
、
気
候
な
ど
流
域
の
変
化
を
加
味
し

た
治
水
計
画
の
見
直
し
を
至
急
し
て
く
だ
さ
い
。
治
水
計
画
の
見
直
し
を
し
な
か
っ
た
ツ
ケ
と
怠
慢
と
市
、
県
、
国
、
都
の
未
連
携
、
水
路
、
水
門
、
護
岸
の
未
管
理

に
よ
る
人
災
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
の
雨
季
ま
で
３
か
月
も
あ
り
ま
せ
ん
。
緊
急
予
算
を
組
み
、
安
心
で
き
る
水
害
に
強
い
市
に
な
っ
て
下
さ
い
。
誇
れ
る
、
自
慢

で
き
る
市
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
恨
み
辛
み
を
払
拭
し
て
く
だ
さ
い
。
二
度
と
浸
水
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
応
え
て
く
だ
さ
い
。

C

35
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

今
回
の
台
風
で
は
、
多
摩
川
堤
防
の
決
壊
、
三
沢
川
の
溢
水
は
何
と
か
免
れ
た
と
の
こ
と
で
、
国
、
県
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
何
と
か
体
裁
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
そ
こ
へ
流
入
す
る
中
小
河
川
の
溢
水
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
溢
水
部
分
を
管
理
す
る
所
管
の
責
任
強
化
を
求
め
た
い
。

C

36
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
か
ら
逆
流
し
て
い
る
の
が
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｃ

37
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

ま
た
、
下
流
域
の
減
災
の
た
め
、
稲
城
市
と
協
議
し
、
取
水
口
の
改
善
改
良
と
稲
城
市
内
の
大
丸
用
水
流
域
に
多
摩
川
へ
の
排
水
路
を
作
る
よ
う
求
め
て
く
だ
さ
い
。

C

38
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

ま
た
、
三
沢
川
下
流
は
二
ヶ
領
用
水
も
含
め
て
異
様
に
水
路
が
多
い
た
め
、
三
沢
川
の
上
流
の
稲
城
市
と
素
早
く
円
滑
に
協
議
し
て
い
た
だ
き
、
三
沢
川
の
位
置
や
流

れ
を
変
え
る
よ
う
な
対
策
も
今
後
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

C

39
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

三
沢
川
、
多
摩
川
増
水
し
た
と
き
の
対
策
と
し
て
深
く
掘
っ
て
ほ
し
い
。

C

40
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

水
が
澱
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
常
に
三
沢
川
と
用
水
の
流
れ
に
監
視
を
常
に
し
て
欲
し
い
。
そ
し
て
異
常
の
時
の
対
応
も
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。
こ
の

事
が
１
９
号
で
は
全
く
な
か
っ
た
。

C

41
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

私
た
ち
の
住
む
菅
稲
田
堤
は
菅
の
端
に
な
り
、
全
く
町
会
の
避
難
誘
導
の
案
内
は
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
助
け
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
唯
一
消
防
の
人
が
ど
の
く

ら
い
の
時
間
い
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
住
 
も
出
て
い
た
の
で
す
か
ら
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
か
っ
た
で
す
。
（
男
の
 
た
ち
は
外
に
出
て
様
 
を
 
て
い

ま
し
た
。
）

C

42
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

稲
 
堤
３
 
２
０
の
 
 
路
、
 
 
路
の
三
沢
川
へ
の
排
 
 
部
分
の
露
出
部
を
暗
渠
に
し
て
下
さ
い
。

C

43
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

 
政
の
連
携
（
 
害
時
の
緊
急
 
員
体
制
他
）
 
 
政
に
よ
る
浸
 
被
害
未
確
認
・
未
対
応
。
地
域
住
 
へ
の
避
難
指
 
の
遅
さ
、
避
難
場
所
が
近
場
に
確
保
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
用
水
路
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
の
流
出
被
害
の
改
善
。
冠
水
後
の
ポ
ン
プ
車
他
の
手
配
。
ま
る
で
水
被
状
態
の
未
確
認
・
未
対
応
。
用
水
路
の
除
草
や
ご

み
を
禁
止
し
て
も
ら
う
。
行
政
で
管
理
徹
底
を
。

C

44
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

今
年
の
雨
季
ま
で
に
必
ず
、
三
沢
川
の
浚
渫
、
護
岸
整
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

C
45

40
水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

三
沢
川
の
浚
渫
・
整
備
・
草
取
り
・
清
掃
を
早
急
に
実
施
し
て
欲
し
い
。

C

46
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

大
雨
の
時
の
稲
田
公
園
の
地
下
水
は
汲
み
上
げ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
大
丸
用
水
を
多
摩
川
に
直
接
排
水
す
る
新
し
い
経
路
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。
第
三
者
委
員
の

方
々
も
現
場
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
い
た
だ
い
て
、
考
え
て
頂
き
た
い
で
す
。

Ｃ

47
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
取
水
口
の
改
良
、
稲
城
市
内
の
大
丸
用
水
を
三
沢
川
に
流
す
だ
け
で
な
く
、
直
接
多
摩
川
に
排
水
す
る
新
経
路
を
探
し
て
ほ
し
い
。

C
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48
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

大
丸
用
水
の
吐
き
口
の
改
修
、
台
風
時
の
稲
田
公
園
せ
せ
ら
ぎ
用
地
下
水
く
み
上
げ
停
止
、
大
丸
用
水
取
水
口
の
改
良
と
大
丸
用
水
中
流
域
で
の
多
摩
川
へ
の
排
水
路

の
設
置
、
大
丸
用
水
を
暗
渠
に
し
て
頂
き
た
い
。
国
、
東
京
都
、
稲
城
市
と
協
議
の
上
、
大
丸
用
水
全
体
の
水
量
の
見
直
し
と
使
用
上
の
管
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。
（
※
郵
送
）

C

49
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

用
水
路
、
雨
水
路
、
三
沢
川
、
多
摩
川
の
堆
積
物
を
除
去
し
て
下
さ
い
。

C

50
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

②
水
害
緊
急
時
の
緊
急
人
員
体
制
を
作
成
し
て
、
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

・
三
沢
川
下
流
域
の
市
、
区
職
員
配
置
で
菅
稲
田
堤
地
域
の
浸
水
被
害
の
未
確
認
・
未
対
応
に
加
え
、
唯
一
巡
回
し
た
消
防
職
員
も
現
地
を
立
ち
去
っ
た
後
、
市
職
員

へ
の
伝
達
、
連
携
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

・
三
沢
川
と
大
丸
用
水
下
流
域
で
あ
る
菅
稲
田
堤
３
丁
目
、
布
田
地
域
は
１
７
：
０
５
冠
水
確
認
ま
で
浸
水
危
険
状
況
を
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

C

51
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

台
風
19

号
の
よ
う
な
大
型
台
風
は
、
確
実
に
ま
た
や
っ
て
き
ま
す
。
大
丸
用
水
は
水
量
を
減
ら
し
た
上
で
暗
渠
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
定
期
的
に
川
底
の
清

掃
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
流
域
に
10

年
以
上
住
ん
で
い
ま
す
が
、
川
崎
市
が
点
検
や
清
掃
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
か
け
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
！
！

C

52
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
冠
水
を
確
認
し
た
後
、
18

:2
5京

浜
河
川
事
務
所
(国

)か
ら
ポ
ン
プ
車
手
配
要
請
が
あ
る
ま
で
、
現
地
浸
水
被
害
未
確
認
、
未
対
応
で
あ
っ
た
た
め
浸
水
被
害
が
拡
大

し
た
と
思
わ
れ
る
。

D

53
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

・
三
沢
川
と
大
丸
用
水
下
流
域
で
あ
る
菅
稲
田
堤
3丁

目
・
布
田
地
域
は
、
17

:0
5冠

水
確
認
ま
で
、
浸
水
危
険
状
況
を
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
？

D

54
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

ウ
の
ア
ク
リ
ル
版
上
部
か
ら
の
越
水
と
逆
流
の
防
止
と
あ
り
ま
す
が
、
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
①
が
鎖
に
よ
る
開
放
状
態
に
て
用
水
路
か
ら
内
水
氾
濫
し
た
こ
と
は
事
実
で

あ
り
 
宅
周
辺
(稲

 
堤
3-
19

 
25

)の
床
上
浸
 
を
招
い
た
。
何
故
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
を
鎖
で
開
放
状
態
に
し
て
固
定
し
て
い
た
の
か
？
そ
の
理
由
と
責
任
の
所
在
を

明
ら
か
に
し
て
頂
き
た
い
。

D

55
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

冠
水
を
確
認
し
た
後
、
１
８
：
２
５
京
浜
河
川
事
務
所
（
国
）
か
ら
ポ
ン
プ
車
手
配
要
請
が
あ
る
ま
で
、
現
地
浸
水
被
害
未
確
認
、
未
対
応
で
あ
っ
た
た
め
、
浸
水
被

害
が
拡
大
し
た
と
思
い
ま
す
。

D

56
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

 
路
①
（
菅
稲
 
堤
３
 
２
０
）
の
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
に
鎖
を
か
け
開
け
て
い
た
の
は
な
ぜ
か
。
い
つ
市
は
ど
う
い
う
理
由
で
鎖
を
か
け
た
の
か
明
確
に
せ
よ
。
具
体

的
に
資
料
を
も
と
に
説
明
を
求
め
る
。
三
沢
川
の
水
が
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
の
中
に
逆
流
し
被
害
を
大
き
く
し
た
。
市
の
責
任
を
明
確
に
せ
よ
。
台
風
の
直
後
に
突
然
鎖

を
切
っ
た
の
は
証
拠
隠
滅
と
な
る
。

D

57
40

水
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

大
丸
用
水
に
つ
い
て
は
、
稲
城
か
ら
流
れ
て
き
て
い
る
の
で
川
崎
市
で
は
管
理
で
き
な
い
と
道
路
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
市
が

積
極
的
に
管
理
し
よ
う
と
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
下
流
域
の
浸
水
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
怒
り
心
頭
で
す
。

D

1
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
水
路
①
②
③
④
各
部
位
、
三
沢
川
護
岸
各
部
位
測
量
デ
ー
タ
を
公
表
し
て
く
だ
さ
い
。
水
路
①
の
レ
ベ
ル
を
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

A
2

41
三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
再
測
量
時
は
 
会
い
ま
す
の
で
必
ず
ご
連
絡
下
さ
い
。
（
住
 
 
会
い
の
も
と
測
量
再
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
）

Ｃ

3
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

そ
も
そ
も
、
三
沢
川
 
 
を
全
閉
あ
る
い
は
閉
じ
た
り
開
け
た
り
し
て
い
た
こ
と
を
住
 
に
知
ら
せ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
住
 
は
三
沢
川
 
位
が
上
が
っ

て
き
て
い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
。
水
門
を
閉
め
れ
ば
ど
こ
か
ら
流
れ
出
す
の
は
想
像
で
き
る
の
に
。
第
三
者
は
「
三
沢
川
水
門
を
閉
鎖
し
た
際
に
水
位
が
上
が
る
こ

と
を
知
ら
な
い
住
 
も
い
る
…
」
な
ど
と
ま
っ
た
く
と
ぼ
け
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
は
許
せ
ま
せ
ん
。

C

4
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
の
大
丸
用
水
の
吐
き
口
（
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
）
か
ら
逆
流
、
対
面
側
は
し
っ
か
り
吐
き
口
が
閉
じ
っ
ぱ
な
し
で
あ
っ
た
た
め
、
被
害
が
な
か
っ
た
の
か
。
定
期

的
に
市
の
職
員
が
点
検
交
換
す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

Ｃ

5
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

(中
間
と
り
ま
と
め
②
)の

P.3
で
浸
水
経
路
は
①
水
路
か
ら
の
越
水
②
管
理
用
通
路
水
抜
き
穴
か
ら
の
浸
水
③
三
沢
川
の
ア
ク
リ
ル
板
の
目
地
か
ら
の
漏
水
と
あ
る
が
、

以
下
の
検
証
結
果
を
住
 
が
納
得
で
き
る
レ
ベ
ル
で
説
明
願
い
た
い
。

1.
三
沢
川
水
門
の
操
作
資
料
や
水
位
デ
ー
タ

2.
三
沢
川
か
ら
 
丸
 
 
へ
逆
流
し
た
と
の
住
 
の
声
が
あ
る
が
、
そ
の
検
証
結
果

D
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6
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

「
三
沢
川
護
岸
か
ら
の
越
水
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
何
の
た
め
の
水
位
変
化
の
表
な
の
？
水
位
は
パ
ラ
ペ
ッ
ト
を
超
え
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
！
Ｎ
Ｏ
．

０
 
Ｎ
Ｏ
．
１
２
ま
で
は
確
実
に
越
え
て
い
る
！
 
 
操
作
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
納
得
で
き
な
い
！
納
得
で
き
る
資
料
を
 
せ
！

D

7
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
（
三
沢
川
水
門
操
作
は
多
摩
川
か
ら
三
沢
川
へ
の
逆
流
兆
候
を
水
位
計
の
値
に
よ
り
覚
知
し
て
行
っ
た
。
）
と
あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
１
５
：
３
４
か
ら
の
水

門
閉
操
作
は
早
急
す
ぎ
て
誤
っ
た
操
作
で
あ
っ
た
と
結
果
的
に
は
言
え
ま
す
。
操
作
要
領
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

D

8
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
「
第
三
者
意
見
」
と
や
ら
、
い
い
加
減
で
う
さ
ん
く
さ
い
。
「
第
三
者
」
は
ち
ゃ
ん
と
現
場
の
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
「
検
証
」
に
つ
い
て
の
意
見
を
し
て
い
る

の
で
す
か
。

D

9
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
水
門
操
作
時
の
判
断
基
準
（
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
見
せ
て
ほ
し
い
。

D
10

41
三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
水
門
操
作
判
断
す
る
時
の
判
断
基
準
（
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
示
し
て
ほ
し
い
。

D
11

41
三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
水
門
の
操
作
に
つ
い
て
、
当
日
水
門
の
開
閉
の
判
断
を
し
た
理
由
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
浸
水
し
た
原
因
の
検
証

D

12
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
水
門
操
作
と
同
時
に
あ
る
い
は
何
分
後
く
ら
い
に
水
門
操
作
が
始
ま
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
連
絡
は
必
ず
す
る
べ
き
で
す
。
前
も
っ
て
連
絡
が
あ
れ
ば
車

の
移
動
、
１
階
の
貴
重
品
移
動
が
で
き
、
損
害
が
か
な
り
減
少
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
連
絡
対
応
が
無
か
っ
た
こ
と
は
「
人
災
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

D

13
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
水
門
操
作
に
つ
い
て
浸
水
原
因
の
検
証
を
至
急
し
て
く
だ
さ
い
。

D
14

41
三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
三
沢
川
水
門
操
作
要
領
を
今
回
水
害
実
態
に
合
わ
せ
て
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

D
15

41
三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

・
水
門
操
作
判
断
を
す
る
と
き
の
判
断
基
準
(操

作
マ
ニ
ュ
ア
ル
)を

示
し
て
欲
し
い
。

D

16
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

〓
三
沢
川
水
門
の
開
閉
の
判
断
、
開
閉
の
結
果
稲
田
堤
と
布
田
が
浸
水
し
た
結
果
に
つ
い
て
の
検
証
を
お
願
い
し
ま
す
。

〓
水
門
操
作
の
判
断
基
準
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

D

17
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

１
．
三
沢
川
水
門
操
作
に
つ
い
て

大
丸
用
水
ほ
か
の
越
水
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
加
味
し
て
い
な
い
操
作
と
思
わ
れ
る
た
め
三
沢
川
水
門
近
く
の
護
岸
に
用
水
の
越
水
を
知
ら
せ
る
危
険
水
位
、
注
意
水

位
等
の
表
示
が
必
要

D

18
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

１
ー
（
５
）
ウ
 
三
沢
川
水
門
操
作
に
つ
い
て

今
回
の
水
門
操
作
が
「
逆
流
防
止
」
を
目
的
に
し
て
い
た
の
か
疑
問
が
あ
る
。
４
時
の
操
作
で
、
な
ぜ
両
河
川
の
水
位
差
が
１
m
近
く
に
な
る
ま
で
閉
め
て
い
た
の

か
？
、
４
時
８
分
開
操
作
開
始
は
住
宅
地
へ
の
浸
水
を
知
っ
て
行
な
っ
た
の
か
？
、
６
時
３
０
分
以
降
、
な
ぜ
三
沢
川
水
位
を
高
め
に
維
持
し
て
い
た
の
か
？
、
三
沢

川
の
目
標
水
位
を
最
初
パ
ラ
ペ
ッ
ト
高
さ
、
次
に
多
摩
川
HW

L水
位
に
置
い
て
操
作
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
？
、
そ
れ
ら
以
外
の
時
間
帯
は
両
河
川
の
水
位
差
０
を

維
持
し
て
い
た
の
に
多
摩
川
水
位
の
ピ
ー
ク
時
に
水
位
差
を
作
る
操
作
は
「
逆
流
防
止
」
の
た
め
だ
け
だ
っ
た
の
か
？
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
て
欲
し
い
。

D

19
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

①
三
沢
川
水
門
の
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
開
し
て
く
だ
さ
い
。

D

20
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

③
三
沢
川
水
門
（
三
沢
川
と
多
摩
川
間
）
の
操
作
に
つ
い
て
、
水
門
の
開
閉
操
作
を
始
め
る
判
断
を
し
た
時
の
判
断
理
由
と
開
閉
の
結
果
菅
稲
田
堤
と
布
田
が
浸
水
し

た
原
因
の
検
証
を
住
 
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

④
水
門
操
作
判
断
を
す
る
と
き
の
判
断
基
準
（
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
を
示
し
て
ほ
し
い
。

D

21
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

③
三
沢
川
水
門
の
操
作
要
領
を
、
今
回
の
被
害
状
況
実
態
把
握
の
上
、
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
場
を
併
設
あ
る
い
は
必
要
な
台
数
の
ポ
ン
プ
車
稼
働
を

同
時
に
手
配
く
だ
さ
い
。

D

22
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

⑥
三
沢
川
水
門
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
今
回
の
浸
水
被
害
状
況
実
態
を
検
証
し
、
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
操
作
開
始
時
に
排
水
が
開
始
で
き
る
よ
う
水
門
付
近

に
ポ
ン
プ
場
を
新
設
す
る
か
、
ポ
ン
プ
車
を
必
要
な
台
数
稼
働
で
き
る
よ
う
に
事
前
に
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ポ
ン
プ
車
、
ポ
ン
プ
操
作
を
記
載

し
て
く
だ
さ
い
。

D
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23
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

今
回
の
 
害
に
つ
い
て
納
得
の
い
く
説
明
が
さ
れ
た
と
は
 
え
ま
せ
ん
。
三
沢
川
 
 
の
操
作
に
つ
い
て
、
判
断
理
由
と
開
閉
の
結
果
浸
 
し
た
原
因
・
検
証
を
住
 

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い
・

※
三
沢
川
の
水
位
が
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
掘
削
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

D

24
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

多
摩
川
の
水
量
が
ど
う
な
っ
た
と
き
に
三
沢
川
水
門
が
閉
ま
る
の
で
す
が
。

D

25
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

ポ
ン
プ
車
の
手
配
が
で
き
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
閉
め
る
の
を
決
め
た
の
は
本
当
に
手
順
通
り
な
の
か
？
手
順
書
は
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
機
関
を
も
っ
て

決
め
ら
れ
た
も
の
な
の
か
？

D

26
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

ま
た
、
三
沢
川
 
 
の
開
閉
操
作
が
妥
当
だ
っ
た
の
か
、
操
作
を
す
る
な
ら
住
 
へ
の
連
絡
、
ポ
ン
プ
 
の
要
請
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
説
明
も
求
め
ま

す
。

D

27
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
（
三
沢
川
と
多
摩
川
間
）
の
操
作
に
つ
い
て
、
水
門
の
開
閉
操
作
を
始
め
る
判
断
を
し
た
判
断
理
由
を
知
り
た
い
で
す
。

（
個
人
的
に
は
、
１
６
：
０
３
に
６
分
間
、
三
沢
川
水
門
の
ゲ
ー
ト
全
閉
が
被
災
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
大
き
な
原
因
だ
と
思
っ
て
い
る
た
め
。
）

D

28
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
の
操
作
に
つ
い
て
、
水
門
の
開
閉
操
作
を
始
め
た
時
の
判
断
理
由
と
そ
の
結
果
、
菅
稲
田
堤
と
布
田
が
浸
水
し
て
し
ま
っ
た
原
因
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
ほ
し
い
。

D

29
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
の
操
作
の
判
断
は
ど
う
い
う
理
由
か
ら
な
の
か
。
結
果
が
分
か
る
は
ず
。
ち
ゃ
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
。

D

30
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

今
回
、
三
沢
川
水
門
を
全
閉
に
し
た
時
間
、
１
６
：
０
５
過
ぎ
か
ら
大
丸
用
水
が
溢
れ
た
。
ま
た
、
夜
２
１
：
０
０
頃
か
ら
あ
ふ
れ
て
く
る
の
を
目
撃
し
て
い
た
。
こ

う
い
う
設
計
に
し
た
責
任
、
そ
の
後
の
管
理
責
任
を
問
い
た
い
。

D

31
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

今
回
の
浸
水
原
因
を
十
分
検
証
し
、
実
態
に
即
し
て
、
三
沢
川
水
門
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
水
位
計
に
よ
る
操
作
だ
け
で
な
く
、
浸
水
危
険
地
域
の
状
況
確
認
を
し
な

が
ら
、
操
作
を
調
整
し
て
い
く
よ
う
に
改
変
し
て
欲
し
い
。

D

32
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

今
回
の
水
害
に
対
し
浸
水
原
因
の
検
証
が
不
十
分
で
は
な
い
か
！
 
水
門
操
作
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
正
当
性
の
検
証
を
願
い
た
い
 
三
沢
川
水
位
が
低
い
に
も
関
わ
ら
ず

水
門
操
作
に
よ
り
用
水
路
よ
り
越
水
が
生
じ
た
。

D

33
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て
 
三
沢
川
水
門
の
運
用
に
お
い
て
、
三
沢
川
か
ら
多
摩
川
へ
の
排
水
ポ
ン
プ
の
運
用
に
つ
い
て
は
大
変
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

排
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
の
検
証
が
な
い
の
は
ど
う
い
う
事
で
し
ょ
う
か
。
三
沢
川
水
門
の
閉
鎖
と
排
水
ポ
ン
プ
の
運
用
に
つ
い
て
し
っ
か
り
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。
例

え
ば
１
．
な
ぜ
、
排
水
ポ
ン
プ
の
手
配
も
せ
ず
に
取
り
敢
え
ず
水
門
を
閉
め
た
の
か
。
判
断
は
い
つ
だ
れ
が
し
た
の
か
。
２
・
水
門
閉
鎖
に
関
す
る
作
業
手
順
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
あ
っ
た
の
か
。
あ
っ
た
な
ら
ば
ど
の
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
っ
た
の
か
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
開
示
し
て
く
だ
さ
い
そ
の
内
容
を
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。
３
．
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
あ
っ
た
の
な
ら
ば
。
そ
れ
ど
お
り
作
業
し
た
の
か
。
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
の
結
果
が
ア
レ
だ
っ
た
な
ら
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
ひ
ど
す
ぎ
る
と
思
う
の
で
す
が
）

D

34
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
の
開
閉
作
業
結
果
が
浸
水
の
大
き
な
要
因
と
さ
れ
て
い
る
。
徹
底
検
証
と
再
発
防
止
策
を
要
求
し
ま
す
。

D

35
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

水
門
の
開
閉
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
か
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。
閉
め
る
と
判
断
し
た
の
は
ど
こ
の
部
署
の
ど
の
責
任
下
に
お
い
て
行

わ
れ
た
の
か
？

D

36
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

水
門
の
開
閉
に
関
す
る
判
断
基
準
の
検
証
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
再
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

D
37

41
三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

水
門
開
閉
操
作
の
判
断
基
準
を
示
し
て
下
さ
い

D
38

41
三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

川
の
水
位
が
増
し
た
時
に
、
水
門
は
、
ど
こ
か
ら
開
き
ど
う
な
る
の
か
、
明
確
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

D

39
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

前
回
の
住
 
説
明
会
で
も
似
た
質
問
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
が
、
今
後
昨
年
の
台
 
19

号
と
同
じ
規
模
の
台
 
が
起
き
、
多
摩
川
の
 
位
が
三
沢
川
の
 
位
を
上

回
っ
た
際
に
、
国
が
管
理
す
る
三
沢
川
水
門
を
閉
め
る
の
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

D

40
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

特
に
緊
急
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
水
門
の
整
備
状
況
の
確
認
・
水
門
の
開
閉
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
証
・
そ
の
検
証
に
基
づ
く
監
視
/管

理
体
制

の
再
整
備
で
す
。
ま
た
、
水
門
を
閉
じ
る
際
は
、
必
ず
排
水
ポ
ン
プ
車
の
手
配
と
セ
ッ
ト
で
実
施
す
べ
き
で
す
。
閉
じ
れ
ば
、
溢
れ
る
こ
と
は
明
白
な
こ
と
で
あ
り
、

今
回
は
そ
の
対
応
が
遅
れ
た
こ
と
に
、
被
害
が
広
が
っ
た
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

D
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41
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

閉
め
る
と
判
断
す
る
場
合
の
安
全
確
認
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
？

D

42
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

今
回
の
浸
水
原
因
の
検
証
を
継
続
し
、
必
要
な
対
策
を
具
体
的
に
示
し
、
実
施
願
い
ま
す
。
水
門
操
作
の
判
断
基
準
と
、
今
回
の
水
害
時
の
実
操
作
を
比
較
し
、
課
題

を
明
確
に
し
て
下
さ
い
。
＋
早
急
な
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

D

43
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

今
回
の
 
害
に
つ
い
て
、
被
害
を
受
け
た
住
 
が
納
得
の
い
く
下
記
の
原
因
の
検
証
を
し
、
住
 
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

・
三
沢
川
水
門
の
操
作
に
つ
い
て
、
開
閉
操
作
を
す
る
判
断
理
由
と
そ
の
結
果
の
浸
水
原
因
の
検
証

・
三
沢
川
水
門
の
開
閉
操
作
の
判
断
基
準
を
示
し
て
ほ
し
い
。

D

44
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
の
操
作
に
つ
い
て
も
、
水
門
の
開
閉
操
作
を
始
め
る
判
断
を
し
た
時
の
判
断
理
由
と
、
開
閉
の
結
果
菅
稲
田
堤
と
布
田
地
域
が
浸
水
し
た
の
で
あ
れ
ば
原

因
の
検
証
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
私
の
自
宅
は
大
丸
用
水
の
傍
に
あ
り
、
床
上
浸
水
の
恐
怖
を
味
わ
い
ま
し
た
。

D

45
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

三
沢
川
水
門
開
閉
操
作
の
判
断
理
由
と
水
門
開
閉
の
結
果
、
菅
稲
田
堤
と
布
田
が
浸
水
し
た
原
因
の
検
証
結
果
を
説
明
し
て
下
さ
い

D
46

41
三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

 
害
に
つ
い
て
住
 
が
納
得
い
く
原
因
の
検
証
を
早
期
に
お
願
い
し
た
い
。
 
 
操
作
の
判
断
基
準
を
 
し
て
く
だ
さ
い
。

D

47
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

今
回
の
浸
水
原
因
を
十
分
検
証
し
、
実
態
に
即
し
て
、
三
沢
川
水
門
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
、
水
位
計
に
よ
る
操
作
だ
け
で
な
く
、
浸
水
危
険
地
域
の
状
況
確
認
を
し
な

が
ら
、
操
作
を
調
整
し
て
い
く
よ
う
に
改
変
し
て
欲
し
い
。
水
門
操
作
と
同
時
に
ポ
ン
プ
車
が
排
水
可
動
で
き
る
よ
う
な
改
変
を
す
る
べ
き
で
す
。

D

48
41

三
沢
川
水
門
に
つ
い
て

当
日
の
浸
水
確
、
家
の
中
の
水
位
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
恐
怖
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
に
状
況
が
わ
か
っ
て
い
た
ら
、
家

の
中
の
も
の
を
上
に
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
、
被
災
ご
み
を
削
減
す
る
こ
と
も
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
件
で
被
害
住
 
の
連
携
は
と
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
 
政
側

と
の
連
携
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
台
 
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
三
沢
川
 
 
に
も
必
ず
 
員
を
配
置
し
て
、
 
位
を
住
 
と
と
も
に
確
認
し
あ
い
な
が
ら
、
 
 
の
開

閉
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

D

1
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
、
稲
城
取
水
口
、
排
泥
施
設
の
水
門
か
ら
の
流
入
に
つ
い
て
検
証
と
改
修
。

C

2
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

・
大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
上
部
か
ら
流
入
し
て
い
た
事
実
確
認
と
検
証
を
早
急
に
し
て
緊
急
時
に
流
入
が
一
切
な
い
よ
う
完
全
封
鎖
を
６
月
ま
で
に
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。

C

3
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

②
緊
急
時
に
は
、
必
ず
稲
城
市
大
丸
用
水
取
水
口
を
完
全
封
鎖
し
た
く
だ
さ
い
。

C

4
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

②
大
丸
用
水
、
稲
城
取
水
口
、
排
泥
施
設
の
水
門
か
ら
の
流
入
に
つ
い
て
の
検
証
と
、
関
係
者
調
整
を
早
急
に
行
っ
て
管
理
体
制
強
化
改
善
を
行
っ
て
い
頂
き
た
い
。

そ
し
て
、
住
 
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

C

5
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

②
大
丸
用
水
の
取
水
口
排
泥
施
設
か
ら
の
越
水
に
つ
い
て
、
事
実
を
詳
細
に
公
表
し
、
至
急
検
証
し
て
く
だ
さ
い
。

C

6
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

 
丸
 
 
稲
 
取
 
 
排
泥
施
設
の
 
 
か
ら
の
流
 
に
つ
い
て
の
検
証
と
関
係
者
調
整
を
早
急
に
 
っ
て
改
修
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
住
 
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

C

7
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

今
回
の
 
害
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
に
お
い
て
被
災
し
た
住
 
の
納
得
の
い
く
原
因
と
今
後
の
対
策
を
お
 
し
い
た
だ
き
た
い
。

・
大
丸
用
水
の
稲
城
取
水
口
排
泥
施
設
の
水
門
か
ら
の
流
入
に
つ
い
て
検
証
し
、
ど
の
よ
う
に
改
修
す
る
の
か

C

8
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

大
丸
用
水
、
稲
城
取
水
口
、
排
泥
施
設
の
水
門
か
ら
の
流
入
に
つ
い
て
の
検
証
を
関
係
者
調
整
を
早
急
に
行
っ
て
改
修
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
私
た
ち
に
わ
か
り
や

す
い
説
明
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

C

9
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

 
丸
 
 
の
稲
城
取
 
 
、
排
泥
施
設
の
 
 
か
ら
の
逆
流
に
つ
い
て
の
検
証
と
関
係
者
調
整
を
早
急
に
 
い
、
 
季
の
前
に
改
修
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
住
 
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
浸
 
被
害
を
受
け
た
住
 
と
し
て
は
、
納
得
の
い
く
検
証
が
 
わ
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

C

10
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

 
丸
 
 
の
取
 
 
（
稲
城
市
）
排
泥
施
設
の
 
 
か
ら
の
流
 
に
つ
い
て
の
検
証
、
改
修
、
住
 
へ
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

C

11
42

大
丸
用
水
排
泥
施
設
水
門
に
つ
い
て

令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風
１
９
号
）
の
水
害
に
つ
い
て
徹
底
し
た
原
因
究
明
。
水
害
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
大
丸
用
水
、
稲
城
取
水
口
、
排
泥
施
設
の
水
門

か
ら
の
流
入
に
つ
い
て
、
徹
底
し
た
検
証
と
速
や
か
な
改
修
。

C

1
43

市
の
対
応
に
つ
い
て

・
三
沢
川
下
流
域
に
は
市
・
区
職
員
未
配
置
、
未
確
認
、
未
対
応
に
加
え
、
市
職
員
へ
の
伝
達
・
連
携
が
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
水
害
緊
急
時
体
制
が
必
要
で
す
。

B
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2
43

市
の
対
応
に
つ
い
て

②
水
害
緊
急
時
の
緊
急
人
員
体
制
を
作
成
し
て
対
応
く
だ
さ
い
。

B

3
43

市
の
対
応
に
つ
い
て

・
水
害
対
策
の
１
つ
に
は
現
場
で
動
け
る
行
政
の
職
員
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
。
通
報
し
て
も
誰
も
来
な
い
、
台
風
後
も
な
か
な
か
市
の
職
員
は
現
地
に
来
れ
な
い
体

制
で
は
自
治
体
の
責
任
は
果
た
せ
な
い
。

C

4
43

市
の
対
応
に
つ
い
て

③
水
害
に
対
す
る
行
政
機
関
関
連
職
員
の
少
し
で
も
被
害
を
食
い
止
め
よ
う
と
す
る
活
動
状
況
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
誠
に
申
し
訳
な
い
が
残
念
至
極
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
関
係
職
員
の
防
災
意
識
の
欠
如
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
再
教
育
願
い
た
い
。

C

5
43

市
の
対
応
に
つ
い
て

三
沢
川
と
大
丸
用
水
下
流
域
で
あ
る
菅
稲
田
堤
３
丁
目
、
布
田
は
１
７
：
０
５
の
冠
水
ま
で
浸
水
危
険
状
況
を
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、
浸
水
被
害
が
拡
大
し
た
と
思
い

ま
す
。

D

6
43

市
の
対
応
に
つ
い
て

・
今
回
の
 
害
で
菅
稲
 
堤
三
丁
 
住
 
は
１
７
：
０
５
冠
 
確
認
ま
で
全
く
浸
 
危
険
状
況
を
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ば
か
り
か
１
８
：
２
５
に
 
配
し
た
ポ

ン
プ
 
が
来
る
ま
で
の
間
に
何
も
対
応
し
て
く
れ
な
か
っ
た
た
め
に
被
害
が
拡
 
し
た
と
思
い
ま
す
。
５
 
６
時
間
何
も
知
ら
さ
れ
ず
放
置
し
た
責
任
は
 
き
い
と
思

い
ま
す
。

D

7
43

市
の
対
応
に
つ
い
て

水
害
緊
急
時
の
緊
急
人
員
体
制
を
作
成
し
、
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。
稲
田
堤
地
域
の
浸
水
被
害
に
は
、
市
、
区
の
職
員
が
未
配
置
で
、
浸
水
危
険
状
況
を
把
握
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
ね
。
午
前
中
早
い
時
間
か
ら
、
大
丸
用
水
の
水
位
は
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
き
、
危
険
な
状
況
だ
と
い
う
こ
と
は
素
人
で
も
わ
か
り
ま
し
た
。

18
時
25

分
頃
、
京
浜
河
川
事
務
所
か
ら
ポ
ン
プ
車
手
配
要
請
が
あ
る
ま
で
、
被
害
の
未
確
認
未
対
応
が
続
い
た
た
め
に
浸
水
被
害
が
拡
大
し
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

稲
城
市
内
の
大
丸
用
水
中
流
域
で
、
流
れ
込
む
水
量
を
減
ら
し
て
欲
し
い
。
稲
城
市
、
東
京
都
と
連
携
し
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

D

8
43

市
の
対
応
に
つ
い
て

菅
稲
田
堤
3丁

目
・
布
田
地
域
は
冠
水
確
認
ま
で
浸
水
危
険
状
況
を
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
被
害
が
拡
大
し
た
。
水
害
時
緊
急
人
員
体
制
を
作
成
し
対
応
し
て
く

だ
さ
い
。

D

9
43

市
の
対
応
に
つ
い
て

冠
水
確
認
後
、
国
か
ら
ポ
ン
プ
車
手
配
要
請
ま
で
現
地
被
害
未
確
認
、
未
対
応
だ
っ
た
た
め
浸
水
被
害
が
拡
大
し
た
と
思
い
ま
す

D
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No
.

内
容

御
意
見

区
分

1
44

連
携
体
制
に
つ
い
て

２
度
も
こ
の
よ
う
な
 
害
が
起
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 
害
対
策
が
不
備
す
ぎ
。
浸
 
被
害
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策
を
確
実
に
連
携
作
成
を
必
ず
作
っ

て
く
だ
さ
い
。

B

2
44

連
携
体
制
に
つ
い
て

防
災
は
、
国
に
と
っ
て
 
切
な
事
項
だ
と
思
い
ま
す
。
国
 
が
安
 
し
て
住
め
る
よ
う
に
国
、
県
、
市
、
区
が
普
段
か
ら
し
っ
か
り
と
連
携
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
今

回
あ
ぶ
り
だ
さ
れ
た
問
題
点
を
一
つ
一
つ
地
道
に
解
決
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
次
も
ま
た
が
無
い
事
を
望
み
ま
す
。

B

3
44

連
携
体
制
に
つ
い
て

行
政
側
の
連
携
が
必
要
で
す
。

B

4
44

連
携
体
制
に
つ
い
て

水
害
時
の
緊
急
人
員
体
制
を
整
え
る
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
 
年
々
想
定
外
の
風
水
害
が
起
き
て
い
て
今
年
も
雨
の
時
期
が
や
っ
て
く
る
の
で
不
安
で
す
 
国
、

県
、
市
が
連
携
し
て
住
 
の
命
と
財
産
を
守
る
対
策
を
お
願
い
し
ま
す

B

5
44

連
携
体
制
に
つ
い
て

行
政
の
報
・
連
・
相
を
徹
底
す
べ
き
。

B

1
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

・
浸
 
住
 
は
今
回
の
 
害
で
連
携
体
制
が
で
き
て
い
る
。
 
政
側
の
連
携
が
必
要
。

・
水
害
緊
急
時
の
緊
急
人
員
体
制
を
作
成
し
て
ほ
し
い
。
浸
水
の
確
認
や
ポ
ン
プ
車
の
手
配
な
ど
現
場
を
見
て
ほ
し
い
。

B

2
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

・
浸
 
被
害
を
受
け
た
住
 
に
は
強
い
連
絡
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
関
連
 
政
側
も
急
ぎ
体
制
づ
く
り
を
願
い
ま
す
。

・
当
地
域
で
は
浸
水
状
況
の
情
報
伝
達
が
全
く
無
か
っ
た
。
業
務
連
絡
網
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
、
メ
ー
ル
、
情
報
カ
ー
et
c）

の
整
備
、
再
構
築
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

・
水
害
等
緊
急
時
の
要
因
配
置
（
市
、
区
）
体
制
を
整
備
下
さ
い
。

B

3
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

・
地
域
住
 
は
こ
の
よ
う
な
会
（
 
害
か
ら
守
る
会
や
近
所
同
 
の
対
話
な
ど
）
で
協
 
体
制
を
も
っ
て
い
る
。
 
政
と
し
て
の
連
携
は
今
後
必
要
と
思
い
ま
す
。

・
水
害
緊
急
時
の
人
員
体
制
を
系
統
化
し
作
成
し
お
示
し
し
て
ほ
し
い
。

・
水
害
時
の
状
況
を
直
接
見
に
来
て
ほ
し
い
。

・
ポ
ン
プ
車
で
浸
水
を
和
ら
げ
る
事
が
で
き
る
と
聞
き
ま
す
が
、
置
き
や
す
い
地
形
や
条
件
の
地
域
に
は
設
置
し
て
ほ
し
い
。

B

4
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
望
む
。
行
政
に
よ
る
確
認
、
対
応
を
敏
速
に
行
っ
て
も
ら
う
。
今
回
は
命
に
関
わ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
が
、
命
に
危
機
に
な
る
恐
れ
有
り
。

川
崎
市
や
消
防
、
警
察
に
よ
る
避
難
指
示
の
敏
速
な
対
応
。

B

5
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

今
後
、
 
 
に
よ
る
増
 
が
あ
っ
た
場
合
、
市
職
員
が
現
地
に
来
て
住
 
に
呼
び
か
け
る
な
ど
対
策
を
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

B

6
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

台
 
が
来
る
と
予
想
さ
れ
た
時
は
事
前
に
現
地
に
来
て
確
認
し
て
ほ
し
い
。
住
 
が
不
安
に
感
じ
る
増
 
に
な
っ
た
時
の
緊
急
連
絡
先
を
住
 
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

B

7
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

冠
水
の
放
送
が
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
複
数
の
連
絡
手
段
を
使
え
る
よ
う
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

B

8
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

川
崎
市
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム
で
は
避
難
勧
告
発
令
時
に
同
報
無
線
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
稲
田
堤
３
丁
目
で
は
サ
イ
レ
ン
が
鳴
ら
な
か
っ

た
。
同
報
無
線
の
音
声
は
聴
き
づ
ら
い
が
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら
メ
ー
ル
で
内
容
を
確
認
で
き
る
の
で
鳴
ら
し
て
ほ
し
い
。
２
０
１
５
年
９
月
９
日
土
砂
災
害
避
難

勧
告
発
令
時
の
サ
イ
レ
ン
は
鳴
っ
て
い
た
。

B

9
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

台
風
当
日
、
浸
水
を
確
認
さ
れ
て
か
ら
、
ポ
ン
プ
車
を
配
置
す
る
ま
で
の
数
時
間
、
私
た
ち
は
全
く
状
況
を
知
ら
さ
れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
部
屋
の
中
の
水
位
が
上
昇
し
て
い

く
恐
怖
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ほ
か
の
地
区
で
も
浸
水
が
あ
り
、
当
日
に
人
が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
が
、
今
回
の
何
も
し
て
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

教
訓
に
し
て
、
今
後
は
三
沢
川
に
も
必
ず
 
員
を
配
置
し
て
い
た
だ
き
、
川
の
状
況
を
随
時
、
流
域
住
 
に
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

B

10
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

１
.緊

急
時
の
連
絡
体
制
を
強
化
し
て
頂
き
た
い
。
災
害
時
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
設
置
な
ど
で
情
報
を
集
約
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
随
時
更
新
し
て
欲
し
い
。
防
災
無
線

の
活
用
も
あ
り
な
の
か
と
。

B

11
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

浸
 
住
 
は
、
今
回
の
 
害
で
連
携
体
制
の
協
 
が
で
き
て
い
ま
す
。
 
政
側
の
連
携
が
必
要
不
可
 
で
す
。
確
実
な
連
携
を
し
て
く
だ
さ
い
。

B
12

45
短
期
対
策
に
つ
い
て

災
害
時
の
情
報
は
も
と
よ
り
、
日
頃
か
ら
の
情
報
の
迅
速
か
つ
正
確
な
伝
達
方
法
の
確
立
を
お
願
い
し
ま
す
。

B

ソ
フ
ト
対
策
へ
の
御
意
見
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13
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

・
初
め
て
の
浸
水
被
害
で
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
最
大
級
の
台
風
に
備
え
て
下
さ
い
と
皆
水
を
買
っ
た
り
対
策
を
し
て
い
た
が
、
ま
さ
か
の
床
上
浸
水
で
家
族
で
避

難
す
る
か
迷
っ
た
が
、
近
く
の
学
校
が
受
け
入
れ
て
い
な
い
と
聞
き
、
全
学
校
を
避
難
先
に
す
べ
き
と
思
っ
た
。

C

14
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

①
台
 
１
９
号
当
 
の
避
難
通
報
は
全
く
な
か
っ
た
。
特
に
 
齢
者
は
 
 
を
締
め
切
っ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
マ
イ
ク
で
の
通
報
は
全
く
き
き
と
れ
な
い
。
今
回
の

よ
う
な
緊
急
時
に
は
サ
イ
レ
ン
を
連
続
 
時
間
に
わ
た
っ
て
鳴
ら
し
て
１
 
で
も
多
く
の
 
の
避
難
に
役
 
て
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

②
避
難
場
所
が
下
布
田
小
学
校
と
な
っ
て
い
た
が
、
当
時
当
校
は
工
事
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
多
く
の
避
難
者
が
他
校
へ
避
難
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
老
人
の
多

い
こ
の
地
域
で
は
、
人
命
に
か
か
わ
る
問
題
、
問
題
意
識
を
も
っ
た
対
応
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

C

15
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

③
水
害
避
難
周
知
等
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。

・
台
風
１
９
号
の
時
は
避
難
す
べ
き
指
示
の
連
絡
な
く
多
く
の
老
齢
者
が
迷
っ
て
い
た
。

・
２
０
時
近
所
の
人
が
呼
び
に
来
た
と
き
は
す
で
に
胸
の
あ
た
り
ま
で
増
水
し
て
い
た
が
、
傘
寿
を
過
ぎ
た
老
人
に
は
こ
の
増
水
の
中
を
避
難
す
る
に
は
危
険
す
ぎ

る
。

・
マ
イ
ク
で
放
送
し
て
も
 
 
を
し
め
て
家
の
中
に
い
て
も
聞
こ
え
な
い
。
む
し
ろ
サ
イ
レ
ン
を
繰
り
返
し
鳴
ら
し
た
 
が
効
き
 
が
あ
る
し
、
１
 
で
も
多
く
の
 

を
避
難
さ
せ
ら
れ
る
。

・
下
布
田
小
学
校
が
避
難
場
所
と
示
さ
れ
て
い
た
の
に
、
同
校
は
工
事
中
で
避
難
し
て
き
た
人
が
入
れ
ず
他
行
へ
行
っ
た
が
、
避
難
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
旨
の

周
知
を
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
転
 
し
て
き
た
住
 
は
地
域
が
わ
か
ら
な
い
の
で
１
時
間
か
け
て
東
菅
 
に
び
し
ょ
濡
れ
で
到
着
し
た
と
 
っ
て
い
た
。

・
菅
稲
 
堤
３
丁
 
を
縦
断
し
て
い
る
 
丸
 
 
の
す
て
 
の
は
け
 
は
つ
ま
り
側
溝
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
を
は
け
 
周
辺
住
 
に
知
ら
せ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

C

16
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

大
型
の
台
風
な
ど
の
大
雨
の
時
に
ど
こ
の
場
所
に
避
難
し
た
ら
よ
い
の
か
な
ど
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

C
17

45
短
期
対
策
に
つ
い
て

避
難
場
所
が
遠
す
ぎ
て
避
難
も
出
来
な
い
。
 
政
等
か
ら
の
住
 
の
避
難
指
 
も
遅
く
被
害
が
 
き
け
れ
ば
命
に
関
わ
る
。

C

18
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

下
布
田
小
学
校
が
今
後
も
避
難
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
し
た
ら
、
私
た
ち
を
安
全
に
導
い
て
く
れ
る
対
策
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
か
早
い
早
い
対
策
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

C

19
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

監
視
体
制
、
連
絡
体
制
等
の
整
備
及
び
訓
練
の
実
施
。

C

20
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

 
津
区
以
外
の
浸
 
地
域
で
も
本
気
で
検
証
し
て
ほ
し
い
。
今
回
の
 
害
で
、
地
域
住
 
は
協
 
体
制
が
で
き
て
い
る
。
 
政
側
の
連
携
も
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い
。

C

21
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

具
体
的
な
対
応
策
が
、
唯
一
土
嚢
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
と
い
う
の
は
災
害
の
実
際
を
認
識
し
て
い
な
い
に
等
し
く
、
災
害
の
原
因
を
正
し
く
検
証
し
、
対
応
策
を
講
じ

て
い
る
と
は
到
底
思
え
な
い
。

C

22
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

ま
た
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示
し
て
周
知
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
し
て
い
る
が
、
周
知
さ
れ
る
べ
き
対
象
は
行
政
こ
そ
と
考
え
る
。
ど
こ
に
危
険
が
あ
る
か
を
明
確
に

し
た
の
だ
か
ら
、
行
政
が
危
険
箇
所
を
解
消
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
た
め
に
こ
そ
マ
ッ
プ
を
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
。

D

23
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

ソ
フ
ト
面
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
正
直
行
政
の
方
々
か
ら
の
情
報
よ
り
各
段
に
SN

Sや
地
域
の
方
々
か
ら
の
情
報
の
方
が
、
役
に
立
ち
ま
す
。
ど
う
せ
、
出
来
な
い
で

し
ょ
う
か
ら
。
ソ
フ
ト
面
よ
り
ハ
ー
ド
面
？
、
設
備
の
維
持
管
理
や
操
作
基
準
の
策
定
と
速
や
か
な
実
施
を
最
優
先
で
求
め
さ
せ
て
頂
け
ま
す
。

D

24
45

短
期
対
策
に
つ
い
て

三
沢
川
の
状
況
に
つ
い
て
は
SN

S等
の
情
報
は
あ
っ
た
が
、
公
的
な
機
関
か
ら
の
情
報
が
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
？
危
険
性
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
が
で
き
て
い
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
住
 
の
連
携
を
求
め
る
の
は
お
か
し
く
な
い
か
。
ま
ず
は
 
政
側
の
動
き
を
明
確
に
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

D

1
46

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

４
０
年
前
に
引
っ
越
し
て
き
た
時
、
三
沢
川
と
二
ヶ
領
用
水
が
交
差
し
て
い
る
の
を
見
て
、
川
の
交
差
を
不
思
議
な
光
景
と
し
て
見
ま
し
た
。
近
所
に
は
水
道
局
施
設
も

あ
り
、
是
非
、
職
員
の
人
に
色
々
と
地
域
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

B

2
46

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

行
政
側
の
今
ま
で
以
上
の
、
か
か
わ
り
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

B
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3
46

中
 
期
対
策
に
つ
い
て

中
間
取
り
ま
と
め
の
参
考
資
料
に
お
い
て
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
例
示
が
さ
れ
て
い
る
。
当
方
で
も
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
有
用
で
、
各
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
管
理
組
合
や
自
主
防

災
組
織
で
の
策
定
が
推
奨
さ
れ
て
く
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
一
方
で
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
み
る
と
専
門
家
な
ど
を
招
き
策
定
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
予
算
措
置
を
と
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

上
記
を
ふ
ま
え
管
理
組
合
と
や
自
主
防
災
組
織
ご
と
あ
る
い
は
複
数
の
組
織
が
共
同
で
各
々
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る
取
り
組
み
を
行
う
場
合
、
川
崎
市
側
か
ら

の
技
術
的
な
助
言
や
費
用
補
助
等
を
お
願
い
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
実
施
が
困
難
で
あ
れ
ば
そ
の
根
拠
等
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

C
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